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護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準等を

定める条例の一部改正について
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道事業会計補正予算（第２号）

日程第23 議案第２１号 令和６年度名寄市一般

会計予算

議案第２２号 令和６年度名寄市国民

健康保険特別会計予算

議案第２３号 令和６年度名寄市介護

保険特別会計予算

議案第２４号 令和６年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算

議案第２５号 令和６年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算

議案第２６号 令和６年度名寄市立大

学特別会計予算

令和６年２月２９日（木曜日）第１回３月定例会・第１号
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議案第２７号 令和６年度名寄市病院

事業会計予算

議案第２８号 令和６年度名寄市水道

事業会計予算

議案第２９号 令和６年度名寄市下水

道事業会計予算

日程第24 議案第３０号 名寄市教育委員会委員

の任命について

日程第25 報告第１号 専決処分した事件の報告

について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 令和６年度市政執行方針・教育行政執

行方針

日程第４ 議案第１号 地方自治法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例の一部改正について

日程第５ 議案第２号 名寄市手数料徴収条例の

一部改正について

日程第６ 議案第３号 名寄市国民健康保険税条

例の一部改正について

日程第７ 議案第４号 名寄市空家等対策協議会

条例の一部改正について

日程第８ 議案第５号 名寄市空家等の適正管理

に関する条例の一部改正について

日程第９ 議案第６号 名寄市特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部改正につ

いて

日程第10 議案第７号 名寄市介護保険条例の一

部改正について

日程第11 議案第８号 名寄市指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準等を

定める条例の一部改正について

議案第９号 名寄市指定居宅介護支援

等の事業の人員及び運営に関する基準

等を定める条例の一部改正について

日程第12 議案第１０号 名寄市水道事業給水条

例の一部改正について

日程第13 議案第１１号 名寄市畜産センター条

例の廃止について

日程第14 議案第１２号 令和５年度名寄市一般

会計補正予算（第１０号）

日程第15 議案第１３号 令和５年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第16 議案第１４号 令和５年度名寄市介護

保険特別会計補正予算（第４号）

日程第17 議案第１５号 令和５年度名寄市食肉

センター事業特別会計補正予算（第１

号）

日程第18 議案第１６号 令和５年度名寄市後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）

日程第19 議案第１７号 令和５年度名寄市立大

学特別会計補正予算（第４号）

日程第20 議案第１８号 令和５年度名寄市病院

事業会計補正予算（第３号）

日程第21 議案第１９号 令和５年度名寄市水道

事業会計補正予算（第１号）

日程第22 議員第２０号 令和５年度名寄市下水

道事業会計補正予算（第２号）

日程第23 議案第２１号 令和６年度名寄市一般

会計予算

議案第２２号 令和６年度名寄市国民

健康保険特別会計予算

議案第２３号 令和６年度名寄市介護

保険特別会計予算

議案第２４号 令和６年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算

議案第２５号 令和６年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算

議案第２６号 令和６年度名寄市立大
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学特別会計予算

議案第２７号 令和６年度名寄市病院

事業会計予算

議案第２８号 令和６年度名寄市水道

事業会計予算

議案第２９号 令和６年度名寄市下水

道事業会計予算

日程第24 議案第３０号 名寄市教育委員会委員

の任命について

日程第25 報告第１号 専決処分した事件の報告

について

１．出席議員（１５名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 １０番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 水 間 健 詞 議員

５番 谷 聡 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 清 水 一 夫 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 高 橋 伸 典 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

２番 富 岡 達 彦 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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ただいまより令和６年〇議長（山田典幸議員）

第１回名寄市議会定例会を開会いたします。

本日の会議に２番、富岡達彦議員から欠席の届

出がありました。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

９番 佐 藤 靖 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

を指名いたします。

日程第２ 会期の決定〇議長（山田典幸議員）

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より３月２１日まで

の２２日間としたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、今期定例会の会期は、本日より３月２

１日までの２２日間と決定いたしました。

日程第３ これより令〇議長（山田典幸議員）

和６年度市政執行方針・教育行政執行方針を行い

ます。

初めに、令和６年度市政執行方針を行います。

加藤市長。

おはようございます。〇市長（加藤剛士君）

令和６年第１回名寄市議会定例会の開会にあた

り、市政執行への私の基本的な考え方を申し上げ、

議員各位をはじめ、市民の皆様の御理解と御協力

をいただきたいと思います。

はじめに、本年１月１日に発生した令和６年能

登半島地震において、被災された方々に心からお

見舞いを申し上げるとともに、犠牲になられた方

々、またその御遺族に対して謹んで哀悼の意を表

します。

被災地の一日も早い復興を願い、本市として義

援金募集のほか、要請に応じた様々な支援に取り

組んでまいります。

さて、私が、市長として４期目の任を担わせて

いただいてから間もなく２年を迎えることとなり

ます。

今後も市民の皆様の健康と生活を支えるため、

「市民が主体のまちづくり」を基本に総合計画と

総合戦略の着実な推進に努めてまいります。

また、特に地方の人材不足に象徴される少子高

齢化に伴う情勢の変化など、直面する喫緊の課題

に対して、様々な分野でデジタルトランスフォー

メーション（ＤＸ）や人材確保対策の推進を図り、

力強くスピード感を持って全力で取り組んでまい

ります。

市政推進の基本的な考え方を申し上げます。

総合計画の将来像である「自然の恵みと財産を

活かし みんなでつくり育む 未来を拓く北の都

市・名寄」の実現に向け、「人づくり」「暮らし

づくり」「元気づくり」の３つの理念を基本に、

後期基本計画を着実に実行してまいります。計画

に掲げた主要施策の成果指標の目標達成に向けた

施策を展開していくとともに、ＰＤＣＡサイクル

の中で進捗管理を行い、総合計画の具現化へ努め

てまいります。

今後も議員各位をはじめ、多くの市民の皆様と

ともにまちづくりを進めてまいりたいと考えてい

ますので、一層の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

次に、市民主体のまちづくりの推進について申

し上げます。

まちづくりの理念や基本ルールを示した「名寄

市自治基本条例」について、５年以内ごとに検討

及び見直しを行うこととされていることから、市

民の意識の変化や社会状況の変化などを考慮した
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見直し検討を行ってまいります。

また、この見直し検討状況の周知等に努め、市

民の条例に対する理解を深めながら、市民と行政

の協働のまちづくりを進めてまいります。

次に、総合計画について申し上げます。

「名寄市総合計画（第２次）後期基本計画」の

重点プロジェクト及び主要施策の成果指標（ＫＰ

Ｉ）の目標値達成に向けた取組を推進するととも

に、行政評価やローリング作業を実施し、事業の

検証・必要な見直しを行い、総合計画の実効性を

高め、効果的・効率的な行政運営に努めてまいり

ます。

次に、地方創生について申し上げます。

国においては、デジタル田園都市国家構想を実

現するために総合戦略を「デジタル田園都市国家

構想総合戦略」に改め、令和５年度からスタート

いたしました。

地方においても、地域の個性や魅力を生かした

地域ビジョンを再構築し、地方版総合戦略の改訂

に努めることが求められております。

今後、北海道においても総合戦略の改訂が予定

されていることから、名寄市まち・ひと・しごと

創生総合戦略についても、国、北海道の総合戦略

を勘案し事業や成果指標（ＫＰＩ）などの見直し

作業を行い、地方創生の加速化・深化を目指して

まいります。

次に、コミュニティ活動の推進について申し上

げます。

「協働のまちづくり」のための最も基本的なコ

ミュニティである町内会などについては、継続し

た財政的支援のほか、課題解決アドバイス事業を

実施し、未加入世帯の増加や役員の担い手不足な

どの課題解決に向けて取り組んでまいります。

また、小学校区域を基本に組織されている地域

連絡協議会については、これまで小学校区域での

活動支援を継続しつつ、複数の町内会や他団体と

連携する活動へ支援できるよう新たに地域連携事

業交付金を創設し、地域コミュニティ組織の活性

化を推進してまいります。

次に、広報・広聴事業について申し上げます。

多様な媒体を活用した行政情報の発信及び本市

のプロモーションについて庁内連携を深め、より

効果的な発信となるよう努めるとともに、本市の

認知度向上や郷土愛の醸成にもつながるよう、Ｓ

ＮＳなどを活用した魅力発信に取り組んでまいり

ます。

次に、人権尊重と男女共同参画社会の形成につ

いて申し上げます。

人権については、関係機関等との連携による啓

発を推進するとともに、相談事業を進めてまいり

ます。加えて、令和６年度は、国からの人権啓発

活動地方委託事業を実施し、市民の人権意識向上

を図ってまいります。

男女共同参画については、「第３次名寄市男女

共同参画推進計画」に基づき、性別にとらわれず、

男女が互いに協力し合える社会の実現に向けた取

組を進めてまいります。

次に、情報化の推進について申し上げます。

市民サービスの向上や行政運営の効率化を図る

ため、昨年度、「名寄市ＤＸ推進計画」を策定し

ました。本計画にのっとり、庁内におけるＤＸで

は、デジタル技術を活用した業務改善（ＢＰＲ）

に一層取り組むとともに、国が示す標準化システ

ムへの移行促進、計画搭載事業の実装に向けた取

組を進めてまいります。

また、地域におけるＤＸでは、名寄市電子地域

通貨Ｙｏｒｏｃａに対する行政ポイント事業を進

めるほか、デジタルディバイド対策として、引き

続きスマホなんでも相談窓口を開設してまいりま

す。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

国内交流については、人的交流や特産品販売な

ど様々な事業を通じて、山形県鶴岡市、東京都杉

並区との交流を推進してまいります。

ふるさと会については、本市の情報提供や会員

拡大の取組など、活動の充実が図られるよう各会
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の取組を支援してまいります。

国際交流については、姉妹都市カナダ国カワー

サレイクス市リンゼイへの交換学生事業などを通

じて、グローバル人材の育成や両市の交流が深ま

る取組を支援してまいります。

また、台湾との交流では、中学生や高校生の派

遣、教育旅行受入などの日台の青少年交流のほか、

農業青年の派遣・受入、台湾国立中山大学との多

様な交流を通じて、国際感覚豊かな青少年の育成、

交流人口の拡大に努めてまいります。

次に、移住の推進について申し上げます。

名寄市移住促進協議会を中心に、移住希望者に

向けた情報発信、移住体験ツアーの受入、移住者

同士の交流の場づくりなど関係団体と連携し、移

住及び関係人口の創出・拡大に取り組んでまいり

ます。

また、移住・定住コーディネーターを配置し、

移住前後のサポート体制を整備するほか、クリエ

イティブ人材の移住促進や東京圏を中心としたＵ

ＩＪターン促進についても取り組んでまいります。

次に、定住自立圏について申し上げます。

本市と士別市を複眼型中心市とした１３の市町

村で形成する北・北海道中央圏域定住自立圏につ

いては、「定住自立圏共生ビジョン」に基づき医

療、介護、産業振興、防災や物流分野など広域連

携事業を推進してまいりました。

人口減少の抑制が難しい中、自治体間連携はさ

らに重要なものになると考えていることから、施

策・事業の成果指標（ＫＰＩ）の達成状況等を検

証し、「定住自立圏共生ビジョン」の必要な見直

しを行いながら広域連携事業の着実な推進を図っ

てまいります。

次に、効率的な行政運営について申し上げます。

平成２９年４月に「第２次名寄市行財政改革推

進基本計画」及び本計画を具体化する実施計画を

策定し、「効率的で質の高い行政運営の推進」、

「持続可能な財政運営の推進」、「市民と協働の

行政運営の推進」の３つの基本方針に基づき、効

率的な行政運営に取り組んでまいりました。今後

も本計画に基づき、ＩＣＴの活用など時代に即し

た行財政改革に取り組むことで、市民サービスの

向上と効率的な行政運営の両立に努めてまいりま

す。

次に、恒久平和に向けた取組について申し上げ

ます。

本市においては「非核平和都市宣言」の趣旨に

のっとり、これまで平和首長会議や日本非核宣言

自治体協議会への加盟をはじめ、各種事業の実施

や民間団体などが行う事業との連携を図りながら、

戦争のない世界平和と核兵器廃絶を求めて取り組

んでまいりました。

また、これまで取り組んできた事業の内容や資

料をホームページに掲載するなど情報発信を行う

ことで、恒久平和を念願し平和の尊さを市民と共

有してきました。

今後も核兵器の廃絶や恒久平和の実現を全市民

共通の願いとして、様々な平和推進事業に取り組

んでまいります。

次に、自衛隊の体制維持・強化の推進について

申し上げます。

本市に所在する陸上自衛隊名寄駐屯地の拡充や

自衛隊員の増強については、北海道自衛隊駐屯地

等連絡協議会や名寄駐屯地増強促進期成会などと

連携し、各種の要望を行ってきたところです。

今後も関係機関との連携を図り、名寄駐屯地の

役割や必要性、自衛隊との連携によるまちづくり

の推進など、国の動向を注視しながら、自衛隊の

体制維持・強化の推進に努めてまいります。

また、本市における自衛隊の活動を応援する名

寄市自衛隊後援会などについても引き続き支援し

てまいります。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

健康づくりの推進について、令和６年度は、名

寄市健康増進計画「健康なよろ２１（第３次）」、

｢名寄市生きるを支える自殺対策計画（第２次）」

の初年度にあたり、計画に基づく事業の推進を図
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り、住み慣れた地域で心豊かに元気に生活できる

社会環境の実現を目指し、市民のこころとからだ

の健康づくりに向けた取組を進めてまいります。

母子保健対策の推進については、出産・子育て

応援事業により、相談支援と経済的支援を一体的

に行い、子どもが健やかに生まれ育ち、安心して

子育てができるよう、妊娠・出産期からの切れ目

ない支援体制の充実に努めてまいります。

感染症対策の推進については、予防接種や感染

症予防に関する正しい知識の普及啓発を図るとと

もに、新型コロナワクチン接種が予防接種法上の

「特例臨時接種」から季節性インフルエンザと同

様の枠組みに代わることから、国・道の動向を注

視し、迅速な情報提供、対策に努めてまいります。

次に、地域医療の充実について申し上げます。

病院事業については、「北海道医療計画」に定

める地域医療構想に沿って、主に市立総合病院で

は救急及び急性期医療、東病院では慢性期医療を

担い、市民はもとより圏域の住民が住み慣れた地

域で安心して適切な医療が受けられるよう、引き

続き、診療体制の維持と経営基盤の安定に努めて

まいります。

市立総合病院については、救急や周産期・小児

医療機能を維持するほか、手術室増改修事業によ

る機能の充実、医療機関等との連携強化など、持

続可能な地域医療提供体制の確保に向けた取組を

進めてまいります。

併せて、令和６年度診療報酬改定への対応によ

る増収策と、ベンチマークを活用した経費節減策

などに努める一方、医師・看護師をはじめとした

医療従事者の確保と働き方改革、医療ＤＸを推進

してまいります。

東病院については、令和６年４月から引き続き

指定管理者となる上川北部医師会と連携を図りな

がら、より効率的な経営に努めるとともに、居住

誘導区域への新築移転等、地域医療構想との整合

性を図りつつ、地域の医療・介護ニーズに応える

形で今後のあり方を検討してまいります。

また、本年度策定した「名寄市病院事業経営強

化プラン」については、点検及び評価を行いなが

ら、プラン達成に向けた取組を推進し、役割・機

能の最適化と連携の強化、経営の効率化等を進め

てまいります。

圏域内の各医療機関のあり方もさらに変化して

いくことが予測されるため、地域医療連携推進法

人「上川北部医療連携推進機構」による事業推進

を強化しつつ、求められる医療提供体制の実現に

努めてまいります。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

認定こども園等の整備については、昨年１１月

に本体工事が完成し、本年４月の開園に向けて準

備を進めているところです。

令和６年度においては、西保育所及び南保育所

の解体工事を実施し、南保育所の跡地に園庭と駐

車場を整備するための外構工事を予定しており、

安全面に配慮しながら整備を進めてまいります。

また、「第２期名寄市子ども・子育て支援事業

計画」が最終年度となることから、市民ニーズの

把握に努めるとともに、関係する機関や団体など

の協力をいただきながら計画の策定を進めてまい

ります。

次に、地域福祉の推進について申し上げます。

地域福祉については、「第３期名寄市地域福祉

計画」の基本目標である「市民みんなが安心して

健やかに暮らせるまちづくり」に基づき、すべて

の市民が互いに支えあいながら安心して健やかに

暮らしていくことができるよう「自立と共生」の

地域社会づくりを保健医療福祉の連携のもとさら

に進めてまいります。

また、災害対策については、災害の発生に備え

防災担当と連携し、介護・福祉関係事業所におけ

る災害対策に関する計画や避難行動要支援者に関

する個別計画などの取組を進めてまいります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

令和６年度は「名寄市第９期高齢者保健医療福

祉計画・介護保険事業計画」の初年度にあたり、
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計画に基づく事業の推進を図るとともに、高齢者

の方々が住み慣れた地域において自分らしい生活

を続けることができるよう、地域包括ケアシステ

ムの深化・推進に向け取組を進めてまいります。

健康づくりと介護予防の推進については、後期

高齢者の医療・健診・介護レセプトデータ等を活

用し、地域の健康課題の分析を行い、フレイル予

防の普及啓発活動や健康教育・相談、生活機能向

上に向けた支援等を関係機関と連携して取り組ん

でまいります。

認知症施策の推進については、地域や職域にお

いて認知症の人と家族を支えるサポーターの養成

に向けた講座を引き続き実施するとともに、「認

知症カフェ」の定期開催や市民の皆様が広く認知

症について理解を深めることができるよう取り組

んでまいります。

喫緊の課題である介護職員の確保・業務の効率

化については、介護職員初任者研修及び実務者研

修の受講費用の助成、資格保持者に対する就職支

度金の助成を継続するとともに、介護現場におけ

るロボットやＩＣＴの活用促進、ペーパーレス化

などに取り組んでまいります。

次に、障がい者福祉の推進について申し上げま

す。

令和６年度は、「第７期名寄市障がい福祉実施

計画・第１期名寄市障がい児福祉実施計画」の初

年度にあたり、計画に基づき、障がい者が自立し

た生活や地域でともに生活していくために円滑な

福祉サービスの提供に努めてまいります。

基幹相談支援センターについては、名寄市障害

者自立支援協議会や障がい福祉施設などの関係機

関と連携を図りながら様々な障がいに関する相談

に対応しています。

引き続き、地域の相談支援体制を強化し、障が

い者の権利擁護や理解啓発活動に努めてまいりま

す。

また、障がい者の高齢化・重度化や親亡き後も

見据え、障がい者や障がい児が、地域で安心して

暮らしていくことができるよう、定住自立圏共生

ビジョンにおいて広域利用を推進している「地域

生活支援拠点等」の仕組みを活用し、切れ目ない

様々な支援を提供してまいります。

次に、国民健康保険について申し上げます。

国保の財政運営においては、保険税収の減少や

財源充当としての基金の活用が図れなくなったた

め、本年度、課税額の税率改正を行ってまいりま

した。しかし、北海道に納付する納付金の財源確

保については、依然厳しい状況にあります。

今後、国保財政の安定的な運営を図るため、加

入者の負担に十分配慮した適正な税率設定につい

て、運営協議会の意見などを踏まえながら、納付

金の財源が速やかに確保されるよう検討してまい

ります。

次に、環境との共生について申し上げます。

地球温暖化問題についての啓発を行うとともに、

公共施設の省エネルギー推進など、ＣＯ 削減に向２

けた取組を進めてまいります。

霊園、墓地、火葬場などの施設については、利

用される方が安らぎを感じる環境空間となるよう

努めてまいります。

次に、ゼロカーボンの推進について申し上げま

す。

気候変動の影響により猛暑や集中豪雨など自然

災害が頻発、激甚化する中、本市においても「ゼ

ロカーボンシティ宣言」を表明し、広報やワーク

ショップ等を通じて市民の皆様へのゼロカーボン

の理解促進に努めています。

2050年のカーボンニュートラル、脱炭素社会の

実現へ向けて「地球温暖化防止実行計画（区域施

策編）」の策定を進め、二酸化炭素排出量削減へ

向けた具体的な施策を検討してまいります。

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

循環型社会の形成に向け、再生資源集団回収事

業をはじめ、段ボールコンポストの普及、適正な

分別方法の周知啓発や再資源化などの取組を進め

てまいります。
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さらには、環境衛生推進員協議会との協働によ

る清掃週間や分別指導のほか、効率的なごみの収

集・処理事業を推進してまいります。

また、名寄地区衛生施設事務組合における次期

一般廃棄物中間処理施設整備では、昨年、（仮

称）名寄地区一般廃棄物中間処理施設整備に着手

し、本年夏頃まで実施設計を行ったのち、秋頃か

ら建設工事に取り掛かり、令和９年４月の供用開

始が予定されています。進捗状況などについて、

市民の皆様に随時周知を図ってまいります。

次に、消防について申し上げます。

本年１月１日に発生した令和６年能登半島地震

など全国各地で自然災害が頻発しており、北海道

内でも消防に寄せられる期待は、より一層高まっ

ています。「市民が安全・安心を実感できるまち

づくり」と「持続可能な消防体制」の実現に向け、

導入から３３年経過した消防団車両を更新し、現

在保有する消防車両等の維持管理と併せて、複雑

多様、大規模化する災害に備え安定した消防力の

供給に努めてまいります。

また、組織体制の充実を図るため、人材育成に

も注力し、職員や団員について、北海道消防学校

への研修派遣や各種訓練、研修を通じて知識や技

術の習得をするとともに関係機関との連携強化を

図り、より強固な体制を構築してまいります。

全国的に減少傾向にある消防団員については、

定数確保に向けて多様な手段を用いた広報活動を

積極的に展開してまいります。

住宅防火安全対策については、住宅火災による

被害の軽減を図るため、住宅用火災警報器の設置

率向上や徹底した維持管理を行うほか、防炎品や

住宅用消火器等の設置推進など総合的な住宅防火

対策を進めてまいります。

次に、防災対策の充実について申し上げます。

近年、全国各地で甚大な被害をもたらしている

自然災害に対する防災対策については、「減災」

の考え方に基づき、国の「水防災意識社会再構築

ビジョン」に基づく取組を推進するとともに、関

係機関と連携した防災・減災の活動に取組んでま

いります。

さらに、自助及び共助力の向上を柱とした取組

から、市民の防災意識の高揚を図り、自主防災組

織の設立や活動支援に努めるとともに、防災資機

材や食料などの備蓄品について、計画的な整備を

進めてまいります。

次に、交通安全対策について申し上げます。

事故の根絶に向け、引き続き、関係機関や団体

との連携による啓発や見守りを進めてまいります。

また、幼児や児童、高齢者を対象とした交通安

全教室や夜光反射材の配布など、事故被害防止に

向けた取組を進めてまいります。

次に、生活安全対策について申し上げます。

犯罪のない安全で安心な地域づくりを目指し、

関係機関や団体、地域住民と犯罪防止に関する情

報の共有を図るとともに、防犯対策の強化や防犯

意識の高揚を図ります。

空き家対策については、「第２次名寄市空家等

対策計画」に基づき、所有者等の当事者意識を醸

成する啓発や、課題解決に向けた関係者への助言

等の取組を進めてまいります。

次に、消費生活の安定について申し上げます。

「悪質商法」や「架空請求詐欺」などの消費者

被害の防止に向け、引き続き、積極的な広報や啓

発を行うとともに、消費者救済のため、相談員の

資質向上に努めてまいります。

次に、住宅の整備について申し上げます。

公営住宅の整備については、「名寄市公営住宅

等長寿命化計画」に基づき、瑞生団地建替工事に

本年も着手し、令和４年度から実施した住棟整備

事業の完成を予定しています。

既存の団地は、緑丘第１団地２号棟の長寿命化

工事を実施するほか、各団地住宅設備などの修繕

を計画的に行い、居住環境の維持に努めてまいり

ます。

また、今後利活用しない栄町５５団地と瑞生団

地の一部住棟は解体工事を実施し、団地のコンパ
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クト化を進めつつ、安全・安心な市営住宅を供給

してまいります。

民間住宅の整備については、木造住宅の耐震化

の支援として、耐震診断及び耐震改修費用の一部

を助成し、地震に対する安全性の向上を図ってま

いります。

次に、「名寄市公共施設等再配置計画」の推進

について申し上げます。

持続可能で利便性の高いコンパクトなまちづく

りへの転換を目的として「名寄市立地適正化計

画」において、都市機能誘導区域と居住誘導区域

を定め、具体的な公共施設の再配置を推進するた

め「名寄市公共施設等再配置計画」を策定してい

ます。

計画の着実な推進に向けて、これまでいただい

た御意見を参考に中心市街地での図書館を中心と

した複合施設などの整備について進めてまいりま

す。

次に、水道事業について申し上げます。

安全・安心な水道水を安定供給するために、老

朽管更新事業として７路線を更新し、併せて給水

区域内の漏水調査と配水管洗浄作業及び浄水場設

備の更新を実施してまいります。

次に、下水道・個別排水事業について申し上げ

ます。

下水道事業については、「公共下水道ストック

マネジメント計画」に基づき、下水道施設の改築

更新を引き続き進めてまいります。

個別排水事業については、農村部における快適

な生活環境向上のため、合併浄化槽１０基の設置

工事を予定しています。

次に、道路整備について申し上げます。

継続路線については、社会資本整備総合交付金

や都市構造再編集中支援事業費補助により整備を

進めている北３丁目通、南１０丁目右仲通及び西

３条仲通の３路線のほか、新規路線の事業着手に

向け、国への予算要望に努めてまいります。

市単独費による整備については、凍上による道

路の損傷や凹凸が著しい南２丁目通の再整備のほ

か、舗装路面の老朽化が進行している東５号線、

風連２６線の２路線の舗装改築工事を行い、安全

で円滑な交通網の確保に努めてまいります。

橋梁については、「名寄市橋梁長寿命化修繕計

画」に基づき、令和１２年度までに修繕を計画し

ている橋梁のうち、「風連駅跨線橋」を含む２橋

の修繕工事のほか、「東３号橋」の実施設計、５

６橋の近接目視点検を実施するとともに、令和５

年度までに一巡した点検結果に基づき１６３橋の

計画策定を行い、引き続き利用者の安全確保に努

めてまいります。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

市道の除排雪については、令和６年度において

も、新雪除雪のほか、積上げ除雪の実施や幹線道

路の複数回の排雪とともに交差点のカット排雪を

実施し、冬季の安全・安心な道路空間の確保に努

めてまいります。

除排雪助成事業については、除排雪業務の担い

手育成・確保に対する支援や排雪ダンプ助成事業、

市道及び私道除排雪助成事業の実施など、関係機

関と連携を図りながら、引き続き市民の満足度が

高まるよう、市民との協働による除排雪事業を進

めてまいります。

次に、地域公共交通について申し上げます。

鉄路については、令和３年度から令和５年度ま

でを計画期間とする第２次アクションプランに基

づき、宗谷本線など８線区を維持・活性化・利用

促進するための取組を進めてまいりました。

今後も持続的な鉄道網の確立に向け、北海道や

各沿線自治体などと連携を密にし、宗谷本線活性

化推進協議会としての取組を継続してまいります。

また、路線バスについては、持続可能な新たな

公共交通としてＡＩ活用型オンデマンドバス「の

るーと名寄」の運行を開始したことから、名寄市

地域公共交通活性化協議会において、本市におけ

る公共交通の最適化について議論を進めてまいり

ます。
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次に、農業・農村の振興について申し上げます。

はじめに、地域の特色を生かした持続可能な農

業と豊かで活力ある農村を目指し、「第２次名寄

市農業・農村振興計画」に基づき施策を推進する

ほか、地域における農業の将来のあり方や農地利

用の目標を明確化する地域計画を定め、農地の集

約化等に向けた取組を推進してまいります。

次に、収益性の高い農業経営の確立について申

し上げます。

米政策については、水田活用の直接支払交付金

制度の要件見直しに対応し、田畑輪換体系の導入

に向けた情報提供や、肥料高騰対策、畑地化後の

収益性向上を図るため、土壌分析に基づく営農指

導などの取組を推進してまいります。

重点振興作物では、農業振興センターで生産し

たアスパラガスの大苗提供を５月下旬から開始し

生産拡大を促進します。

薬用作物振興では、組織培養による病害虫に侵

されていないカノコソウ苗の供給を開始し、さら

なる生産拡大が図られるよう関係機関・団体や製

薬会社と連携し推進してまいります。

次に、多様で持続可能な農業経営の促進につい

て申し上げます。

農業法人化については、農業生産力の維持と農

業経営の効率化など、地域の中心的経営体として

複数戸による法人の設立を促進するため、共同機

械利用組織や農作業受委託などの状況に応じた、

支援や情報提供などに努め、地域における担い手

の確保に取り組みます。

次に、農業の担い手の育成と確保について申し

上げます。

新規就農の育成については、後継者への安定的

な経営継承に向け、引き続き道北なよろ農業協同

組合と協調して支援を行ってまいります。

新規参入者の就農に向けては、地域おこし協力

隊の募集を基本としており、協力隊の待遇を改善

するとともに、新規就農フェアをはじめとする各

種就農相談会へ積極的に参加し、農業体験実習事

業を通じて就農希望者の確保に努めてまいります。

次に、人と自然にやさしい農業の推進について

申し上げます。

環境にやさしい持続可能な農業・農村の構築に

ついては、化学肥料の低減など環境保全効果の高

い農業を推進してまいります。

有害鳥獣対策では、名寄市有害鳥獣農業被害防

止対策協議会を中心に、引き続き捕獲による被害

防止と担い手の育成に取り組むほか、ヒグマの出

没情報の提供による注意喚起や電気柵の設置など、

予防と安全対策を関係機関と連携して取り組んで

まいります。

次に、豊かさと活力ある農村の構築について申

し上げます。

食育推進については、「第４次食育推進計画」

に基づき、食と生産現場とのつながりを身近に感

じられる恵まれた環境を生かした取組を進めてま

いります。

地産地消については、消費者と生産者をつなげ

る取組として、地場産品の購入機会の確保につな

がるよう、市ＳＮＳ等を通じて情報発信を行って

まいります。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

森林については、地球温暖化の抑制など多面的

機能を有する貴重な財産として、「名寄市森林整

備計画」に基づき、健全な森林資源の維持・造成

を推進してまいります。

市有林については、間伐や伐採及び植林を計画

的に推進し、自然環境と市有財産の保全に努めて

まいります。

私有林については、森林所有者の負担軽減とな

るよう国や道の補助制度を活用し、関係機関と連

携した計画的な森林整備を推進してまいります。

また、森林環境譲与税を活用し、林業機械や人

材育成・担い手確保などへの支援を継続してまい

ります。

次に、商工業の振興について申し上げます。
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中小企業の振興や経営基盤の強化、経済団体の

機能強化を図るため、中小企業振興条例に基づき、

市の制度融資や企業活力強化への支援など、地域

循環型経済の構築を図る取組を推進するほか、市

内事業者数の維持・拡大を目指した創業支援・事

業継承支援施策を継続してまいります。

また、昨年１１月２３日から運用が開始されま

した名寄市電子地域通貨「Ｙｏｒｏｃａ」につい

ては、これまでプレミアムポイント付与や利用促

進のキャンペーン効果により多くの皆様に御利用

いただいております。

今後においては、行政ポイントや公共施設利用

等を順次拡大させるなど、事業実施主体である名

寄商工会議所と連携し、地域内経済の好循環を目

指して、市民の皆様により一層定着するよう努め

てまいります。

燃料価格や物価高騰の影響については、地域経

済の再生と活性化を図るため、引き続き、国や道

の施策を注視しながら、中小企業振興審議会、経

済団体及び業界団体、さらには「産官金連携なよ

ろ経済サポートネットワーク」と連携し、適宜、

必要かつ持続可能な対策を講じてまいります。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係

る敷地利活用については、引き続き「再生可能エ

ネルギー」「物流・防災拠点」「ＩoＴデータセン

ター」を３つの柱に、事業の具現化へ向けて進め

てまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワークなよろ管内の雇用情勢は、求職者

に対し求人数が上回る状況が継続しており、また、

人材のミスマッチ等により各種分野において人手

不足及び人材確保は喫緊の課題となっています。

人材の育成・確保に関して、中小企業振興条例

に基づく支援メニューのさらなる周知及び利用促

進に努めるほか、国の制度に基づく特定地域づく

り事業への支援などにより、安定的な雇用環境と

人材の育成・確保に向けた取組を推進してまいり

ます。

また、市内事業者へ人手不足・人材確保に関す

る調査を行うとともに、各種団体等と意見交換を

行うなど、課題解消に向けた取組を進めてまいり

ます。

大学・高校などの卒業生の就職支援については、

職業体験や企業説明会などをハローワークをはじ

め、関係団体と連携した取組を実施していくとと

もに、奨学金返済支援といった新たな事業を構築

し、新規学卒者の地元定着を推進してまいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

「名寄市観光振興計画（第２次）」に基づき、

「ウィズコロナ」から「アフターコロナ」、そし

て「ポストコロナ」へと回復の段階に応じた取組

を進めていくため、本市の豊かな自然を活用した

アウトドア観光の推進や、Ｎスポーツコミッショ

ンと連携したスポーツツーリズムの推進などに重

点的に取り組むほか、これらを担う人材の発掘・

育成に取り組んでまいります。

ピヤシリスキー場については、昨シーズンから

開放したほかツリーランエリアの増設を行うなど、

回復しつつあるインバウンド需要に対応するため、

新たな魅力創造に努めています。

また、今シーズン新たにスマートゲートを設置

し、利用者の利便性・安全性の向上に努めたこと

に加え、より詳細な利用者データを集約・分析で

きることとなったことから、利用者ニーズに合わ

せたきめ細かな商品・サービスの提供を行い、利

用者の拡大に努めてまいります。

さらには、交流人口拡大を目指しウィンターシ

ーズンの誘客のみならず、夏の合宿やグリーンシ

ーズンの観光需要の掘り起こしに努めてまいりま

す。

次に、幼児教育の充実について申し上げます。

幼児教育については、各施設への支援を充実さ

せ安定した運営のもと、幼児教育の質の向上と保

護者が安心して預けることのできる環境や、園児

を安定して受け入れることのできる体制づくりを

支援してまいります。
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次に、高等学校教育の充実について申し上げま

す。

北海道名寄高等学校の生徒や保護者に対し、こ

れまでの支援を継続するとともに、同校が魅力あ

る高校となるよう、学友会が企画立案し実行する

取組に対し、新たに支援を行ってまいります。

引き続き、地域とともにある学校づくりの充実

を目指して、北海道教育委員会及び学校運営協議

会と連携・協働して、同校が魅力ある高校となる

よう進めてまいります。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

令和６年度からの３年間は、「将来構想ビジョ

ン２０２６」の後期実施計画の締めくくりとして

重要な期間であり、引き続き研究活動や図書館機

能の活性化、地域社会との連携、国際・国内交流

を推進していくとともに、令和７年度の認証評価

受審に向けて適合と判定されるよう教育環境や学

生支援、社会連携・社会貢献等の様々な分野にお

ける改善・向上の取組を進めてまいります。

大学院設置については、家村昭矩新学長のもと、

専門教育の充実と発展に向けて将来構想期間内の

設置を目指してまいります。

独立行政法人化の検討については、急速な少子

化の中、大学の持続可能な発展のために検討を進

めてまいります。

今後も地域に根ざした教育活動の展開、名寄市

立大学の特色と専門性を生かした学びの提供、学

生確保を継続するべく、各種取組を進めてまいり

ます。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ施設の整備では、維持管理を中心とし

た修繕及び設備更新等を行うことで、市民に快適

なスポーツ・運動環境を提供してまいります。

また、市民ニーズ及び利用人数、人口推計等を

考慮しながら将来を見据えたスポーツ施設のあり

方を検討してまいります。

スポーツ振興事業では、引き続き、働き世代の

運動習慣化の向上につながる、スポーツ・運動に

よる健康づくり事業を推進するとともに、子ども

たちが将来に渡り、地域の中でスポーツが続けら

れる新たな環境づくりに競技団体と連携して取り

組み、スポーツによるまちづくりを実現していき

ます。

スポーツ合宿推進事業では、冬季スポーツの拠

点となるべく、全国規模等の大会誘致を推進する

とともに、関係団体との連携を図りながら、日進

地区のスポーツ施設等を有効に活用して、季節を

問わず、スポーツによる交流人口の増加に努めて

まいります。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

市史編さん事業では、名寄市史（新市版）の令

和７年度の発刊に向けて、これからも市民の皆様

に資料の提供や協力をお願いしながら、地域の特

色を客観的視点で捉えた新しい名寄市史の編さん

を進めてまいります。

以上、市政執行に対する私の所信と基本的な考

え方を申し上げました。

市議会議員の皆様、並びに市民の皆様の御理解

と御協力をお願い申し上げ、令和６年度の市政執

行方針といたします。

次に、令和６年度教育〇議長（山田典幸議員）

行政執行方針を行います。

岸教育長。

令和６年第１回定例〇教育長（岸 小夜子君）

会の開会にあたり、名寄市教育委員会の教育行政

の執行に関する基本的な方針について申し上げま

す。

令和５年度は新型コロナウイルス感染症への対

応が緩和される中、国では今後の社会を見据えて

「第４期教育振興基本計画」を策定し、「持続可

能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差

したウェルビーイングの向上」を掲げ、基本的方

針、基本的施策等を示しました。

北海道教育委員会では、令和５年度から５年間
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の「北海道教育推進計画」を策定し、北海道が目

指す「自立」と「共生」の基本理念のもと、本道

の教育課題の解決と地域創生の実現に向け、取組

を進めております。

名寄市教育委員会では、このような国や道の動

向を踏まえるとともに、「名寄市総合計画（第２

次）後期基本計画」のもと、教育・文化・スポー

ツ分野における基本目標である「生きる力と豊か

な文化を育むまちづくり」を胸に刻み、市民一人

一人がウェルビーイングを感じとれるよう、令和

６年度の「学校教育推進計画」、「社会教育推進

計画」の確実な推進に努めてまいります。

以下、令和６年度の学校教育、社会教育の主な

施策について申し上げます。

はじめに、令和６年度の学校教育における重点

施策について申し上げます。

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の法

的位置付けが変わり、学校教育では、制限されて

きた教育活動を徐々に再開し、平常の活動ができ

るようになってきました。

令和６年度の学校教育では、社会の変化とそれ

に伴い生じる教育課題に適時、適切に対応し、児

童生徒にとって安全で安心できる教育環境づくり

とともに、学校教育全体を通じたウェルビーイン

グの向上を目指し、「名寄市学校教育推進計画」

に基づき、次の４つの重点的な取組を進めてまい

ります。

まず、第一に、信頼される学校づくりの推進に

ついて申し上げます。

児童生徒一人一人が資質能力を最大限に伸ばし、

この学校で学んでよかったと思っていただける学

校とするためには、各学校が地域社会に開かれ、

家庭や地域と信頼し合える関係を構築して、連携

・協力して子どもたちをともに育てることが重要

です。

そのため、教育委員会、学校においては、人間

尊重の精神と生命に対する畏敬の念をもって、児

童生徒を真ん中に、誰一人取り残すことなくウェ

ルビーイングを実感できる学校づくりに努めてま

いります。

また、児童生徒が生涯にわたって社会を生き抜

く自立した学習者・持続的な社会の創り手として

成長していくことができるよう、児童生徒、保護

者、市民の皆様の意見を聴き、対話しながら、一

人一人が当事者意識や役割をもって、ともに学び

・考え・創造して教育課題の解決が図られるよう

努めてまいります。

地域とともにある学校づくりの推進については、

学校と地域がパートナーとして連携・協働しなが

ら学校運営に取り組む「コミュニティ・スクー

ル」の一層の推進に努めてまいります。

特に、学校と地域との連絡・調整を図り、連携

・協働を推進するために市内の全学校運営協議会

に配置した地域コーディネーターが、その役割を

発揮できるように取り組んでまいります。

各学校の学校経営については、児童生徒がより

よい教育活動を享受できるよう、学校評価により

明らかになった成果と課題を踏まえ、本市共通モ

デルの学校経営計画及び学年経営案を効果的に活

用して、組織的・継続的に改善が図られるよう取

り組んでまいります。

小中一貫した教育については、各小中学校が義

務教育９年間を連続した教育課程として捉え、学

習指導や生徒指導で協力して児童生徒の資質能力

を伸ばすことが大切です。

そのため、各地区の小中学校において、児童生

徒・学校・地域の実態などを踏まえた具体的な取

組が進むよう努めてまいります。

とりわけ、智恵文地区においては本年４月に本

市初となる義務教育学校「智恵文小中学校」が開

校することから、義務教育学校としての基盤を整

え、地域の特色を生かした９年間の系統性・連続

性のある教育課程の編成・実施に努めるとともに、

風連地区においては名寄市小中一貫教育校合同連

絡会議を計画的に開催し、取組内容の質を高める

よう努めてまいります。
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教職員の資質能力の向上については、教育の質

は直接、児童生徒の教育活動などを担う教職員の

力量に影響されることから、常に研究と修養に努

め、専門性の向上を図っていただけるよう、教職

員の研修機会の確保と研修内容・方法の工夫改善

に努めてまいります。

特に、北海道教育委員会の指導主事による学校

訪問の積極的な活用や、ミドルリーダーを核に名

寄市教育改善プロジェクト委員会などの名寄市教

育研究所での活動などを通じて、教職員が主体的

に学び合えるよう支援に努めてまいります。

学校における働き方改革の推進については、名

寄市教育改善プロジェクト委員会を中心に、各学

校において教職員の意識改革を進め、短期的な検

証改善サイクルを構築するなどして、教職員一人

一人が働き方が改善されているという実感をもつ

ことができるよう取り組んでまいります。

第二に、生きる力を育てる教育の推進について

申し上げます。

これからの複雑で変化の激しい社会においては、

子どもたちが自信をもって自分の人生を切り拓き、

よりよい社会と幸福な人生の創り手となる生きる

力を身に付けられるようにすることが重要です。

そのため、各学校の教育課程については、学習

指導要領の社会に開かれた教育課程の理念に基づ

き、家庭や地域と連携・協働して教育活動の充実

が図られるよう適切な編成・実施に努めてまいり

ます。

確かな学力を育てる教育の推進については、各

学校が全国学力・学習状況調査などにより把握し

た児童生徒の実態などを踏まえ、育成を目指す資

質能力を明確にして、主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた日常の授業改善を積み重ねていく

ことが大切です。

そのため、児童生徒一人一人の資質能力、興味

・関心・意欲などを的確に捉え、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」の充実が図られるよう、

授業においては、デジタル教科書やＡＩドリルの

導入など一人１台端末の効果的な活用や、加配教

員等による小学校における教科担任制の取組など

により指導方法・指導体制の工夫改善に努めてま

いります。

また、名寄市教育改善プロジェクト委員会を中

心に学力向上の取組の検証と改善を組織的・効果

的に行うとともに、家庭と連携しながら、一人１

台端末の持ち帰りによるＡＩドリルの活用を図る

など家庭学習の充実に向けた取組を推進してまい

ります。

あわせて、北海道教育委員会の指定事業「学校

力向上に関する総合実践事業」に取り組み、市内

の学校が一体となった学力向上の取組を推進して

まいります。

豊かな心を育てる教育の推進については、人間

尊重の精神、自他の生命を尊重する心、規範意識

や公正な判断力などを育てることが大切です。

そのため、「特別の教科 道徳」を要として、

地域教材の効果的な活用や家庭、地域との連携を

図りながら、学校の教育活動全体を通じて道徳性

を養う道徳教育の充実に努めてまいります。

生徒指導については、課題解決的な対応にとど

まることなく、教師と児童生徒との信頼ある関係

の中で、すべての児童生徒の発達を支え、課題の

未然防止ができるよう積極的な生徒指導の充実に

努めてまいります。

いじめの根絶に向けては、教育委員会及び全小

中学校において定めている「いじめ防止基本方

針」などに基づき、すべての教職員がいじめの定

義や組織的な対応などについて一層理解を深め、

家庭や地域・関係機関と連携した未然防止、早期

発見・早期対応に努めてまいります。

また、「名寄市小中高いじめ防止サミット」を

引き続き実施し、各学校のいじめ防止の取組の交

流を通じて、児童生徒の自発的・自治的な活動に

よるいじめ根絶の取組の活性化を図り、いじめ根

絶のための取組をさらに徹底してまいります。

読書活動については、全小学校に配置している
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学校司書を活用した図書の選定や配置の工夫、市

立図書館との連携した取組などにより、児童生徒

が図書に興味・関心をもち読書意欲を高めるよう

取り組んでまいります。

健やかな体を育てる教育の推進については、児

童生徒の心身の調和のとれた発達を図るためには、

運動を通じて体力を養うとともに、食育の推進を

通じて望ましい食習慣を身に付けるなど、健康的

な生活習慣を形成することが大切です。

そのため、各学校が全国体力・運動能力、運動

習慣等調査などにより把握した児童生徒の実態な

どを踏まえ、体育・保健体育の授業改善に努める

とともに、「１校１実践」の体力づくりや「早寝、

早起き、朝ごはん」の取組が充実するよう努めて

まいります。

食育については、栄養教諭の専門性を生かし、

学校給食を生きた教材として効果的に活用するほ

か、各学校における食育推進体制の一層の整備、

家庭や地域と連携した望ましい食習慣を身に付け

る取組の充実などに取り組んでまいります。

性に関する指導の充実に向けては、学習指導要

領に基づき、児童生徒の発達段階や状況などを踏

まえ、学校全体で共通理解を図り、保護者の理解

を得ることなどに配慮して適切に行われるよう取

り組んでまいります。

学校給食については、令和６年４月からの学校

給食費の値上げに対して支援を行い、安定的な給

食の提供に努めます。

また、使用する食材については安全安心な食材

の選定に細心の注意を払い、積極的な地産地消に

努め、児童生徒の健康や食育に資する献立の創意

工夫に取り組んでまいります。

さらに、学校給食が児童生徒の学校生活を豊か

にし、楽しい時間となるよう、献立表などを活用

して食に関する情報発信に努めてまいります。

第三に、社会の変化や多様な教育ニーズへの対

応について申し上げます。

まず、特別支援教育については、児童生徒一人

一人の教育的ニーズに応じた支援を行うとともに、

障がいのある児童生徒と障がいのない児童生徒が、

可能な限りともに学ぶ「インクルーシブ教育シス

テム」を構築することが重要です。

そのため、特別な支援を必要とする児童生徒へ

の就学前から学齢期、社会参加まで、関係機関な

どとの連携を充実させながら、切れ目ない支援体

制の整備を図ってまいります。

また、名寄市立大学と連携し、特別支援教育に

関する研修の充実や特別支援学校教諭免許状の取

得率の向上を目指してまいります。

さらに、誰一人取り残すことのないよう、一人

一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな支援に努

めるため、学習支援員、生活支援員の適切な配置

や名寄版個別の支援計画「すくらむ」の効果的な

活用に努めてまいります。

不登校児童生徒への対応については、一人一人

の実情などに応じたきめ細かな指導・支援を行う

必要があることから、学校における児童生徒理解

・教育支援シートなどの各種データを有効に活用

するとともに、各学校が関係機関と連携を図りな

がら、組織的、計画的、継続的に対応できるよう

努めてまいります。

また、状況に応じてスクールソーシャルワーカ

ーを学校などに派遣し、効果的な支援について関

係者が協議できる機会を設けるとともに、中学校

に配置している心の教室相談員による教育相談が、

必要に応じて小学校でも実施できるよう取り組ん

でまいります。

さらに、不登校児童生徒の様々な状況やニーズ

などに対応できるよう、適応指導教室の利用や学

校における別室登校などの受入体制の工夫、一人

１台端末を活用したオンラインによる学習支援や

カウンセリングの実施など、多様で効果的な教育

や相談の機会・場の確保に努めてまいります。

情報教育については、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の時代

を迎え、これからの未来を創る児童生徒には、情

報活用能力の育成が必須であることから、一人１
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台端末を適切、効果的に活用した教育活動の充実

と必要なＩＣＴ環境の整備に努め、教育ＤＸを推

進してまいります。

また、最近のインターネット上での誹謗中傷や

いじめ、犯罪や違法・有害情報の問題の深刻化、

インターネット利用の長時間化などの状況を踏ま

え、児童生徒に対して「情報社会で適正な活動を

行うための基になる考え方と態度（情報モラ

ル）」の育成に努めてまいります。

国際理解教育については、学校教育活動全体に

おいて、自分が生まれ育ったふるさとと、他国の

文化や考え方を理解し、尊重する取組が充実する

よう努めてまいります。

また、外国人英語指導助手を活用し、英語によ

るコミュニケーション能力の育成に努めるととも

に、外国語活動・外国語の授業においても、一人

１台端末やデジタル教科書を効果的に活用して、

児童生徒が英語などの外国語に慣れ親しみ、主体

的にコミュニケーションを図ろうとする態度が養

われるよう取り組んでまいります。

キャリア教育については、学校教育活動全体を

通じて児童生徒に学校で学ぶことと社会との接続

を意識させ、社会的・職業的自立に向けて基盤と

なる資質能力が育成されるよう努めるとともに、

各学校において職場見学や職場体験活動、社会人

講話などを実施し、児童生徒の望ましい勤労観や

職業観を育てる指導が充実するよう努めてまいり

ます。

主権者教育については、児童生徒の健全な成長

や自立を促すためには、児童生徒が意見を述べた

り、他者との対話や議論を通じて考える機会を持

つことが重要であることから、児童生徒の意見を

聴く機会や、児童会・生徒会などの場において、

自己の取組活動について確認したり、議論したり

する機会の創出に努めてまいります。

また、児童生徒にとって一番身近な社会である

学級や学校の様々な教育活動において、生活上の

課題を見出し、課題を解決するための話し合いや

合意形成を図る経験が積めるよう取り組んでまい

ります。

部活動改革については、国が示した「段階的な

地域部活動への移行」に向け、地域の文化・スポ

ーツ団体やＮスポーツコミッションなどと協議を

進めるとともに、名寄市教育改善プロジェクト委

員会と連携し、教職員の負担軽減と生徒の活動機

会の確保を両輪とした「ＮＡＹＯＲＯスタイル部

活動改革推進事業」の推進に努めてまいります。

第四に、安全安心な教育環境の整備について申

し上げます。

まず、未耐震施設で老朽化が著しい名寄中学校

については、令和６年度から校舎などの改築工事

を進めてまいります。

未耐震施設の名寄東中学校については、名寄産

業高等学校光凌キャンパスの活用に向けて北海道

教育委員会と協議を進めてまいります。

また、学校の猛暑対策として、市内小中学校の

すべての普通教室に、可能な限り早期に空調設備

の設置を進めてまいります。

市内小中学校の和式トイレについては、計画的

に洋式トイレに改修してまいります。

危機管理については、学校をはじめ各関係機関

と連携し、「危機管理マニュアル」や「安全マッ

プ」などの適宜見直しと、それに基づく校内や登

下校時の安全確保に向けた取組を徹底してまいり

ます。

また、自他の命を守り、災害が発生する前の備

え方や災害発生時の対処の仕方などを学び、それ

を実践に移すことができるよう、関係機関と連携

し防災教育の推進に努めてまいります。

さらに、性犯罪・性暴力を根絶するため国が進

めている「生命（いのち）の安全教育」に取り組

み、学校における児童生徒がＳＯＳを出せる環境

づくりや相談体制の強化を図るとともに、学校、

家庭、地域が連携して生命の尊さを学び生命を大

切にする教育や、一人一人を尊重する教育が一層

徹底されるよう取り組んでまいります。
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次に、社会教育における重点施策について申し

上げます。

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の法

的位置付けが変わり、社会教育では、密集や密接

により実施が制限されていた事業が動き出しまし

た。

令和６年度の社会教育・生涯学習は、つながる

ことをキーワードとして、社会教育施設が連携・

協働し、様々な学びの機会や文化芸術に触れる機

会を提供し、市民一人一人がウェルビーイングを

感じられるよう、「名寄市社会教育推進計画」に

基づき、次の４つの重点的な取組を進めてまいり

ます。

まず、第一に、生涯学習社会の形成について申

し上げます。

生涯学習活動の推進と学習への支援については、

子どもから高齢者まで、すべての市民が生涯にわ

たって主体的に学習し、充実した人生を送ること

ができるよう、生涯学習推進体制の整備に努めて

まいります。

そのため、社会教育施設間の情報共有や連携を

図り、施設が相互協力できる体制づくりに努める

とともに、市民の学習活動の成果を地域課題の解

決やまちづくりなどにつなげていくため社会教育

主事の配置や、学びに関する相談体制の充実のた

め生涯学習推進アドバイザーの配置を継続してま

いります。

また、ＩＣＴを効果的に活用した情報の発信や、

オンラインでの講座の実施を通じて、多様な交流

やつながりの機会を広げてまいります。

公民館活動については、社会教育施設や関係部

局との連携による市民講座の充実など特色ある生

涯学習活動を推進し、分館活動を含めた多様で身

近な学習機会の提供に努めてまいります。

特に、名寄市公民館では、体験型の講座「エン

レイカレッジ」を実施し、名寄の魅力や歴史に触

れるとともに、オンラインでの学習機会の提供に

努めてまいります。

智恵文公民館では、義務教育学校や地区の各種

団体との連携のもと、農村地区という地域の歴史

や自然などの特性を踏まえ、世代間で交流しなが

ら地域資源を継承する生涯学習活動の推進に努め

てまいります。

風連公民館では、ふうれん地域交流センターを

拠点とし各種団体と連携・協働した事業を実施す

るとともに、陶芸センターを活用した公民館講座

の開催や地域の伝統芸能活動など生涯学習活動の

推進に努めてまいります。

次に、市立図書館については、市民の読書活動

と学びを支援する身近な教育施設として、幅広い

資料収集及び機能の充実に努め、利用者ニーズに

即したきめ細やかな読書サービスを提供してまい

ります。

また、子どもの読書活動を推進するため、家庭、

地域で活動するボランティア団体、幼児施設、学

校と連携を図り、各種行事の開催や情報発信、読

書環境整備などの具体的な取組を推進してまいり

ます。

北国博物館については、地域に根差した視点に

立って、地域の歴史や自然、文化を伝える普及事

業や各種展示会の充実に取り組み、何度でも来館

したくなるような魅力ある施設運営に努めるとと

もに、デジタル技術を活用し、地域の魅力を広く

伝えるよう情報発信に取り組んでまいります。

なよろ市立天文台については、観望会やプラネ

タリウム、映像配信のほかデジタル技術を活用し

た取組を一層充実させ、市民に親しみある天文普

及に努めてまいります。

また、天文台の協力団体と連携を図り、天文普

及活動や情報発信に取り組んでまいります。

さらに、移動天文台車を利用し、名寄市内だけ

でなく近隣地域や東京都杉並区での観望会を行い、

交流に努めるとともに、北海道大学や他の天文台

などとの協力により、研究観測を推進してまいり

ます。

次に、地域連携・協働による社会教育の推進に
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ついては、地域の人づくり、つながりづくり、地

域づくりの一端を担うため、地域の各種団体との

連携を工夫して、社会教育活動を推進してまいり

ます。

また、「学校を核とした地域づくり」を進める

ため、地域学校協働活動を推進するとともに、

「地域とともにある学校づくり」の充実が図られ

るよう、地域学校協働活動等人材バンクの登録と

活用の推進に努めてまいります。

第二に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭における教育力を向上させるため、関係機

関と連携し、子育て中の家庭同士の交流を図るな

ど、家庭教育支援事業の充実と、家庭教育や子育

てに関する学習や相談機会が気軽に得られるよう、

情報提供や相談体制の整備に努めてまいります。

また、地域全体で家庭や子どもを支え見守る環

境をつくるため、市民への啓発や、北海道教育委

員会と協定を締結する家庭教育サポート企業の拡

大に努めてまいります。

第三に、青少年の健全育成について申し上げま

す。

未来をつくる青少年が心の豊かさ、創造性や社

会性などを養い、時代の変化に的確に対応できる

人間として育つよう、教育環境の整備に努めてま

いります。

高校生や青少年のリーダーを育成するために、

子ども会育成連合会などと連携したリーダー育成

事業に取り組んでまいります。

また、学校外での体験交流活動を推進するため

に、スポーツ大会の開催や野外体験学習、東京都

杉並区との小学生交流などに取り組んでまいりま

す。

名寄市二十歳を祝う会については、二十歳を対

象とし、実行委員会を中心に企画運営を行い、趣

向を凝らした内容で開催してまいります。

名寄市児童センター、風連児童会館では、自由

来館型の施設として、遊びやスポーツ、各種行事

や体験活動を通じて児童の健全育成を図ってまい

ります。

放課後児童クラブでは、放課後における児童の

安全安心な居場所を提供することを通じて、保護

者の仕事と子育ての両立を支援してまいります。

民間学童保育所に対しては、児童の安全安心な

居場所となるよう環境整備、運営に対し、必要な

支援を行ってまいります。

青少年センターでは、地域や各学校、関係機関

などと連携を図り、青少年の問題行動の未然防止

や安全確保に努めてまいります。

また、不審者対策や犯罪のない地域づくりのた

めに、市内の巡視活動を行い、子どもたちが安全

安心に学び遊べる環境づくりに努めてまいります。

教育相談センターでは、社会が多様化する中で、

不登校などの様々な悩みの受け皿が必要とされて

いることから、学校や家庭、関係機関との情報交

換、連携を強化し、教育相談体制の充実に努めて

まいります。

適応指導教室では、不登校児童生徒の心情や悩

みを受け止め、生活支援や学習支援を行いながら、

学校復帰と社会的な自立に向けた取組を行ってま

いります。

放課後子ども教室では、小学４年生から小学６

年生までを対象に、勉強やスポーツ、文化活動、

地域との交流活動などに取り組み、自ら学ぶ姿勢

を高め、学習習慣の定着を図ってまいります。

第四に、地域文化の継承と創造について申し上

げます。

名寄市文化芸術振興条例並びに名寄市文化芸術

の振興に関する基本方針に基づき、文化芸術の振

興と継承を図り、市民個人や団体による主体的、

創造的な文化芸術活動を推進してまいります。

市民文化センター大ホールＥＮ―ＲＡＹやふう

れん地域交流センターを核とした鑑賞事業、アウ

トリーチを含めた文化芸術鑑賞事業を実施すると

ともに、優れた文化芸術に触れる機会の提供とし

て、文化芸術鑑賞バスツアーを実施してまいりま

す。また、市民が日頃の文化活動の成果を発表す
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る文化祭を実施してまいります。

歴史や文化財の継承については、北国博物館を

核として地域に関わる歴史や文化の普及活動に努

めるとともに、地域の宝として文化財の保護と伝

承活動の支援に努めてまいります。

また、郷土の発展に大きく貢献し、全国的に活

躍した名寄ゆかりの人物について、その功績や生

き方を後世に伝えていくため、普及活動にも努め

てまいります。

以上、令和６年度の教育行政執行方針について

申し上げました。

本年１月１日に令和６年能登半島地震が発生し、

改めて、先を予測することは困難であり、社会が

どのように変化しようとも、周りの人々と協働し

ながら課題を解決し、豊かで幸せな人生を切り拓

いていくことのできる生きる力を育むことの大切

さを感じました。

名寄市教育委員会といたしましては、めまぐる

しく変化する社会において、いつの時代も人を育

む教育は社会の礎であり、幸せ、発展の原動力で

あることを肝に銘じ、地域全体で名寄の教育をさ

らに充実させることができるよう、学校・家庭・

地域・行政による連携・協働をこれまで以上に強

め、本市教育の振興・発展に熱意をもって誠心誠

意取り組んでまいります。

議員並びに市民の皆様の一層の御理解と御協力

をお願い申し上げます。

以上で令和６年度市政〇議長（山田典幸議員）

執行方針・教育行政執行方針を終わります。

日程第４ 議案第１号〇議長（山田典幸議員）

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の一部改正について

を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１号 地方自治法〇市長（加藤剛士君）

の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

備に関する条例の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

本件は、令和５年第４回市議会定例会において

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整備に関する条例を制定をし、地方自治

法の一部を改正する法律の施行に伴う会計年度任

用職員の勤勉手当の支給に関する規定を改正いた

しましたが、パートタイム会計年度任用職員の勤

勉手当の支給範囲を変更する必要があるため、本

条例の一部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

日程第５ 議案第２号〇議長（山田典幸議員）

名寄市手数料徴収条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２号 名寄市手数〇市長（加藤剛士君）

料徴収条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

戸籍法の一部を改正する法律が令和６年３月１

日に施行され、新たに戸籍及び除籍電子証明書提
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供用識別符号の発行に係る手数料を徴収する事務

及び金額を新たに定めることに伴い、本条例の一

部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

日程第６ 議案第３号〇議長（山田典幸議員）

名寄市国民健康保険税条例の一部改正について

を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第３号 名寄市国民〇市長（加藤剛士君）

健康保険税条例の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

北海道が主体となっている国民健康保険の財政

運営においては、市町村が国民健康保険事業費納

付金を北海道に納付するとともに、その算定根拠

である標準保険料率を参考に税率を設定すること

となっておりますが、名寄市の現行税率において

は令和５年度に税額改正を行ったものの、依然と

してこの設定から乖離したものとなっております。

また、税収減等により納付金の財源不足が生じて

いるほか、基金の活用も見込めない状況となって

いることから、今後においても国民健康保険事業

の安定的な運営を図るため、名寄市国民健康保険

運営協議会の答申を踏まえて、標準保険料率を参

考とした課税額に見直すこととし、本条例の一部

を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

それでは、若干確認を〇８番（川村幸栄議員）

させていただきたいというふうに思います。

１つ目は、この時期に改正に至った理由につい

てお知らせをいただきたいと思います。国保運営

協議会からの答申があったということでした。し

かし、今年度もまだ３月いっぱいあるのですけれ

ども、今年度もいち早く資産割をなくして、４税

方式から３税方式にして、所得割額を見直したば

かりでした。その中で今回もというようなことで

す。例えば資産割をなくすということも都道府県

化の保険料水準統一していくための一つの手順だ

ったようですけれども、これも実はよく調べてみ

たら令和８年度までに資産割の廃止をというよう

なことだったとありました。ですから、随分いち

早く国や道が示している方向に名寄市は進んだの

だなというふうに思っています。今回の改定案で

す。国のほうも都道府県化を国保制度改革で進め

てから６年が過ぎて、新たな加速化プランという

ことで策定されています、昨年の１０月に。そこ

の中をちょっと見てみますと、令和１２年度まで

には統一していきたいというふうになっています。

その後なるべく早い時期に全体で統一していきた

いということのようですけれども、どうも北海道

の目標も納付金ベースの統一、令和６年度から進

め、そして令和１２年度には完全に統一したいと

いうことです。だから、今すぐということでなく

ても私はいいのではないかというふうに考えるの

ですが、この時期に改正に至った理由についてお
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聞かせをいただきたいと思います。

２つ目には、今回の中身見せていただくと、所

得割を据え置いて、均等割、平等割の値上げにな

っています。これ均等割、平等割ですから、国保

加入者全てに係ると。値上げは必ず行われると。

今年度、今進められてきた前回値上げになった部

分では資産割がなくなりましたから、中には若干

所得割との差でそれほど変わらなかったといった

方もいらっしゃいましたけれども、今回は均等割、

平等割が値上げになりますから、確実に上がる。

確かに軽減措置はありますけれども、そういうふ

うに上がっていくということです。これは、どう

してそういうふうにしたのかお聞かせをいただき

たいというふうに思います。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

川村議員のほうから〇市民部長（廣嶋淳一君）

２点について御質問いただきました。１点目のこ

の時期に改正するに至った理由ということでござ

います。昨年税率を上げさせていただきまして、

その際にも説明させていただきましたが、基金が

ほぼ底をついてきているということと、それから

納付金につきましてはここ何年か予想よりも大き

かったということで、それに対する税率、税の計

算をした際に赤字が見込まれるということで、前

回の改定させていただいたときも４，０００万円

程度赤字が見込まれるということで、当面５年度

については２，０００万円上げさせていただいて、

残り２，０００万円につきましては５年度の状況

見ながら、もしかするとさらにまた納付金が下が

ったりだとか、状況がよくなったりというところ

で、それも踏まえながら６年度について再度検討

しましょうという形でございました。今回も納付

金につきましては、今回統一化になった時点での

前期分の精算がございましたので、それが毎年２，

７００万円程度オンされておりましたから、５年

度で最終ということで、６年度以降はその部分は

ないということで、純粋に納付金の算定、医療費

含めた全体の中での税率の標準保険料率を計算さ

れたということで、昨年から見ると７，３００万

円ほど、２，７００万円昨年オンされていました

が、その分差っ引いたにしても納付金が下がった

ということで、昨年の１１月に仮算定で数字を一

旦いただきまして、さらに数字が変わる可能性が

あるということで、前回は１１月ぐらいに運協開

催させていただいて、１２月に４定のほうで提案

をさせていただいたという状況なのですけれども、

今回につきましてはさらに精査するために、本算

定が１月の中、１５日頃されるということで、そ

れを見て、さらにそれから１，０００万円程度納

付金が下がりましたので、それを踏まえてシミュ

レーションして、今回運協のほう開催させていた

だいて、今回の提案をさせていただいた内容での

税率改正ということでさせていただきました。議

員もおっしゃられるとおり、令和１２年には完全

な統一化ということでのもともとの方針もござい

ましたし、それからプランにつきましても６年度

で見直しするということになって、昨年示されま

したけれども、資産割の関係につきましてはなく

して３方式に、今まで４方式だったのを３方式と

いうことで、も目指すということで、実は３割取

っていたところが残り少ないということで、昨年

も運営協議会の中でも御審議いただきましたが、

３割もなくす方向であれば、そういう状況であれ

ば今回なくして、統一化に近づけましょうという

ことでの答申もいただきましたので、５年度から

３割をなくさせていただいたということでござい

ます。そういう流れで、早急にすぐ近づけるとい

うことはないのですけれども、令和１２年目がけ

て、一遍にやはり近づけてしまうと負担が一気に

上がる可能性がございますので、今後の納付金の

関係ですとか医療費の状況含めて状況見ながら、

毎年保険料どうしていくかというのは検討しなが

ら進めたいというふうに考えていますので、一緒

くたに進めているということではなくて、その都

度、その年度、その状況見ながら保険料について

は検討していきたいというふうに考えております。
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それと、前回は所得割のほうを上げさせていた

だいて、今回は所得割につきましては据置きをさ

せていただいて、均等割、平等割ということでそ

れぞれ上げさせていただいております。５年度、

所得割上げさせていただいたのですけれども、実

は後ほど補正予算でもございますけれども、見込

んでいた２，０００万円分、普通でいけば予算ど

おり、もしくは多少上振れするかなというふうに

想定しておりましたけれども、実は被保数の減少

であったりだとか、それから団塊の世代の方の後

期高齢者への移行だとか、それから社会保険に行

った方が国保に戻ってこないだとか、ちょっとそ

ういうような要件もあって、予定よりも税収が見

込めなかったということで、そういうこともござ

いましたので、前回所得割も上げさせていただい

て、今回も所得割を上げてしまうと、またさらに

大きく税額伸びる方もいらっしゃいますので、今

回は均等割、平等割のほう改定させていただいて、

広くといいますか、一応全体的に見ると今回は１

世帯当たりで１万円から１万５，０００円ぐらい

の増額になる形で、全体的にそんなに跳ね上がる

ような形ではなくて、標準保険料率をそのまま適

用させると４，０００万円ほど税収は伸びるので

すけれども、税収も一気に上がってしまうという

ことで、今回はそこまで至らないという形で、約

１，７００万円程度の税収増でのシミュレーショ

ンさせていただきまして、全体的には大きく伸び

ないような形で算定をさせていただいたというこ

とと、それから先ほど議員のほうからもありまし

た軽減の関係もございますので、そこはその部分

で、多少上がりますけれども、そこは最低限とい

いますか、６年度の予算組める形にならないよう

な形の積算を今回させていただいたということで

御理解をいただきたいと思います。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

なかなか税収が思うよ〇８番（川村幸栄議員）

うに伸びなかったという御説明でした。市民とい

うか、国保の加入者の方々にとってはこの状況よ

く分からないですし、この間都道府県単一化って

道全体で一つにしていくというような方向性につ

いても、そんなに知られていないかなというふう

に思うのです。加入者の方々、またお仕事を辞め

て国保に入ろうとしている方々だとか、そういう

方々にとってはこの中身についてはよく知られて

いない。それを言ってみれば国の方針、それから

道の進め方に沿って市が一緒になって、急に上げ

るのは大変ということのお話でしたけれども、も

ちろんそれも大変なのですが、毎年毎年何らかで

上がっていくという、何でこんなにこんなに上が

っていくのというような、そんなようなところの

不信感といいますか、そういうことも生まれてく

るのではないかというふうに思っていて、この点

についての市民の皆さんへの周知というあたりに

ついてもお伺いをしたいというふうに思います。

そして、例えば納付金と名寄市の保険税額との

乖離がというようなお話もありましたけれども、

この間本当に努力していただいて、平成２５年度

から改正を行ってこなかったといったところでは、

やはり名寄市ばかりではなくて、他の道内の自治

体の中でもいろいろ基金から繰り入れたり、一般

会計からの法定外の繰入れをしたり、いろんな取

組をしながらやってこられています。ですから、

道内でいうと１７９の自治体があるわけですから、

基金がいっぱいあるところから、全くなくて大変

なところから、幅が大きくて、それを一つにして

いくというわけですから、これ大変な仕事になる

と思うのです。私はじっくりとその対応について、

名寄市だけで考えてというわけにはいきませんか

ら、道や国とも相談をしながらになりませんけれ

ども、やっぱり言われているとおり、早急に対策

に取りかかっているように私には感じるのです。

部長のほうから一気に上げるのはというようなこ

ともあって、少しずつというふうなことでしたけ

れども、じわじわというふうにされるのがいいの

か、そこら辺は分かりませんけれども、でもやは



－24－

令和６年２月２９日（木曜日）第１回３月定例会・第１号

り分からないうちに毎年毎年値上げになっていく

というのは、大変に負担もあれですけれども、不

安が大きいです。ここのところについてもう一度

お考えをお聞かせをいただきたいと思います。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

周知の関係につきま〇市民部長（廣嶋淳一君）

しては、国のほうの制度、それから道も含めて分

かりやすい形でのやっぱりそういった広報といい

ますか、説明というのはなかなか伝わり切ってい

ないのかなと思いますし、国保の税の納付書送る

際も決まった経過については簡単ですけれども、

そういったチラシとかも入れさせていただいてお

りますけれども、現在どうなっているのかという

ところも含めて、そこは市民の方といいますか、

被保険者、不安な部分もございますので、そこは

きちんと周知といいますか、こういう経過で決ま

っているですとか、こういう状況になっていると

いう部分については、やはりお知らせしていく必

要があるのかなと思っています。今回ほぼ基金が

枯渇するというような状況もありまして、先ほど

議員もありましたけれども、たくさん基金持って

おられる保険者さんもおりますし、本当にゼロの

ところもあります。今回４年、５年と法定外の繰

入れをして、６年もなりますとやはり計画を立て

ながら赤字解消計画を立てて、そうなってくると

保険料の値上げについても目標の中に盛り込んで

いくという形になりますので、そうならないため

には財政の安定化というのが必要だと思いますの

で、一般会計の応援もしていただきながらこの間

きておりますけれども、やはり今後安定的な会計

を、国保の財政の安定化はしていかなければなら

ないと思いますので、ではその場合に大幅に税率

上げて、例えば余裕が出て、その分基金を積んで

いくという形にしてしまうと、一気に上がってし

まうという部分もあるのですけれども、そこは将

来的なもの見据えながら税率を今後決めていく必

要があると思いますので、今回につきましては、

６年度については多分といいますか、赤字になら

ないような形でのシミュレーションといいますか、

そういう形で今回税率については検討させていた

だきましたので、そこも含めて短期的といいます

か、ではなくて長期的に今後どういうふうに国保

の運営していくかというところは考えていかなけ

ればならないと思いますので、道にすぐ合わせる

ということは考えておりませんけれども、やはり

状況見ながら毎年協議させていただきますし、議

会のほうにも御協議させていただきたいなという

ふうに考えておりますので、御理解いただきたい

と思います。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

今基金のほうに、法定〇８番（川村幸栄議員）

外の部分から基金に積み立ててという形のやり方

というのも他の自治体でもされているというふう

に聞いています。いろいろ工夫をして、それぞれ

の自治体がやっぱり本当に苦労しながら住民の皆

さんの命と健康を守るために国保税を高く上げな

いように努力している、そういったところがやっ

ぱり私に言わせると踏みにじられているように私

は感じます。一方的に道の基準に合わせていくと

いうか、そういうふうに思っているのです。これ

今言っていいのかどうかと思うのですけれども、

例えば国保税だとか地方税を決めるのはそれぞれ

の自治体、今までもそうですよね。国保税率決め

てきたのはそれぞれの自治体が行ってきて、それ

で道が負担金だという……だから負担金というふ

うに言うのでしょうけれども、そういうふうにし

て押しつけるやり方というのはいかがかなという

ふうに思っているのです。この点についてのお考

えもお聞きをしていきたいと思います。

やっぱり市民の方々も何だかよく分からないう

ちに値上げになるような、高過ぎる国保税です。

社会保障費ばかり上がってくるというような、そ

ういう中での値上げですから、やっぱりもうちょ

っと時間をかけてもいいのではないかなというふ

うなことを申し上げたいというふうに思います。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）
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先ほどちょっと答弁〇市民部長（廣嶋淳一君）

し忘れたのですけれども、今おっしゃられたよう

に、今統一化ということで道内でどこに居住して

も同じという形を目指しているということでやっ

ておりますけれども、現実的には税率がそんなに

上がっていない自治体もあったりだとか、余裕が

ある自治体であったり、逆に小さいところでは税

率が上がったり、大変だというような状況もござ

いますので、そこにつきましては統一化したメリ

ットというところでいくと、やはり医療費の大き

な、給付が急に増えて、その分財源がないだとか、

そういったことは心配はなくなりましたけれども、

そういう税の関係では今名寄市についてはほぼ基

金がなくなるという形での税率の改正に頼らざる

を得ない状況になっておりますので、そこ今後国

の制度も含めて、道の考え方も含めて今の状況も

訴えていきながらそういった緩和策ですとか、い

ろんなそういった取組も考えていただくように引

き続き要望していきたいなというふうに考えてお

りますし、そういう意見を言ってくる場もござい

ますので、そこは今後も引き続きお話をしていき

たいなというふうに考えております。

それと、市民、それから被保険者に対する周知、

広報につきましても今後もしっかりやっていきた

いと考えております。

以上です。

ほかに質疑はございま〇議長（山田典幸議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（山田典幸議員）

します。

議案第３号は、市民福祉常任委員会に付託いた

します。

お諮りいたします。ただいま付託いたしました

議案第３号については、３月２１日までに審査を

終了するよう期限をつけることにいたしたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第３号は、市民福祉常任委員会に

付託の上、３月２１日までに審査を終了するよう

期限をつけることに決定いたしました。

日程第７ 議案第４号〇議長（山田典幸議員）

名寄市空家等対策協議会条例の一部改正につい

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第４号 名寄市空家〇市長（加藤剛士君）

等対策協議会条例の一部改正について、提案の理

由を申し上げます。

本件は、空家等対策の推進に関する特別措置法

の一部を改正する法律の施行等に伴い条項ずれの

修正を行うため、本条例の一部を改正しようとす

るものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第４号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。

日程第８ 議案第５号〇議長（山田典幸議員）

名寄市空家等の適正管理に関する条例の一部改

正についてを議題といたします。
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提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第５号 名寄市空家〇市長（加藤剛士君）

等の適正管理に関する条例の一部改正について、

提案の理由を申し上げます。

本件は、空家等対策の推進に関する特別措置法

の一部を改正する法律の施行に伴い、法で新たに

管理不全空き家等への指導、勧告が規定をされた

ことから、条例の対応範囲の見直しを行うため、

本条例の一部を改正しようとするものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第５号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。

日程第９ 議案第６号〇議長（山田典幸議員）

名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第６号 名寄市特定〇市長（加藤剛士君）

教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正について、提

案の理由を申し上げます。

本件は、国が定める特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援

施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、本

条例の一部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第６号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５４分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

日程第１０ 議案第７号 名寄市介護保険条例

の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第７号 名寄市介護〇市長（加藤剛士君）

保険条例の一部改正について、提案の理由を申し

上げます。

本件は、介護保険法第１１７条第１項の規定に

基づき名寄市第９期介護保険事業計画を策定をし、

令和６年度から令和８年度までにおける介護保険

令和６年２月２９日（木曜日）第１回３月定例会・第１号
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料額を定めるために本条例の一部を改正しようと

するものでございます。

第１号被保険者の保険料につきましては、高齢

化による要介護、要支援認定者の増加が見込まれ

るほか、介護報酬の改定等により保険料額の上昇

傾向は続いていく見込みでございますけれども、

国が設定する標準負担段階が９段階から１３段階

に細分化をされるなど所得に応じた保険料負担を

いただくとともに、介護給付費準備基金を活用し、

保険料負担軽減を図ることとしております。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

今回１３段階に分けて〇８番（川村幸栄議員）

保険料をしたこと、それと額について１３段階に

分けたこと、また額についてもどのようないきさ

つがあったのかについてもう少し詳しく御説明を

いただければというふうに思います。

松田こども・高齢者支〇議長（山田典幸議員）

援室長。

今回〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

の介護保険制度の改正でということで、国のほう

で現在９段階に設定をさせていただいております

保険料の料率についてを今回１３段階にするとい

うところで、こちらにつきましては今後介護保険

料が上昇して、介護保険の給付が上昇していくだ

ろうという推計の下、国のほうでは１号被保険者

内での所得の再分配を強化して、持続可能な介護

保険制度をつくり上げていこうという趣旨でのこ

とになってございます。現在９段階になっている

ことを１３段階に細分化することで、負担割合に

ついても国のほうで所得の低い下のほうの段階の

人への配分する乗率を１０段階以降、１０から１

３段階以降の所得の多い方から少し多めにいただ

いて、それを１号被保険者の中で再分配していく

というような形の中で持続可能な保険制度を目指

していくという内容になってございます。乗率等

につきましては、現在の９段階の乗率に、１段階

から９段階までは一緒であって、１０段階以上に

新たに１段階、２段階、３段階の低所得者層への

配分ということで少し乗率が乗せられているとい

う内容となってございます。現在名寄市は９段階

の保険料設定だったところを８期計画までは１０

段階ということで、１つ段階を設けて所得の軽減

を含めた配慮をさせていただいておりました。今

回につきましては、１３段階ということで国のほ

う、多段階設定をしていただきましたので、こち

らのほうに名寄市も合わせていきたいなというふ

うに思っているところです。

それと、額についてになりますけれども、金額

については標準額というところで５段階の標準額

になりますけれども、前回の月額５，８４７円だ

った金額を今回５，４００円で設定をさせていた

だくというところで、４００円相当の減額を見込

んでいる、設定をさせていただくというところで

す。こちらの設定については、ここ８期の３年間

での総給付費と利用者の数というのが横ばいで進

んでいるというところがありまして、こちらにつ

いては今後３年間の見通しもそう急激に上がるも

のではないだろうということで、こちらについて

は国のほうで標準で使っています見える化システ

ムというのがあるのですけれども、そちらのほう

で今後の推移も含めて算出ができるシステムにな

っておりまして、全国統一で使用させていただい

ていることもありますので、名寄市としてもその

システムに乗っかって、今後の推移を試算したと

ころ、５，４００円で賄っていけるだろうという

試算になっているところでございます。

以上です。

ほかに質疑はございま〇議長（山田典幸議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（山田典幸議員）

します。
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議案第７号は、市民福祉常任委員会に付託いた

します。

お諮りいたします。ただいま付託いたしました

議案第７号については、３月２１日までに審査を

終了するよう期限をつけることにいたしたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第７号は、市民福祉常任委員会に

付託の上、３月２１日までに審査を終了するよう

期限をつけることに決定いたしました。

日程第１１ 議案第８〇議長（山田典幸議員）

号 名寄市指定介護予防支援等の事業の人員及び

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準等を定め

る条例の一部改正について、議案第９号 名寄市

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準等を定める条例の一部改正について、以上

２件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第８号 名寄市指定〇市長（加藤剛士君）

介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改

正について、議案第９号 名寄市指定居宅介護支

援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め

る条例の一部改正について、一括して提案の理由

を申し上げます。

本件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設

備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令

等が施行されることに伴い、関係条例の一部を改

正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、議案第８号〇議長（山田典幸議員）

外１件の一括質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより議案第８号外１件の一括採決を行いま

す。

議案第８号外１件は原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第８号外１件は原案のとおり可決

されました。

日程第１２ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

０号 名寄市水道事業給水条例の一部改正につい

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１０号 名寄市水〇市長（加藤剛士君）

道事業給水条例の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法

律の整備に関する法律の施行に伴い、水道法等に

よる権限が厚生労働大臣から国土交通大臣及び環

境大臣に移管をされたため、本条例の一部を改正

しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１０号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１３ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

１号 名寄市畜産センター条例の廃止についてを

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１１号 名寄市畜〇市長（加藤剛士君）

産センター条例の廃止について、提案の理由を申

し上げます。

名寄市畜産センターは、昭和４２年に整備をさ

れ、家畜市場の開催を目的としてこれまで利用さ

れてきました。しかし、令和５年１０月からは地

域内の畜産、酪農家の減少や大規模市場への顧客

流出といった要因から利用団体の市場開催がなく

なり、利用申請が一切ない状態となりました。当

該施設の利用について市内畜産、酪農経営者への

意向調査、ホームページで活用募集してまいりま

したが、利用希望者がなく、施設の維持管理も困

難な状態となっていることから、本条例を廃止し

ようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１１号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１４ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

２号 令和５年度名寄市一般会計補正予算（第１

０号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１２号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、年度末に当たり事業の確定に伴

う事業費や人件費などの調整が主なものであり、

歳入歳出それぞれ４億６９０万１，０００円を減

額をし、予算総額を２５２億２，９９８万５，０

００円にしようとするものでございます。

補正の主な内容を歳出から申し上げます。３款

民生費におきまして地域福祉基金積立金４，３４

５万６，０００円の追加は、１２月１９日に遺言

執行者である弁護士を通していただいた故原沢信

一氏からの御寄附等を後年度事業の財源として活

用するために基金に積み立てようとするものであ

ります。

４款衛生費におきまして名寄東病院振興基金積

立金１億９，３５９万５，０００円の追加は、地

方交付税の算定結果に基づき積立てをしようとす

るものでございます。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加及び確定に伴う国庫支出金、道支出金、市債

などの特定財源の調整を行ったほか、２０款繰入

金におきまして財政調整基金繰入金を減額をし、

収支の調整を図ろうとするものでございます。

次に、第２表、継続費補正につきましては、認
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定こども園等整備事業ほか計２件の事業費につい

て補正をしようとするものでございます。

第３表、繰越明許費につきましては、年度内に

完了しない議会運営事業費ほか計４件を繰越しし

ようとするものでございます。

第４表、債務負担行為補正につきましては、土

壌分析機器借り上げ料ほか計４件を追加し、運転

資金利子補給補助金ほか計４件の限度額を補正し

ようとするものでございます。

第５表、地方債補正につきましては、生涯学習

アドバイザー配置事業ほか計２件を追加をし、認

定こども園等整備事業ほか計２０件の限度額を変

更、東２条通道路改良舗装事業ほか計２件を廃止

しようとするものでございます。

以上、補正の概要について申し上げましたが、

細部につきましては総務部長より説明をさせます

ので、よろしく御審議くださいますようお願い申

し上げます。

追加説明を渡辺総務部〇議長（山田典幸議員）

長。

それでは、一般会計〇総務部長（渡辺博史君）

の補正予算につきまして、市長より申し上げた分

の重複を避けて追加説明をさせていただきます。

初めに、歳出から説明をさせていただきます。

議案の５８から５９ページ、通し番号です。５８

から５９ページをお開きください。２款総務費、

１項８目企画振興費における名寄市地域間幹線系

統応援給付金１，１０１万１，０００円の追加は、

地域の交通手段を確保、維持するため地域間幹線

バスの事業者に対し沿線自治体で協議の上、給付

金を給付しようとするものであります。同じく企

画振興費における地域振興基金積立金１，９１５

万１，０００円の追加は、皆様方からいただいた

ふるさと納税寄附金を地域振興基金に積み立てよ

うとするものであります。

７８から７９ページをお開きください。４款衛

生費、１項５目環境衛生費における食肉センター

事業特別会計繰出金５，１５５万円の追加は、食

肉センター焼却設備整備に対し道の補助金が採択

されたことから、追加しようとするものでありま

す。

８４から８５ページをお開きください。６款農

林業費、１項２目農業振興費における担い手確保

・経営強化支援事業補助金９，２６８万５，００

０円、土地改良区決済金等支援金２，９２４万４，

０００円の追加は、それぞれ道の補助金が採択さ

れたことから、事業費を追加しようとするもので

あります。

９０から９１ページをお開きください。８款土

木費、２項３目道路除雪費における市道排雪業務

委託料１，５００万円の追加は、３回目の幹線道

路の排雪を行った場合の不足が見込まれる額を追

加しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。３８から３

９ページにお戻りください。１２款１項１目地方

交付税におきまして普通交付税２，６５４万９，

０００円の追加は、地方交付税法の一部改正によ

る再算定によって追加交付されたものを追加しよ

うとするものであります。

５２から５３ページをお開きください。２４款

１項１目自動車取得税交付金６４万８，０００円

の追加は、令和元年１０月に廃止された自動車取

得税について滞納分等過年度収入に対する交付が

あった額を追加しようとするものであります。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１２号は原案のとおり決定することに御
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異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１２号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１５ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

３号 令和５年度名寄市国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１３号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ９４３万５，０００円を追加をし、

予算総額を２７億９，２９７万５，０００円に、

また直診勘定におきまして歳入歳出それぞれ５４

４万９，０００円を減額をし、予算総額を２億７

５１万６，０００円にしようとするものでござい

ます。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。２款保険給付費におきまして高額療養

費で見込まれる不足額１２０万円を追加し、４款

保健事業費におきましては会計年度任用職員報酬

の減などにより２７８万８，０００円を減額をし

ようとするものでございます。

５款基金積立金におきまして国民健康保険支払

準備金基金積立金１，０００万円の追加は、今後

においても国民健康保険事業の安定的な運営を図

るために基金の積立てを行おうとするものでござ

います。

次に、歳入について申し上げます。１款国民健

康保険税におきまして決算見込み等から３，４７

８万２，０００円を減額をするほか、５款繰入金

におきまして３，９２３万９，０００円を追加を

し、収支の調整を図ろうとするものでございます。

次に、直診勘定の補正の主な内容について歳出

から申し上げます。各事業費の確定に伴い、１款

総務費におきまして人件費等で４６４万９，００

０円を減額し、２款医業費では８０万円を減額し

ようとするものでございます。

歳入におきましては１款診療収入、３款道支出

金におきまして決算見込み等からそれぞれ４４万

２，０００円、４４万１，０００円を追加し、４

款繰入金において一般会計繰入金５５５万円を減

額、事業勘定繰入金６万３，０００円を追加をし、

収支の調整を図ろうとするものでございます。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願い申し上げま

す。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１６ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

４号 令和５年度名寄市介護保険特別会計補正予

算（第４号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１４号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市介護保険特別会計補正予算について、提

案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入
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歳出それぞれ６，６１５万円を追加をし、予算総

額を２９億２，５１４万１，０００円に、サービ

ス事業勘定・名寄におきまして予算総額の変更を

伴わない歳入歳出の事業費の調整を行い、サービ

ス事業勘定・風連におきまして歳入歳出それぞれ

１０万円を追加し、予算総額を２億１，２４０万

８，０００円にしようとするものでございます。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。２款保険給付費３，３５５万円の減額

におきましては、それぞれ介護サービス等で見込

まれる過不足の調整を図ろうとするものでありま

す。

４款基金積立金におきましては、介護給付費準

備基金積立金に７，６６８万５，０００円を追加

しようとするものでございます。

６款諸支出金におきましては、地域包括支援セ

ンターの運営に係る一般会計への繰出金２，１０

０万円を追加しようとするものであり、財源につ

いては国庫支出金、道支出金にて計上しておりま

す。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加及び確定に伴い国庫支出金、道支出金、一般

会計繰入金などの特定財源の調整を行うほか、８

款繰入金において基金繰入金４，０００万円を減

額をし、収支の調整を図るものであり、９款繰越

金におきましては令和４年度決算剰余金の繰越分

として１億８５５万５，０００円を追加しようと

するものであります。

続きまして、サービス事業勘定・名寄について

申し上げます。歳出におきましては人件費、送迎

車両購入に要する手数料等で見込まれる過不足額

の調整を行おうとするものでございまして、歳入

におきましては一般会計繰入金においてそれぞれ

該当する科目を調整しております。

続きまして、サービス事業勘定・風連におきま

しては人件費、社会福祉法人軽減制度補助金にお

いて見込まれる過不足額の調整を図ろうとするも

のでありまして、歳入におきまして一般会計繰入

金１０万円を追加し、収支の調整を図っておりま

す。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願い申し上げま

す。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１７ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

５号 令和５年度名寄市食肉センター事業特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１５号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市食肉センター事業特別会計補正予算につ

いて、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１，５０５万

円を減額をし、予算総額を１億６，１３２万９，

０００円にしようとするものであります。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款衛生

費におきまして食肉センター焼却施設整備工事費

が確定したことから、１，５０５万円を減額をし、

歳入におきまして当該整備工事について道の補助

が採択されたことに伴い一般会計繰入金を５，１

５５万円追加、市債を６，６６０万円減額をし、
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収支の調整を図ろうとするものでございます。

第２表、地方債補正につきましては、食肉セン

ター整備事業について限度額を変更しようとする

ものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１５号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１８ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

６号 令和５年度名寄市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１６号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算につい

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１，０２３万

５，０００円を追加し、予算総額を４億７，９９

３万４，０００円にしようとするものでございま

す。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款総務

費及び２款後期高齢者医療広域連合納付金におき

まして人件費納付金それぞれで見込まれる過不足

額を調整しようとするものでございます。

歳入におきましては、１款後期高齢者医療保険

料１，２６０万円を追加し、２款繰入金におきま

して事務費繰入金６９万６，０００円、保険基盤

安定繰入金１６６万９，０００円をそれぞれ減額

をし、収支の調整を図ろうとするものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１６号は原案のとおり可決され

ました。

日程第１９ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

７号 令和５年度名寄市立大学特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１７号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市立大学特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末に当たり事業の確定に伴

う事業費や人件費などの調整が主なものであり、

歳入歳出それぞれ３，３１９万１，０００円を減

額をし、予算総額を１７億８，０７５万１，００

０円にしようとするものでございます。

補正の主な内容を歳出から申し上げます。１款
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教育費におきまして決算見込みによる人件費の調

整や事業費の確定による減額をしようとするほか、

いただいた寄附金を積み立てるため名寄市立大学

奨学金基金積立金に１６８万５，０００円を追加

しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。５款寄附金

において大学に対する寄附金６５万円を追加し、

６款繰入金では一般会計繰入金２，３７０万５，

０００円を減額をし、収支の調整を図ろうとする

ものでございます。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願い申し上げま

す。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１７号は原案のとおり可決され

ました。

日程第２０ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

８号 令和５年度名寄市病院事業会計補正予算

（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１８号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市病院事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の各収支を見通し、必要

な調整を行うものでございます。

補正の主な内容について収益的収入から申し上

げます。１款病院事業収益では、医業収益におき

まして入院及び外来患者数の減少等により入院収

益で１１億２４６万円、外来収益で６，６６１万

６，０００円、他会計負担金で５６１万９，００

０円をそれぞれ減額しようとするものであります。

次に、医業外収益におきまして他会計補助金で

１，４５７万５，０００円、他会計負担金で１８

万７，０００円それぞれ追加をし、その他医業外

収益で５２８万５，０００円、補助金で１，１６

８万９，０００円それぞれ減額をし、特別利益に

おきまして過年度損益修正益で７６１万８，００

０円を追加をし、病院事業収益の総額を１００億

６，５７５万４，０００円にしようとするもので

ございます。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

病院事業費用では医業費用におきまして給与費で

１億９，２５４万２，０００円、材料費で１億１，

９５５万７，０００円減額をし、医業外費用にお

きまして保育施設費で１２４万９，０００円を減

額し、特別損失におきまして過年度損益修正損で

１，１３８万７，０００円を追加し、病院事業費

用の総額を１１１億２，６９１万４，０００円に

しようとするものでございます。

次に、資本的収入について申し上げます。３款

資本的収入におきまして企業債で１億７，０２０

万円、他会計出資金で１，０９０万１，０００円、

道補助金で７，２０２万７，０００円をそれぞれ

減額をし、総額を１６億４，４４２万２，０００

円にしようとするものでございます。

次に、資本的支出について申し上げます。４款

資本的支出におきまして資産購入費で９，７５５

万６，０００円、施設費で２，４５８万１，００

０円それぞれ減額をし、総額を２１億３，２８７

万２，０００円にしようとするものでございます。

なお、資本的収支の不足額につきましては、過

年度損益勘定留保資金で補填するものでございま
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す。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１８号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１８号は原案のとおり可決され

ました。

日程第２１ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

９号 令和５年度名寄市水道事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１９号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市水道事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の収支を見通し、予算の

調整を行おうとするものでございます。

補正の主な内容について収益的収入から申し上

げます。１款水道事業収益では、主に給水収益２，

１６８万円の減額やその他営業収益３０６万４，

０００円の追加、長期前受金戻入２５１万４，０

００円の減額により収益全体で１，９７９万８，

０００円を減額をし、総額を７億６２６万５，０

００円にしようとするものでございます。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

水道事業費用では、事業費の確定に伴う各費目の

調整を行い、費用全体で５，１１２万２，０００

円を追加し、総額を７億４，３６４万４，０００

円にしようとするものでございます。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。事業の確定に伴う調整を行い、３款資

本的収入では２，７００万３，０００円を減額し、

総額を２億８，３００万８，０００円に、また資

本的支出では４，１３３万７，０００円を減額し、

総額を６億２，１７９万５，０００円にしようと

するものであります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１９号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１９号は原案のとおり可決され

ました。

日程第２２ 議案第２〇議長（山田典幸議員）

０号 令和５年度名寄市下水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２０号 令和５年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市下水道事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の収支を見通し予算の調

整を行おうとするものであります。
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補正の主な内容について収益的収入から申し上

げます。１款下水道事業収益では、主に下水道使

用料１，２０２万５，０００円の減額や他会計負

担金７０４万７，０００円の減額により収益全体

で１，０５７万４，０００円を減額をし、総額を

１２億７８５万４，０００円にしようとするもの

でございます。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

下水道事業費用では事業費の確定に伴う各費目の

調整を行い、費用全体で５０７万４，０００円を

減額し、総額を１１億６，４２０万４，０００円

にしようとするものでございます。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。事業の確定に伴う調整を行い、３款資

本的収入では９，９６５万７，０００円を減額を

し、総額を３億８，０１７万４，０００円に、ま

た４款資本的支出では１億４４４万円を減額をし、

総額を７億９，３９１万５，０００円にしようと

するものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第２０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第２０号は原案のとおり可決され

ました。

日程第２３ 議案第２〇議長（山田典幸議員）

１号 令和６年度名寄市一般会計予算、議案第２

２号 令和６年度名寄市国民健康保険特別会計予

算、議案第２３号 令和６年度名寄市介護保険特

別会計予算、議案第２４号 令和６年度名寄市食

肉センター事業特別会計予算、議案第２５号 令

和６年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算、議

案第２６号 令和６年度名寄市立大学特別会計予

算、議案第２７号 令和６年度名寄市病院事業会

計予算、議案第２８号 令和６年度名寄市水道事

業会計予算、議案第２９号 令和６年度名寄市下

水道事業会計予算、以上９件を一括議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２１号 令和６年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市一般会計予算及び議案第２２号から議案

第２９号までの各特別会計予算並びに各企業会計

予算について、提案の理由を申し上げます。

各会計予算案は、令和５年１１月１日付市長訓

令に基づき、名寄市総合計画や総合戦略の具現化、

将来にわたる地域生活の維持への取組の推進、子

供、子育て政策の推進、持続可能で健全な財政運

営の維持といった基本的な考え方に基づき予算を

編成いたしました。

一般会計予算案は、前年度当初予算と比較をい

たしまして２．３％増の２４２億９，３０４万７，

０００円となりました。防衛施設周辺設備整備事

業費の増や小学校空調設備、名寄中学校整備事業

の工事開始のほか、会計年度任用職員を含む人件

費の増などが主な増額要因でございます。なお、

収支不足を補う財政調整基金の取崩し額は１２億

２，９２４万７，０００円を計上しております。

次に、特別会計について申し上げます。令和６

年度国民健康保険特別会計外計５特別会計の予算

総額は８７億４０６万８，０００円となっており

ます。増減の大きなものとして、国民健康保険特

別会計の保険事業勘定で保険給付費の減などによ

り前年度比５．３％の減、食肉センター特別会計
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で焼却施設整備工事の完了などにより前年度比６

６．３％の減となりました。

次に、企業会計について申し上げます。病院事

業会計では前年度比１．７％増の１３８億４，１

０６万２，０００円、水道事業会計では前年度比

７．６％増の１４億５，９３０万６，０００円、

下水道事業会計では前年度比５．９％増の２１億

８，９９１万１，０００円となりました。

以上によりまして、令和６年度全会計の予算総

額は５０４億８，７３９万４，０００円となりま

した。

地方自治法第２１１条及び地方公営企業法第２

４条の規定に基づき提出をいたしますので、よろ

しく御審議くださいますようお願い申し上げます。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議案第２１号外８件については、本会議質疑を

省略し、全議員をもって構成する予算審査特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査いたしたい

と思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第２１号外８件については、全議

員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することに決定いたしまし

た。

ただいまの決定に基づき、予算審査特別委員会

の委員に全議員を指名いたします。

正副委員長互選のため暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時４８分

再開 午後 １時５６分

再開いたします。〇議長（山田典幸議員）

正副委員長の互選が行われましたので、結果を

報告いたします。

予算審査特別委員会委員長に今村芳彦議員、副

委員長に山崎真由美議員、以上であります。

日程第２４ 議案第３〇議長（山田典幸議員）

０号 名寄市教育委員会委員の任命についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第３０号 名寄市教〇市長（加藤剛士君）

育委員会委員の任命について、提案の理由を申し

上げます。

名寄市教育委員であります松田潤子氏が本年５

月１５日をもって任期満了となりますが、本件は

同委員を引き続き教育委員に任命をいたしたく、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条

第２項の規定に基づき議会の同意を求めるもので

ございます。

なお、任期は４年でございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第３０号はこれに同意することに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第３０号は同意することに決定い

たしました。

日程第２５ 報告第１〇議長（山田典幸議員）

号 専決処分した事件の報告についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

報告第１号 専決処分し〇市長（加藤剛士君）
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た事件の報告について申し上げます。

事故の内容は、令和５年１２月８日頃、名寄市

西２条南７丁目１番地、株式会社名文堂におきま

して西側建物との間にある給水管が漏水し、店舗

内トイレ床下に浸水したものでございます。トイ

レ床下の修繕代として本市が７４万８，０００円

を負担をすることで示談が成立をし、和解したと

ころでございます。

以上、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分をしましたので、同条第２項の規定に

より御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

報告第１号を終結いたします。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議事の都合により、明日３月１日から３月１０

日までの１０日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、明日３月１日から３月１０日までの１

０日間を休会とすることに決定いたしました。

以上で本日の日程は全〇議長（山田典幸議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 １時５９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 佐 藤 靖

署名議員 遠 藤 隆 男
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令 和 ６ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和６年３月１１日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 代表質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 代表質問

１．出席議員（１５名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 １０番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 水 間 健 詞 議員

５番 谷 聡 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 清 水 一 夫 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 高 橋 伸 典 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

２番 富 岡 達 彦 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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本日の会議に２番、富〇議長（山田典幸議員）

岡達彦議員から欠席の届出がありました。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

７番 清 水 一 夫 議員

１１番 高 野 美枝子 議員

を指名いたします。

日程第２ これより代〇議長（山田典幸議員）

表質問を行います。

令和６年度の市政執行方針について外３件を、

東川孝義議員。

おはようございます。〇１４番（東川孝義議員）

議長より指名をいただきましたので、通告に従い、

市政クラブを代表いたしまして順次質問してまい

ります。

初めに、大項目の１番目、令和６年度の市政執

行方針について伺います。今定例会初日の令和６

年度市政執行方針において、加藤市長から市政推

進の基本的な考え方、令和６年度の予算編成など、

新年度の市政運営の方向づけが示されております。

それに基づきまして、小項目３点について伺いま

す。

小項目の１点目、新年度の重点施策について。

令和６年度の予算編成に伴い実施予定の各種事業

が示されましたが、新年度における市政推進の考

え方と新規事業を含めた重点施策の概要と基本的

な考え方について伺います。

次に、小項目の２点目、名寄市総合計画（第２

次）後期実施計画具現化の取組について。名寄市

総合計画（第２次）後期基本計画は、昨年度より

スタートいたしました。しかし、その時点では新

型コロナウイルス感染症の対応が優先であり、昨

年５月より５類相当に移行となり、ポストコロナ

を見据えた施策推進であったと思います。そこで、

後期実施計画での戦略的、重点的な取組でありま

す重点プロジェクトにおいて、新規に追加された

項目を含めて今後どのように取り組んでいかれる

のかお伺いをいたします。

次に、小項目の３点目、行財政改革の具体的な

取組について。行財政改革とは、限られた経営資

源を最大限に活用し、効率的で効果的に事業を進

め、財政の健全化と市民サービスの維持向上の両

立を目指す取組とされております。行財政改革に

ついては、市政執行方針でも述べられておりまし

たが、名寄市として今後進めていかなければなら

ない基本的な考え方についてお伺いをいたします。

次に、大項目の２番目、４期目の折り返しを迎

えて。市長は、４期目就任の令和４年５月の臨時

議会において市政執行の所信表明をされ、今定例

会初日の市政執行方針においても４期目の任を担

わせていただいてから間もなく２年を迎えると述

べられております。先ほども申し上げましたが、

就任当初は新型コロナウイルス感染症での対応で

あったと思います。そこで、所信表明のときに述

べられました項目より３点について伺います。

小項目の１点目、デジタル社会に対応したまち

づくりに向けて。デジタル社会とは、様々な分野

にデジタル技術を生かすことにより全ての市民が

幸せをつかめる社会であると認識をしております。

そこで、急速に進化するデジタル技術を活用した

行政手続のオンライン化や業務を推進されている

と思います。また、デジタル社会に対応できるよ

う高齢者への支援を積極的に行ってまいりますと

明言をされておりますが、業務の効率化並びに高

齢者等への具体的な支援策の推進状況と課題につ

いてお伺いをいたします。

次に、小項目の２点目、コンパクトなまちづく

りの推進に向けて。コンパクトなまちづくりの推

進については、名寄市立地適正化計画、名寄市公
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共施設等再配置計画を基にした具体的な議論を進

め、公共施設の適正な配置を進めていくとされて

おります。立地適正化計画のコンパクトなまちづ

くりの方針では、人々がにぎわう魅力と活力にあ

ふれた拠点づくり、将来にわたり安心、快適に暮

らせる市街地づくりとされており、具体的には都

市機能、居住機能の立地適正化に関する誘導方針

を定め、進めていくとされております。また、公

共施設等の再配置計画においては、計画期間を３

つの期間に区切り、フェーズワンについては２０

２２年から２０２６年まで設定をされております。

そこで、コンパクトなまちづくりの推進に向けて、

現在までの推進経過及び今後の考え方についてお

伺いをいたします。

次に、小項目の３点目、地域の特性を生かした

まちづくりに向けて。地域の特性を生かしたまち

づくりに向けて、次の項目で詳細な質問をさせて

いただきますので、ここでは地域経済の循環を図

る目的で昨年の１１月２３日よりスタートいたし

ました電子地域通貨Ｙｏｒｏｃａの導入の背景と

推進内容について伺います。電子地域通貨の目的

は、域内経済の好循環サイクルの確立、地域の輸

送モデルの構築、効果的、効率的な行政サービス

の実施とされておりますが、具体的な運用を開始

して以降、期間は短く、詳細な分析対応はこれか

らになるとは思いますけれども、現段階における

市民周知と市民理解、加えて現状における課題な

どについてお伺いをいたします。

次に、大項目の３番目、名寄市における地域課

題への対応について、小項目の１点目、人口減少

を見据えた各種事業の推進に向けて。全国的な人

口減少や少子高齢化、これに伴う生産年齢人口の

減少が課題となる中で、本市では平成２７年に策

定された名寄市まち・ひと・しごと創生人口ビジ

ョンは令和５年度に改定をされております。今後

の人口減少を抑制するには、子供を持ちたいと思

う方々への希望を実現し、出生率の向上を図る必

要があると考えます。あわせて、基幹産業である

農業の担い手の確保や企業誘致、創業支援などに

より地域産業の活性化や新たな雇用創出を図る必

要があります。人の流れを呼び込み、ここに行き

たい、ここで暮らしたいと思われるまちづくりに

向けて人口の自然減と社会減、双方への対策が必

要と思いますが、人口減少を見据えた今後の事業

推進に向けての考え方についてお伺いをいたしま

す。

次に、小項目の２点目、名寄ＩＣ拠点化構想の

実現に向けた対応について。名寄商工会議所では、

昨年２月に北海道縦貫自動車道士別剣淵から名寄

間の整備事業が進む中で、整備効果による経済効

果、物流など広域の地域課題につなげようと名寄

インターチェンジ拠点整備構想が提言をされてお

ります。拠点化構想の具体的な要望項目は割愛を

させていただきますけれども、物流の２０２４年

問題、いわゆる働き方改革で時間外に対する規制

解決には大きく貢献し、この整備による市内経済

効果も期待されるところであります。名寄の地理

的優位性から国土交通省も中継輸送を含む物流の

効果的なネットワークにつながるとの報道もあり

ましたが、現在までの推進状況並びに名寄市とし

ての考え方についてお伺いをいたします。

次に、小項目の３点目、人材確保・育成に向け

た具体的な対策の実施に向けて。現在あらゆる業

種において人手不足の状況が発生をしております。

名寄市内の各企業においても例外ではなく、仕事

を受注するに当たっても新規採用や現状の従業員

の安定雇用確保に向けては大変苦慮している状況

にあります。なぜならば、総人口に占める生産年

齢の減少に加えて、一方では賃金水準の改定、働

き方改革への取組など、一企業単体では非常に厳

しい実態にあります。そこで、名寄市としての人

材確保、育成に向けた検討の場の設置、新規採用

などの促進を支える支援策の検討、外国人材の受

入れ環境の整備などについて、現在検討されてい

る具体的な対策の考え方についてお伺いをいたし

ます。
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次に、小項目の４点目、スポーツによるまちづ

くりに向けて。名寄市スポーツ団体の発展的統合

に向け協議を進めていくと表明をされております。

組織統合については、昨年２月に風連、名寄の両

スポーツ協会とＮスポーツコミッションを統合す

ることで協議が進められていると理解をしており

ます。令和４年の第３回定例会での答弁は、組織

統合によりスポーツ施設の一元管理を行うことで

ソフト、ハード両輪で事業ができるスケールメリ

ットがあるとの答弁をいただいております。Ｎス

ポーツコミッションによるジュニア育成事業は、

名寄市の子供たちが地域の中でスポーツを通じて

夢や目標をかなえられる環境づくりをしていると

認識をしております。また、冬季スポーツ拠点化

に向け合宿や大会の誘致、ジュニア育成にも取り

組んでおり、これからのスポーツによるまちづく

りをどのように進めようとされているのかお伺い

をいたします。

次に、小項目の５点目、王子マテリア名寄工場

跡地活用に向けて。王子マテリア名寄工場は、生

産品集約により令和３年１２月１日に生産を停止

して、２台の抄紙機のうち１台は王子製紙苫小牧

工場へ移設をされ、その後設備の解体が進められ

て、昨年の１０月末には倉庫の一部を残し、また

当時の子会社の設備は別の用途で使用されており

ます。名寄市では、２２ヘクタールに上る工場跡

地の活用に向けて名寄工場生産品集約に関する対

策本部において、１つ、再生可能エネルギー、２

つ、物流、防災拠点、３つ、ＩoＴデータセンター

の３本の取組の柱を設定し、誘致活動を進めてこ

られたと認識をしております。設備の解体も終了

し、それぞれの取組に対する進捗経過と今後の見

通しについてお伺いをいたします。

次に、大項目の４番目、教育行政について４点

お伺いをいたします。小項目１点目、新年度の教

育行政重点施策について。令和６年度予算編成に

伴い、教育委員会において実施予定の各種事業施

策が示されております。新年度の教育行政におけ

る重点施策についてお伺いをいたします。

小項目の２点目、信頼される学校づくりの推進

に向けて。今定例会初日に令和６年度の教育行政

執行方針が述べられました。その中で岸教育長は

信頼される学校づくりの推進について、この学校

で学んでよかったと思っていただける学校とする

ためには各学校が地域社会に開かれ、家庭や地域

と信頼し合える関係を構築していくことが重要で

あると述べられております。そのためには、児童

生徒を真ん中に、誰一人取り残すことなくウェル

ビーイングを実感できる学校づくりに努めていく

とされておりますけれども、具体的な施策推進の

考え方についてお伺いをいたします。

小項目の３点目、情報、ＩＣＴ教育における成

果と課題について。情報教育であるＧＩＧＡスク

ール構想に基づき名寄市においても通信ネットワ

ークの整備を含め、１人１台端末を活用した指導

が進められております。具体的に導入されて以降

は、教職員の方々はもちろんのこと、教育指導の

充実に関する研究グループでの検証が進められて

おりますが、現状における取組の成果と今後の課

題についてお伺いをいたします。

小項目の４点目、小中一貫教育の推進に向けて。

智恵文地区においては、本年４月より名寄市初と

なる義務教育中学校、智恵文小中学校が開校いた

します。いわゆる９年間の小中一貫教育でありま

す。岸教育長は定例会初日の教育行政執行方針で

も述べられておりましたが、改めて小中一貫教育

の具体的な取組の意義、指導の狙いについてお伺

いをいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

おはようございます。東〇市長（加藤剛士君）

川議員から大項目４点にわたっての御質問いただ

きました。大項目１から３までは私から、大項目

４については教育長からの答弁となります。

初めに、大項目１、令和６年度の市政執行方針
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について、小項目１、新年度の重点施策について

申し上げます。令和６年度の予算編成については、

１１月１日付で各部局に市長訓令を発出をし、総

合計画や総合戦略の具現化、将来にわたる地域生

活の維持への取組、子供、子育て政策の推進、持

続可能で健全な財政運営の維持といった基本的な

考え方に沿って編成をするよう指示したところで

ございます。新規事業も含めた主な事業としては、

乳幼児等医療給付事業の高校生までの拡充や市立

認定こども園等における使用済紙おむつ処理の開

始、小学校における空調設備整備や名寄中学校整

備事業などの子供、子育て支援に係る事業、小中

学校におけるＡＩドリルの導入、水道スマートメ

ーター、水道ポータルの導入などのＤＸ推進事業、

奨学金返済支援事業の実施や就職支度金事業の拡

充など、この地域の喫緊の課題の一つである人材

確保に向けた事業、オンデマンド交通などこれま

で展開してきた事業の継続、発展による地域生活

維持に向けた事業などの予算を計上し、継続事業

と併せて多くの事業を予算に組み込みました。人

口減少、少子高齢化のほか、電気料、燃料単価等

の物価高騰、人件費の上昇など財政的な課題も顕

在化している状況でありますが、子供、子育て支

援施策の拡充等、本市における喫緊の課題解決に

向けて着実に一歩を踏み出す予算となったものと

考えております。

次に、小項目２、名寄市総合計画（第２次）後

期実施計画具現化の取組について申し上げます。

名寄市総合計画（第２次）後期実施計画では、４

つの重点プロジェクトを設定しております。１点

目は経済元気化プロジェクトで、先ほども触れま

した奨学金返済事業、また就職支度金の拡充など

地域経済を担う人材確保や望湖台自然公園の炊事

場の改修、なよろ温泉におけるＲＶパークの整備

など地域経済活性化に向けた事業の予算を計上い

たしました。２点目は、安心子育てプロジェクト

です。乳幼児等医療給付事業の高校生までの拡充、

認定こども園等における使用済紙おむつ処理の開

始などソフト事業のほか、小学校における空調設

備整備、名寄中学校整備事業といったハード事業、

新規事業では名寄東中学校整備に向けた設計事業

を計上し、市内における未耐震学校施設の解消に

向けた事業の展開など、安心して子供を産み育て

ることができる環境整備を図りました。３点目は、

冬季スポーツ拠点化プロジェクトです。本市の自

然環境、施設環境の強みを生かして、冬季スポー

ツの拠点化を目指した事業を継続するとともに、

いただいた企業版ふるさと納税を原資とするジュ

ニアスポーツの推進などの予算を計上いたしまし

た。４点目は、後期実施計画の策定に併せて新設

をした生涯活躍プロジェクトです。ピヤシリ大学

などの高齢者学級、市内文化団体、スポーツ団体

などが行う事業への支援のほか、障がいのある方

への生活支援、福祉団体事業への補助のほか、新

年度の新規事業としては風連地区におけるごみ出

し支援のふれあい収集事業などの事業を計上し、

それぞれのライフスタイルに応じて活躍できる地

域づくりに取り組みました。これら事業について

は成果目標、ＫＰＩを設定しており、総合計画の

実効性を高め、効果的、効率的な行政運営となる

よう毎年度の行政評価やローリング作業において

事業の検証、必要な見直しを実施しております。

今後も市民の皆様の健康と生活を支えるため、総

合計画の将来像である自然の恵みと財産を生かし、

みんなでつくり育む未来を開く北のまち名寄の実

現に向けて総合計画の具現化に取り組んでまいり

ます。

次に、小項目３点目、行財政改革の具体的な取

組について申し上げます。本市の行財政改革につ

きましては、平成１９年２月に新名寄市行財政改

革推進計画、平成２４年４月に新名寄市行財政改

革推進計画の後期基本計画、平成２９年度には第

２次名寄市行財政改革推進基本計画を策定をし、

それぞれの計画に掲げた基本方針や推進項目に基

づいて取組を進めてまいりました。第２次名寄市

行財政改革推進基本計画は、平成２９年度から令
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和８年度までの１０年間を計画期間とし、その基

本計画に基づく取組を集中的に実施していく期間

として最初の６年間を前期実施計画、令和５年度

からの４年間を後期実施計画としております。後

期実施計画では、４６の事業を実施項目として登

載をしており、総合計画などと連動した成果指標

を定め、毎年度各担当課において各成果指標の確

認を行い、その進捗状況や成果を把握していると

ころであります。今後においては、国が示す自治

体情報システムの標準化、共通化について引き続

き令和７年度末を目標に取組を進めることとし、

本市における行政手続の簡素化、迅速化及び行政

の効率化の推進を図ってまいります。

また、業務改善、いわゆるＢＰＲの取組として、

令和４年度に庁内全体の業務量の可視化調査を実

施をし、令和５年度にはその結果に基づいて作業

量が過多もしくは効率化が可能な業務改善すべき

事業の抽出作業を行いました。来年度以降につい

ては、その抽出された事業を中心に外部の専門家

の助言を受けながら、各担当課において業務フロ

ーの見直しの検討やＲＰＡなどのＩＣＴを活用す

るなどといった手法を用い、効率的で質の高い行

政運営を目指すこととしております。本市が直面

する課題として、各種計画策定などに伴う業務量

の増加や複雑多様化する市民ニーズに対応し得る

専門的な知識を持つ人材の確保が挙げられますが、

必ずしも職員でなくとも可能な業務、いわゆるノ

ンコア業務を効率化、自動化することで省力化に

つなげ、余った人的資源を専門的な業務など職員

でなければできないコア業務に充てていくことが

今後の自治体運営の中で必要不可欠なものである

と考えております。加えて、行財政改革を推進し

ていくためには、職員一人一人が意識を持ち、課

や係内で目標や共通認識を持って意欲的に取り組

むことが重要であると考えており、研修等を通じ

て職員の意識醸成にも取り組んでまいりたいと考

えております。

次に、大項目２、４期目の折り返しを迎えて、

初めに小項目１、デジタル社会に対応したまちづ

くりに向けて申し上げます。国は、令和２年１２

月にデジタルガバメント実行計画及び自治体ＤＸ

推進計画を策定し、デジタルを活用することによ

り一人一人がそのニーズに合ったサービスを選ぶ

ことができ、多様な幸せを実現できるデジタル社

会を目指していく方針を示しました。本市におき

ましても、国が示す自治体情報システムの標準化、

共通化や行政手続のオンライン化などの取組を進

めるほか、先ほども申し上げましたとおり、業務

の効率化に取り組んでおり、この間行政内部にど

れだけの業務量があるか現状把握するための可視

化調査を実施をするとともに、全体の業務改善、

ＢＰＲにつなげるために原課ヒアリング、あるい

はワークショップを通し、事業の抽出作業を行い

ました。新年度には、これら作業の実装を行うた

めに段階的にワークショップなどにより職員間で

情報共有を図るとともに、職員主導で業務改善で

きるスキルを習得をし、業務改善が組織全体の取

組として浸透するよう計画をしてまいります。業

務改善の課題としては、現状の業務に追われ、業

務見直しの時間が取れない、取組の目的や目標が

共有されないなどにより業務の見直しに抵抗感が

生じ、最終的に現状のままでいいという風潮にな

ることであります。時間外勤務の縮減などの成功

体験を共有することにより、同じ方向性を組織全

体として共有できる意識改革が大変重要な課題と

なっております。

次に、高齢者等への具体的な支援についてです

が、令和４年度からデジタルディバイド対策とし

て高齢者、初心者向けスマホ教室を開催してまい

りました。スマホ操作に不安がある方を対象とし

た基本講座で、文字入力などの基本操作やカメラ

の使い方、地図検索などを学び、令和６年２月末

現在で延べ８７人が受講をされました。加えて、

今年度から御自身のスマホの基本的な使い方や操

作方法、ライン、アプリのダウンロードなどふだ

ん困っている疑問に大学生や高校生がお答えをす
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るスマホなんでも相談窓口を開設いたしました。

令和６年２月末現在で延べ１５９人が相談に来ら

れ、相談者からは丁寧で適切な対応をいただいて

いると大変好評を得ているところであります。今

後も継続してデジタル社会に対応できるような支

援に努めてまいります。支援についての課題とし

ては、現在予約制で隔週開催としておりますけれ

ども、常時開催をとの声もいただいておりまして、

受講者の推移や動向を見守りながら今後検証をし

てまいります。

小項目２、コンパクトなまちづくりの推進に向

けて申し上げます。コンパクトなまちづくりを推

進をするため、令和２年に作成をした名寄市立地

適正化計画では、持続可能で利便性の高い都市構

造の実現に向け医療、福祉、商業等の都市機能を

集約することにより市民生活サービスの向上を図

る都市機能誘導区域と、生活やコミュニティーを

持続するため人口を維持するエリアとして居住誘

導区域を定めました。この立地適正化計画、また

名寄市公共施設個別施設計画などの計画をより具

体的に推進をするために、令和３年度に名寄市公

共施設等再配置計画を策定したところでございま

す。名寄市公共施設等再配置計画では、令和４年

から８年までのフェーズ１において老朽化や劣化

により安全性や機能に支障がある図書館、児童セ

ンターや暮らしやすい居住空間の実現、少子高齢

化の課題に対応し、将来の地域づくりの担い手や

関係人口を呼び込むための移住施策に関するもの

として学生寮、ワーケーション、生活支援ハウス

を対象施設とし、検討をしております。これまで

フェーズ１の対象施設整備について講演会、タウ

ンミーティングを開催するとともに、市民ワーク

ショップを開催し、議論を重ね、図書館を中心と

した複合機能を持つ施設を中心市街地に設置する

ことと決定したところであります。また、今年度

につきましては、有識者を招いてのセミナーや図

書館職員などによる先進地視察を実施をいたしま

した。中心市街地で市の所有する土地が少なく、

民間の土地も候補地として検討を進めているため

に建設場所の特定には至っておりませんが、現在

３条６丁目を中心としたエリアに絞り込み、協議

を進めているところであります。老朽化が進む公

共施設が多い中、財源の確保や財政状況を鑑み、

これまでいただいた御意見を参考により多くの市

民の皆様に御利用いただける施設整備となるよう

計画を推進してまいります。

小項目３、地域特性を生かしたまちづくりに向

けて、お答えいたします。名寄市地域通貨Ｙｏｒ

ｏｃａは、名寄市ＤＸ推進計画における地域のＤ

Ｘを推進するために有効なツールであり、電子マ

ネーによるキャッシュレス化と電子マネー利用時

に付与されるポイントや行政ポイントを買物等で

利用することで市内経済の好循環が図られるとと

もに、行政が発行する行政ポイントにより健康増

進やコミュニティーづくりなどの地域振興に大き

く寄与する取組として昨年１１月２３日に運用が

開始をされました。運用開始に先立ち、広報にお

いて電子地域通貨についての説明会を掲載してき

たことに加え、事業実施主体であります名寄商工

会議所の藤田会頭と私も出席をし、記者会見を開

催をして、Ｙｏｒｏｃａ導入の意義や運用の周知

を行いました。また、その後も名寄商工会議所が

実施をするＹｏｒｏｃａ普及販売促進キャンペー

ンに併せ都度新聞、ホームページでの周知及び市

の公式ラインも活用し、周知を図っております。

さきの臨時会で議決をいただきましたＹｏｒｏｃ

ａ１万ポイント給付の経済対策の実施に当たりま

しても、Ｙｏｒｏｃａの説明を記載したチラシを

引換券に同封をしたほか、引換場所においても対

面で丁寧に説明をし、市民の皆様の理解促進に努

めております。スタートから実質３か月余りの運

用でありまして、詳細な分析は今後となりますけ

れども、現在、これ２月２６日時点ですけれども、

Ｙｏｒｏｃａカードの発行枚数は約３，５００枚、

運用開始日から利用は電子マネーで約８，５００

万円、ポイント料が約１，０００万円相当額とな
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っておりまして、市内での消費総額は約９，５０

０万円となっております。利用傾向といたしまし

ては、現状のデータにおいてもキャンペーン時に

利用が集中をし、日常使いとしての利用がまだ少

ない状況にございます。今後行政ポイント等の施

策効果を高める上でもＹｏｒｏｃａが市民生活に

定着をし、普及することが重要なことから、利用

者及び参加事業者からのニーズを蓄積をし、運用

並びにシステムの整備に反映させることにより、

より使いやすく、便利なＹｏｒｏｃａを目指して、

事業実施主体であります名寄商工会議所とも連携

をして取り組んでまいります。

大項目３、名寄市における地域課題の対応につ

いて、小項目１、人口減少を見据えた各種事業の

推進について申し上げます。我々基礎自治体の重

要な役割の一つとして、地域のさらなる発展を目

指すことと認識しておりますが、人口減少対策の

大きな方向性としては、地域の魅力向上、地域資

源の活用、若者定住支援、地域コミュニティーの

強化、福祉の充実などによる活性化と考えており

ます。それぞれの事業については、総合計画や総

合戦略により中期的視点で課題を洗い出し、解決

の方策を示しながら個別事業を実施をしておりま

すが、毎年度ローリングを行い、短期的な軌道修

正も行って、進めてきております。ここで暮らし

たいと思われるまちづくりに向けては、急速に変

化をする社会や生活環境に対応する短期的な見直

しが重要であり、令和５年度には国の交付金を活

用したＡＩデマンド交通を導入をし、令和６年度

では子供医療費助成の拡大、またごみステーショ

ンへのごみ出しが困難な方を支援する取組などを

提案しているところであります。名寄市がさらな

る発展をするため住み続けていただきたく、生活

環境の向上も重要ですが、産業の維持、創出も重

要な鍵となることから、基幹産業である農業の振

興や担い手の育成、新規就農者の確保など、ＪＡ

と連携しながら持続可能で魅力ある産業の一つと

して１次産業を振興しなければならないと考えて

おります。また、産業創出については、製造業で

は王子マテリアが撤退をし、経済的なインパクト

はありましたが、持続可能な産業として現在物流

拠点化構想を掲げ、国や民間事業者と連携をし、

取組を継続しており、しっかりとこの地で雇用が

生まれ、若者が定着し、いろいろな方が活躍でき

る仕組みとなるよう取組を進めてまいります。

小項目２、名寄インターチェンジ拠点化構想の

実現に向けた対応について申し上げます。この構

想につきましては、平成２９年１１月に北海道開

発局による名寄周辺モデル地域が指定をされ、平

成３０年に施策パッケージを作成し、喫緊に取り

組む事項の一つとして物流システムの構築に向け

た取組を掲げ、令和４年度まで取組を継続してま

いりました。この取組では、道の駅を活用した中

継輸送の実証実験を行い、効果検証を行うことで

有効性について成果をまとめてまいりました。令

和５年度からは、共同輸送、中継輸送の実現に向

けて共同輸送・中継輸送実装研究会へと昇華をし、

北海道流物流マッチングモデル、愛称ロジスクと

して官民連携での取組を進めております。この議

論の中で中継輸送の拠点を名寄周辺から名寄へ着

目をし、民間を含めた全体で認識をいただいたと

ころです。新年度からは、名寄市内での物流拠点

の設置、具現化に向けて本市が事務局を担う新た

な枠組みの組織を設置をし、場所や機能、規模な

ど基本構想をつくり上げていく段階に入るものと

考えております。このことについては、北海道開

発局ともしっかりと意見交換を行い、国、道、市、

民間の役割の中でどの時期での設置が望ましいの

か調整をしてまいります。この取組が本市の物流

という新たな産業となるよう具現化に向けて進め

てまいります。

小項目３、人材確保育成に向けた具体的な対策

の実施に向けてについてお答えをいたします。少

子高齢化により人口減少が急速に進行している中、

若年層を中心として都市圏に人口が流出している

こと等により、全国的な問題として地方における
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人口、特に生産年齢人口が減少しております。ハ

ローワーク名寄管内におきましても、有効求人倍

率は全国、全道平均よりも高い数値で推移をして

おり、人材不足は本市並びにこの地域の喫緊の課

題となっております。本市は、これまで市内事業

所に就職をした名寄市立大学卒業生に対して奨学

金の返済に対する支援を実施をしてきましたが、

このような厳しい人手不足の状況を踏まえて、市

立大学卒業生に限らず、市内に就職し、居住をす

る奨学金利用就業者に対しまして在学中に借り入

れた奨学金の返済を支援をすることに加え、雇用

する企業側が行う返済援助についてもその一部を

支援をすることで、雇用活動に積極的な企業の人

材確保の取組を後押しをし、広く若年層の定着を

目指す助成事業を検討しており、関連予算を令和

６年度予算案に計上したところでございます。よ

ろしく御審議くださいますようお願いを申し上げ

ます。

また、来年度実施をする労働実態調査において、

人材不足に関する課題等について深掘りする調査

を行うとともに、経済団体、各業界団体等との人

材確保育成に向けた検討の場を設置をし、各種情

報の集約等を行い、実際に雇用する企業側とも連

携をし、実効的な施策を検討してまいります。外

国人材の受入れについては、市内における介護分

野での外国人材活用について検討を進め、名寄市

社会福祉事業団では令和５年５月にネパール国よ

り３名の介護人材を受け入れたところであります。

また、介護現場において外国人材の活用を経験す

ることで人材確保の手法や育成、在留資格制度の

理解などに関するノウハウを蓄積をし、多分野に

おける外国人材活用の可能性について研究を進め

ているところであります。本市における人材不足

の解消につなげられるよう、外国人材の確保に関

する生活環境の整備や地域とのつながりを深める

取組についても研究をしてまいります。

小項目４、スポーツによるまちづくりに向けて。

本市では、平成２８年度から平成３０年度に取り

組んだ冬季スポーツ拠点化推進プロジェクトをき

っかけとして、地域資源を生かしたスポーツ振興

を図ってきておりまして、特に競技スポーツに関

する事業を中心に取組を進めてまいりました。近

年は、拠点化推進プロジェクトを経て、そこで得

られたノウハウや人脈を生かして、スポーツ、運

動を通じた人材育成や健康づくり、地域経済に関

する３つの視点からまちづくりに取り組んでいる

ところであります。地域が抱える問題の一つとし

て人口減少がございますけれども、本市のスポー

ツ分野においてもこの問題を起因とした様々な変

化が生じており、複雑な要因が絡み合う中で、こ

れまでの仕組みやルールでは解決できない問題も

浮上しております。今後はスポーツが果たす新た

な役割や名寄市総合計画（第２次）後期基本計画

で示した方向性を踏まえながらスポーツ、運動の

視点から人口減少の抑制に取り組むとともに、全

国的な課題でもある中学校部活動地域移行も含め

て、子供たちがスポーツの分野でもこの地域で夢

や希望がかなえられるまちづくりを目指してまい

ります。

小項目５、王子マテリア跡地活用に向けて申し

上げます。令和３年１２月、工場停機から２年が

経過をし、現在工場跡地では建物の解体作業もお

おむね完了したと聞いております。この間、広大

な敷地の利活用について再生可能エネルギー、物

流、防災拠点化、ＩoＴデータセンターの３本柱を

中心に事業の具現化に向けて企業誘致に努めたと

ころであります。これまで跡地利活用を促進する

ため緑地面積率等の基準緩和、工場稼働停止によ

る経済的損失から早期に地域経済を再生させ、雇

用の創出を図るために補助率、補助限度額を引き

上げる名寄市企業立地促進条例の特例条例を制定

をいたしました。再生可能エネルギーに関しまし

ては、令和３年１０月に民間事業者による木質バ

イオマス発電事業の検討が表明をされており、燃

料となる原料、木材チップの価格高騰など外的要

因が大きく変化をする中、引き続き発電事業の実
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現に向けて検討されているところでございます。

物流防災の拠点化については、業界の人手不足に

加え、本年４月からトラックドライバーの時間外

労働が制限されることとなり、道北圏域の生産空

間の維持のためにこれは喫緊の課題であると考え

ております。敷地内の倉庫活用について、民間事

業者による調整が進んでいると聞いております。

物流、防災拠点につきましては、昨年２月に名寄

商工会議所から物流拠点や防災基地整備、施設の

整備を含めた名寄インターチェンジ拠点整備構想

の提案をいただいており、高規格道路開通を見据

えた整備候補地など関係省庁や機関、民間企業と

協議を進めてまいりたいと考えております。ＩoＴ

データセンターにつきましては、冷涼な気候、再

生可能エネルギーの供給のほかに対応する通信網

の確保が必要でございます。北海道を中心に通信

線の整備の要請活動を進めるとともに、本市にお

ける気候条件など地理的優位性を強みに引き続き

情報収集、誘致活動に努めてまいります。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目４、〇教育長（岸 小夜子君）

教育行政についてお答えをいたします。

初めに、小項目１、新年度の教育行政重点施策

についてでありますが、令和６年度の学校教育に

おいては、名寄市学校教育推進計画に基づき信頼

される学校づくりの推進、生きる力を育てる教育

の推進、社会の変化や多様なニーズへの対応、安

全、安心な教育環境の整備の４つの重点的な取組

を進めてまいります。特に学校施設の整備におい

ては、名寄地区２校の中学校の耐震化完了を目指

し、名寄中学校は改築工事を、名寄東中学校は名

寄産業高校光凌キャンパスの活用に向け北海道教

育委員会と協議を進めるとともに、実施設計業務

を行ってまいります。また、近年の猛暑対策とし

て、子供たちの命と健康を守り、学ぶ意欲が高ま

る環境の中で教育活動を進めていくため、現在行

っている実施設計完了後、まずは４つの小学校の

普通教室に空調設備を設置してまいります。さら

には、児童生徒の習熟度に応じたＡＩドリルを１

人１台端末に導入し、授業や家庭学習の充実に向

けた取組を推進してまいります。名寄高校への支

援については、新たに名高アオハル応援事業とし

て、名寄高校が魅力ある高校となるよう学友会が

企画立案する取組に対し支援を行ってまいります。

社会教育においては、名寄市社会教育推進計画

に基づき生涯学習社会の形成、家庭教育の推進、

青少年の健全育成、地域文化の継承と創造の４つ

の重点的な取組を進めてまいります。特に生涯学

習活動の推進と学習への支援については、市民の

皆様が生涯にわたって主体的に学習し、充実した

人生を送ることができるよう社会教育施設間の情

報共有や連携を図り、施設が相互協力できる体制

づくりに努めてまいります。また、ＩＣＴやデジ

タル技術を活用した生涯学習の活動や環境の充実

を図るとともに、学校を核とした地域づくりを進

めるため各学校地区の特色を踏まえて地域学校協

働活動の推進に取り組んでまいります。さらには、

社会が多様化する中で不登校など様々な悩みの受

皿が必要とされていることから、教育相談センタ

ーを中心に学校や家庭、関係機関との情報交換、

連携を強化し、教育相談体制の充実に努めてまい

ります。

次に、小項目２、信頼される学校づくりの推進

に向けてについてお答えいたします。私は、教育

は人と人との関わりの中で行われる営みであり、

教える側と教えられる側が人として平等な立場で

互いに理解し、信頼した関係においてこそよりよ

い成果を生み出すことができると考えており、そ

のためには身体的、精神的、社会的によい状態、

いわゆるウェルビーイングを感じて生活し、自分

らしさを発揮できる教育環境を整えていく必要が

あると考えております。このため、令和６年度は

各種事業を進める上での基盤としてこれまで以上

に現場に足を運び、学校の教職員はもとより、児

童生徒、保護者、市民の皆様の考えをお聞きした

り、対話したりすることを大切にし、風通しのよ
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い関係づくりに努力したいと考えております。ま

た、さきにも述べましたが、不登校など様々な悩

みや困り感を抱える児童生徒や保護者に対する関

係機関との連携を強化した教育相談体制の充実や

子供たちの学びや成長を支えるために地域と学校

が相互にパートナーとして連携、協働して行う地

域学校協働活動の推進などを通して子供たちを真

ん中に、誰一人取り残すことのない学校づくりに

取り組んでいきたいと考えているところです。

次に、小項目３、情報、ＩＣＴ教育における成

果と課題についてお答えいたします。本市小中学

校においては、令和３年３月に児童生徒１人１台

端末の整備とともに、大型提示装置など必要な備

品や学校内の高速大容量通信ネットワーク整備も

行い、令和３年４月から学校における１人１台端

末環境下での新しい学びがスタートいたしました。

スタート当初は指導に戸惑う教員も見受けられま

したが、名寄市教育改善プロジェクト委員会を中

心に教員のＩＣＴの効果的な活用に向けた様々な

研修会や授業交流会の実施、また指導方法や教材

等の工夫、改善などにより現在は本市の全ての小

中学校においてＩＣＴ機器が身近なツールとして

活用されております。その中でも個別最適な学び

と協働的な学びの実現に資するよう１人１台端末

の整備と併せて導入した教材ソフトアプリ、ロイ

ロノート・スクールは、思考を可視化したり、自

分の考えと仲間の考えを比較したりすることがで

きることから、児童生徒が自分の考えを広げるこ

とや深めることができるなどの効果が見られてい

るところです。また、今年度は名寄市教育改善プ

ロジェクト委員会の教育指導充実に関する研究グ

ループを中心に家庭学習の充実に向け、１人１台

端末の家庭への持ち帰りに係る検証を名寄東小学

校と風連中学校で開始し、現在はその取組を参考

にして全小中学校で１人１台端末の持ち帰りに着

手し、令和６年度からは持ち帰りの本格実施を行

う予定でおります。あわせて、さきにも述べまし

たが、令和６年度からは児童生徒の習熟度に応じ

たＡＩドリルを１人１台端末に導入し、授業や家

庭学習の充実に向け、１人１台端末のより一層効

果的な活用を図りたいと考えているところです。

一方、今後の課題としては、今日的に求められ

る教員のＩＣＴ活用指導力の向上や１人１台端末

の更新をはじめとする必要なＩＣＴ環境の整備な

どが考えられます。Society５.０の時代を迎え、

これからの未来をつくる児童生徒には、情報活用

能力の育成が必須でありますことから、学校教育

においてより一層ＩＣＴ機器を効果的に活用する

機会を増やし、工夫していく必要があります。教

育委員会といたしましては、児童生徒の健康面へ

の配慮も行い、ＩＣＴを活用する場面と活用しな

い場面を効果的に組み合わせることで、学び方の

可能性を広げていくとともに、日常的にも目的に

合わせて自ら選択して、効果的に使用できるよう

必要なＩＣＴ環境の整備に努め、教育ＤＸを推進

してまいります。

次に、小項目４、小中一貫教育の推進に向けて

についてお答えをいたします。智恵文地区の小中

学校では、平成２７年度から小中一貫教育推進委

員会を設置し、小学校と中学校が義務教育の一環

を形成する学校として学習指導や生徒指導におい

て互いに協力し、系統性、連続性に配慮した教育

に取り組んでまいりましたが、令和６年４月より

小中一貫教育の一つの形態である義務教育学校と

して新たなスタートを切ります。義務教育学校に

おける小中一貫教育においては、１人の校長の下

で小中学校の教職員が一つの教職員組織として一

体となって教育活動を展開できますことから、義

務教育９年間の育てたい子供の姿や学校教育目標

の設定、共有が容易になり、子供たちの心身の状

況などについても情報共有や共通理解が図りやす

く、より系統性や連続性に配慮した教育を推進で

きるものと考えております。また、１年生から９

年生までの児童生徒が一つの学校に通うという特

質を生かして、９年間の教育課程については柔軟

な学年段階の区切りを設定することが認められて
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いることから、児童生徒の実態や地域の特性を生

かした教育課程を編成しやすくなります。加えて、

多様な異学年交流の活発化やより多くの教員が児

童生徒に関わる体制の構築などが工夫しやすくな

ります。智恵文小中学校では、こうした小中一貫

教育の一つの形態である義務教育学校のメリット

を生かし、学校と地域が議論を重ねて設定した小

中一貫教育目標、自ら学び、未来をたくましく生

き抜く智恵文の子の実現に向け、名寄市初の義務

教育学校の礎をつくるために家庭や地域と連携、

協働し、教職員が一体となって児童生徒に寄り添

いながら、学校づくりを進めていくことと思いま

す。教育委員会といたしましては、きめ細かに支

援し、市民の皆さんに愛され、誇りに思う学校に

していきたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

それぞれ丁寧な御答〇１４番（東川孝義議員）

弁をいただきまして、ありがとうございます。時

間も限られておりますので、何点か絞って再質問

させていただきたいというふうに思います。

再質問ですけれども、関連する内容もあります

ので、順番にならないことを御理解をいただきた

いというふうに思います。まず、新年度の重点施

策ということで、予算に絡めて市長のほうから御

答弁をいただきました。定例会初日の市政執行方

針、市政推進の基本的な考え方という部分も含め

て御説明をいただいたかなというふうに思います。

個々の個別の事業等については、この後予算があ

りますので、その中でまたやり取りをさせていた

だければなというふうに思います。それぞれ令和

６年度の部分についての御説明はいただいたので

すけれども、実際後期計画、２年目を迎えるとい

う中で、具現化の取組という部分ではもう一つ、

今年の事業自体は理解はいたしましたけれども、

中期計画の後期実施計画具現化という２点目の部

分とも絡め合わせてなのですけれども、どうもそ

の辺が今後の進め方という部分では内容が自分に

対して理解ができなかった部分があるので、後期

実施計画の内容を含めて改めてこの辺ちょっとお

伺いをしたい。これには、先ほど２点目にもお話

をさせていただいた重点プロジェクト、特に後期

に新規に追加をされました生涯健康で活躍できる

プロジェクト、生涯活躍プロジェクトですか、こ

の辺の説明もいただきました、今。高齢者を中心

とした形の事業を進めている。どうもこの重点プ

ロジェクトというのは、基本的には４つのプロジ

ェクトの中でそれぞれ関連性があって取組がされ

ているというふうに理解をしているのですけれど

も、どうも単独の部分で全体的にこのプロジェク

トはここの部分というふうな関連性もたしか表の

中には出ていたと思うのですけれども、単独の事

業の中でのお話は出るのですけれども、どうも関

連性という部分が非常に見えてこないのですけれ

ども、この辺後期の中期計画実施の中で重点プロ

ジェクトの特に関連性という部分ではどのように

進めようとされているのか、今までの経過も含め

て改めてちょっとお伺いをしたいというふうに思

います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

重点プロジェク〇総合政策部長（石橋 毅君）

トの関連性ということで今再質いただきました。

東川さんおっしゃるとおり、今までも関連性とい

うことで何回か御答弁をさせていただきまして、

計画の中でもそれぞれの基本目標にどの部分が関

わっているのだということで、表にも落とさせて

いただいているということでお答えをさせていた

だいております。特に今回追加をさせていただい

ている生涯活躍プロジェクトというのは、一番守

備範囲の広い、いろんな場面に刺さっていく施策

だというふうに認識しておりまして、それぞれの

各担当で考えている施策、これはある意味そこの

担当部門でしっかりと展開されていくべきもので

ありますけれども、実は行政評価等やローリング

を行うときの台帳にそれぞれ総合計画のどこに引

っかかるのかということで記載する項目がござい
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ます。我々のそういった事業を確認する際にそれ

ぞれの担当がいま一度総合計画を見直して、我々

が今やっている事業はどこに関連をするのだとい

ったことの見直し、気づき、そういったことを工

程の中で組み込んでおりまして、１つの事業が３

つ、４つ、５つと関わることが実際に中にはあり

ますけれども、まずは自分の持っているところひ

とつしっかり関わって、その中でこれはこういう

展開があるのだということで、職員がそれぞれ気

づきの中でそこを意識しながらこの事業を展開し

ていくということが私は今やるべきことなのだろ

うというふうに思っています。また、重点プロジ

ェクトを設定する意味においても、やはり当然市

民の皆様方に情報発信しながら、こんなこと重点

的に行っていくのだよというメッセージと併せて

職員もしっかりと意識しながら、気づきの中でめ

り張りをつけてやっていけばいいかなと、やって

いくべきだというふうに考えているところです。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

行政評価は、先ほど〇１４番（東川孝義議員）

もちょっと答弁にもありましたけれども、毎年そ

れぞれ個別に評価をされているので、内容的には

理解をしました。言葉で言うのと、行政評価の部

分まで踏み込んでみないと、中身を見ないとなか

なか理解をできないという部分、ある意味では担

当の職員が理解を、気づきという部分での確認で

はなくて、もう一歩踏み込んで、その中でやっぱ

りあれだけ一番最初の中にしっかりこれとこれは

連動性がありますよと、関連性がありますよとい

う形のものの部分というのがもう一つ自分の中で

はちょっと理解不足、自分が理解不足なのかもし

れない。庁内の職員が、職員の気づきという意味

ではなくて、やっぱりその辺の関連性についても

もうちょっと横断的な形の中で進めていただける

とありがたいかなというふうなことで、これはお

願いを申し上げたいというふうに思います。

４期目の折り返しを迎えてというところでちょ

っと何点か確認をさせていただきたいなというふ

うに思います。デジタル社会に対応したまちづく

りということで、先ほど答弁の中で高齢者に関し

てのお話、高齢者のスマホ教室８７名、あるいは

自身のスマホなんでも教室、これは大学生、高校

生が担当されてというふうなことで、１５９人と

いうふうなことで、デジタル社会、ＩＣＴという

のはこれからさらに進化を深めていくのかなとい

うふうに思うのですけれども、これとデジタル社

会という部分で、先ほどの地域通貨、これとちょ

っと絡み合わせて再質問させていただきたいとい

うふうに思います。

行政の部分では、先ほど現状の業務量の見直し、

今後いろんな問題また見直しを行っていくという

ふうな説明がありました。それで、デジタルとい

う言葉だけを聞くと、どうもなかなか入りづらい

なというふうな思いの方も、当然今の若い人たち

はすっと入っていけるのかなというふうには思う

のですけれども、地域の特性を生かしたまちづく

りの中で、先ほどＹｏｒｏｃａの部分について説

明をさせていただいて、答弁もいただきました。

３月の広報と併せて、１世帯に１万円分のポイン

トというか、ポイントということで、今それぞれ

この限られた期間の中でやられているという。発

行枚数、Ｙｏｒｏｃａが３，５００枚、電子マネ

ー８，５００万円というふうな、これは１世帯１

名という形なのですけれども、デジタル、要する

にＹｏｒｏｃａの導入の部分、先ほど市長からも

お話ありましたけれども、なかなかよく本当にこ

の目的って理解されているのかなというふうに思

うのですけれども、改めてＹｏｒｏｃａの導入目

的についてお聞きをしたいというふうに思います。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

Ｙｏｒｏｃａの〇産業振興室長（田畑次郎君）

導入目的ということで御質問いただきました。Ｙ

ｏｒｏｃａにつきましては、地域経済を活性化す

るために市内で地域経済循環をするということが

一番大きな目的とさせていただいておりまして、

そのために電子マネー、そしてそれに付与される
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ポイントを次なるお買物等で利用いただくことで、

市内で循環するということを目的としておりまし

て、この目的についての周知ということで今御質

問ありましたけれども、これについては事業実施

主体であります名寄商工会議所さんのほうにおい

ても丁寧な説明をいただいておりますし、私ども

におきましても、様々な機会を通じて御説明をし

ているところです。また、今回１万ポイント付与、

給付を経済対策としてさせていただいております

が、引換券と同時に丁寧なチラシを入れていると

ともに、先週月曜日から始まっている引換えにお

いても丁寧な対面における説明もしているところ

でございます。また、３月の広報にも同様のチラ

シも入れたところでございますが、その後におき

ましても例えば出前トークといった場ですとか、

そのほかの場におきましても丁寧な説明をし、こ

の目的を御理解をいただき、できる限り多くの方

々に使っていただき、市内で経済の循環がするよ

うなものとして、日常使いとしてこれからもより

普及していただきたいと思っているところでござ

います。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

改めて伺いました。〇１４番（東川孝義議員）

先ほど市長の答弁の中では、今のＹｏｒｏｃａ、

キャンペーンでの使用は多いけれども、日常の利

用はあまり多くないですよというふうな答弁をい

ただいたかというふうに思います。それぞれのと

ころでお話をされていると思うのですけれども、

この地域通貨に関しては非常に今利用できる店舗、

２００店舗ぐらいというふうなお話も伺っている

のです。これは、利用する形の中で、行政のいろ

んな推進する項目もこの中に入っていきますよと

いうふうなものも入っていたかと思うのですけれ

ども、今それぞれ行政ポイントも１世帯１万ポイ

ントということで、２月１日時点で名寄市に住民

登録がある方ということで、この方については１

万ポイントでそれぞれお店で使えますよというふ

うな形で今それぞれ引換えをされていると思うの

ですけれども、どうも私が思うに民間にはいろい

ろお願いしているのですけれども、では行政のど

こにＹｏｒｏｃａの使えるところがあるのかな。

一部公共施設は確かに使えます。自分たまたま２

月２６日に必要な書類があって、市民課の窓口に

行ったのですけれども、Ｙｏｒｏｃａを使ってく

ださい、Ｙｏｒｏｃａにポイントを付与しますと

はいいながら、行政の窓口でこの支払いは現金で

しかできないのです。やはり地域通貨、要するに

目的の部分は今お話しいただきましたけれども、

どうして行政の窓口で本当に、このＹｏｒｏｃａ

のシステムはあそこの例えば市民課の窓口、そん

なに大変なことなのかなと。今それぞれお店の方

でＹｏｒｏｃａのシステムを入れてやっています。

どうしてこれが行政の窓口でできないのか、ちょ

っとこの辺の考え方について改めてお聞きをしま

す。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

現在の住民票ですと〇総務部長（渡辺博史君）

か戸籍の関係の証明書ですとか、手数料の支払い

について、議員おっしゃるとおり、今現金のみと

なっております。この手数料につきましてＹｏｒ

ｏｃａでの支払いができないのかという御質問か

なと思います。現在Ｙｏｒｏｃａの支払いの部分

で、レジシステムというのを開発中だと聞いてお

ります。このシステムが整備されれば、証明書ご

との自動集計ですとか統計処理なども可能になる

ということで、業務の効率化などにもつながるも

のと考えております。その他規定の整備ですとか

決済手続が増えるので、手続の手順ですとか、あ

と証明書の手数料とＹｏｒｏｃａ手数料の相殺の

手法ですとか、そういう部分細かな課題はあろう

かと思いますけれども、これらについては内部で

協議を進めて、解決していきたいなと考えており

ます。ただ、いずれにしても歳入歳出に関わるも

のでありますし、複数の部署が関わるということ

がありますので、一つ一つ手順を踏んで課題を解

決しながら導入に向けて、ちょっと時間はかかっ
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ているのですけれども、作業を進めていきたいと

考えております。

以上です。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

どうも納得いかない〇１４番（東川孝義議員）

のです、総務部長の今の答弁。といいますのは、

行政でポイント付与しますよというのを提案して

おいて、行政の窓口が今これから手順と導入方法

について検討します。２月１日からこれをやりま

すって言っていて、Ｙｏｒｏｃａ自体は去年の１

１月２３日からスタートしているわけです。一方

で、いろんな市内のお店にはお願いをしておきな

がら、行政もＹｏｒｏｃａでやりますと言ってい

て、その窓口のところがこれから手順と導入方法

について、あくまでやっぱりこれは並行して進め

ていくと言うべきのものではないですか。改めて

この辺もうちょっと明確な答弁いただきたいと思

います。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

おっしゃるとおり、〇総務部長（渡辺博史君）

１１月２３日からＹｏｒｏｃａが始まって、実は

公共施設使用料の部分は１２月の初めからやって

いるところがありまして、ただ実はあれ使用料い

ただいて、Ｙｏｒｏｃａで決済して、最終的に商

工会議所のほうで使用料と、あと手数料を相殺し

て、使用料分があればこちらのほうに返ってくる

という、歳入、収入になるという形なのですけれ

ども、その部分の手続も今の段階でまだちょっと

不具合もあるという部分もありまして、なかなか、

走りながら手続を進めていったところはあるので

すけれども、うまくいっていない部分もあるとい

うところでございます。そういう部分で私どもと

してもちょっと慎重になってしまったのかなとい

う部分はあろうかと思いますけれども、レジシス

テムの部分はあろうかと思いますけれども、私ど

もとしてもやれる部分をやっていきたいと考えて

おりますので、協議を進めていきたいということ

で御理解いただければと思います。

以上です。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

同じ形の質問になる〇１４番（東川孝義議員）

と同じ答弁しか戻ってこないと思いますので、改

めて再質問しませんけれども、行政で、自分たち

で進めていっているいろんな施策に対して、その

受皿の行政の窓口、やっぱりこれはしっかり並行

して進めていただかないと、市民の方理解しませ

ん。どうして役所で使えないのと。私自身も経験

したのですけれども、ほかの人からもそのお話。

行政の施策を提案する側と受ける側、やっぱりこ

れは並行して進めていただくよう強くお願いをし

ておきたいというふうに思います。早急に進めて

いただければと思います。

Ｙｏｒｏｃａの内容についてもう少しちょっと

やり取りをさせていただきたいのですけれども、

実際に使うに当たって、お店でお金が足りなくな

ってチャージしようと思ったけれども、チャージ

する場所が分からないと。聞いたのだけれども、

ここ閉まっているよと。だから、その辺の部分、

非常にチャージする場所が少ないのと、もう一つ

はどこでできるのかというのが非常に分かりづら

いというふうなお話を聞くのですけれども、この

点ともう一つ、チャージされたポイントというの

は永久的に使用可能なのかどうなのか、その辺ち

ょっと２点についてお伺いします。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

チャージに関す〇産業振興室長（田畑次郎君）

る御質問いただきました。まず初めに、チャージ

の期間ということで申し上げますと、チャージを

して、それから何もしなかった場合に３年間とい

うことなので、その後チャージをする、あるいは

マネーとして使う、そういったことをすればまた

さらにそこから３年ということになります。

チャージをする場所につきましては、まずチャ

ージ機というものが今よろーなと道の駅にござい

ます。また、なよろ温泉サンピラーの券売機のと

ころにおきましては、券売機と併せてチャージが
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できる機械がございます。そのほかにつきまして

は、タブレットで決済ができるお店の中でチャー

ジができるお店がありますが、これにつきまして

は名寄商工会議所さんが設けている特設のホーム

ページの中で店舗一覧、加盟店一覧を公表してお

りまして、その中で印をつけて、チャージができ

るお店というものが分かるようにはなっておりま

す。また、今回１万ポイント給付のところにつき

ましては、引換えに来ていただいたときに御説明

をさせていただくと同時に、この店舗の一覧と、

それからチャージができるお店が分かる紙を用意

して、お渡しをするようにもしてございます。た

だ、チャージ機ではないところでのチャージにつ

きましては、まだ十分場所が分かりにくいですと

か、お店のほうでも対応できていない部分があっ

たりもお聞きしますので、私どももチャージ、今

回１万ポイントの給付をさせていただき、今まで

持っていなかった方も数多く既に来ていただきま

したので、裾野も広がってきていると思っており

ますが、その方々が今回給付するポイントを利用

するだけではなくて、チャージをして電子マネー

として使っていただくということが先ほど申し上

げた地域経済の循環に必要なことになりますので、

やはりチャージをする場所、チャージが容易にで

きることというのは大きな課題だと思っておりま

して、そのことに向けても場所の普及ですとかに

ついて事業実施主体であります名寄商工会議所さ

んとも連携を図りながら進めていきたいと考えて

いるところです。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

端的にお答えをいた〇１４番（東川孝義議員）

だければというふうに思います。今冒頭にこの期

間は３年間ですと御説明ありましたよね。何もし

なければ３年間、これ分かっている人どれだけい

ますか。これ３月、４月といったら転勤、異動シ

ーズンですよね。今回対象者って２月１日時点で

名寄市に住民票のある方です。では、転勤のとき

に、例えばこのＹｏｒｏｃａというのは３年間何

もしなければ失効してしまいますよとか、こうい

うふうに更新をすれば継続ですよと。行きっ放し

の方もいるかもしれないけれども、こちらに戻っ

てくる方もいるかもしれない。でも、３年間で消

えてしまうの、使えないなんて知りませんと。そ

こがサービスではないですか。転勤、名寄から出

ていく方にはしっかりと、あるいは今後違う機会

でもいいですけれども、やっぱり３年間、例えば

スマホなんかに入れているものは、要するに残高

確認をすれば継続です。でも、それ恐らく知らな

いと思います。一番大切な部分ってＰＲの中に抜

けていませんか。むしろ転勤されていく方だとか、

そういう方には本当に文書やそういう転出届を出

すのであれば、Ｙｏｒｏｃａの運用についてとい

うふうな、やっぱりひとつその文書をつけてあげ

るのがサービスではないですか。この辺の有効期

限という部分では、恐らく知らない方が非常に多

いのでないのかなと思いますので、この辺の考え

方について、これはどちらがいいのかちょっと分

からないのですけれども、端的にお答えをいただ

きたいと思います。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

今御質問いただいた〇経済部長（山田裕治君）

点につきましては、それぞれ商工会議所さんとも

協力しながら、市であれば市のホームページです

とか、会議所さんであれば会議所さんのホームペ

ージと、そういった媒体等もありますので、また

今１万ポイントのそれぞれ交付の手続も進めてお

りますので、そういった機会も通じながら今の御

指摘いただいた部分については周知に努めたいと

いうふうに考えております。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

ぜひそれぞれ市民の〇１４番（東川孝義議員）

方々に理解ができるような施策実施をしていただ

きたいというふうに思います。

前後しましたけれども、コンパクトなまちづく

りの推進に向けてということで、先ほど答弁をい

ただきました。名寄市公共施設等再配置計画に基
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づいてそれぞれ今まで進めてきた内容等の御説明、

今具体的には複合施設を中心市街地に、３条６丁

目をエリアに絞ってというふうな御答弁もいただ

いたというふうに思います。それで、改めてちょ

っとお聞きをしたいのですけれども、フェーズワ

ン、期間５年間、令和４年から令和８年と。それ

ぞれフェーズ２、フェーズ３、１０年間、１５年

とありますけれども、この期間を定めている具体

的な内容というのがどういうふうに進めようとさ

れているのか。フェーズワンといったら令和８年

度ですよね。もうあと２年しかありませんよね。

６年を含めると３年間になる。ここまでにある程

度方向が見えるのか、これはあくまでも計画期間

なのか、この辺がどうも今までのやり取りの中で

も自分が答弁を受けて理解をしていないのかちょ

っと分からないのですけれども、改めてこの期間

に進めること、事業の内容というのはどういうふ

うにお考えなのかお聞きをしたいというふうに思

います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

フェーズワンで〇総合政策部長（石橋 毅君）

の動き方なのですけれども、我々公共施設再配置

計画をつくったときから思いは変わっておりませ

んけれども、このフェーズワンの中で対象施設を

５施設をお示しをさせていただいておりまして、

その施設の方向性については、このフェーズワン

の中でしっかりとお示しすると。あとは、一番は

もう既に方向性を示した後に着手できれば一番い

いのですけれども、着手できる、できないについ

ては全体的な財政出動のバランスも含めて、ほか

の施設とのバランスも含めて全体的な中で優先順

位が示されていくというふうに考えておりますが、

我々としては今着手している図書館を中心とした

複合施設、こういったところはしっかりと着手ま

で持っていきたいという思いで進めさせていただ

いております。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

今石橋部長のほうか〇１４番（東川孝義議員）

らこの期間で着手を含めて財政的な課題もあると

いうふうなお話もいただきました。一定程度、非

常に財政的な裏づけだとかというのは当然今いろ

んな形の公共施設、ほかのものも含めて進めてい

かなければならないというのは理解はしますけれ

ども、決められた期間の中でやっぱり具体的に着

手をしていくという目標に向けて進めて、ぜひお

願いをしたい。といいますのは、やはり基本設計、

実施設計といったら１年、１年、２年かかります。

６年度にないということは７年、８年です。では、

物建つのはいつなのと。前回私が令和５年の第３

回定例会で中心市街地の活性化ということで質疑

をさせて、今日ちょっと出席されていない橋本副

市長に複合施設の図書館は今年度末、令和５年度

末までに建設場所を決めるという答弁をいただい

ております。当然そのときに、先ほどの市長の答

弁にもありましたけれども、中心市街地は市有地

が少ないので、変動要因を頭に入れながら、基本

となるロードマップは年度末に向け作業準備を進

めたいというふうに答弁をいただいております。

この辺について改めて考え方お聞きをしたいとい

うふうに思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

昨年の３定で今年度末ま〇市長（加藤剛士君）

でに配置場所、図書館について、複合施設として

決定をするという橋本副市長の答弁があったとい

うことであります。結論として、今現在配置場所

が決定していないということはおわびを申し上げ

たいと思います。先ほどからお話しさせていただ

いていますけれども、中心市街地は市有地が少な

いということもありますので、民間の皆さんも含

めて相手方がいらっしゃる中でこの計画を進めて

いかなければならないという問題もありまして、

その辺の調整がなかなかうまくいっていないとい

う現状でありまして、この辺については今年度末

までにそうした方向を決められなかったというこ

とはおわび申し上げたいというふうに思います。

しかしながら、先ほどお話ししていますとおり、
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これまでの議論経過の中で３条６丁目付近が市街

地再開発というか、公共施設再配置の軸になると

いうことは我々も承知をしておりますので、引き

続きスピード感を持ってこの計画の具現化に向け

て進めていきたいということでございまして、申

し訳ございません、御理解いただければと思いま

す。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

市有地が少なく、相〇１４番（東川孝義議員）

手、民間との調整というふうなことでのお話もご

ざいました。当然その部分は理解はいたします。

ただ、基本的に、冒頭の市長の答弁にもありまし

たけれども、複合施設を３条６丁目というふうな

ことの方向づけが固まっているのであれば、やは

りその辺計画期間に沿った形の中で具現化できる

ような対応を進めていただきたいというふうなこ

とで、今市長のほうからスピード感を持って進め

ていただけるというふうなお話もいただきました

ので、そちらのほうに期待をしたいというふうに

思います。いずれにしても、先ほどもお話しさせ

ていただきましたけれども、それぞれの期間がず

れ込んでいくと当然後のほうにも、せっかく当初

決めた目標の期間、最初がずれ込んでいくとまた

ずれ込んでいくというふうな施策の展開にもなろ

うかと思うので、やっぱり決められた日程の中で

一つ一つ成果を出していくような形での施策の推

進をお願いをしておきたい。いずれにしても、最

終までたしか３０年という形の期間が非常に長い

スパンではあるのですけれども、最初の５年間と

いうのは特に公共施設、先ほど石橋部長からあり

ました。やはりかなり図書館だとか児童センター

については、老朽化というふうなことで非常に厳

しい今の設備の状況なので、そのことも踏まえて

早急にお願いをしたいというふうに思っておりま

す。

それから、人口減少を見据えた各種事業という

部分では先ほどありましたし、別の機会にまた質

問をさせていただければなというふうに思います。

名寄のインターチェンジ構想、これも平成２９

年度からモデル地区として進められているという

ふうなことで、道の駅を活用したというふうなこ

とで、今までの取組の成果についてはお話をいた

だきました。やはりこれは高規格道路の進捗と併

せて、それぞれ国土交通省も入っている。並行し

て進めていかないと、出来上がった時点では間に

合わないというふうな形になってしまうと思いま

す。この項目、同僚議員も一般質問を予定してお

りますので、またその中で一応このやり取りをさ

せていただければなというふうに思っております。

それから、スポーツによるまちづくりというこ

とで、どうも御答弁の中では具体的なちょっと推

進経過というのが、冬季スポーツ拠点化事業重点

化プロジェクトの中で進めているということで、

実際に風連、名寄の両スポーツ団体とＮスポーツ

コミッション、実際にどのように進めていってい

るのかなと。その推進計画というのがどうも明確

に、ちょっと私が聞き漏らしたのかもしれないの

ですけれども、改めてこの辺どういうふうになっ

ているのかお聞きをしたいというふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

団体の統合のお〇総合政策部長（石橋 毅君）

話だというふうに思います。冒頭というか、当初

期限を一応切って、５年度中の統合を目指してと

いうことで、各団体で調整をしていただいており

ましたけれども、各団体での完全合意という形に

まだ至れていないという状況でございまして、こ

れからも早期に合意、御理解をいただきながら、

３者が手を握って一つになっていけるように、そ

れは我々行政側もしっかりと汗をかきながら、ス

ケジュールの大きなずれを起こさないように今後

引き続き努力させていただければというふうに思

っております。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

歴史と文化、それぞ〇１４番（東川孝義議員）

れ培われているものがあるので、なかなか目標の

年度には統合できないのかなというのが今御説明
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をいただいた中でお聞きをしました。できるだけ

これを統合することによってのスケールメリット、

いろんなものまた進めやすくなると思いますし、

また先ほど御答弁にもありました冬季スポーツ拠

点化事業、これをする上でも非常に大切な事業な

のかなというふうに思いますので、それぞれの部

分は一定程度理解しながらも、やはり速急に、ま

たいろんな形の中で行政からも応援をしていただ

いて、支援をしていただいて、進めていただくよ

うにこれはお願いをしておきたいというふうに思

います。

それと王子マテリアの跡地の問題、なかなかや

っぱり相手もある、あるいはいろんな環境も変わ

ってくるというふうな形で御答弁をいただきまし

た。去年更地になったのですけれども、自分も紋

別工場からこちらに来たとき、更地にすると何年

もしないで木がいっぱい生い茂ります。本当に何

もしない更地というのは、非常に物の見事に木が

生えます。ですから、あそこ、本当に今後跡地活

用という部分ではそんなに時間はないと思います。

やはり一つのもの、事業、今３つの柱の中での御

答弁もいただきました、当初から進めていってい

るという形のものの答弁もいただきました。ただ、

本当にこれで進めていけるのかどうなのかという

のもやっぱりどこかの時点ではある程度見直しを

含めて進めていかないと、本当に名寄のまちの中

の南の玄関入り口が木で覆われてしまうというふ

うな状況になると思いますので、この辺の考え方

について、本当にこのままでずっと、この方針で、

３本の柱で進めていかれるのかどうなのか、その

辺も含めて改めて考え方をお聞きをしたいという

ふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

これは、本当に〇総合政策部長（石橋 毅君）

この間いろいろ御質問いただきながら、なかなか

答えが出ないまま現在に至っているといったとこ

ろの課題なのかなというふうに我々も受け止めて

おります。市長からの答弁でもありましたとおり、

現状大きな倉庫が残っている状況でございます。

北側のほうです。そこについては、民間事業者の

ほうでそこの賃貸に向けた調整がそれなりの熟度

で進んでいるというふうに我々も聞いているとこ

ろでございまして、物流に関する倉庫の利活用に

ついては、一定程度成果がしっかりと出るように

我々も引き続き早く市民の皆さん方にいいニュー

スが届けられるようにしっかりとサポートしてい

きたいというふうに考えております。

それから、もう一つ、木質バイオマス発電、こ

れも市長からの答弁でありましたとおり、現状ウ

ッドショックの時期から木質チップの原料価格高

騰ということで、そもそもバイオマス発電、ＦＩ

Ｔでの売電事業でしたので、収入が固定されてい

て、あとは経費がどれだけというところが事業採

算性ということで、経費の部分が今莫大に上がっ

ているということで、なかなか厳しい状況なので

すけれども、これは諦めたわけではなくて、現状

も今事業者が努力していただいて、具現化に向け

て引き続き王子マテリアとの関係を切らずに、そ

こは継続協議をしていただいているという現状で

ございます。

それから、もう一つ、データセンター、ここに

ついてもやはりまだ大きな意味での通信線、太い

通信線という課題はあるのですが、そこが北海道

も今データセンターを一生懸命誘致しております

ので、北海道内のデータセンターに必要な通信線

の環境が道北の地域も整えば、そこは再生可能エ

ネルギーという強みをそのときまでにしっかり持

ちながら、場所としてはやはり冷涼な気候という

ことでこの名寄というのはデータセンターには非

常に相性のいい地域だろうということで、ここは

手を下げずにやっぱり引き続きやっていかなけれ

ばならないかなというふうに考えております。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございま〇１４番（東川孝義議員）

した。本当に相手があることなので、非常に簡単

にはいかないとは思うのですけれども、やっぱり
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ある一定の時期の解決というような方向性を見い

だすのも非常に一方では大切な部分なのかなとい

うふうな、非常に大変だと思いますけれども、よ

ろしくお願いをしたいと思います。

前半の質問に対して最後ちょっと市長に改めて

お聞きをしたいのですけれども、市政執行の所信

表明ということで、令和４年５月、先ほどもちょ

っとお話をさせていただきました。その中で市民

みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくりで

は、認定こども園の新設とこども発達支援センタ

ーの併設、子育て情報のワンストップ化、デジタ

ル化を推進をしていくというふうに述べられてお

ります。今もちょっといろんな形でやり取りをさ

せていただいた。それぞれ既に今年の事業の中に

盛り込まれていることもたくさんあるのかなとい

うふうに思っておりますけれども、ここでのデジ

タル化という部分、ＤＸ、当然庁内ＤＸ推進室等

もあって、進められてきていると思うのですけれ

ども、今進めている庁内のＤＸ、それから市民の

理解という部分、ですからやはり何が言いたいの

かというのは、先ほどＹｏｒｏｃａも含めてなの

ですけれども、行政においてＤＸ推進に向けての

基本的な部分、どうも見えてこないのです、私の

中で。私だけがちょっと足りないのかもしれない

のですけれども。どうも目的はこうやりますよと

いうふうな形なので、なかなかそれに、目的に向

かった目標、いわゆる地域が一体となった持続可

能なまちづくりという部分では行政、市民、加盟

店、これらの具体的な手段が行政の中ではいま一

つ見えて、私のほうでは理解ができないのですけ

れども、改めてこのデジタルの部分に関して市長

のほうからお話をいただければというふうに思い

ます。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

人口が減少していく中で、〇市長（加藤剛士君）

あるいは私たち名寄というのは都市とは違う環境

にある中で、デジタル化というのが人材不足に対

応する、あるいは都市から離れていてもいろんな

サービスを享受していける、さらには今まで顔と

顔とで、そういうつながりも大事なのですけれど

も、こうした電子、ＩＣＴの技術を使って新たな

つながりをつくっていく。地域の活性化の起爆剤

になるというふうに確信をし、計画もつくって、

進めているところであります。庁内あるいは地域

でいろんなことを今進めていく中で、課題の一つ

としてお話をしましたけれども、やはり庁内全体

でデジタルを技術を活用することで、しっかりと

市民の皆さんに住みやすさや、あるいは我々の改

革も進めていくという機運の醸成というのがまだ

まだ不足していたということは、今議員からも御

指摘のとおりかもしれません。さらにそこをしっ

かりと進めていくことが大事だというふうに思い

ますので、改めて行財政の改革あるいは、あらゆ

る場面においてＤＸ、この技術を進めていくこと

で地域の社会をよりよくしていくという観点をい

ま一度見直しながら、どうしてもデジタルとアナ

ログ両方で進めていく期間があるので、そこで本

当にしんどい部分があるというのも実際はあるの

ですけれども、そこしっかりと乗り越えていかな

いと次のステージに進めないということ改めて認

識しながら前に進めていきたいと思います。

市民の皆さんに分かりやすいサービスというこ

とで、至らない点もあったかもしれませんけれど

も、今回本当に我々結構走りながら進めてきた感

がある事業ではないかというふうにも思います。

急速にやっぱり時代が変化していく中で、まずは

やってみて、その中で失敗もしながら進んでいく

と、トライ・アンド・エラーを繰り返していくと

いうような、そうした進め方を今していかないと、

なかなか時代にも追いついていけないということ

もあるのかなというふうにも思いますので、そう

した声、いただいた声はしっかりと受け止めなが

らしっかりと改善できるようにスピード感を持っ

てそうしたいい循環をつくっていきたいと。

いつでしたか、市立総合病院の窓口の再来の電

子化をやったときありますよね。あのときも物す
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ごく市民の皆さんから導入のときに反発を受けて、

しかしそこできちっとマンパワーでまずは対応し

ながらやってきて、今では基本的には皆さん全く

クレーム言う方もほぼいなくて、順調に進んでき

たという経過があります。導入のときにやっぱり

こういったハレーションは起きるのかもしれませ

ん。しかし、そこにしっかりと寄り添って対応し

ていくことで、何とかこのＤＸあるいは電子地域

通貨、そうしたことを市民の皆さんにしっかりと

普及をさせていく、そのことで地域の好循環を生

んでいきたいというふうに考えているところであ

ります。これからもしっかりと進めていきたいと

いうふうに思いますので、御指導よろしくお願い

いたします。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございま〇１４番（東川孝義議員）

した。今後のデジタルの進め方ということで市長

の考え方、改めてお伺いをさせていただきました。

先ほどもやり取りもさせていただき今市長の答弁

にもありました。情報発信、やっぱり新しいもの

を取り組むときに、市立総合病院のお話もありま

したけれども、あそこはいまだにきちっとマンパ

ワーで対応しています。このＹｏｒｏｃａという

のは、お店でしかなかなか説明してくれる人、お

金のやり取りだけで、いないのです。それだけに

きちっとした、だから情報一回発信したら終わり

ではなくて、いろんなこういうことどうなのだろ

うということについては、次の広報でまた載せる

とか、あるいは心配事があったらしっかりそれを

フォローする、それがやっぱり理解を深めて、皆

さんが使いやすく、行政とのいろんな施策にもつ

ながっていくというふうに思いますので、今市長

の答弁あったことを含めてまたよろしくお願いを

したいというふうに思います。

では、続いて教育行政ということで、岸教育長

のほうから御答弁をいただきました。教育重点施

策につきましてはそれぞれ御答弁をいただいて、

理解をさせていただきました。信頼される学校づ

くりの推進という中で、今回教育長が行政執行方

針で児童生徒を真ん中に、誰一人取り残すことな

くウェルビーイングを実感できる、私もよくこの

ウェルビーイングというのがちょっと理解ができ

なくて、調べてみたのですけれども、かなり早く

からこういう言葉自体は、言葉というか、これ制

度そのものというのは実際にＳＤＧｓの中にも組

み込まれているというふうなことで、全ての人に

健康と福祉って、個人的にも社会的にも人々が心

身ともに幸せな状態ということで、どちらかとい

うとこれは具体的にいろんな物事というよりも、

実際にはやり取りはしなければならない精神的な

部分といいますか、先ほど教育長は人と人とのつ

ながり、平等な立場で教える側、教えられる側と

いうふうな、非常にこれ言葉としてあれなのです

けれども、もう一度ウェルビーイングを今年度進

めていく、当然教職員の方だとかというのも非常

に取組については今後生徒のつながり、あるいは

地域のつながりという部分では大変になってくる

のかなと思いますけれども、岸教育長の今年度進

めていく考え方について改めてちょっとお伺いを

させていただければなというふうに思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

今年度の教育の進め〇教育長（岸 小夜子君）

方ということで、特にウェルビーイングという言

葉を新たに入れたというようなことも含めて私の

考えというような御質問だったかというふうに思

います。おっしゃるとおり、ウェルビーイングと

いう言葉自体はＷＨＯの世界保健機構の戦後のと

きにもう既に健康な状態というのをウェルビーイ

ングということで表現をして、それが近年になっ

てから先ほどおっしゃいましたＳＤＧｓの考え方

に出てきたり、教育の面ではＯＥＣＤが令和元年

にラーニングコンパス２０３０というのを報告し

ておりまして、その中でこれからの子供たちには

ウェルビーイングということで、自ら主体的に目

標を設定して、振り返りながら責任ある行動が取

れる力を身につける重要性ということを指摘して
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きて、国のほうでこうした最近の世界的な教育の

動向を踏まえて、昨年第４次の政府が策定する教

育計画である教育振興基本計画、こちらのほうに

初めて大きな教育のコンセプトとして、一つは持

続可能な社会のつくり手の育成ということと、も

う一つが日本社会に根差したウェルビーイングの

向上という言葉を入れてきたところです。それで、

教育のほうの考え方では、どちらかというと幸せ

という言葉を使うと一過性的な感じがするので、

このウェルビーイングを使うときにはやっぱり持

続するという、本当に持続しての生きがいや人生

の意義など将来にわたって幸せであるというよう

な、そういうような意味合いを込めて今教育のほ

うでは使っていることと、もう一つは個人の生き

がいだけではなくて、個人が生きがいを感じるこ

とによって社会も、個人を取り巻く環境ですとか

地域社会全体が幸せになっていくと、そういうよ

うな意味合いも込めて教育のほうでは日本社会に

根差したウェルビーイングの向上ということ、学

校教育サイドも社会教育サイドも今大事にして進

めているようなところがあります。私としても今

回ここに取り入れたのは、一過性ではなくて、や

はり継続した中できちんと、学校教育であれば子

供たち、社会教育であれば市民全体なのですけれ

ども、そこに、どっちかというと健康というと身

体的な部分が問われるのですが、そこに精神的な

部分と、それから社会的ということもこのウェル

ビーイングの中には含まれるものですから、そう

いう部分で子供たち一人一人の心身の健康はもと

より、やっぱり社会的存在として教育の部分から

よりよい環境を整えていきたいというような思い

でおります。社会性というような、社会的な環境

を整えるという点では、やはり社会は人と人との

関わりの中の人間関係で構築されているものです

から、人間関係が安定していないと意欲というも

のが湧いてこないのではないかなというふうに考

えているところですので、私としては今回信頼さ

れる学校づくりを一番に出したのは、何よりも学

校教育においても社会教育においても人と人との

関わりを大切にしながら進めていくということで、

職員には新年当初にあっては心を込めて仕事をし

てほしいというような話をしたところなのですが、

そんなことで、働いている私たちも身体的に、精

神的に、社会的によりよい状態であり、そしてサ

ービスを受ける側の市民の皆様方もそうした思い

になるような関係性の中で教育の仕事を進めてい

きたいというふうに考えているところでございま

す。

以上です。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございま〇１４番（東川孝義議員）

した。非常に内容が大きくて、これから進めてい

かれることについても今御説明をいただきました。

個人の生きがい、社会全体をそういうふうな形で、

当然児童生徒はもとよりですけれども、教職員、

地域の方々というふうな、継続的に持続性を持っ

て進めていかれるということで、本当にこれは息

の長い取組、ある面ではずっと恒久的な取組の課

題なのかなというふうに思っております。特に地

域という中では、今いろんな町内会、あるいは人

とのつながりも含めて、以前がいい、悪いは別問

題として、非常に希薄になっている部分もありま

すので、これを進める上で非常に大変な部分もあ

ろうかと思いますけれども、定められたウェルビ

ーイングの目標に向けてさらにお願いを申し上げ

ておきたいというふうに思います。

もうあまり時間がなくなったので、ＩＣＴ教育

の部分で先ほど御答弁をいただきました。非常に

いい部分もあるし、一定程度年数もたってきてい

るので、教職員の方もその指導方法なり、そうい

うのにもある程度理解を深められたのかなという

ふうな部分で先ほどの答弁をいただきました。た

だ、私も教育指導の充実に関する研究グループで

成果と今後の課題という部分でありまして、成果

の部分は先ほどお話があった部分かなと思うので

すけれども、課題の部分では実際にＩＣＴの機械
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と黒板、板書、それとの使い分けというのか、そ

ういうのも非常に問題だというふうな部分、あと

先ほども答弁で一部ありましたけれども、端末の

持ち帰りだとかといろんなそのときの細かい内容

だとか、できれば私としてはこれは本当に個々に

解決できる問題だなと思っているので、今家庭学

習の持ち帰りだとかと今後進めて、やっぱり今ま

で進めてきてよかった部分、この部分をさらに伸

ばしていって、課題の部分というのはある面では

今出ている中でそんなに大きな課題でもないのか

なとも思いますけれども、さらにこのＧＩＧＡス

クール構想の進め方について最後に教育長に改め

てお聞きをして、私の質問を終わらせていただき

たいというふうに思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

ＩＣＴ教育、いわゆ〇教育長（岸 小夜子君）

る今の国のほうで進めているＧＩＧＡ構想に伴う

部分の進め方についてなのですけれども、今の子

供たちは、御承知のとおり、いわゆるＩＣＴ機器

を使わないと生きていけないと。未来はそういう

時代になっていくということで、道具として使う

ことが必須となっておりますし、それから今の行

われている教育の中では、情報活用能力というの

をきちんと身につけるということも学習指導要領

の中でしっかり位置づいているところでございま

す。したがいまして、このことに関しましては、

まずは学校の中で、先ほどの答弁でも申し上げま

したけれども、やっぱり使える場面と使わない場

面というのをきちんと子供たちが適切に組み合わ

せていけるような効果的な使い方、道具としてそ

ういう指導をしていきたいと思いますし、もう一

方では更新をしていかなければならないというか、

アプリもどんどんいろんなものが出てくるところ

がありまして、こうしたところで遅れを取ってし

まうことが結局市町村における教育格差につなが

りかねないというところもありますので、教育委

員会といたしましてはアンテナを高くしながら、

やはり日本全体の中で遅れを取らないように子供

たちのＩＣＴ教育というのを進めていかなければ

ならないと思いますので、環境整備、そうした点

にも十分配慮して進めていきたいというふうに考

えているところでございます。

以上です。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

また終わりと言って、〇１４番（東川孝義議員）

時間がちょっと余ったので、小中一貫教育スター

トするので、この辺先ほど御答弁もありましたの

で、ぜひ当初の目的に向かって、名寄市として初

めての試みなので、その辺のことをよろしくお願

いを申し上げまして、私の質問を終わらせていた

だきます。ありがとうございました。

以上で東川孝義議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

これをもちまして代表質問を終結いたします。

以上で本日の日程は全〇議長（山田典幸議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ０時０１分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 清 水 一 夫
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署名議員 高 野 美枝子
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令 和 ６ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和６年３月１２日（火曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１５名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 １０番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 水 間 健 詞 議員

５番 谷 聡 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 清 水 一 夫 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 高 橋 伸 典 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

２番 富 岡 達 彦 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君

令和６年３月１２日（火曜日）第１回３月定例会・第３号
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本日の会議に２番、富〇議長（山田典幸議員）

岡達彦議員から欠席の届出がありました。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

６番 今 村 芳 彦 議員

１２番 高 橋 伸 典 議員

を指名いたします。

日程第２ これより一〇議長（山田典幸議員）

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

第２次名寄市農業・農村振興計画後期実施計画

について外２件を、清水一夫議員。

議長から御指名をいた〇７番（清水一夫議員）

だきました。大項目３点にわたり質問させていた

だきます。

大項目１、名寄市第２次農業・農村振興計画後

期実施計画について。本計画は、昨年３月に策定

されました。その進捗状況などについて３点伺い

ます。小項目１、耕畜連携について。農産物の安

定生産と品質、収量の向上には土づくりが重要で

あり、そのためには緑肥及び堆肥など広く維持増

進に取り組む必要があります。近年は、化学肥料

の高騰で特に堆肥の重要性が高まっています。本

計画では、哺育・育成センターや市内の畜産農家

と連携し、確保を推進しますとうたっていますが、

その進捗と現状について伺います。

小項目２、農福連携について。当産地の特産品、

高収益作物のグリーンアスパラ、スイートコーン、

カボチャは機械で収穫できない作物で、労働力不

足が問題で、その解決策として名寄市立大学の学

生による有償ボランティア事業、一日農業バイト

アプリや農家さんによる市民への出前依頼で補っ

ているのが現状であります。本計画では、農業従

事者が減少、高齢化する一方で、福祉現場では働

きたい意思がある障がい者等の働く機会の確保や

生きがいづくりの場が求められています。引き続

き新たな働き手と期待されることから、福祉事業

所との連携を図り、農福連携を推進しますとうた

っていますが、その進捗と現状を伺います。

小項目３、子実コーンの適応性の検討について。

輪作体系の確立と地力増進へ向けた取組として、

緑肥作物のほか、近年注目されている子実コーン

の適応性の検討を行いますとうたっていますが、

その適応性の検討結果について伺います。

大項目２、防災について。昨日、１３年前、東

日本大震災がありました。７年前には胆振東部地

震がありました。本年１月１日、皆さん承知のと

おり、能登半島で大規模な地震がありました。全

ての犠牲者に心からお悔やみ申し上げるとともに、

避難されている皆様にお見舞いを申し上げます。

本市は、地震より水害が脅威であります。そこで、

小項目１、令和６年度の本市の防災訓練について

であります。令和５年度の防災訓練を通じよい点、

改善すべき点などを検証し、それを踏まえて令和

６年度の本市の防災訓練をどのように計画、実施

するのか伺います。

小項目２、災害ごみの対応について。国は、指

針で市町村ごとに処理体制などを定めた災害廃棄

物処理計画をつくり、水害や地震、津波など想定

し得る災害ごとにごみの発生量を推計するように

求めています。前回もお聞きしましたが、改めて

災害廃棄物処理計画の策定について伺います。

大項目３、冬季スポーツ拠点化プロジェクトに

ついて。今シーズンは、１２月の第５４回名寄ピ

ヤシリジャンプ大会に始まり、３月のＪＯＣジュ

ニアオリンピック２０２４、全日本ジュニアスキ

ー選手権大会兼ねて全日本小中学生選抜スキー大

会ノルディック種目と１０の大会が本市で開催さ

れました。今年から北海道中学校スキー大会クロ
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スカントリー競技が名寄開催となり、北海道の一

般、高校、中学のクロスカントリー大会が全て名

寄開催となりました。長年の大会関係者の事前の

コース整備及び大会運営が評価されたものであり

ます。また、小中学校の選手、家族、関係者も応

援に来名され、宿泊等の経済効果が大になったも

のと思料します。

ここで小項目１、施設等の整備についてお伺い

します。本市の自然環境の強みを生かして冬季ス

ポーツの拠点化を目指すため、特に今の１０の大

会を継続、発展させるためには施設等の整備が必

要であります。ここで１点、施設整備について伺

います。それは、ジャンプ台のアプローチの改修

であります。現在のアプローチは、気温が上がっ

たらその都度整備が必要であり、大会運営に影響

します。現在の主流はアイストラックであり、天

候の影響を受けません。このことについて整備す

るのかお考えを伺います。

以上で壇上の質問を終わります。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

おはようございます。〇経済部長（山田裕治君）

清水議員からは、大項目で３点御質問をいただき

ました。大項目１は私から、大項目２、小項目１

は総務部長から、小項目２は市民部長から、大項

目３は総合政策部長からの答弁となりますので、

よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、第２次名寄市農業・農村振

興計画後期実施計画について、小項目１、耕畜連

携についてお答えいたします。海外情勢の影響な

どによる肥料原料の価格高騰や環境負荷軽減の取

組が注目される中、化学肥料の使用量低減や国内

資源の利用拡大が求められてきております。こう

した情勢を受け、第２次名寄市農業・農村振興計

画後期実施計画では、堆肥等の有機質資材を利用

した土づくり、地力増進へ向けた取組の推進を掲

げており、堆肥については令和２年度にＪＡによ

り整備されました哺育・育成センターや市内の畜

産農家と連携し、確保を推進することとしており

ます。御質問のございました現在の進捗状況と現

状につきましては、堆肥の確保状況では哺育・育

成センターによる堆肥の年間製造計画において本

年度３，３６０立方メートル、２，４００トンを

計画し、販売実績としましては２，５２７立方メ

ートル、１，７８８トンと７５％程度の利用とお

聞きしてございます。令和６年度におきましては、

アスパラの大苗提供事業に併せまして、ＪＡにお

いて新植、更新圃場への堆肥の無償提供が予定さ

れ、今年度よりも利用が増える予定でございます

が、製造量の範囲内で収まる想定となっており、

十分に確保できている状況にございます。堆肥の

散布におきましては、作物の移植前や収穫後で農

地が乾燥している時期が適していますが、農業者

によっては規模拡大やほかの作物の作業と重なり、

散布ができないなど散布作業の負担軽減が課題と

なっておりましたが、ＪＡにおいて令和５年度に

自走式の散布機を導入し、業者による委託散布も

開始されたことにより、土づくり対策として利用

拡大が図られていると考えてございます。

次に、小項目２、農福連携についてお答えいた

します。農福連携については、農業従事者が減少、

高齢化する中で新たな働き手として期待され、福

祉分野においては社会参画を促す取組として期待

されていることから、第２次名寄市農業・農村振

興計画後期実施計画において福祉事業所との連携

を図り、推進することとしております。御質問の

ありました現在の進捗状況と現状についてですが、

福祉事業所自ら農作物の栽培、加工販売に取り組

むケースや事業所が農作業を請け負うケース、農

業者が障がい者を従業員として雇用するケースが

あり、現在３つの福祉事業所等で取組が行われて

おります。障がい者の就労に関しては、名寄市障

害者自立支援協議会においても農業従事の可能性

について検討が進められており、農務課担当職員

も参画し、協議を重ねております。これまでには、

農業者に理解を深めてもらう機会として、仕事講

座と題し、実際に雇用している農業者と従事して
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いる障がい者による事例紹介の実施、農作業や就

労継続支援事業所の状況など、お互いの理解を深

めるための意見交換会が実施されております。今

後につきましても自立支援協議会と連携し、カノ

コソウ洗浄作業やアスパラの大苗提供事業での作

業従事の可能性について検証を進めるほか、農業

振興センターでの農作業体験等を通じて、農業者

と障がい者がお互いを理解する場を設けるなど段

階を踏みながら、農福連携の取組を進めていきた

いと考えております。

次に、小項目３、子実コーンの適応性の検討に

ついてお答えをいたします。畜産業に欠かせない

配合飼料につきましては、原料の多くを輸入濃厚

飼料に依存をしており、国は過度に依存する構造

の転換を目標として、国産飼料の利用拡大を図る

ため子実コーンの生産を推進しております。本市

におきましては、令和４年度から農業振興センタ

ーにおいて試験栽培を実施し、地域での適応性に

ついて研究しております。収穫量の調査では、初

年度に施肥量の違う区画を設定し、本年度は栽植

の密度の違う区画を設定し、それぞれ試験を実施

いたしましたが、いずれの年におきましてもおお

むね全道平均値並みの収穫量となっております。

また、収穫期に子実が成熟し、乾燥していること

が必要となりますが、直近２年は特に天候も恵ま

れ、わせ品種においては１０月中旬頃に収穫でき、

子実の成熟状況や乾燥には大きな支障はありませ

んでした。課題といたしましては、道内の主産地

である道央、空知地方に比べ秋が短く、収穫期ま

でに水分量が減りづらいため、天候によるリスク

があることや収穫後にすぐ乾燥させなければカビ

が発生するなど、収穫量に対応した処理能力を持

った乾燥施設や収穫物の保管施設など新たな施設

の確保が必要となります。また、収益性が低いた

め、転作田においては国の経営所得安定対策の交

付金が交付されますが、交付対象外の農地では収

支が合わないことも課題として挙げられます。現

状といたしましては、収穫後の残渣のすき込みに

よる地力増進作物としての位置づけで作付してい

くものと考えております。

以上、私からの答弁となります。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目２、〇総務部長（渡辺博史君）

防災について、小項目１、令和６年度名寄市防災

訓練についてお答えいたします。

今年度の名寄市防災訓練につきましては、昨年

度から引き続き防災体験教室として、北海道開発

局の保有する降雨体験装置や地下浸水体験装置を

活用させていただき、市内小学校において開催し

ました。小学生が大雨や浸水により起こり得る事

象を体験する中から災害から身を守る知識などを

習得することができたものと考えております。さ

らに、地域の方々の参加もあったことや北海道地

域防災マスター及び名寄河川事務所などと連携、

協力して実施したことなどから、地域防災力の向

上も図れたものと考えております。御質問の次年

度の防災訓練の計画についてですが、この間清水

議員をはじめ多くの議員の皆さんから評価をいた

だきましたこの防災体験教室につきまして、子供

たちの防災意識の向上に大きな成果があるものと

考えておりますので、継続して実施できるよう名

寄河川事務所など関係機関と調整を行い、現在風

連中央小学校での実施に向けて準備を進めている

ところであります。

また、防災セミナーについては、講話と図上訓

練のほか、段ボールベッドの組立てや応急手当て

などについて実践いただく体験型のセミナーとし

て実施することにより、防災に関する知識の普及

啓発に加えて、防災体験を通じて参加者の主体的

な防災活動への取組につながっているものと考え

ております。防災セミナーの次年度の開催内容に

つきましては現在のところ未定ですが、市民の防

災に関する知識や技能等を習得できるような内容

で実施したいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）
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続きまして、小項目〇市民部長（廣嶋淳一君）

２、災害ごみの対応についてお答えいたします。

水害などの大規模災害が発生した場合、市民の

命、財産を守ることが最優先ですが、市民の健康

等を守り、早期の復旧、復興を果たすためには通

常とは異なる規模で大量に発生する災害廃棄物の

速やかな処理が重要であると考えております。災

害廃棄物の処理には、事前の備えや初動時の取組

が特に重要であり、全国における過去の事例とし

て、初動の遅れなどにより沿道や公園などに未分

別の災害廃棄物があふれ、まちの復旧に大変な時

間と労力を要した例が報告されているところでご

ざいます。そのような状況にならないためにも、

災害発生直後からのごみの分別処理方法の周知や

仮置場の運営、管理、周知、避難所ごみの処理等

の適切な初動態勢が行えるよう災害廃棄物処理計

画を策定し、平時からの備えが重要と考えており

ますが、今のところ災害廃棄物処理計画の策定に

は至っておりません。この間の本市における対応

の経過としまして、令和２年度以降環境省北海道

地方環境事務所が主催する災害廃棄物処理計画策

定支援モデル事業への参加や名寄地区衛生施設事

務組合を構成する広域市町村による勉強会を実施

するなど、自前での災害廃棄物計画の策定に向け

た取組を行ってまいりました。さらに、令和４年

度は環境省北海道地方環境事務所主催の災害廃棄

物処理計画策定支援モデル事業及び災害廃棄物仮

置場の実地訓練に、令和５年度は人材育成ワーク

ショップ及び災害廃棄物処理計画策定相談会に参

加をし、計画の策定にはさらなる専門知識が必要

であると改めて認識したところであり、一定の知

見を持つ専門家の指導、助言を得ながら策定する

ことが必要であると考えております。

以上、私からの答弁といたします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目〇総合政策部長（石橋 毅君）

３、冬季スポーツ拠点化プロジェクトについて、

小項目１、施設等の整備についてお答えいたしま

す。本市では、自然環境と施設を生かして合宿大

会誘致を推進しており、毎年１２月には国内初戦

となるジャンプ大会を皮切りにクロスカントリー

スキーやスノーボード、カーリングなど各種大会

が開催され、雪質日本一と同様に冬のスポーツは

名寄というブランディングが確立されていると考

えております。大会合宿誘致において施設環境を

整えておくことは重要で、ピヤシリシャンツェに

おいても老朽化に伴う改修と競技ルール改正やト

レンドに対応した改修は継続的に必要であります。

氷の助走路、いわゆるアイストラックと呼ばれる

状態にするクーリングシステムの導入は、国内の

主要施設では主流となっていることから、今後さ

らに質の高い競技環境を整備する上では必要な設

備の一つであると認識しているところであります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

丁寧な答弁ありがとう〇７番（清水一夫議員）

ございます。これから順次再質問させていただき

ます。

耕畜連携について。十分確保できていると答弁

ではありましたが、ＪＡ道北なよろの組合員意向

調査では、堆肥を施用している、今後堆肥の施用

を検討していると回答した方に堆肥の利用に当た

り重要だと思うのは何ですかとの問いに、雑草種

子のない完熟堆肥の要望が一番高く、あと堆肥の

運搬、堆肥の散布機の貸出し、堆肥の単価等であ

りました。農家さんは、堆肥の重要性は当然理解

し、完熟堆肥を要望しています。この事業で近隣

のＪＡさんは中山間地域整備事業で堆肥製造施設

を建てて、酪農家さんから堆肥を購入し、堆肥製

造施設で完熟堆肥を製造して、農家さんに低価格

であっせん、年間１万４，０００トンを供給して

います。この完熟堆肥について行政と地元ＪＡさ

んと協議してはいかがと思いますが、お考えをお

伺いします。よろしくお願いします。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

完熟堆肥の供給につ〇経済部長（山田裕治君）
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いてということで、ＪＡとの協議をしてはいかが

というふうな御見解をということでした。先ほど

お答えさせていただきましたとおり、現在哺育・

育成センターで整備した堆肥を中心にそれぞれＪ

Ａさんのほうでも販売というふうな、あっせんと

いうふうなことに取り組んでいただいているとこ

ろであります。哺育・育成センターで製造してお

ります堆肥でございますが、堆肥舎において発酵

槽で十分に攪拌をして、完熟させたものを製造、

販売しているというふうに認識しております。製

造量につきましても、先ほど十分足りるだろうと

いうふうにもお答えさせていただきましたが、令

和６年度でも年間２，４００トンの堆肥を製造見

込みということでございます。また、今後増頭が

進んだ場合には４，０００トンまで製造できる能

力があるというふうにもお聞きしておりますので、

確保については十分かなというふうに思っており

ます。また、らくみらんどで作られる堆肥以外の

ものも、それを求められる農業者の方もいらっし

ゃいますので、農業者の方がそれぞれ利用の目的

といいましょうか、期待する効果といいましょう

か、それによって選ばれているのかなというふう

に認識しております。したがいまして、製造設備

ということでいいますと、現状では新たなものが

必要ないだろうというふうに考えているところで

ございます。また、利用の促進、推進につきまし

ては、これはＪＡにおいて土壌診断に基づくあっ

せん堆肥の施用に対して助成を行っていただいて

おります。また、本年度でございますけれども、

ＪＡとも協議をしながら、国の化学肥料低減定着

対策事業、この事業を活用しまして、堆肥の運搬

費用や散布費用に対して助成を取り組んでいると

ころであります。今後も引き続き利用促進が図れ

るようにそれぞれ関係機関やＪＡとも連携しなが

ら、取組を進めてまいりたいというふうに考えて

おります。

以上です。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

今年度ＪＡさんと協議〇７番（清水一夫議員）

をするということでありますが、農家さんは雑草

の種子のない完熟堆肥を望んでいます。狙いは、

私の質問は農家さんが強い農業経営体となってい

ただくためには、高収益には本堆肥製造施設が必

要ではないかと私は思っております。今部長さん

からＪＡと今年度も協議するということでありま

すので、堆肥製造施設を案に上げていただきたい

と思います。

続きまして、農福連携について再質問をします。

いろいろやっておられますが、さらに充実、発展

させるためには、昨年度農福連携について、名寄

市立大学保健福祉部社会福祉学科講師の小泉さん

の１２月１日発行の「ケア研タイムス」にオホー

ツクにおける農福連携の展開、ＪＡきたみらい管

内の事例を中心の、その寄稿文及び１２月１６日

には大学図書館大講義室で農福連携について知っ

てみようという講義がありました。寄稿文及び講

義の概要は、農福連携をするに当たり農業者と障

がい福祉サービス事業所のマッチングに中間支援

組織が必要と強調されておりました。その中間支

援組織の役割を担うのが行政かＪＡかの事例も紹

介されておりました。

そこで、まずはそれぞれの専門分野で、行政で

あれば農務課、社会福祉課、ほか市立大学の講師

の小泉さん、農業改良普及センター、上川総合振

興局、社会福祉協議会、ＪＡさん、障がい福祉サ

ービス事業所、農業者、農業委員会、自立支援協

議会、商工会議所などの代表が一堂に集まり、協

議してはいかがと思いますが、お考えを伺います。

よろしくお願いします。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

農業者と障がい者の〇経済部長（山田裕治君）

マッチング支援についてのお問合せかと思います。

現在中間支援組織と言われるような形での体制は

持ってございませんけれども、それぞれ要望があ

った場合、農業者でいえば農務課、また障がい者

の事業所の関係でいいますと基幹相談支援センタ
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ーぽっけでそれぞれ御相談をさせていただいてい

るというふうな状況でございます。また、先ほど

答弁させていただきました名寄市障害者自立支援

協議会における意見交換会の場におきましても、

農業者から確かに簡単な相談や情報収集ができる

窓口があったほうがいいというふうな、そういっ

た要望ですとか、またその窓口についてはＪＡが

適当なのではないかというふうな率直な御意見も

いただいたところであります。農業者にとっても

日常的にといいましょうか、相談できる窓口があ

ったほうがいいというのは、そこの意見も含めて

私どもでも認識をさせていただいたところであり

ます。自立支援協議会のほうですけれども、これ

につきましては市立大学ですとか道北障害者就業

・生活支援センター、またハローワークさんなど

各分野から御参加をいただいている団体、協議会

でございます。既にそういった協議会の中で他分

野の方が集まって議論をしていただいているとい

うところもありますので、今後は特に農福連携に

ついては協議する場面に当たってはＪＡさんのほ

うにもその協議の場に参画をいただけるような、

そういうふうな形で、まずＪＡさんとも情報共有

を図りながら、農福連携に関してはそういうふう

な形で進めていきたいというふうに考えておりま

す。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

答弁は、中間支援組織〇７番（清水一夫議員）

は現在のところないという答弁であったと思いま

す。北海道は、２０２２年度から農福連携の窓口

を各振興局に設置し、普及、定着に向けた施策を

行っております。今年に入ってからも札幌市で北

海道農政部農業経営課が主催する農福連携の始め

方をテーマにスタートアップセミナーが開催され

ています。要は農家さんは強い農業経営体をつく

る、障がい者さんは農業分野での活躍を通じ、自

信や生きがいを持って社会参画をする、この農福

連携の意義を理解いただき、協議を、ぜひ検討を

実現することを要望します。このことについて、

経済部長、一言ありましたらよろしくお願いしま

す。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

ただいま清水議員の〇経済部長（山田裕治君）

ほうからもございましたが、それぞれ農業者につ

きましても、まだ農福連携の取組、受入れをいた

だいている農業者も多いとは言えない状況でござ

います。一方で、福祉事業者さんのほうからも様

々な就業の機会にそれぞれ障がい者の方を送り出

しといいましょうか、就労支援をしていただいて

いるところであります。お聞きしておりますのは、

やはり農業はなかなか作業する側にとっても比較

的ハードルが高い業種というふうにお伺いしてお

ります。したがいまして、それぞれの適性に合っ

た職業をそれぞれ就労支援するということで考え

ますと、農作業に向く方がどの程度いるのかとい

うふうな、いわゆる供給するという言い方がどう

かありますけれども、需要と供給のバランスでい

いますと、需要のほうは大きい状況でありますが、

供給する側の都合もございますので、そこはそれ

ぞれ意義は十分に御理解をいただいていると思い

ますが、そういった事情もございますので、需要

と供給のバランスを見ながら今後もうまく農福連

携の取組が推進できるように進めてまいりたいと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願い

いたします。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

健康福祉部長、何かあ〇７番（清水一夫議員）

りましたら、一言よろしくお願いします。

馬場健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど経済部長〇健康福祉部長（馬場義人君）

からも答弁させていただきましたが、私どもが所

管しております自立支援協議会の中で、昨年度は、

毎年仕事講座というのを持たせていただいており

ますが、令和４年度については農業のこと、今年

度についてはまた別な一般企業でお勤めいただい

ている障がい者の方々のことの紹介をさせていた

だいていることをやっております。ただ、令和４
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年度に、農業に限って言いますと、令和４年度の

きっかけがあって、今年度の１０月ですか、農務

課さんからの紹介でカノコソウにも人手が必要だ

という農家作業があるということを聞き取って、

協議会の委員等々によりまして見学と体験を行う

というような実績もあるようでございますので、

そういう関わりをつくっていきながら先ほど答弁

させていただいたような形を進めさせていただけ

ればというふうに思っておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

農福連携について、よ〇７番（清水一夫議員）

ろしくお願いします。

子実コーンの輪作について再質問をします。緑

肥だけでは１年分の収入が確保できない。しかし

ながら、トウモロコシ栽培は実は収穫し、飼料と

して販売ができ、根は耕盤層を破って伸びるので、

排水性が改善される。茎、葉は、有機物として還

元し、地力増進にもつながる。また、労働時間も

大豆の半分以下に省力化できる点も魅力的ではな

いでしょうか。本市の農家さんが北海道子実コー

ン組合に加入されていると聞いております。今年

１農家さんが作付すると聞いています。そこで、

２年後の輪作作物までの効果を調査する考えはあ

るのかどうかお聞きします。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

今清水議員からもご〇経済部長（山田裕治君）

ざいました、先ほどの答弁もさせていただきまし

たが、子実コーンの作付につきましては、収益性

ということよりはどちらかというと土壌改良とい

うふうな意味合いで、今お話ありました輪作体系

の中に組み込まれれば一番ベストというふうなこ

とな作物というふうに捉えているところでもござ

います。ここにつきましては、今現在振興センタ

ーのほうで取組をさせていただいているのは、ま

ず作れるのかということを、地域的に適性がある

のかどうなのかというところを中心に試験をさせ

ていただいております。その後のすき込みの部分

については、どの程度の効果があるのかというと

ころも含めまして、まず詳細な調査しておりませ

んので、作付している農家の方が多数いらっしゃ

ると、そういった農家の方にも協力をいただきな

がら試験ができるのかなというふうに思います。

先ほどの、議員からありましたとおり、今年、令

和６年、予定戸数１戸ということでございますの

で、その辺の農家の方の協力ですとか、そこも少

し検討しながら、今後の輪作体系の中にどう組み

込まれるのかどうなのかというふうな、この点に

ついて研究してまいりたいというふうに思ってお

ります。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

検討をお願いします。〇７番（清水一夫議員）

続きまして、防災訓練について再質問をします。

部長から答弁で小学生の防災体験教室継続、よろ

しくお願いします。来年は智恵文で、再来年は中

名寄でよろしくお願いします。昨年に引き続き、

本年２月８日に災害対策本部の図上訓練が行われ

ました。その図上訓練を検証する意味で、実動訓

練を実施するのかお伺いします。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

本年２月に災害対策〇総務部長（渡辺博史君）

本部訓練、図上訓練ですが、行わさせていただき

まして、災害対策本部内の状況確認ですとか、応

急対応に係る課題の整理ですとか、方針の決定、

総合調整などを行って、本部会議の一連の流れの

確認や災害対応能力の向上などにつなげていると

いうことで、このような形でやったのは去年に引

き続き２年連続という形になります。訓練の検証

に係る実動訓練を実施するのかという御質問だっ

たと思います。今回の本部訓練につきましては、

タイムラインの共有ですとか避難場所の開設に関

する考え方、避難行動要支援者への対策も含めま

して、避難情報の発令前後に係る本部としての応

急対応の意思決定手順などについて確認するとと

もに、タイムラインへ反映させることを目標にし

ているということでありまして、将来的に本部訓
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練から実働訓練まで一連の流れを一通り行うとい

うことが、おっしゃるとおり、理想なのだろうな

と思うところでありますけれども、当面はこの本

部訓練を継続して実施する中で、今回は警察さん

ですとか消防さんにも参加していただきまして、

自衛隊さんもありますので、そういう関係機関と

の連携ですとか、あと私ども本部会議メンバーの

意識の共有ですとか、スキルアップも含めまして

そういうことを図りながら、最終的には一通りの

訓練にもつなげていきたいと考えておりまして、

ちょっと当面はこの本部訓練をやっていきたいと

いう形で考えています。

以上です。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

図上訓練をやって、次〇７番（清水一夫議員）

の年は実動訓練をやって、できたこと、できなか

ったことを今度もう一度図上訓練やって、指摘を

して、改善し、また次の年には実動訓練をやる、

このほうがよろしいのではないかと思いますので、

参考にしてください。

続きまして、防災訓練で冬期防災訓練について

質問をします。平成２４年３月２日、中標津町や

湧別町で暴風雪となり、車が相次いで立ち往生、

８人の方がお亡くなりになりました。その原因は、

車内の一酸化炭素中毒死と車外での凍死でありま

した。同年１１月２７日には、発達した低気圧の

影響で猛吹雪となり、鉄塔が倒壊、室蘭市など５

万６，０００戸が一時停電し、暖房が使えない住

民のため登別市など周辺自治体で２６か所の避難

所を開設し、対応をしました。また、平成３０年

９月６日、胆振東部地震で市民は２日間電気のな

い不自由な生活を送りました。本事例を教訓とし、

冬期の防災訓練を計画、実施するのか伺います。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

冬期の防災訓練につ〇総務部長（渡辺博史君）

いての御質問だったと思います。冬期の防災訓練

については、令和２年度に実は計画していたとこ

ろでございますけれども、新型コロナウイルス感

染症の影響により中止しているというところであ

りまして、平成２７年に実施して以降、今もう令

和６年ですから、８年、９年やっていないという

状況でございます。現状における冬期訓練、冬期

の防災訓練の計画につきましては、来年度につき

ましては、来年度の防災訓練につきまして、先ほ

ど申し上げましたけれども、小学生を対象とした

防災体験教室を予定しているということでありま

すので、来年についてはその訓練ということで、

冬の訓練については計画はしていないところでご

ざいますけれども、令和７年度以降につきまして

は、先ほどほかの小学校の話も出ましたけれども、

その部分を含めまして冬期の訓練を視野に入れな

がら、内部で協議を進めていきたいと考えており

ます。また、秋に実施している防災セミナーにつ

きましては、まだ新年度の開催内容については決

まっておりませんので、一番名寄市でリスクがあ

るのは水害だということなのですけれども、水害

だけでなくて、地震ですとか、冬期を想定した内

容など市民の皆さんにとってより効果的で、まさ

に今日的な課題ということもありますので、そう

いう対応ができるような内容になるようこれも検

討していきたいと思います。

以上です。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

冬期防災、令和７年度〇７番（清水一夫議員）

以降ではなくて、７年でよろしくお願いします。

続きまして、災害ごみの対応について。答弁は、

策定に至っていないという答弁でありました。早

い復旧、復興には本計画が必要であります。改め

てお伺いをします。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

清水議員おっしゃる〇市民部長（廣嶋淳一君）

とおり、災害がいつ起こるか分からないというこ

とと、現実的には今年の能登半島の関係ですとか、

本州でいけば毎年のように水害が起こっていると

いうことで、その後の災害ごみが非常に復興に障

害を与えているということにつきましては、担当
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者としてもそこは理解しておりまして、先ほど、

環境省のほうの事務所が主催するモデル事業に参

加したり、その中で専門家の方からもいろいろ助

言をいただきながら、骨子案ということではワー

クシートの作成をしておりまして、今年度もその

内容の見直しをしたところでありまして、これに

つきましては、やはり早急に計画のほうは策定し

ていかなければならないということでは考えてお

りますので、ここは急ぎ内容を精査しながら、そ

の計画については策定に向けては急ピッチで進め

ていきたいというふうに考えております。

以上です。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

よろしくお願いします。〇７番（清水一夫議員）

続きまして、最後にジャンプ台の施設整備につ

いて再質問をさせていただきます。ジャンプ台の

アプローチの整備についてです。暖気でアプロー

チが傷めば液体窒素をかけて、シャーベッド状の

雪を凍らせ、アプローチカッターで平らに削って

います。大会中アプローチが傷めばその都度整備

が必要であり、大会運営に影響をしています。先

ほど言いましたけれども、現在の主流はアイスト

ラックであり、天候の影響も受けません。宮の森、

大倉山ジャンプ台がアイストラックであります。

令和６年度、近隣の市でジャンプ台を改修すると

新聞記事を見て、名寄のジャンプ競技が近隣の市

で開催されるのでは、また経済的に見ても危機感

を感じた次第であります。今年のピヤシリジャン

プ台のアプローチの状態は大丈夫であったとお聞

きしましたが、昨年のジュニアオリンピックのと

きは暖気で、コンバインドは１本しか飛べなかっ

たと私は記憶しています。来年の２月にインター

ハイのノルディック種目が名寄で開催されます。

今年２月に雨が降りました。心配でなりません。

ぜひ早急に検討のほどをお願いし、私の質問を終

わります。ありがとうございました。

部長、失礼。部長、答弁。駄目ですか。

いいですよ。〇議長（山田典幸議員）

石橋総合政策部長。

清水議員に日頃〇総合政策部長（石橋 毅君）

からスキー大会等、いろいろ御支援いただいてお

りますこと、そして大会運営に関係して協力いた

だいている市民の皆様方に本当この場をお借りし

て改めてお礼を申し上げます。おかげさまで開催

としてはジュニアオリンピック７回目になります

か。８年、７回目ということで、本当に多くの選

手たちが毎年お越しいただく大会をこの３月で暖

かい時期に名寄という場所で開催できているとい

ったことは、本当に国内でも希少価値のある開催

地であると。今回もすばらしい日程、気候に恵ま

れて、子供たちが、選手たちがこの季節にこんな

に気持ちいい雪で滑れるのだということで本当に

感動して、大会を終えていただいたということで、

本当にやってよかったなというふうに感じている

ところであります。議員御指摘のとおり、シャン

ツェがあることによって全体、市内の宿泊業だっ

たり飲食業、多大なる経済効果をもたらしている

ということはこれ承知の事実でございます。しか

しながら、一方でこのシャンツェという施設自体

が市民の皆さんが活用するかと、利用するかとい

うと、なかなか利用する機会のない施設でもある

のも事実であります。アイストラック以外にも大

型改修が必要になってきたり、老朽化に伴うこと

です。それと、リフトの改修ももうそろそろ考え

ていかなければならないと。このような大型投資

が必要なときに施設的な特徴も踏まえながら、皆

さん方の御理解をいただけるような議論展開をし

っかりと進めて、関係団体とも意見交換をしっか

り進めながら、そこについては今後改めて検討し

ていくことが必要なのだろうというふうな認識で

おりますので、よろしくお願いいたします。

以上で清水一夫議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

地域の特徴を生かしたにぎわいと活力のあるま

ちづくりに向けて外１件を、今村芳彦議員。

議長より御指名をいた〇６番（今村芳彦議員）
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だきましたので、大項目２点にわたり質問させて

いただきます。

大項目１、地域の特徴を生かしたにぎわいと活

力のあるまちづくりに向けて、２点お伺いをいた

します。小項目の１、中心市街地の再開発に関わ

ってお伺いいたします。名寄市における人口減少、

とりわけ働く世代の減少は、今後中長期的な視点

で大変大きな課題であり、一朝一夕に解決できる

ものではありません。昨年制定された名寄市総合

計画（第２次）後期基本計画にあります協働のま

ちづくりを目指すため、刻々と変化してきている

現下の情勢、複雑、多様化する市民ニーズや公共

施設、土地利用の在り方、地方分権や地方創生の

推進などに対応するためには、官民連携、施設間、

地域間連携を一層強化するとともに、地域コミュ

ニティーの醸成により地域の自主性及び自立性を

高めていく必要があると述べているとおり、市民

とともに働くまちづくりを進めると理解をしてお

ります。特にＪＲ名寄駅を玄関口とした名寄市街

地においては、本市の中心市街地という位置づけ

であり、再開発に向けた取組に期待が持たれてい

るところであります。名寄市の顔とも言える駅前

を含めた中心市街地の将来像とも言える再開発に

向けた具体的な地図をどう描いていくのかお知ら

せください。

続いて、小項目の２つ目、地域公共交通の在り

方についてお伺いをいたします。昨年から運行が

始まりましたＡＩ活用型オンデマンド交通では、

利用者も多く、地域の足として非常に有効な施策

だと認識をしております。従来の路線バスに比べ

自由度の高い経路設定から、利便性の高さとタク

シーに比較して大変安価な運賃ということもあり、

今後の地域交通の在り方を大きく変えていく存在

ではないかと考えております。しかしながら、乗

り合いを前提としたバス事業である以上、ある一

定の利用者が見込まれなければ運行が難しいこと

や路線バス、タクシーといった在来交通手段と一

部競合も見られることから、今後の事業の在り方

について疑問を持つ市民も少なくありません。今

後本事業がどのような進化をし、市民に愛される

地域交通となるのか、将来像についてお知らせく

ださい。また、現状把握しておられる課題等があ

りましたら、併せてお知らせをお願いいたします。

大項目の２つ目、上下水道事業についてお伺い

いたします。令和２年度、名寄市の上下水道にお

ける風連地区の水源が名寄川に統一されました。

名寄市内はもちろん、風連地域まで多くの人口を

カバーするライフラインであります。水源が名寄

川に統一されたことにより、風連地区の利用者か

らガラス製品に曇りがつかなくなった、薬品臭さ

が低減されたなど喜ばれる状況が多く見られてお

り、大変よい判断をされたことと感じているとこ

ろでございます。しかしながら、全国的にも上下

水道の課題として取り上げられている施設の老朽

化と利用者の減少による上下水道料金の上昇は、

名寄市においても同様の課題であると認識をして

おります。浄水施設や処理場施設、管路の経年劣

化と、その更新事業は必要不可欠であり、料金の

急激な高騰を防ぐためには、将来予測に基づいた

綿密な計画が求められると考えております。現在

名寄市の上下水道事業が抱えている課題と料金改

定など今後の見通しについてお知らせをください。

以上、大項目２点にわたりお伺いいたしました

が、それぞれの課題とその解決には長期間のスパ

ンが必要であること、市民生活に大きく関与する

事象であることを踏まえ、現在ただいまから確実

に取り組むべき課題であります。将来の子供たち

に負の遺産としてではなく、よい社会基盤を引き

継げるよう建設的なやり取りができることを期待

して、壇上からの質問とさせていただきます。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

今村議員からは、〇産業振興室長（田畑次郎君）

大項目で２点御質問いただきました。大項目１の

小項目１は私から、小項目２は総合政策部長から、

大項目２は上下水道室長からの答弁となりますの

で、よろしくお願いいたします。
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初めに、大項目１、地域の特徴を生かしたにぎ

わいと活力のあるまちづくりに向けて、小項目１、

中心市街地の再構築に関わってについてお答えい

たします。ＪＲ名寄駅を玄関口とした中心市街地

においては、少子高齢化に伴う購買力の低下、商

店街事業主の後継者不足などの要因により、各商

店街で構成される名寄市商店街連合会の会員数は

減少を続けており、中心市街地のにぎわいが失わ

れつつあります。一方、商店街におきましては、

毎年にぎわい創出に向けたイベントやキャンペー

ンなどを展開していただいており、昨年１０年ぶ

りに商店街で開催されたアスパラまつりや市民の

皆さんにも定着してきた街なか運動会などと連動

し、継続的なにぎわいの創出につながるよう期待

しているところでございます。こうした状況の中、

名寄市立地適正化計画に基づく公共施設の再編、

再配置におきましても将来にわたり安心、快適に

暮らせる市街地づくりを目指していく上で、本市

の将来の都市構造として中心市街地の活性化が求

められております。名寄市公共施設等再配置計画

フェーズワンでは図書館、児童センター、ワーケ

ーション、学生寮、生活支援ハウスの５施設につ

いて検討することとしており、昨年度行われた市

民ワークショップにおいて、複合施設は中心市街

地へ整備することが望ましいとの提言を受け、庁

内で検討し、決定し、現在３条６丁目を中心とし

たエリアに絞り込み、協議を進めているところで

ございます。教育施設、医療施設などを加え、幅

広い議論を庁内検討委員会を中心に継続的に行っ

ており、官民連携の検討や財源、整備場所などの

状況を整理し、計画の具現化へ向けて取り組んで

まいります。あわせて、商店街を中心にコミュニ

ティーの醸成並びに再構築による活性化を目指し

た意見交換の場を設け、事業者、居住者、利用者

の地域全体の意見を反映させ、総体的な中心市街

地の再構築に向けた取組を行ってまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目〇総合政策部長（石橋 毅君）

１、小項目２、地域公共交通の発展についてお答

えいたします。

ＡＩ活用型オンデマンド交通のるーと名寄は、

ドライバー不足の課題解消や移動手段に困らない

まちづくり、これまで公共交通を利用していなか

った新たなニーズの掘り起こしによる経済活性化

を図ることなどを目的に、名寄市地域公共交通活

性化協議会の議論を経て導入いたしました。導入

に当たっては、路線バスやタクシーなど既存の交

通手段への影響を鑑みながら、運行時間について

設定をいたしました。また、運行エリアについて

は、市内循環バスがドライバー不足を理由に減便

されたことへの対応策として、まずは名寄市街地

で運行開始をしております。現在名寄市には鉄道

路線や市内を循環するコミュニティバス、市街地

から郊外を運行する風連線、日進ピヤシリ線、ま

た農村地区をカバーする２つのデマンドバスが運

行されており、市民の移動需要に対して一定程度

の供給はされているものと考えられます。しかし、

今後の高齢化の進展に伴い自家用車を手放す方が

増加する予想の中、特に風連地区や智恵文地区な

ど、郊外において地域の足を確保することは重要

な課題と考えております。一方で、のるーと名寄

のようなＡＩ活用型オンデマンド交通は、乗合需

要により運行効率を上げることで効果を発揮する

システムであり、人口密度の低い地区では乗り合

いとならず、単なる個人タクシーサービスとなっ

てしまう可能性が高く、既存のタクシー事業を圧

迫する可能性もあることから、郊外、農村地区を

対象とするには不向きなシステムであり、これら

の地域では定時型のデマンド交通も有効な交通手

段となります。今後の事業の在り方や将来像につ

いては、名寄地区にのるーと名寄が導入されたこ

とから、郊外、農村地区からメインコアに位置づ

けられている名寄市街地区へシームレスにアクセ

スできる観点が重要と考えております。今後も公

共交通全体について若年層から高齢者まで幅広い
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年齢層の市民が移動手段に困らず、持続可能な公

共交通を維持する地域を目指して、名寄市地域公

共交通活性化協議会において議論を深めてまいり

ます。

また、現状把握している課題といたしましては、

今後さらに利用者が増加した際に乗車希望時刻ど

おりに運行できないケースの発生が想定されます。

のるーと名寄は、時刻表が決まっておらず、乗車

予定時間の幅を持って乗り合いをしながら運行す

る乗り物であり、この特性についても御理解いた

だけるよう利用促進に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

佐藤上下水道室長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目〇上下水道室長（佐藤美香君）

２、上下水道事業に関わって、小項目１、事業の

課題についてお答えします。

水道事業につきましては、令和元年度に料金改

定を行い、給水収益は一時増加しましたものの、

人口減少や大口需要家の撤退などに伴い、料金改

定の算定時に想定した以上に収益が減少しており、

今後も減少傾向が続く見込みです。支出について

は、今後老朽管の更新や浄水場の電気設備等の改

修を早急に進める必要があり、物価高騰や人手不

足に伴う調達価格の上昇など費用が増嵩し、年々

経営状況が厳しくなるものと見込んでおります。

下水道事業につきましては、下水道の普及率が８

７％に達している状況であることから、今後は施

設の維持管理や改築更新などを進めてまいります

が、こちらも水道事業同様に収益減少と物価高騰

等の影響はありますものの、利率の高い企業債の

償還終了に伴い支払い利息や元金償還が減少して

いくことから、将来的な改善が見込まれていると

ころです。しかし、改築更新事業の財源の大部分

を占める国の交付金の配分額によって事業の進捗

に影響があることや、国の繰り出し基準により決

められている一般会計繰入金がこれまで同様に続

くのかなど不透明な要素もあることから、予断を

許さない状況となっております。また、上下水道

事業は、事業計画や建設工事、維持管理、運転管

理、会計、経営など一人一人に高い専門知識や技

術が求められ、業務によっては資格要件や一定の

実務経験も必要となっています。しかし、職員の

異動や退職により技術職員の確保と技術継承に苦

慮しており、人材育成についても大きな課題です。

料金改定など今後の見通しといたしましては、令

和５年度補正予算や令和６年度予算において水道

事業では７年ぶりに損失を見込んでおり、これま

で以上に経営状況の厳しさがあると危機感を持っ

ているところであります。これまでも経費縮減や

第２期拡張事業の見直しなどに取り組みながら事

業運営を行ってまいりましたが、給水収益が減少

する中で老朽化施設等の更新を進めていかなけれ

ばならない現状におきましては、料金水準の見直

しについて検討が必要な状況にあるものと認識し

ております。令和６年度には、上下水道料金の改

定について検討を進めるため、改めて当市財政計

画や様々な課題を整理し、上下水道事業経営審議

会に審議を図りながら、効率的で安定的な上下水

道事業経営を目指し、取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

それぞれお答えをいた〇６番（今村芳彦議員）

だきました。昨日の東川議員のほうでやり取りが

あった部分、多少省かせていただきたいと思いま

すが、再質問させていただきます。

まず、令和６年度の予算の中で、あるいは行政

執行方針の中で３条６丁目という単語が出てきて

いるというところであります。これ１つの地域に

絞って、やっと腰が動いてきたなという感じがあ

るところでありますけれども、複合的な施設を建

てていくといった目標の中、官民連携という話が

よく出てくると思います。この官民連携というの

が一般の市民にとってはなかなか分かりづらい部

分もあろうかと思っておりまして、とりわけ一昨

年ですか、２０２０年度に発足しましたけれども、

株式会社まちづくり名寄という会社が、一般の企
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業ですけれども、出てきまして、これはまちづく

りを行う会社だよという説明を私も受けたことは

あるのですが、では実際どういう立ち位置で行政

と関わっていくのかといった点、なかなか分かり

づらいと思いますので、この辺説明をお願いでき

ますでしょうか。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

まちづくり会社〇産業振興室長（田畑次郎君）

であります株式会社まちづくり名寄につきまして

は、官民連携で公共施設整備などを進めていく上

で民間側の受皿となることを目的として、令和２

年１０月末に設立されたところでございます。市

といたしましても、官民連携の一つの最初のステ

ップの事業となる可能性があるものと考えており

まして、これまで様々な検討をいただいていると

承知はしておりますが、まだ公表する段階には至

っていないというふうにお聞きしているところで

ございます。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

民間の企業でというこ〇６番（今村芳彦議員）

とでありますので、深入りはしないのですけれど

も、３条６丁目といった具体的な場所にこれから

集中して開発といいましょうか、活性化の施策が

さらに展開をされるということは民間の中で決定

してきているのか、ある程度行政、土地が少ない

といった点、多々問題になっていると思いますけ

れども、ちょっとこの辺についても３条６丁目の

選定に至る経緯ですとか、その辺がありましたら

お知らせをいただきたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

こちらについて〇総合政策部長（石橋 毅君）

は、公共施設等再配置計画の中で外部的有識者も

入れながら、どこら辺を地域のメインコアに据え

たらいいのかといった議論を重ねてきた結果、や

はり３条６丁目というのが駅前、それから市立総

合病院、いろいろな動線の中心であろうというこ

とでの助言等をいただきながら、この間積み上げ

てきた中心地ということで、今回市長の発言から

もあったとおり、３条６丁目を中心にそこのエリ

アの中で公共施設を整備していきたいということ

での発言になったということで御理解ください。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇６番（今村芳彦議員）

図書館ということでありましたけれども、複合的

な施設ということで、まだまだ具体的にいつまで

の整備ですとか、その辺も決定はしていないのか

もしれません。その辺についてはまた改めて機会

を設けて質問したいと思いますが、ＪＲの駅を中

心とした再開発を行うという旨が総合計画の中で

もうたっておりまして、では駅前の状況、駅を出

てすぐにアーケードがありますけれども、なかな

かシャッターが閉まった状態が恒久化していると

言ってしまったら語弊が出るかもしれませんが、

ちょっと続いているのかなと思います。この辺の

お考えについてありましたら、お知らせをいただ

きたいと思います。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

名寄駅前を中心〇産業振興室長（田畑次郎君）

とした中心市街地ということで、先ほどの答弁に

もありましたとおり、まずはいろいろなイベント

などでにぎわいを創出するようなことで皆様に活

性化をいただいているところでありますし、また

昨年１０年ぶりにアスパラまつりが開催されて、

あるいは街なか運動会などは定着されてきたとこ

ろでございます。また、私ども中心市街地といい

ましょうか、商店街の活性化としての補助事業も

用意をしておりますので、皆様に活用いただくこ

とで駅前の商店街についてもさらなる活性化につ

いて支援していきたいと考えているところでござ

います。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇６番（今村芳彦議員）

イベントを行って活性化というのは、お気持ちは

よく分かりますし、ある程度カンフル剤としては

絶対必要だと思っておりますけれども、それがな

かなかシャッター街の解消につながっているかと
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いったら、難しい部分もあろうかと思います。先

ほども壇上で申し上げましたが、地域の特徴を生

かしたにぎわいと活力あるまちづくりというのは

総合計画にもうたわれている文言でありまして、

立地適正化計画においても同様の文言が出てきま

す。今後の名寄市が歩む姿を象徴した言葉なのか

なというふうに私は考えております。もともとあ

るものをしっかり使っていくということでありま

して、この地域の特徴です。その地域に関わる人

ですとかイベント、事、物の全てを有効的に使っ

ていかないと地域の活性化はできませんよという

ふうにも見えますし、実際そのとおりだと思いま

す。ぜひにぎわいをつくり出そう、活力生み出し

ましょうという姿勢を持って中心市街地の再開発

を行うとありますけれども、では具体的に地域の

特徴を持ってまちづくりをするというのは、どう

いうことを想定されているのか、またあるいはそ

の実例みたいなものがありましたら、お知らせを

いただければと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

私が答弁してい〇総合政策部長（石橋 毅君）

いのかちょっと分からないところあるのですが、

まずは公共施設再配置計画の中で、冒頭説明した

とおり、３条６丁目を中心に複合型の公共施設を

検討していきたいといった流れがあります。それ

から、先ほど議員のほうから空洞化している部分

についての質疑がありましたけれども、これは現

状を包み隠さず時代を分析していくと、２０年前、

３０年前になりわいをしていた業態がやっぱりイ

ンターネットの普及によってなかなか商売には難

しい時代に入ってきているといったところの裏づ

けもあるのかなというふうに考えております。そ

ういった中で、しっかりと持続可能な御商売をし

ていただける体制をつくられている方たちがまだ

御商売をしていただいていると、そういったとこ

ろで一定程度の固まり感を持ちながらまちをつく

っていかなければならない。そこの人を寄せるパ

ワーとして、公共施設というのはエネルギーを持

っているのだろうと。そこで図書館を中心とした

複合型の施設、いろんな世代の方たちがちょっと

した時間潰しでもいいですし、散歩がてら寄って

いただいてもいいですし、そんな施設をしっかり

と中心に寄せて、そこの周辺でまたそこで御商売

をしていただける人たちが知恵を出して、自分た

ちの商売につなげていっていただくと、このよう

な流れがつくっていければいいのかなというふう

に考えておりまして、中心市街地活性化だけにフ

ォカースして、それに特化した計画をつくるとい

ってもなかなかやっぱり難しい時代になってきて

いるのかなというふうに考えておりますので、公

共施設の持つエネルギーも含めながら、いろんな

考え方を複合的に組み合わせて中心市街地のイメ

ージをつくっていかなければならないかなという

ふうに考えてます。その一つ、先行的に公共施設

のほうをまずはしっかりと方向性を出していけれ

ばいいかなというふうに考えております。

以上です。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇６番（今村芳彦議員）

人の流れを生むことが最も大切なのかなと思いま

す。人が来なければお金なんか動くわけございま

せんし、シャッターが閉まりっ放しになると思い

ます。実際富良野市さんでは、フラノマルシェを

中心として再開発を行った結果、歩道、道路を歩

く人が非常に増えたという実例があります。歩く

ということは、当然アーケードですから、雪が関

係ないなという部分もあるのですけれども、ちょ

っと雪道、冬道に焦点を当てますと、名寄の利雪

・親雪まちづくりといった部分、ホームページで

も紹介がありまして、名寄の冬を楽しく暮らす条

例という条例があります。この中での事業なのか、

生活空間の推進といったところでうたっているも

のなのかというのがちょっと私のほうでなかなか

理解ができない部分もありますけれども、無雪道

路ネットワークの形成というところで名よせ通り、

錦通、国道４０号融雪溝の維持管理を行って、有
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効的に活用する、そして雪のない道路空間を確保

していくということで、歩行者の妨げにならない

ようにしましょうということがうたってあります。

これそのとおりでありまして、現在も融雪溝を使

った排雪作業を沿線の方といいましょうか、市民

の方がやっていただいているようになっているの

ですけれども、これ実際に完全に雪をなくすまで

至っているようにちょっと見えない部分も、実際

歩道に雪がかなりたまっていて、馬の背状態にな

っているてっぺんを歩行者の方が歩いている状況

もあるのかなというふうに思っておりますけれど

も、この辺利用状況等今分かりましたら、また課

題とかもありましたら、お知らせをいただきたい

と思います。

東建設水道部長。〇議長（山田典幸議員）

ただいま今村議〇建設水道部長（東 聡男君）

員のほうから市内に配置している融雪溝の関係の

状況についてということで御質問いただきました。

今名寄市内に、今議員おっしゃられたとおり、公

道含めまして３つの融雪溝、配置をしているとこ

ろでございます。先ほど言われました名寄の冬の

暮らしと利雪・親雪につきましては、冬を楽しく

暮らす条例ということで持ってございます。その

中で、無雪道路ということで雪のない道路空間を

ということで、この３つの路線について、融雪溝

でございますので、毎朝除雪ではねていた、かき

分けていた雪をそこの隣接している方々、主にこ

の３つの融雪溝につきましては、全て地域の商店

街の組合さんのほうで維持管理をしていただいて

いるという状況になってございます。そちらの方

々に雪を入れていただいてということでの道路空

間の確保という形にもなってございますので、そ

この地域の御協力をいただきながらという部分で

この間運営を進めてきているところでございます。

しかしながら、今議員からもお話もいただきまし

たが、どうしても空き店舗ですとか空き地の部分

でちょっと手をかけられていないところがたまに

散見されるような状況になってきているというこ

とは私どもも認識はしているところでございます

が、基本的には地域にお願いをしている部分と、

かといってずっと排雪がされないわけではなくて、

組合さんのほうで環境をよくするということで、

私どもの助成事業を使っていただいて、排雪を年

に数回行っていただいている状況できている状況

にはなっていますので、これから以降も地域の組

合さんのほうとも協議進めながら、よりよい冬の

道路環境ということで努めてまいりたいと考えて

ございますので、よろしくお願いいたします。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

冬、北海道、名寄です〇６番（今村芳彦議員）

から、雪が降るのは当たり前であります。中心市

街地ということで、雪のない道路を実現しようと

いったところの事業だなというふうに思っており

ますけれども、なかなかちょっと現実としてそれ

が今維持するのが難しい状況になり得るかなとい

うふうにも考えております。これはある程度検証

していただいた中で、例えば道路排雪の回数につ

いても、これは目抜き通りといいましょうか、経

済の中心地点をきれいに排雪をしようという目標

だと思いますので、排雪の方法を検証する、また

あるいは繁華街等、人が歩いて移動するのに必要

な道路といいましょうか、その部分の除排雪を徹

底するなど今後検証していただければなと思いま

すけれども、ちょっとこの辺についてお答えがい

ただければなと思います。

東建設水道部長。〇議長（山田典幸議員）

今御質問いただ〇建設水道部長（東 聡男君）

いた部分につきましては、除雪について、除排雪

について言いましては、当然私ども道路管理者と

いたしまして、除雪の仕様については常日頃から

いろんなところと情報交換をしながら進めてきて

いるところでございますし、道路管理という部分

で幹線道路、生活道路という振り分けの中で今事

業を進めているところではございます。今議員の

言われている駅前の部分ですとか、融雪溝を設置

しているところにつきましては、基本的には融雪
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溝を利用していただくということで今考えている

ところでございますし、以降もそのような基本的

な考え方の形で進めていくことになろうかと思っ

ています。それ以外の部分につきましては、私ど

もの除排雪中心にというふうにはなってくるので

すけれども、そこの部分につきましても、先ほど

もお話しいたしましたけれども、該当商店街の組

合員、沿線の皆様のお力添えをいただきながらと

いう部分で、確かに難しくなってきているよとい

う話はいただいてきておりますけれども、なかな

か、施設を整備しているものですから、そこだけ

それ以上に手厚くという部分も、除排雪の公平性

という部分もございますので、その部分について

はこれまでもそうでしたが、これから以降もその

辺りも検討を重ねてまいりたいなというふうに思

ってはございます。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。今後の〇６番（今村芳彦議員）

課題ということになってくるような気がしており

ますので、ぜひ検討する、あるいは新たな手法に

向けてちょっと検討を進めていただければなと、

これ要望させていただきたいと思います。

続きまして、中心市街地を取り巻く環境という

ことで、居住誘導区域が非常に重要な要素であり

ます。どこに住むのかという問題でございます。

働く場所、あるいはお金を使う場所というのが今

度中心市街地であれば、住環境を整えていく、住

む場所というのがこの居住誘導区域にあろうかと

思っておりますけれども、この居住誘導区域は風

連にもあると、存在しているということでありま

して、風連の中心市街地といいましょうか、駅前

から道路がありますけれども、ここ数年新しい住

宅が建ち始めて、これまで繁華街といいましょう

か、商店街だったところが今住宅地に変わってき

ているという部分もありまして、一定程度の効果

が出ているとは思いますけれども、では名寄市全

体を見た場合に風連に住もうと思うような状況が

あるのかと言われると、非常に厳しいのかなと思

います。やっぱり名寄でお仕事されている以上、

名寄に住みたいのは当然だと思うのですけれども、

このまま、人口の推移を見てみますと、風連とい

う地域がそのうちなくなってしまうのではないか

という危機感を私は持っております。同じく名寄

市全体で見ても同じだと思いますけれども、より

風連地区、１つの地域を見ただけではやはり特化

をしていくのかなと考えております。でも、その

中でも居住誘導区域に課せられた責任は同じとい

うところで、どうしても、公平性を担保すると言

われればそれまでなのかもしれませんが、風連の

住民地域、また商工会含めてそこに暮らしている

人たちからすると、コミュニティーが守られなく

なるのではないかという危機感があると思ってお

ります。この辺風連地域、ある程度配慮をいただ

いた、特化したと言ったほうがいいのかもしれま

せんが、そういうような施策展開、今後必要かと

思いますけれども、どうお考えでしょうか。

東建設水道部長。〇議長（山田典幸議員）

風連地区に特化〇建設水道部長（東 聡男君）

をしたということで今御質問いただきましたけれ

ども、まず立地適正化計画の中で風連地区にある

居住誘導区域という部分につきましては、基本的

に名寄地区にも風連地区にも居住誘導区域、設定

をしてございますけれども、基本的にこのエリア

設定につきましては名寄市の都市計画区域という

のが大前提にありまして、その中に工業地域を除

く用途地域の範囲内、もしくはＤＩＤ、人口集中

地区、バス停の徒歩圏内、災害リスクの低い区域

ということでエリアを設定しているところでござ

います。風連地区につきましては、人口集中地区、

ＤＩＤ地区というのですけれども、それの設定が

ありませんので、旧風連の中心市街地と言われる

部分につきましては既に医療施設、社会教育文化

交流施設、保健福祉施設等の都市機能施設と呼ば

れるものを過去の合併前の風連市街地地区都市再

生整備事業という事業の中で市街地の再開発事業

を先行して行っているようなイメージに今なろう
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かと思っています。ある程度この市街地地区の中

に一定程度公共施設が集約しているということと、

そもそもの風連地域の市街地がコンパクトである

ということもございますので、居住誘導区域のみ

の中で事業展開をしているところでございます。

御質問にありました、風連地域に特化をしたとい

う部分での質問であったかと思いますけれども、

具体的に今ある程度の施設は先行して整備をして

いると私ども認識ではございますし、かといって

これ以降もそういう部分の計画が出てくれば、場

所についてはそういう部分で検討もしていきます

し、最近でいいますと、御存じのとおり、風連地

区にある瑞生団地の建て替えにつきましては、風

連地区の中の居住誘導区域外に今あるのですけれ

ども、それの建て替えに対しましては居住誘導区

域内に計画をして、今現在建て替えを進めている

ところでございますので、御理解のほどよろしく

お願いいたします。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

今答弁いただいたとお〇６番（今村芳彦議員）

り、風連の中心市街地再開発を合併してすぐに執

り行っていただいて、それでこそ今の人口規模で

すとか経済状況が保たれているという側面、非常

に強く出ていると思っています。これについては、

本当に心から感謝申し上げます。ですが、やはり

それからやや２０年近くがたってきた中で、また

さらに施策展開等々検討していくべきだなという

ふうに考えておりますので、この辺ぜひ検討して

いただけるように求めたいと思っております。よ

ろしくお願いします。

続きまして、小項目の２点目、地域公共交通の

在り方ということでお話をさせていただきます。

現状の中でＡＩ活用型オンデマンド交通が名寄市

内を走ってきて、やはり風連から見るといいなと

いう声が多いです。ぜひ欲しいと。ただ、その中

でも今御答弁でもありました協議会の中で決めた

ことだから、なかなか難しいよねという部分、そ

して乗り合いだから人が少ないところで走ったら

ただのタクシーと変わらないではないかというと

ころの御心配というのは、そのとおりだなという

ふうに思っております。この点については、ちょ

っと私のほうでも調べさせていただいたのですが、

令和５年１０月３１日に国土交通省で発表してい

ます地域公共交通の有する多面的な効果（クロス

セクター効果）ということで、交通で移動するだ

けが目的ではなくて、移動した先で何をするのか

といったところを明文化して、さらに計画立てな

さいよといったところになろうかと思っています

けれども、これがガイドラインとしてつくったら

どうやというような通達なのでしょうか、これは

出ていました。これをよく見ますと、地域公共交

通計画をつくったらどうだという話なのですけれ

ども、この計画というのは名寄市にもあります地

域公共交通網形成計画でしたでしょうか、あれと

準じる部分があるのかなと思っておりますし、正

直同計画と恐らく遜色ないものになろうかと思い

ます。ぜひこの計画を使いながら新たな交通の在

り方というのを不断に研究していただきたいなと

思っておりまして、その中で今回ＡＩ活用型バス

の支払いの関係、Ｙｏｒｏｃａでできますよとい

ったこと、非常に有利な点が１個あるなと思って

おりまして、Ｙｏｒｏｃａなのですけれども、支

払いができるということはポイントを自分がため

て、またあるいは移動して持ち運んでといったと

ころの観点から考えますと、これＹｏｒｏｃａを

さらに発展させる必要があるのではないかと。特

に今ＭａａＳという言い方でありますけれども、

交通サービスの統合化、経済に対してＹｏｒｏｃ

ａをもっとアピールしていこうと、存在価値を広

めていこうといったような考えだと思いますけれ

ども、この導入に向けて検討する必要があるかと

思いますが、この辺のお考えをお聞かせいただき

たいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

やっぱりＭａａ〇総合政策部長（石橋 毅君）

Ｓ、モビリティー・アズ・ア・サービスといった
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ことで、これは近年よく言われるサービス形態な

のだというふうに思います。例えば地域住民や旅

行者一人一人が移動ニーズに対応して、いろいろ

な乗り物を乗り継いで、決済は一括してできるよ

うな、そんなパッケージ的なサービスになると思

います。電子地域通貨とも非常に親和性が高いと。

御指摘のとおりかなというふうに認識しておりま

して、今後活性化協議会の中で、市内の公共交通

の最適化の議論の中で当然というか、議論には上

がってくるものというふうに認識しておりますの

で、よろしくお願いしたいというふうに思います。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

昨日のやり取りで行政〇６番（今村芳彦議員）

の窓口でなかなかＹｏｒｏｃａが今使えていない

という状況もあったかと思いますけれども、やは

りＹｏｒｏｃａを皆さんに使っていただくのであ

れば、Ｙｏｒｏｃａ一枚持っていれば買物して帰

ってこられるよという状況をつくっていくのが私

は大事かなと思っています。ぜひこれに向けて、

ＭａａＳというのは一例だと思っておりますので、

これ検証していただきたいと思っております。

続いてなのですけれども、地域公共交通という

ことで、地域の足であると。先ほど前段でお話し

しましたけれども、名寄市には風連の地域と、そ

して名寄の地域という２つの人口の重心があると

いうか、偏重があるということなのですけれども、

学校で、小学生が学校終わりましたと。習い事に

行きたいです。そうした場合に、風連から名寄へ

行くのにやはり今保護者の送迎が絶対条件になろ

うかと思います。時間的な制約、ほかの公共交通

機関に接続する問題という部分と、タクシーが一

番簡単ですけれども、タクシーで名寄まで往復し

たら一度で５，０００か６，０００ぐらいはいっ

てしまうことになりますので、それは現実的では

ありません。そういう子供たちだけでもこれから

風連から名寄に移動できる交通網というのが私は

求められるのかなと考えております。ちょっと調

べさせていただきましたら、ＪＲ名寄風連間だけ

で今大体３００円から３８０円ぐらいでバスが通

っているのですが、なかなか放課後の時間でそれ

に乗って、行って帰ってくるということが現状難

しいです、時間、路線のダイヤというのでしょう

か、そういうのも調べた結果なのですが。では、

公共交通が今あるから、子供たちが行けないわけ

ではないのだけれども、行けるとはなかなか言い

づらい部分だと思っております。これやはりそう

いう子供たちのニーズといいましょうか、これか

らのニーズに向けて公共交通機関の在り方、特に

デマンドバスというのは非常に有効だと思ってお

ります。この辺についてのお考えがありましたら、

お聞かせをいただきたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今特に風連地域〇総合政策部長（石橋 毅君）

におけるいわゆるメインコアに対するアクセスの

部分のお話かなというふうに思います。まず、公

共交通を構築する上で非常に大切な考え方という

のが先ほど言ったようなメインコア、そして数か

所存在するサブコアというエリア、そこをいかに

幹線としてつないでいくかという考え方が公共交

通の構築のときの基本的な考え方になります。当

然公共交通としては風連地区はやっぱりコアエリ

アになりますので、そこのコアから今度メインコ

アへしっかりと幹線を持つと。コアの中で大事な

のは、コアの中でしっかりと動きやすい公共交通

を提供できるといったところがスタートになるか

なというふうに思っています。それから、今おっ

しゃったように、ダイレクトの部分をつくり出す、

ある意味サブコアの中の経済活動にかなり大きな

影響が出てくるだろうといったことで、今住みよ

い環境を提供してくれているいわゆるスーパーで

あったり、そういったところの商売への影響も大

きく出てくるのかなというふうに考えております

ので、公共交通の立場としては先ほど言ったよう

なメインコア、サブコアを基本に据えながら、ま

ずは構築させていただく。議員から今お話あった

ように、子供たちのためにということでいうと、
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ある意味ちょっと公共交通とは違った視点からの

支援といったことも少し考える余地はあるのかな

というふうに受け止めましたので、公共交通とし

ては今ベースとしてはそこからしっかりと議論さ

せていただきたいということでお答えさせていた

だきます。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇６番（今村芳彦議員）

ぜひ検討していただければと思います。ちょっと

子供の習い事の話しさせていただきますと、特に

運動系のクラブ活動ですと、例えば小学校のグラ

ウンドでやっていますよといったときに、名寄駅

からそもそもグラウンドまでがかなりの距離ある

のです。そういうところも踏まえますと、駅使え

なくはないのだけれども、今までの公共交通使え

なくはないのだけれども、使ってしまったがため

に練習時間が２０分だけになりますよとかという

状況も生まれてしまうと思いますので、この辺ぜ

ひ解消に向けて研究を進めていただければなと要

望させていただきます。よろしくお願いします。

その中で、御答弁でもありましたけれども、農

村部においては農家を引退された高齢者の方々が

これから増えてくるのかなと思っておりまして、

増えてはくるのですが、なかなか地元に残ってく

れないパターンが最近非常に多いなというふうに

感じています。やはり子供さんですとか親族を頼

って、近郊の都市に転出されるという事情、事例

がやっぱり多く見えてきておりまして、地域コミ

ュニティーを維持するためにもその地域に住んで

もらうことを前提に動いてもらわなければ困ると

思うのですが、免許を返納された高齢者へやはり

交通の優遇制度を進めていくべきだと思っており

ます。この辺の考え方、特に風連というのは仮に

実証実験をやるのであれば私は適している地域だ

と思っておりますので、この辺の検証など取組に

ついてのお考えがありましたら、お知らせをいた

だきたいと思います。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

今高齢者の免許返納〇市民部長（廣嶋淳一君）

の関係の実証実験ということでの御質問いただき

ました。毎年免許返納につきましては１００件程

度返納の方いらっしゃいまして、それに対しまし

て高齢者の交通事故を未然に防ぐという意味で返

納された場合に、市の交通安全運動推進委員会の

ほうから歩いているときの安全確保ということで

反射材ですとかのグッズですとか、それから免許

返納した後に証明書になるものということで、運

転履歴証明書の交付の手数料相当分ということで

１，０００円の商品券を配付をさせていただいて

おります。免許を返納された方、在宅高齢者への

交通優遇策ということで、過去に庁内の関係部局、

福祉の高齢者のほうも含めて検討した経過がござ

いますけれども、もともと免許を持っていない方

だったり、過去に免許を持っていて返納された方

などとの公平性の問題も課題であるということで

議論されまして、現時点では例えば交通パスみた

いな交通優遇策というのは実施する予定はないの

ですけれども、先ほどＹｏｒｏｃａの部分も御質

問ありましたけれども、免許返納者に配付してい

る商品券を公共交通に使えるような、そういった

地域通貨に移行するといったことも考え方につい

て今検討もしているところでございます。農村も

含めまして免許を返納された方の生活に必要な交

通手段ということで、現在の地域公共交通も御活

用いただけるように周知に努めたいと思いますし、

今後も関係機関とも検討しながら、そういう交通

優遇策の部分につきましては考えていく必要があ

るのかなというふうに考えております。現状では

今のところで具体的な部分はございませんけれど

も、先ほどの地域通貨の部分も含めてちょっと移

行することも可能かなというふうに考えておりま

すので、また引き続き検討を続けていきたいとい

うふうに考えております。

以上です。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

状況としては、なかな〇６番（今村芳彦議員）
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か厳しいようなお答えだったなというふうに思っ

ております。ですが、風連のコミュニティーを維

持していくということを私は前提としてお話をさ

せていただいておりましたけれども、結婚した世

代が風連で家を建てて住んで、そして高齢者にな

るまでそこで暮らしていくということを考えます

と、やはり公共交通の在り方ですとか、中心市街

地の再開発も含めて、まちの将来というのは非常

に大きなものになります。ぜひ一人の将来を前向

きに捉えていただいて、幸せな生活ができるよう

にお取り計らいをいただきながら今後のまちづく

りに進めていただきたいと。これはちょっと大き

な話になりますので、御答弁は求めませんけれど

も、ぜひお願いをさせていただいて、大項目につ

いては終わりたいと思います。

続いて、大項目の２点目、上下水道についてお

話をさせていただきます。まずもって状況が厳し

いというお話しか今ちょっと頭に残っていないの

ですけれども、考えたらそのとおりですよねとい

うことばかりだと思います。その中で料金改定、

今後の見通しというところで、料金自体は上がっ

ていくのではないかなというふうに私も予想して

おりますけれども、その中で危惧されていること

であると思うのですが、まず上水あるいは下水処

理といったそれぞれの施設、大変大規模な専門施

設でありますけれども、やはりこれが改修作業、

絶対必要になってきて、恐らくそのタイミングで

また料金の改定等々も検証しなければならないと

思います。この辺の大規模な改修等の時期ですと

か状況について分かりましたら、お知らせをいた

だきたいと思います。

佐藤上下水道室長。〇議長（山田典幸議員）

浄水施設、下水〇上下水道室長（佐藤美香君）

処理施設の改修の見込みなのですけれども、まず

浄水場につきましては、緑丘浄水場になるのです

けれども、市内の約９割の水を給水している施設

なのですが、昭和３５年に給水開始してから６４

年経過しているのですけれども、平成９年度から

平成１４年度にかけて第２期拡張事業において建

物の増改築と既存施設の改修を実施しています。

ですので、その後にもポンプ施設ですとかの改修

を平成２７年度から今年度まで実施しているとこ

ろです。ですが、浄水場の心臓部と言えます監視

制御などの電気設備がもう既に法定耐用年数２０

年を超えておりますので、早急に改修したいとこ

ろなのですけれども、総額で約２０億円を超える

事業費となっておりますことから、令和６年度、

次年度から１０年間かけて改修する計画を今持っ

ているところです。それ以外の大規模改修でいき

ますと、施設の建て替えが考えられるのですけれ

ども、やはり電気設備の更新を優先していること

から、現在のところは建て替えについてはもちろ

ん予定していないのですけれども、劣化具合です

とか耐震化も検討しながら、改修を進めていきた

いと考えているところです。下水処理場施設につ

いても、名寄の下水終末処理場が昭和５５年に供

給開始してから４４年経過しています。風連浄水

管理センターについては、平成９年度供用開始か

ら現在２７年度経過しているのですが、両施設と

も老朽化がもちろん進んでおります。ただ、平成

６年度から機械、電気設備を中心に改修を進めて

おりまして、今現在は下水道ストックマネジメン

ト計画に基づいて事業費の平準化を図りながら、

年間約３億円を目安として施設の更新を進めてき

ているところです。

それと、大規模な改修の見込みとしては、下水

処理場の建築施設の耐震化事業があるかと思うの

ですけれども、令和６年度、来年度から７か年か

けまして耐震化事業を予定しております。次年度

に調査設計を実施するので、正確な事業費は、今

のところ把握していないのですけれども、おおむ

ね１０億円程度かかる見込みで考えております。

そのほかにも浄水場と同じく建て替えが考えられ

るのですけれども、ストックマネジメント計画の

中で建物の目標耐用年数を７５年と定めていまし

て、名寄の終末処理場でいきますと３１年後、風
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連浄水管理センター、４８年後に建て替えをしな

ければならないのかと考えているところです。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

なかなかに大きな数字〇６番（今村芳彦議員）

と大きな時間がかかっているということでありま

して、なかなか耐用年数７５年というのはすぐに

更新できるものではないと思いますけれども、た

だ耐震化、地震があったときに施設が損傷してし

まったら正直何の効果もなくなってしまう。市民

の生活に直ちに影響する部分、これについてはや

はり計画的に進めていくことが必要だと思います。

特にコストの関係で伺いますけれども、市街地

区の拡大というのが今、私は徳田地区を見ている

と広がってきているように感じております。その

広がりの中で、どうしても管の延長が延びていく

ことが想像に難くないということですけれども、

これ将来的にわたってコストが増えてしまう結果

になるのではないかなというふうに危惧をしてお

ります。この辺の状況について押さえているとこ

ろありましたらお願いします。

佐藤上下水道室長。〇議長（山田典幸議員）

市街地の拡大と〇上下水道室長（佐藤美香君）

いいますか、議員おっしゃるとおり、近年徳田地

区で住宅地区が拡大しているというのは、広がっ

ているところなのですけれども、実際に上水道に

関しては給水区域というのがありまして、給水区

域内の普及率がもう既に９２．７％、普及してい

ますし、下水道も汚水処理普及率が９７．７とど

ちらもおおむね市街地区においては整備事業が完

了している状況となっています。御心配されてい

る広がっていく部分なのですけれども、実際に徳

田地区は開発行為で広がっているものがほとんど

なのですが、開発行為で拡大するケースにつきま

しては、開発行為をする原因者が本管を布設して、

それを市が寄贈を受けるという形を取っておりま

す。そのため、初期の投資というのは発生しませ

んが、しかしやはり寄贈されてからの将来的な維

持管理費は当然かかってきますので、そちらにつ

きましても料金に含めながら考えていかなければ

ならない部分かと思っております。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇６番（今村芳彦議員）

広がってしまうということを防ぐためにも、風連

地区に住んでいただけるような誘導をぜひお願い

をさせていただきたいと思います。

また、ちょっと先ほど地震の話がありましたけ

れども、やはり洪水で増水しましたよ、特に上水、

その辺ですとか、上流部で例えば何かの流出的な

事故が起こってしまった場合というのは、非常に

持続性が心配をされます。さらに、この終末処理

場が位置する場所というのがハザードマップにお

いて約３日から１週間程度浸水をしてしまうとい

う状況にあると思います。この辺のちょっと災害

時の情報を教えていただきたいと思います。

佐藤上下水道室長。〇議長（山田典幸議員）

まず、災害時、〇上下水道室長（佐藤美香君）

浄水場に関して言えば渇水時においてはサンルダ

ムの管理所との連携によってダムの放水量の調整

を現在しておりますので、そういった意味では安

心されることかと思います。また、増水時につき

ましては、昨年取水口が流木等で塞がったので、

取水が困難な状況があったのですけれども、その

際には旭川開発建設部からポンプ車をお借りしま

して、取水が可能となったという事例もあります。

そういった意味では、今後給水制限ですとか断水

等の可能性はなくはないのですけれども、そうい

った場合には給水車の派遣など、日本水道協会の

災害派遣をお願いしまして、対応する準備もでき

ておりますので、安心できるかと思います。また、

下水処理場については、具体的な浸水、被災対策

計画というのは現在ないのですけれども、今年、

来年にかけまして下水道区域における大雨の内水

による浸水想定区域図を作成して、浸水対策計画

を策定する予定と現在なっているところです。

今村議員。〇議長（山田典幸議員）

ぜひ計画立てて、災害〇６番（今村芳彦議員）
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時対応していただけるようにお願いします。

時間がありません。最後なのですけれども、こ

の上下水道の事業、高度な専門技術ですとか知識

が求められる仕事であります。経営上の課題も多

々ある中で、外部の人材登用ですとか職員の研修

などについてお話を聞きたかったのですが、時間

がありませんので、この辺求めて終わりたいと思

います。ありがとうございます。

以上で今村芳彦議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

名寄インターチェンジ拠点化構想についてを、

谷聡議員。

議長から御指名をいた〇５番（谷 聡議員）

だきましたので、通告順に従い、順次質問させて

いただきます。

まず、大項目、名寄インターチェンジ拠点化構

想についてでございます。この構想が商工会議所

から提言され、１年以上が経過したところでござ

います。報道等によりますと、経済効果約７３億

円、新規就業者数６７０人と算出され、王子マテ

リアが撤退した後の名寄市において起死回生の一

大プロジェクトになるものと認識をしております。

市民も大きな関心を寄せている中、先月札幌で共

同輸送、中継輸送を考えるシンポジウムが開催さ

れ、官民の関係者が多数参加されたところでござ

います。

そこで、小項目の１番目、構想における市の役

割について。昨年２月に商工会議所から提言のあ

ったこの構想について、その後の新聞報道では名

寄市の対応方針として、９月２５日付北海道新聞、

官民連携で整備したいとあり、また一方１２月２

２日付北海道建設新聞で民間企業主導で実現した

い旨の報道があったところでございます。改めて

この構想における名寄市の役割を確認をいたした

いと思います。

小項目２番目、計画実現に向けた関係機関との

協議状況及び今後の予定についてでございます。

王子マテリア跡地活用策の一つとして物流拠点化

を市が同社に要望したとの報道があり、一方ヤマ

トホールディングスが跡地に物流拠点を新設する

ため王子マテリアと協議を行っているとの報道も

過去にございました。王子マテリアとの協議も含

めて、拠点化構想実現に向けた関係省庁及び事業

者との協議、要望等、これまでに行ってきた内容、

経過や今後の予定についてお伺いをいたします。

小項目３番目、防災拠点及びにぎわい施設の事

業主体等について。拠点化構想のうち広域防災拠

点施設は国土交通省の補助メニューがあり、民間

が事業主体となっても補助を受けることができま

すが、市が事業主体となることを考えておられる

か、あるいは民間でと考えておられるか。

また、にぎわい施設として計画されている道の

駅的な施設について、事業主体は市か民間か。

また、道の駅と道の駅的なものとの違いは何か

お伺いをいたします。

小項目４番目、道の駅もち米の里☆なよろの今

後について。拠点化構想において、現在の道の駅

もち米の里☆なよろは存続あるいは移転など、構

想実現後の位置づけはどのように考えておられる

かお伺いをいたします。

小項目５番目、早期実現のための方策について。

トラックドライバーの残業時間が規制されるいわ

ゆる２０２４年問題は、来月からスタートいたし

ます。北海道縦貫自動車道の名寄インターチェン

ジ延伸を見据えた整備をというスケジュール感で

は遅きに失するということを申し上げざるを得ま

せん。近隣自治体や民間事業者に先を越されたら、

この構想自体意味を持たないものとなってしまい

ます。拠点化構想を早期に実現させるため、今後

市がこれまで以上に主導的な役割を果たし、関係
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者との速やかな協議と具現化への対応を加速させ

なければならないと考えますが、市の考え方を伺

います。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

谷議員からただ〇総合政策部長（石橋 毅君）

いま大項目で１点、小項目で５点にわたり御質問

いただきました。小項目４を産業振興室長から、

そのほかは私のほうから答弁をさせていただきま

す。

まず、大項目１、名寄インターチェンジ拠点化

構想について、小項目１、構想における市の役割

についてお答えいたします。高速自動車国道士別

剣淵名寄間の開通を見据え、昨年２月に名寄商工

会議所から名寄インターチェンジ拠点整備構想の

提案がございました。提案いただいた構想では、

高規格道路整備の効果を最大限享受するため、物

販や飲食機能、観光インフォメーション、大型車

用駐車場、物流倉庫施設、防災基地施設などの整

備が必要と示されております。この提言を受け、

これまで関係省庁や関係団体と情報共有を図ると

ともに、意見交換、協議を進めてきたところです。

本構想における本市の役割といたしましては、各

施設における目的や機能により整備実施主体が異

なる中、市が実施可能性のあるにぎわい施設の検

討や民間主導が望まれる施設の企業間のつなぎ役、

関係機関との調整などの役割を担うことにより、

構想実現につながると考えております。

次に、小項目２、計画実現に向けた関係機関と

の協議状況及び今後の予定についてお答えいたし

ます。王子マテリア名寄工場跡地利活用の３本柱

の一つとして、物流、防災拠点を掲げており、現

在工場跡地での解体作業もおおむね完了を迎える

中、残された倉庫について民間事業者が活用に向

け調整を進めていると聞いております。物流拠点

化では、これまで北海道開発局による道の駅を活

用した中継輸送の実証実験が行われ、効果検証を

行うことで有効性や地理的条件について確認した

ところです。令和５年度には、共同輸送、中継輸

送の実現に向けて共同輸送・中継輸送実装研究会

が昇華発足により官民連携での取組を進めており、

旭川市の拠点を補完する機能として本市の中継拠

点の可能性について議論され、同研究会には本市

も北海道開発局と共に事務局として参加をしてお

ります。また、昨年１２月には道内への投資に特

化した不動産投資信託、ＲＥＩＴの運用会社であ

る北海道アセットマネジメントとまちづくりに関

する連携協定を締結しており、名寄インターチェ

ンジ拠点構想への施設整備についても相談してい

るところであります。今後も国、道、市、民間事

業者と継続的に議論を進めてまいります。

次に、小項目３、防災拠点、にぎわい施設の事

業実施主体等についてお答えいたします。広域防

災拠点施設については、近年災害が激甚化、頻発

化する中で、本市には名寄市立総合病院、陸上自

衛隊名寄駐屯地など災害時の対応機能が十分に整

っており、広域での防災拠点機能が発揮されると

考えております。広域での防災機能ということか

ら、広域行政の役割を担う機関が事業実施主体と

想定していますが、本市が担うべき役割について

はしっかりと取り組んでまいります。

道の駅的な施設については、高規格道路開通に

より観光、物流、地域住民など多くの方が利用す

ることとなり、人が集まる場所に飲食や物販、ト

イレや休憩所など機能が必要と考えています。現

段階での道の駅の新設、移設等の議論はされてお

らず、道の駅的な施設と表現しており、実施主体

についても役割に応じて民間や市での設置が考え

られます。

次に、小項目５、早期実現のための方策につい

てお答えいたします。２月１９日に開催された共

同輸送、中継輸送を考えるシンポジウムにおいて、

名寄インターチェンジ周辺物流防災拠点化構想に

ついて説明する機会をいただきました。このシン

ポジウムを通じて国、道、民間など２０２４年問

題の解決へ向けて共通認識を持つことができ、さ
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らに本市の取組も理解いただけたと感じておりま

す。新年度からは、名寄市内での物流拠点の早期

具現化に向けて本市が事務局を担う新たな枠組み

の組織を設置し、場所や機能、規模など基本構想

をつくり上げていく段階に入るものと考えており

ます。このことについては、北海道開発局ともし

っかり意見交換を行い、国、道、市、民間の役割

の中でどの時期での設置が望ましいか調整してま

いります。この取組が本市の物流という新たな産

業となるよう、具現化へ向けて進めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

私からは小項目〇産業振興室長（田畑次郎君）

４、道の駅もち米の里☆なよろの今後についてお

答え申し上げます。

道の駅もち米の里☆なよろは、平成２０年の開

設後、名寄市の情報発信窓口として、また特産品

販売の拠点として市内外から多くの方に御利用い

ただき、入り込み数は平成２８年の５２万１，０

００人をピークとして、その後新型コロナウイル

ス感染症の影響等による減少もありましたが、コ

ロナ後は回復傾向にあり、令和４年度では３６万

７，０００人の方に御利用いただき、本市の交流

人口の拠点となっております。特に全国で有数の

産地であるモチ米を使用した指定管理者である株

式会社もち米の里ふうれん特産館による物産販売

は、本市の知名度向上に大きな貢献をいただいて

おります。今後高規格道路開通後の交通量の変化

に伴い、道の駅もち米の里☆なよろの入り込み数

及び販売額に大きな影響があると予想されるとこ

ろであり、本市の南の玄関口としての現在の道の

駅と名寄インターチェンジ周辺のにぎわいに資す

る道の駅的施設の在り方については、市民の皆さ

んや現在の道の駅の指定管理者などの意見を伺い

ながら幅広く議論し、総合的な判断が必要だと考

えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

それぞれ各項目につい〇５番（谷 聡議員）

て御答弁をいただきました。時間の許す限り再質

問させていただきたいと思います。

まず初めに、この拠点化構想、小項目の１番目

になりますけれども、そもそもの拠点化構想の基

となった、拠点化構想のスタート、これが平成２

９年１１月、よろーなにおきまして北海道開発局

とか北海道運輸局、それから管内市町村、経済界

ですとか有識者が参加して、名寄周辺モデル地域

圏域検討会第１回が開催されまして、内部周辺モ

デル地域の地域構造の課題、施策の方向性につい

てディスカッションが行われて、社会インフラの

みならず、地域医療、人材育成、物流、観光など、

この地域の現状と今後の課題などについて議論さ

れたところでございます。それで、翌年３月の第

２回検討会におきまして喫緊の課題である物流の

取組を進めることとされまして、その後物流ワー

キングチームが立ち上がって、その後道の駅にお

ける中継輸送実証実験などを経て、現在に至って

いるところでございます。商工会議所会頭が先日

のシンポジウムの席上８年前からの悲願というこ

とをおっしゃっておりました。それは、平成２９

年のよろーなでの第１回圏域検討会がその出発点

だったことからであると想像しております。その

後、令和元年に王子マテリアが名寄工場の閉鎖を

表明し、この拠点化構想の位置づけがクローズア

ップされることとなりました。拠点化構想の経済

効果は、先ほども申しましたとおり、約７３億円、

新規就業者約６７０人とされておりまして、現在

名寄市においてはとても位置づけが大きくなった

プロジェクトであるということが言えると思いま

す。昨日の東川議員の代表質問に対する答弁で、

新たな組織を立ち上げてという御答弁がございま

した。私の印象でいうと、やっと重い腰を上げた

かという印象でございます。見方を変えると、こ

の１年あんまり進捗していないというようなこと

も言えるのではないかと思います。新たな組織は

単なる看板のかけ替えに終わらぬよう、組織はつ
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くっても併任発令して、従来の仕事に加えて大き

なプロジェクトを任せるというようなことでは、

なかなか進まないというふうに思います。これは、

この問題は実現に向けた取組を加速していかなけ

ればならない問題であると思います。新年度に立

ち上げるということを昨日伺ったところですが、

新年度の４月に組織を立ち上げられるのか、また

基本構想についてはいつまでをめどにということ

を考えておられるのかについて御答弁を求めたい

と思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今これまでの取〇総合政策部長（石橋 毅君）

組を含めて、今後の進め方について再質いただき

ました。我々が、名寄市が事務局を担う新組織の

立ち上げについては、４月ということでの想定は

まだしておりません。しっかりとこの間取り組ん

できた体制を踏まえて、民間事業者の意見を伺い

ながら、ここはでも時間を置かずにもしかしたら

４月中にできるのかもしれませんけれども、早急

に調整をさせていただきたいというふうに思いま

す。この間、今ちょっとスピード感がなさ過ぎる

のではないか的な御指摘をいただきましたけれど

も、ここについてはここで中継拠点、物流中継の

拠点をつくるということはかなり広域に影響を及

ぼす取組になってきますので、ここについてはこ

れまでもやはり広域行政である国土交通省開発局

の皆さんの力をお借りしながら、ここでの優位性

というものを実証実験を繰り返して、エビデンス

を積み上げてきたといった作業の期間であったと

私は認識しています。

それから、ようやく、議員おっしゃっていたと

おり、名寄周辺モデルというところからスタート

して、今回の２月１９日に行われたフォーラムで

周辺ではなくて、これは名寄だといったことで、

ある意味名寄にフォーカスした説明ができたとい

ったことも踏まえて、時間はかかったかもしれま

せんが、ようやく我々としても名寄市が事務局を

背負って物を動かしていける土台がしっかり開発

局の力を借りながらできたのだというふうに私は

認識しています。

それから、今後展開する上で行政が、ここでは

主導的な役割を果たさなければならないかもしれ

ませんが、そこばかり強くなっても実際に事業を

運営する民間の方々が本気で取りかかってくれな

いと、これは必ず失敗するというふうに私は思っ

ていますので、そこについてもしっかりと民間の

皆さん方、そして規模感、それを話し合った中で

最善のサイズ、持続可能な事業体系というのをし

っかりつくりながら、基本構想をつくり上げてい

きたい。当然基本構想については早ければ早いほ

どいいのですけれども、そういった部分で目標と

してはできれば私は年度内にぜひともと思ってい

ますが、そこについては民間事業者さんの、これ

は今までにない横のつながり、共同体としての横

のつながりもつくっていかなければなりませんの

で、そこについてもしっかりと、そこの役割を果

たすのは行政だと認識していますから、我々中心

となって調整をしていきたいというふうに考えて

おります。

以上です。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

今石橋部長から年度内〇５番（谷 聡議員）

に基本構想を策定したいという力強いお言葉があ

りました。私も大いに期待しているところでござ

います。

それで、時期的なことを申し上げますと、なぜ

このスピード感では遅いと、時期的な、もっと急

がなければというふうに私が申し上げているかと

いうことをちょっと申し上げますと、昨年旭川市

が新たな道の駅について市民アンケートを行った

という記事がございました。それで、実際旭川市

が、今現在道の駅あさひかわというのが１か所ご

ざいます。ここは、実際道の駅として整備された

ところではなくて、もともと旭川地場産業振興セ

ンターとして建てられたもの、これを道の駅とし

て後づけで認定したという経緯がございます。だ
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から、規模としてはすごく小さい。旭川市の規模

から見ると、すごく小さい規模の道の駅だという

ふうに思っています。そのため、今大きな規模の

道の駅を造ろうという動きがあるというふうに聞

いております。それで、旭川市は新しい市庁舎も

造ったばかりで、なかなか財政的にどうなのだと

いうのもありますけれども、やっぱり人口３２万

人を有する大都市、北海道内における第２番目の

都市でございます。しかも、道北の交通の要衝と

いう位置にもございます。市としては、新たな道

の駅を造るということを考えるときになるべくな

らば付加価値もつけたいと。２０２４年問題に対

応した物流施設的な機能を持った施設を造りたい

というふうに考えても、これはごくごく自然なこ

となのだろうと思います。その時点、旭川の道の

駅の構想が具現化するに当たって、そのときに名

寄の物流拠点化がまだ進んでいないという状況に

あったとすれば、なおさら旭川市はそういうこと

考えると思います。

それから、開発局とこれまで連携して行って、

いろいろ計画等について検討を進めてきたという

ことの御答弁ございました。これまでは、北海道

開発局も自分たちの計画、北海道総合開発計画と

いうものがございまして、その中に生産空間とい

うものが位置づけられて、全道では名寄と釧路と、

それから十勝南部という３か所が生産空間として

位置づけられているところでございます。そこの

生産空間を活性化するために、維持していくため

そういったシンポジウムも含めた対応を行ってき

たところでございますけれども、いざ実施に向け

てとなると開発局は連携する相手方ではなくて、

あくまでも補助金、交付金に対しての予算を持っ

ている、または許認可を持っている、これは主に

開発局ではなくて、運輸局になりますけれども、

予算と許認可ということになりますと、なかなか

対等な関係での連携というのは難しいのだろうな

というふうには思っております。先月のシンポジ

ウムで、私も実際に会場に行って聞いてきたとこ

ろでございますけれども、やっぱり何となく国と

か事業者及び名寄商工会議所、それと市の間に若

干温度差を感じるという感想を持ちました。それ

はどういうことかというと、事業者は来月のこと

言っているからです。２０２４年問題がスタート

する、来月。そのとき名寄市は１年前に提言をい

ただいたということにとどまっていたわけです。

繰り返しになりますけれども、２０２４年問題は

来月からスタートです。それで、名寄インターが

開通しようがしまいが物流は止まらないわけです。

必ず仕組みが出来上がります。近いうちに出来上

がると思います。実際に名寄インター延伸を踏ま

えて整備ということを、昨日も御答弁ございまし

たけれども、実際この名寄インター延伸が何年後

と想定されておられるのかちょっとお伺いをした

いと思います。この場合、進捗率ということは昨

年も御答弁いただきましたけれども、進捗率では

なく、何年後かということについてもし御感想等、

お考えあればお伺いします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

谷議員もよく御〇総合政策部長（石橋 毅君）

存じだと思うのですけれども、こちらの予算につ

いては開発局が執行しておりますので、開発局が

公表しない以上、私どもが発言できる内容ではご

ざいません。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

そのとおりです。開発〇５番（谷 聡議員）

局は、開通時期を公表しません。できません。す

るのは、翌年に開通するというような場合に初め

て公表することになると思います。公表しないか

らといって、例えば名寄インターまでの工事がい

つ頃完成するかというような直接的な聞き方では

当然教えてくれないわけです。こういった情報に

ついては、手を尽くして取りに行かないといけな

いものだと思っています。例えば一番大きなこれ

からの工事になるであろうＪＲ宗谷線をまたぐ跨

線橋についての工事がまだ全く手つかずになって

います。ＪＲの跨線橋については、御存じだと思
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いますけれども、ＪＲが原因者と協議して、自ら、

ＪＲが工事発注や施工監理を行うということにな

っています。それについては原因者と協定を結ぶ

ということになっていまして、この協定について

の進捗状況であるとか、例えば一般的な跨線橋に

ついては着工から完成まで何年かかるかとか、聞

き方はいろいろあると思うのです。公表しないか

ら分からないではなくて、では公表しないから分

からないと言っている名寄インター延伸の時期に

合わせての整備を進めているというのはちょっと

あまりにも何か雲をつかむような話で、本当に見

通しが立てられなければ計画の立てようもないと

いうのが実際のところだろうと思っています。そ

れが例えば５年後なのか、１０年後なのか、ある

いはそれ以上かかるのかということを想定してい

かないと、この拠点化構想のような大きなプロジ

ェクトというのは本当に今後の予定の立てようが

ないものだろうなというふうに思います。

そこで、小項目の３番目にちょっと行きますけ

れども、先ほど道の駅的なものなのか、道の駅な

のか、あるいは別のものなのかというお答えにつ

いて、にぎわい施設については今後関係機関、民

間等も含めて協議を進めていきたいというふうな

お答えがございました。それで、例えば道の駅を

新たに造るのか、それとも移転するのか、あるい

は例えばフラノマルシェのようなにぎわい施設を

造るのか、それがはっきりしないと国へ対しても

要望のしようがないことなのだろうなと思います。

そこに向けて実際何をベースに民間と協議を進め

ていくのか、市でやらないとすれば例えばどうい

う事業主体が予想されるのか、そこについてもう

一度お答えをいただきたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

まず、士別剣淵名寄間は〇市長（加藤剛士君）

いつぐらいに完成するのかということの目途とい

う話がありましたけれども、今音威子府から中川

まで高規格道路が順次整備をされておりまして、

令和７年度の開通というふうに言われています。

７年度になるかちょっと分かりませんが、多分そ

うなのでしょう。その１年前ではなくて、これが

７年度というふうに公表されたのが恐らく５年ぐ

らい前だったというふうに承知をしておりますの

で、７年度から遡って５年ぐらい前。ある程度目

途がつけば開発局のほうもそういった発表される

のかなということを想定すると、今から、まだ発

表されていませんので、５年以上１０年以内ぐら

いには開通していただけるのでないかというふう

に私は思っておりますし、それぐらいのスピード

感で進めていかなければならないものなのかなと

いうふうに思っております。まだ道の駅的機能、

さっき石橋部長からもお話しさせていただきまし

たけれども、トラックドライバーがあそこに集結

をして、いろんな物流の拠点を担っていくに当た

ってトイレだとか商業施設、一定のところは必要

だということは我々も承知しておって、そこは市

のほうが主体的に動いていかなければならないの

だろうと。ただ、名寄市が直接的に投資をしてい

くのか、民間事業者さんがそうした商業施設とし

て商売になるというか、そうした目途が立つので

あれば、そうした投資も考えられるのだろうとい

うことで、どういったことで主体というのは、決

まってはおりませんけれども、それについては名

寄市のほうで主体的にやっていくのでしょうと。

物流の拠点施設については、できれば民間のほう

で主体的に、名寄市のほうでコーディネートしな

がらやっていくと、こういうすみ分けになってい

くのだろうというふうに思います。両方が一体と

なって初めてこうした構想ができるのだろうとい

うふうに思っていまして、こうした構想をできる

だけ早く具現化をしていかなければならないとい

うことだと思います。先般谷議員の質問のときに

同じ市の中で道の駅が２つあるということは可能

なのかということは、物理的に可能だというお話

を私させていただいたと思います。ただ、物理的

には可能ですけれども、この間いろんな財政的な

お話だとか、より調整する事業もやっていかなけ
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ればならないけれども、スクラップもしていかな

ければならないという今の名寄市が置かれている

立場を考えていくと、なかなか、もし道の駅とい

う公的な施設ということを新たに１９線に造ると

なると、その２つを併存していくのは非常に厳し

いというふうに私としては認識しているところで

あります。いずれにしましても、公共でやるのか、

民間でやるのかってまだ決定しているわけではあ

りませんけれども、そうしたにぎわい施設を併設

して初めて一体的な物流拠点化構想というのは出

来上がるということでありまして、これについて

もできるだけ早期に具現化できるように内部で、

あるいは関係者とも協議をしてまいりたいという

ふうに考えています。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

今市長から道の駅につ〇５番（谷 聡議員）

いての御答弁いただいたところでございます。先

ほどの最初の御答弁でいただいたように、現在の

もち米の里☆なよろについては、名寄市の南の玄

関口として大変多くの来客数をカウントしている

施設でございます。それで、昨年開発局において

実証実験が行われたということでございました。

中継輸送について道の駅の駐車場を使っていろん

な実験を行って、これが有効であるというような

実験結果も発表されたところでございます。先ほ

ど市長は１０年以内に開通してくれればというよ

うなことをおっしゃっておりました。仮に１０年

かかるとしまして、２０２４年問題がスタートし

てから１０年、全く運送事業者等が仕事のやり方

を変えずにやるということは考えられないわけで

す。今まで真っすぐ走っていた、届けていたもの

をどこかで中継しなければいけないわけです。だ

から、これをなるべく、将来拠点化構想が仮に１

０年後になったとしても、それまでの間事業者は

名寄市につなぎ止めておかなければならない。そ

ういうことが必要になると思います。

そこで、現在の道の駅において実証実験が行わ

れた結果、ある程度の有効性が確認されたという

ことでございますので、当然今の道の駅も季節的、

ゴールデンウイークだとか夏休みとかというのは

非常に来客数が多い場所、そういうところで例え

ば輸送事業者が中継輸送なんかを実際にやり始め

ると、相当駐車場が狭くなるのだろうなというよ

うなふうに容易に予想できます。ですので、今後

当面、今名寄市がやらなければいけないこととし

ては、名寄の今ある道の駅の機能強化といいます

か、そういうことをやって、例えば駐車場を拡大

する、あるいは温浴施設を造る、温浴施設を造っ

て、例えばそこでドライバーが休みやすいように

するというようなことが必要になってくると思い

ますけれども、現在の道の駅に対する機能強化に

ついては何かお考えございますでしょうか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

１０年という話ししまし〇市長（加藤剛士君）

たけれども、これをできるだけ短くしていくとい

うために要請を継続していきますし、期成会の会

長としてもあらゆる手段を使って、できるだけ早

くつないでいただく、このことが高規格道路をさ

らに有効に活用していく、そういう手段だという

ふうにも考えております。一方で、それも見据え

て、あるいは今既に１９線のあそこのところから

美深に向かって高規格道路が延びているというこ

とを考えると、そこが今の現時点でも結節になっ

ているということ、加えて物流事業に関しまして

は、先ほど王子の跡地のお話もちょっと出ており

ましたけれども、数年前に物流の拠点ということ

を見据えて企業立地の促進条例の改正をいたしま

して、物流関係の業種に対しても企業立地を認め

るということでありまして、それに該当する企業

が前も１社ありましたし、何社か出てくる見込み

もあるということでありまして、それも名寄付近

のところでの立地もあるということでございまし

て、やはりその構想も照らし合わせて考えていく

と、今なかなかどちらかということを選択すると

いうことは今難しい状況でありますし、そうした

状況の中で風連の道の駅のほうを拡充するという
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計画は今のところ考えておりません。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

道の駅について今市長〇５番（谷 聡議員）

から御答弁いただきました。拠点化構想のにぎわ

い施設のことについてまたちょっと再度触れたい

と思いますけれども、当然人が集まるところだか

ら、にぎわい施設も必要だろうということで、そ

ういう計画を立てるということでございました。

そのことは、大いに結構なことだと思います。し

かしながら、午前中の質疑でも出ました中心市街

地の問題、にぎわいを創生するというような中心

市街地もこれやらなければならない。新たなＩＣ、

インターチェンジの拠点化のところにもにぎわい

施設を造らなければならない、これはなかなか同

時で進めるということは並大抵のことではないと

思いますけれども、例えば中心市街地の活性化の

問題とインターチェンジ拠点化におけるにぎわい

施設の整備の関係性についてどのように考えてお

られるか、お願いしたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

重要な御指摘だと思って〇市長（加藤剛士君）

おりまして、まさに両方必要だと。物流の拠点化

というのは、これ名寄市のみならず、この道北圏

域、あるいは国の社会的課題を解決するためのあ

る意味での構想だというふうにも考えております。

なので、名寄市だけ飛び抜けてこの事業をぐいぐ

い推し進めていくという話にはやはりならなくて、

広域で考えなければならない問題であればこそ国

や北海道、あるいは民間の皆さんとしっかりと歩

調を合わせてこの構想をつくっていかなければな

らない。それが北北海道の中核都市である名寄市

の責務だということも考え、これを進めていく考

え方であります。なので、期限を切ってという話

部長もされましたけれども、なかなかこれ相手方

も相当複雑に関係する事案でありますので、そこ

もしっかりと皆さんの御意見も調整した上で前に

進めていく事業だというふうに思います。中心市

街地の活性化については、これは立地適正化計画

の策定から市民の皆さんと何回も何回も議論を重

ねて、いろんな中でいろいろな地域のそれは思い

がある中であの３条６丁目付近、いわゆるＪＲ名

寄駅から市立総合病院までの間の約１キロぐらい

ですか、半径、そこを都市機能誘導区域というこ

とで１か所、名寄市で１か所あそこの地域を区域

に定めて、そこに公共施設等を再配置をしていこ

うということで、今そうした流れになっていると。

ここもコンパクトなまちづくり、これからの行政

運営を考えてきたときにやっぱりやらなければな

らないというふうに思います。ただ、財政的な問

題、非常に今厳しいところでございますので、こ

れは公共が単純に整備をするだけではなくて、い

ろんな知恵を借りて、民間との協業の中で、ある

いは様々な特定財源やいろんな財源も確保してい

く中で、これはしっかりとやっていかなければな

らないというふうに思います。構想をそれぞれつ

くっていくことになると思いますけれども、その

中で、当然全てが全てやっぱり集中していくとい

うことにはなりませんので、優先順位をしっかり

と見極めながら整備をしていくということになろ

うかというふうに思います。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

今市長の御答弁の中に〇５番（谷 聡議員）

も国の構想にのっとって進めているという事業で

あるというようなこともございました。ただ、ち

ょっと勘違いにならなければいいなと思っている

のは、確かに国の、先ほど申し上げた北海道総合

開発計画に基づいた提言は開発局が行っていると

いうことでございます。ただ、それは彼らは言い

っ放しでいいのです。実現に向けて何の責任もな

い、そういう立ち位置にあるということは申し上

げておきたいと思います。そういった意味からも、

やっぱり最初の御答弁にあった新たな組織、これ

をなるべく４月に、早い時期につくって、基本構

想についてはなるべく年度内につくりたいのだと

いう御答弁もいただきました。まさにそれを本当

にやっていかないと、私はこれ事実上旭川市との
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競争になるのではないかというようなことも考え

ております。そういったことも意識しながら、最

大限のスピード感を持って進めていくべきだとい

うふうに思っております。旭川市との競争という

のを旭川市は明言をしているわけではありません。

ただ、可能性としてはそうなってもおかしくない

というようなことを申し上げております。この競

争、どっちが早いかということになる可能性につ

いて、もし何かございましたらお願いします。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

スピード感を持ってとい〇市長（加藤剛士君）

う提言をしっかりと受け止めましたので、関係機

関との調整が必要な事案でありますけれども、で

きるだけスピード感を持って進めていきたいとい

うふうに思います。シンポジウムの中でも私もお

話しさせていただきましたけれども、旭川は北北

海道、北海道の中の物流の拠点であるということ、

これは揺るぎない事実でありまして、そこをブラ

ッシュアップしていくということに対して私たち

は全く反対もしないし、ただ、今の物流政策や人

口減少問題を鑑みたときにそれだけでは足りなく

て、少しやっぱり小まめな拠点が北海道には数か

所、３か所という言い方なのかもしれませんけれ

ども、必要だということで、名寄がその立地とし

て非常に適しているという認識だというふうに思

っておりますので、旭川市さんがどういう動きを

するかということは分かりませんけれども、名寄

の中でああした物流の拠点構想を進めていくとい

うことには十分というか、旭川市さんがどういう

動きしようともニーズがあるというか、意義があ

るというふうに考えておりまして、そうした構想

に基づいて速やかに関係機関と調整なんかを進め

ていくということに尽きるのかなと思っておりま

す。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

ただいま市長から最大〇５番（谷 聡議員）

限のスピード感を持ってという御答弁いただきま

した。私もこの拠点化構想については大変期待し

ている事業でありますし、今後の名寄市にとって

も大変必要な事業であるというふうに思っており

ます。

最後になりますが、先ほど御答弁いただいた現

在の道の駅の機能拡大、強化については考えてお

られないということでございましたけれども、私

は先ほど申し上げましたとおり、拠点化が完成す

るまでの間、物流を名寄市にとどめおくためにも、

そのことは駐車場の拡大だとか温浴施設だとかは

私は必要であるというふうに思っております。と

いうことを重ねて申し上げて、私の質問を終わり

ます。

以上で谷聡議員の質問〇議長（山田典幸議員）

を終わります。

地方都市の活性化に向けて外２件を、高橋伸典

議員。

議長の御指名をいた〇１２番（高橋伸典議員）

だきましたので、通告順に従いまして質問してま

いります。

まず初めに、大きい項目、地方都市の活性化に

向けて。政府は、デジタル田園都市国家構想を目

玉とする政策として掲げており、これを具現化す

る地方創生を推進するため、総合的な戦略が大切

だと言われております。田園都市国家構想を打ち

出したのは大平内閣、１９７９年、大都市への人

口集中、荒々しい都市化の波、公害が問題化する

中、都市に田園のゆとり、田園に都市の活力をテ

ーマに過度集中を是正して、バランスの取れた多

極分散型システムへの移行を目指した政策であり

ました。今回は、この政策にデジタルを加え、デ

ジタルを駆使した田園都市ネットワークをつくる、

デジタルを使った地方創生を推進するという構想

であります。このことに加え、コロナ禍を経て様

々な交付金が使えるようになりました。地方創生

に関わる交付金や補助金が多くあるが、地方自治

体での活力の進み方にはばらつきがあります。新

型コロナが終息し、経済や社会活動が元に戻って

いけば、この地方創生関係交付金の形も変わって
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くると言われております。今地域の特性を生かし、

地方創生関係交付金の活用で地域活性化をしてい

くことができるチャンスであります。王子マテリ

ア名寄工場が閉鎖し、バイオマス発電、データセ

ンター、物流拠点等々の誘致や１９線の物流、道

の駅構想の取組を進める中、交付金の活用は取れ

ないのでしょうか。今回の質問では、地方創生の

ために企業誘致をすることと、全国好事例を参考

に地域自治体に様々な角度から質問し、地域の活

性化を目指してまいりたいと思っております。地

方創生関係交付金は、地方自治体の従来の縦割り

の事業だけではなく、対応し切れない課題を克服

することを目的とするものであることから、これ

らを活用し、取組は政策分野の横断的なものにな

るように期待をされています。一方、事業の一部

を切り出すことにより他省庁等の補助金を活用し

た方が交付対象となる経費の範囲や補助率への面

で有利となることから、他の関係施策との交付金

を戦略的に連携させることは、成果を上げる上で

有益であるというふうに感じております。１つ目

には、国のデジタル田園都市国家交付金による支

援の中で、デジタルを活用した地域の課題解決や

魅力向上のための地方創生関係交付金を利用して

いる取組が本市であるのか、理事者の御見解をお

願いをいたします。

例えば企業誘致に優位になるため、企業が来や

すい環境整備が不可欠であります。それには、地

政学上のこともありますが、インフラ整備の状況

もあります。また、地域特性の優遇措置も考えら

れると思います。企業誘致も考えて国の交付金事

業を活用し、我が地域の特徴的な取組について理

事者の御見解をお願いをいたします。

大きい項目２つ目、子育て環境の整備について

であります。児童虐待やいじめ、不登校、自殺も

増え、子供をめぐる状況は深刻であります。また、

子供を持つこと自体リスクと考える若者や夫婦が

増えております。少子高齢化は、想定を大きく上

回るスピードで進んでおります。こうした現状を

重く受け止め、政府は子育てしやすい環境の整備、

幼稚園、保育所の処遇改善、産前産後のケアの伴

走支援、子供の居場所づくり、放課後児童クラブ、

独り親支援、結婚支援、２０２６年からは子ども

・子育て加速化プランがスタートされ、子供も親

も希望を持って幸せに実感できる社会への構造改

革を本気で進めるときだというふうに感じており

ます。本市も本年１０月より医療費無料が高校生

まで引き上げられます。国立社会保障・人口問題

研究所が本市の人口、現在は２万７，２８２名で

すが、２０５０年には１万７，２７２人となる予

想が出ております。各自治体は、人口減少を抑え

るため若者の移住、定住や子育てをしやすい制度

づくりを進めております。昨年地方から名寄に転

勤され、出産のため名寄に住まれた方が子供を出

産するため名寄市立総合病院で検査を受けるとき、

この雪道を車で運転していくのが大変ですと言わ

れたことがあります。今回市民福祉常任委員会で、

視察先では出産のタクシー補助が数回使える施策

がありました。若者定着施策や婦人や赤ちゃんの

安全性、検査時など無料タクシー券の配付につい

て理事者の御見解をお願いしたいと思います。

また、同じく視察先ではすくすくチャイルドサ

ポート事業を展開し、若者の定住政策で毎月ミル

ク、おむつ用品等の購入費用３，０００円を配付

しておりました。本市の育児用品購入事業の取組

について、理事者の御見解をお願いいたします。

大きい項目の３つ目、災害対策についてであり

ます。１月１日に発生した能登半島地震で亡くな

られた方に御冥福をお祈り申し上げるとともに、

被災された被災者に、１次、２次避難されている

方々に心よりお見舞い申し上げます。能登半島の

地震では、海域の半島沖に延びる調査されていな

い２つの活断層によって起こりました。近年大規

模震災のほかに大規模水害、大規模風害と想定を

超える災害が勃発しております。災害は忘れた頃

にやってくる。名寄は、地震がないと言われてお

ります。しかし、昨年中川では震度５強の地震が
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起こりました。石川県では電気、水道が３か月以

上使えなくなり、冬の避難所の寒さ対策、トイレ

の問題等々の課題が浮き彫りになっております。

備蓄品や持ち物の点検や冬の避難訓練や避難所運

営訓練が各自治体で今現在行われているところで

あります。避難所の備蓄品の確認、冬期寒さ対策、

避難所訓練と避難所運営の本市の状況について理

事者の御見解をお願いをいたします。

従来から国の防災基本計画があります。自治体

が立てる地域防災計画などがあります。それに加

え、現在東日本大震災が起き、町内会やマンショ

ン管理組合、地域防災組合などの地域コミュニテ

ィーが災害時に避難方法などを自ら立案する地域

防災計画が災害対策基本法が創立されました。東

日本大震災で自治体の行政機能が麻痺したことを

教訓に導入されたそうであります。災害発生時に

は、自治体や消防は公助が行われ、より減災に大

きな役割を担うのは自助であり、共助であります。

この視点に立てば、市よりも小さい地域コミュニ

ティーでつくる地区防災計画の必要性が浮かび上

がってまいります。地区防災計画を立てる単位は

町内会、マンション管理組合、企業、ＮＰＯ法人、

商店街、学校、医療施設、福祉施設などの主体が

なるものでございます。地区防災計画の取組につ

いて理事者の御見解をお願い申し上げ、壇上での

質問を終わらせていただきます。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

高橋議員からは、大〇総務部長（渡辺博史君）

項目で３点にわたって御質問をいただきました。

大項目１の小項目１と大項目３は私から、大項目

１の小項目２は産業振興室長から、大項目２は健

康福祉部長からの答弁となりますので、よろしく

お願いいたします。

初めに、大項目１、地方都市の活性化に向けて、

小項目１、地方創生関係交付金を活用した市の取

組について申し上げます。国は、デジタル技術の

活用により地域の個性を生かしながら地方を活性

化し、持続可能な経済社会を目指すデジタル田園

都市国家構想を推進するため、デジタルを活用し

た地域の課題解決や魅力向上の実現に向けた地方

自治体の取組を交付金により支援するとしました。

本交付金は、単年度で速やかに実装させるデジタ

ル実装タイプ、中長期で先進事例に取り組む地方

創生推進タイプ、先進的な施設整備等に取り組む

地方創生拠点整備タイプの３点のタイプから構成

され、本市におきましては今年度先進的かつ地域

への恩恵が実感される事業でスピード感を持って

対処する必要性があった４本の事業についてデジ

タル実装タイプで交付申請し、令和５年４月１日

付で採択を受けたところです。具体的には、オン

デマンド型乗合交通システムのるーとと電子地域

通貨Ｙｏｒｏｃａを組み合わせたＡＩオンデマン

ド交通とデジタル地域通貨導入による地域デジタ

ル基盤整備事業、自動改札や自動発券システム導

入のピヤシリスキー場スマートゲート導入事業、

作業の効率化を図るための管理システムの導入と

除雪作業車両へのＧＰＳ端末を導入する除雪管理

システム及びＧＰＳを活用した除雪業務効率化事

業、インターネットを介しスマホなどで登園等の

状況を確認できる保育ＩＣＴ導入事業の４本の事

業となっております。本交付金は、令和６年度も

継続される予定であり、本市としても新たに４本

の事業について交付申請を行いました。現在国に

おいて審査中でありますが、道路台帳図等の地理

情報の電子化を図る地理情報のデジタル化及びＧ

ＩＳ導入によるデジタル情報の運用基盤構築事業、

ドリル教材のデジタル化に取り組むＡＩドリル導

入事業、水道検針業務の縮減と有収率の向上を図

る水道スマートメーター導入事業、名寄市立大学

の受験志願者に対するインターネット出願システ

ム導入事業の４点であり、３月下旬を目途に可否

について内示がある予定であります。本交付金の

活用は、市のデジタル基盤の構築を図るだけでは

なく、市民の皆さんにとっても利便性と公益性を

兼ねたものとなっており、地域の課題解決と魅力

向上につながるものと考えております。今後とも
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市民の皆さんやこの地域にデジタル社会の恩恵が

行き届くよう、様々な特定財源を活用しながら事

業推進に当たってまいります。

次に、大項目３の災害対策についてお答えしま

す。初めに、小項目１、避難所備蓄品、運営と避

難訓練についてお答えします。改めまして令和６

年能登半島地震により犠牲となられた方々に心よ

りお悔やみ申し上げますとともに、被災された方

々に心よりお見舞いを申し上げます。

さて、本市で発生した地震は、１９１９年の気

象庁の統計開始以降、震度１以上の地震が４８回

あり、そのうち最大震度は震度３で、これまで５

回発生しています。このことから、本市はそれほ

ど地震が多い地域ではないことがうかがえますが、

今回の能登半島地震やこの間の全国における地震

発生状況を踏まえますと、災害はいつどこで起き

るか分からないということを改めて認識したとこ

ろでございます。御質問の避難所用の備蓄品につ

いてですが、食料や飲料水、段ボールベッドや段

ボールトイレ、ラップポントイレのほか、積雪寒

冷地という地域特性を考慮して、電源の要らない

灯油ストーブなども備蓄しております。避難訓練

につきましては、近年では本市で最もリスクが高

い水害を想定した訓練を実施しておりますので、

冬期の避難訓練は実施しておりませんが、避難所

運営に係る取組としては防災セミナーにおいて北

海道版避難所運営ゲーム等を活用することにより、

季節にかかわらず避難所運営に係る図上訓練につ

いて疑似体験していただいております。また、新

型コロナウイルス感染症の影響で市民対象の訓練

ができなかった時期には、職員を対象として避難

所運営ゲームを活用した研修なども行っておりま

す。さらに、防災訓練や防災セミナー、出前講座

などの機会を通じて、段ボールベッドの組立て体

験なども行っており、避難所での生活についての

認識は深まってきているものと感じております。

次に、小項目２、地区防災計画についてお答え

します。地区防災計画につきましては、町内会の

枠組みにとらわれずに、商店街やマンション、学

校区など地域単位で自発的に防災活動等に関する

計画を定めるものであり、様々なコミュニティー

で計画が策定されれば、地域での自主的かつ組織

的な防災、減災活動が推進され、地域防災力の向

上につながる重要な計画と認識しております。ま

た、災害発生前の準備と災害時の行動計画を一定

の枠組みの中でつくる計画であり、市としては現

在進めている町内会単位における自主防災組織の

設立と活動の活性化の取組がこの地区防災計画に

もつながっているものと考えております。自主防

災組織の組織率は３７．５％と低い状況となって

おり、少しずつでも組織化できるように町内会と

連携を深めながら支援させていただいているとこ

ろであります。今後とも地域防災力の向上を図る

ために自主防災組織の組織化や活動の支援を中心

に取組を進めてまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目〇産業振興室長（田畑次郎君）

１の小項目２、企業誘致等に向けた交付金の活用

についてお答え申し上げます。

本市における企業誘致については、名寄市企業

立地促進条例に基づき事業所設置、用地取得、事

業所賃借、環境施設整備、雇用奨励に対し助成を

行っているとともに、税制優遇の措置を行ってお

ります。また、王子マテリア株式会社名寄工場跡

地活用においては、早期に地域経済を再生させ、

雇用の創出を図るため、期間を定め、補助率のか

さ上げ、限度額の引上げ、対象業種の追加などを

措置した企業立地促進条例の特例条例を令和４年

度に制定し、同工場跡地にある倉庫を活用した事

業など、特例条例を活用した早期の事業化に向け

た取組を行っております。さらには、企業の投資

に有利となる地域未来投資促進法に基づく基本計

画の国の同意、中小企業等経営強化法に基づく導

入促進基本計画の国の同意も受けております。以

上のように、本市における企業立地や設備投資を
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呼び込むインセンティブとなる制度を整備してい

るところであり、今後も引き続き国や北海道の有

利な施策を注視しながら、企業立地促進条例や特

例条例と連動させた支援を講じていくことで企業

誘致を図り、地域の活性化を目指してまいります。

以上、私の答弁とさせていただきます。

馬場健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目〇健康福祉部長（馬場義人君）

２、子育て環境の整備について、小項目１、無料

タクシー券について及び小項目２、育児用品購入

事業について関連がございますので、一括してお

答えいたします。

少子化が加速する中、国においては本年度から

こども家庭庁を設置し、こどもまんなか社会の実

現に向けた取組を進めており、本市においては子

育てがしやすい環境の整備は重要であると考えて

おります。その一つとして、子育て世代の経済的

な負担の軽減を図るため、現在小学生までの実施

となっている医療費助成を高校生年代まで拡充し、

支援していこうと令和６年度予算に計上させてい

ただいたところであり、このような事業を実施す

ることで、子育て世代の移住、定住にもつなげて

いきたいと考えているところでございます。その

ほか、お子さんが生まれた際には本市の独自事業

として２歳までの紙おむつ用ごみ袋を支給する事

業や、令和４年４月１日からは出産子育て応援給

付金事業を開始し、出産前の妊娠期に５万円、出

産後の５万円の合計１０万円の給付を行っており

ます。本市では、現金による支給を行っており、

出産、育児用品の購入や産後ケア、一時保育など

の各種サービスに係る利用料など各御家庭の状況

に合わせて活用できるようになっていますので、

現在のところ市独自での無料タクシー券の配付や

出産後のミルク、おむつ用品などの購入に係る助

成の実施は予定しておりませんので、御理解くだ

さいますようお願いいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございま〇１２番（高橋伸典議員）

した。引き続き再度質問させていただきます。

まず、地方拠点の強化税制について若干触れさ

せていただきます。地方交付税の交付金、先ほど

部長から今年オンデマンド、Ｙｏｒｏｃａを対応

しようとしたＡＩ交通だとか、除雪管理のＡＩ、

そしてインターネットの保育でのＩＣＴ導入だと

かスマートゲートの部分、また今やっているＡＩ

ドリルの部分、水道メーター、そしてインターネ

ット大学申請等々が挙げられてます。そして、デ

ジタル田園都市含めてなのですけれども、各部分

はこれを使って企業誘致されているところもある

のです。名寄は、王子マテリアの部分でバイオマ

スだとかデータセンターだとか物流拠点等の部分

を押し上げていますけれども、デジタルセンター

に向けて、こういう企業が勉強するところを建設

するだとかという部分も誘致デジタル構想には入

っているというふうに思うのですけれども、名寄

としてそういう部分の、東京だとか札幌からこう

いうふうに建てたら何とか来たいのだという部分

のお話というようなこと、名寄には来ていないの

かどうかちょっとお聞かせをいただきたいなとい

うふうに思います。

田畑産業振興室長。〇議長（山田典幸議員）

王子マテリア名〇産業振興室長（田畑次郎君）

寄工場跡地についての御質問です。そこの活用に

つきましては、いろいろとお話あると思うのです

けれども、まず基本的に王子マテリア株式会社が

所有する土地であるということがありますので、

そこの同意を得なければいけないということがご

ざいます。ですので、話については私ども聞いて

いるものもあるし、いないものもあると思います

けれども、そのような状況になっています。デジ

タル田園都市国家構想交付金、先ほど渡辺部長か

らの説明にありましたとおり、様々なタイプがご

ざいますが、評価基準というのがあります。議員

も御存じだと思いますけれども、ＫＰＩ設定の適

切性ですとか、デジタル社会の形成の寄与ですと
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か、そういった基準があります。一方で、先ほど

申し上げましたとおり、王子マテリア株式会社の

土地であるということから、ここで何か事業を実

施するという場合には同社の同意が必要になると。

そうしますと、この交付金を活用しようと思った

場合に、先ほどのような評価基準といったものが

ありますので、事業が具体化するまでなかなか申

請に至るまでの条件といいましょうか、情報とい

うか、ないというような状況があるので、難しさ

を感じているところでございます。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。今バ〇１２番（高橋伸典議員）

イオマス、そして昨日も言われていましたけれど

も、今資材高騰のためになかなか手を出せないと

いうバイオマスも含めて、少しでもやっぱり名寄

に企業誘致をしていただいて、経済再生を進めて

いただくのが重要かなというふうに思っておりま

すので、ぜひバイオマスボイラーも含めた誘致を

進めていただきたいなというふうに思っています。

また、先ほどその部分で、企業誘致の中で市長

が谷さんの部分で向こうのインターチェンジの部

分の物流拠点化の部分を言われていました。民間

企業がどうのこうのというふうに言っていたので

すけれども、やはりこれを進めるためにいろんな

交付金を活用した施策でないと進められないのか

なという部分感じております。そういった部分で、

今民間企業を含めた中でどんな交付金等々が活用

できるのか、ちょっともしあれば教えていただき

たいなというふうに思うのですけれども。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

国や北海道で様々な交付〇市長（加藤剛士君）

金、補助金がありますので、どれがどれというこ

とお答えするのはなかなか難しいですけれども、

物流の事業ということであれば、例えば農林水産

の加工だとか、そうしたことに関わると農林水産

省にそうしたメニューがあるのかもしれませんし、

国土交通省のほうでも社会資本整備交付金という

事業もあったり、様々な交付金は活用できるいろ

んな切り口はあるのだろうというふうに思います。

いずれにいたしましても、今後、王子の跡地のお

話もありましたし、物流拠点化の構想の中でも民

間の事業者も活用してというお話がありましたの

で、当然そういう有利な財源も常にアンテナ張っ

て、いろんなところで情報収集しながら進めてい

くということになろうと思いますので、よろしく

お願いいたします。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

よろしくお願いしま〇１２番（高橋伸典議員）

す。ぜひ本当に少しでも名寄に企業が誘致される

ことを願ってやまないものでありますので、よろ

しくお願いします。

次に、子育ての部分、子育て環境の整備につい

てをお伺いをいたします。先ほど部長からなかな

か、子育ての部分の医療費は本年度小学校から高

校に上げたり、子供のごみ袋、私がつくったもの

ですけれども、やっていただいたりしております

けれども、先ほど言ったように、本当伴走型のお

金がありますから、そっちでやってくれたらでき

なくはないと思うのですけれども、出産子育て応

援交付金使うよりもそういう制度があったほうが

いいのかなという部分で出させていただきました、

タクシー事業は。実際に本当にこちら、名寄に結

婚して来られて、子供ができて、１２月出産で、

そして病院に自分で車で行ったみたいなのです。

そして、つるつるで、こんなときにタクシーでも

あればということ言われたものですから、ある地

域ではそういう事業をやっていたものですから、

いいのかなという部分で出させていただきました。

しっかり子育ての部分でいろんな部分をつくり上

げていっていただきたいなというふうに思います。

どの地域も定住だとか若者に移住していただくた

めに、やはりあそこのまち行ったら子育てがすば

らしい部分があるよということで移動されている

方がたくさんいますので、ぜひいろんな部分をつ

くり上げていただくことをお願いいたします。

最後に、防災のほうに行かさせていただきます。

令和６年３月１２日（火曜日）第１回３月定例会・第３号



－99－

本当能登半島の被災でずっとまだ避難所に暮らし

ている方がおられます。その方々、本当地震が起

きた折にまず避難所に行った。電気もついていな

い。エアコンも壊れている。暖まる方法がなかっ

た。皆さん住宅に行って、灯油ストーブだとか、

そして布団を取りに行ったというのです。そうい

う方々がすごく多かったものですから、今回質問

をさせていただきました。そして、３日の日に私

たち消防団で防災訓練を行わさせていただいて、

そこの倉庫で防災訓練やらさせていただきました。

先ほど部長が言われたとおり、名寄は地震がない

まちだと言っていますけれども、そのときにこう

いう資料を勉強会で出されまして、部長が言った

今まで名寄の地震の震度が１が２５回、震度２が

１４回、そして震度３が５回、そして講習の担当

者が一言言ったことは、おととし中川で５弱と５

強の地震がありましたと。そして、名寄は今まで

地震が少ない、少ないと言っているけれども、名

寄もサロベツの部分にかかっているので、震度６

以上の地震が来る確率はゼロではありませんとい

うふうに言っておりました。本当私もずっとゼロ

ではないと思っていますので、このように毎回防

災の部分で出ささせていただいています。そして、

そのときにある程度防災のあそこの車庫には段ボ

ールベッドもありました。毛布もありました。そ

して、下に敷く特殊なマットもあったり、発電機、

そしてストーブ、そして食料もございました。そ

して、今能登で大変問題になっているのが、避難

所の女性の生理用品がただ積んであって、持って

いってくださいということで、女性の方が取りに

行けないとテレビで出ていました。そして、これ

からそういう部分は持っていけるようにポーチか

何かに入れて置いておくというふうに言われてい

たのですけれども、名寄の場合は、部長、どうい

う対応でいっているのか。今名寄にも備蓄として

これぐらいあって、そういう災害あったときはこ

ういう出し方をしますよと言ったらいいのでしょ

うか、こういう対応するのですよという方法があ

れば。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

今能登半島の地震の〇総務部長（渡辺博史君）

部分で女性の部分の話がありました。最初に備蓄

の関係も話出ていたのですけれども、基本的には

避難される際には私どもとしては食料ですとか飲

料水ですとか、あと常備薬だとかおむつだとか、

いろいろあろうかと思うのですけれども、それぞ

れ個人で必要なものについては持参していただい

て、そういうことが自助、これが必要なのかなと

考えておりまして、全戸配布した防災ガイドマッ

プですとか防災訓練、防災セミナー、出前講座な

どの様々な機会を通じまして、非常持ち出し品で

すか、非常持ち出し品の必要性、特にアレルギー

だとか、そういう特別な部分について本当に特に

そうだと思うのですけれども、その辺については

何とか３日分ですか、用意していただければとい

う形で周知しているところでございます。また、

それらにつきましては、市内の業者ですとか、名

寄市で協定を結んでいる業者もありますし、北海

道全体として結んでいる協定がありますので、そ

ういった場合には、ただではないのですけれども、

優先的に購入できるような体制になっていますの

で、それらについてはそのときに十分対応できる

のかなと考えております。

あと、避難所での対応、配慮事項ですとか、そ

ういう部分については、私どもで避難所運営マニ

ュアルというのをつくっていまして、それぞれ過

去の、名寄市であんまり経験がないというところ

もあって、防災セミナーだとか、そういう部分の

中で例えばアンケートなんか出したりするのです

が、なかなか経験がないという部分を含めて、そ

んなに回答返ってこないという部分あるのですけ

れども、国だとか道の通知だとか、そういう中で

これまでのこの間のいろんな災害、そして避難の

状況なんかを踏まえたような配慮事項ですとか、

そういうのが国や道から送られてきますので、そ

ういうものをこの避難所運営マニュアルのところ
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に更新しながら、そういう配慮できるようなもの

をつくっているというところで御理解いただけれ

ばと思います。ですから、能登半島、そういうの

も恐らくまたこれから、今まだそういうのは来て

いないのですけれども、そういうのがだんだんま

たこちらのほうにも配慮事項として来るのかなと

思っていますので、それについてはそのときにま

た対応していきたいと思っています。

以上です。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。〇１２番（高橋伸典議員）

あと１点、今女性の生理の部分あったのですけ

れども、今回能登半島は完全に２か月間水道が使

えなくなりました。そして、各地域もそうなので

すけれども、子供のミルク、粉ミルクではなく、

備蓄品に液体ミルクを置いているところが非常に

多くございます。士別も置いているみたいですけ

れども、名寄的には今この液体ミルクというのは

備蓄しているのか。先ほど部長が言ったように、

協定結んで、すぐ来ますという状況なのかちょっ

と教えていただきたいと思います。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

なかなか回答しづら〇総務部長（渡辺博史君）

いのですけれども、基本的に、先ほども申し上げ

たのですけれども、自助という形で、まずはそう

いう部分についてはできれば可能な部分は御本人、

もしくは保護者の方ですとか、ミルクでしたら、

用意していただきたいと思います。特にミルクっ

て賞味期限といいますか、それが１８か月ですか、

１年半という形もあって、もし名寄市で備蓄する

とすると、実質１年ぐらいで回していかなければ

ならないというのがあって管理の面ですとか、そ

ういう部分を含めると、やはり先ほど申し上げま

したけれども、協定ですとか、そういうところか

らその都度購入するという部分が効率的かなと思

っています。今の段階では、申し訳ございません

が、備蓄品ではないというところで御理解いただ

ければと思います。

以上です。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。ぜひ〇１２番（高橋伸典議員）

部長の下で協定を結んでいただいて、３日以内に

はすぐ赤ちゃんのミルクが届くようにお願いした

いなというふうに思います。

先ほど部長言われた地区防災計画の部分ですけ

れども、名寄は町内会の自主防災組織で進めます

というふうに言われました。３７．５というのは、

ちょっと少ないかなという気持ちがあります。そ

して、なかなか、皆さんもそうですけれども、東

北大の恩田教授さんもこの災害について言われて

いるのですけれども、やはり何か起こるたびにそ

れが注目されるというのを繰り返しているのだと。

でも、自然は不意をついてくる。先手、先手でや

っていかなければならないと。過去に起きたこと

のないことを想定した対策が必要なのだというふ

うに言われています。だから、地震は少ないです。

少ないのですけれども、講習会では６以上の地震

は名寄では絶対ありますというふうに防災担当が

言っていましたので、間違いなく起きる可能性が

９９％あるということですから、ぜひそういった

部分でこの自主防災組織の立ち上げをどう進める

かというのが必要かなというふうに思うのですけ

れども、部長としては来年までに５０だとかにい

くようだとかという、組織的な部分ありますから、

なかなかうちはやらないよというところもあると

思いますし、できればやっぱり皆さんにこれをつ

くっていただいて、一人でも安全な災害が起こら

ない組織づくりが必要かなというふうに思うので

すけれども、いかがなものでしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

自主防災組織の組織〇総務部長（渡辺博史君）

化ということであります。基本的に組織の自主性

といいますか、私どもが無理やりはいという、そ

ういう部分ではなくて、やっぱり自発的に町内会

の皆さん方が自主性の中で自主防災組織を設立し

ていただくというのが理想なのかなというふうに
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考えております。私どもとしては、いろんな、先

ほど申し上げましたけれども、防災セミナーです

とか、出前トークなんかもよく呼ばれるところで

ございますけれども、様々な機会を通じましてそ

のような町内会の皆さんと連携しながら、町内会

に寄り添って一緒に考えるだとか、設立の支援を

していくだとか、そういう形で支援できればと思

っていますので、議員の皆さんも御理解、御協力

をお願いしたいと思います。

以上です。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

ぜひ寄り添った支援〇１２番（高橋伸典議員）

をお願いいたします。その中で、今能登半島が地

震になって、何か所かで冬のやっぱり避難訓練の

重要性が叫ばれていまして、やられているところ

が多くあります。やれない、やっていないところ

もあるのですけれども、冬の避難訓練、または先

ほど図上訓練は避難所やっているよと言ったけれ

ども、冬の避難所運営訓練等々、名寄としてはや

る用意というのはないのでしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

冬の訓練につきまし〇総務部長（渡辺博史君）

ては、午前中の清水議員に答弁させていただきま

したけれども、防災訓練をやるとかとなると、様

々な関係機関との連携ですとか、そういうのを含

めるとやっぱり３か月、４か月かかるという形も

ありまして、なかなか年に複数回防災訓練という

形でやるのはちょっと難しいのかなと思っている

のです。新年度につきましては、清水議員の答弁

のときも話しましたが、風連中央小学校での体験

教室、それを考えているところもありまして、令

和６年度はそれという形で考えていますので、冬

の訓練をするとすれば令和７年度以降なのかなと

考えています。あと、防災セミナーですとか、そ

れについては内容まだ決まっていませんので、そ

のときに冬の部分の想定した避難所運営のゲーム

ですとか、そういうのを取り入れていくというも

のは可能なので、その部分について内部で企画、

メニューについても検討していきたいと思います。

以上です。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。あり〇１２番（高橋伸典議員）

がとうございます。ぜひ冬の避難訓練、または運

営方法、ちょっと一回やってみて、やはり何か少

ないものだとか、これがなかったら駄目だだとか

という部分が見えてくるのかなというふうに思い

ますので、名寄としても市民が安心して災害にも

耐えられる訓練等々、または設備等々が必要かな

というふうに思いますので、ぜひ御協力お願い申

し上げ、質問を終わらせていただきます。ありが

とうございました。

以上で高橋伸典議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

以上で本日の日程は全〇議長（山田典幸議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ２時３５分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 今 村 芳 彦
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署名議員 高 橋 伸 典
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令 和 ６ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和６年３月１３日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１５名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 １０番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 水 間 健 詞 議員

５番 谷 聡 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 清 水 一 夫 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 高 橋 伸 典 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

２番 富 岡 達 彦 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 岡 川 進 君
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本日の会議に２番、富〇議長（山田典幸議員）

岡達彦議員から欠席の届出がありました。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１番 中 畠 孝 幸 議員

５番 谷 聡 議員

を指名いたします。

日程第２ これより一〇議長（山田典幸議員）

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

外国人材の受入れに関してを、中畠孝幸議員。

議長から御指名をいた〇１番（中畠孝幸議員）

だきましたので、通告に従い、質問してまいりま

す。

大項目１、外国人材の受入れに関して、小項目

１、外国人材受入れの現状について。厚生労働省

による外国人雇用状況の届出状況まとめによりま

すと、令和５年１０月末現在、国内の外国人労働

者数は２０４万８，６７５人、外国人を雇用する

事業所数は３１万８，７７５となっており、毎年

増加傾向にあります。また、北海道内に関しては、

外国人労働者数が３万５，４３９人、受入れ事業

者数が６，９０２という数字に達しています。名

寄市においても少子高齢化、人口減少の中で外国

人材に頼らなければならない状況が今後続いてい

くと考えられます。産業別には、全国的に製造業、

卸売、小売業をはじめ、様々な業種にわたって外

国人材の登用が行われていますが、地域によって

外国人材を必要とする分野の違いがあり、地域ご

とに業種に即した対応も必要とされると考えられ

ます。

さて、名寄市において今後予想される外国人材

の受入れを実りあるものにすることを念頭に質問

いたします。まず、名寄市における外国人材の受

入れの現状について伺います。受入れ人数、国籍、

業種等ほか、外国人材が果たしている役割、職場

に与えているプラス・マイナスの影響、現時点で

の受入れに関わる問題点等、行政として把握して

いる範囲でお答えください。

続きまして、小項目２、外国人材受入れに伴う

環境整備について。外国人材を生かすためには、

良好な職場環境、生活環境の下で継続して前向き

に仕事に取り組んでもらうことが必要であると思

われます。名寄という地方都市の環境は、外国人

の目には都会の便利さがない、寒冷地であるとい

ったマイナス面が障壁として映るかもしれません。

しかし、逆に都会と比べて人間味があり、生活費

も安く済む、自然が豊かであるといったプラス面

を感じ取ってもらうことが重要であります。そし

て、外国人に日本に来てよかった、名寄に来てよ

かった、名寄で仕事を続けたいと思ってもらえる

ような環境、定着を支援する環境を整備すること

が必要であると考えます。以下では、外国人材の

受入れ、共生に関する関係閣僚会議による外国人

材の受入れ、共生のための総合的対応策、これは

令和５年６月に出ているものですけれども、その

中から外国人材が地域に定着するための環境整備

に関して伺います。

まず、１番目、円滑なコミュニケーションと社

会参加のための日本語教育等の取組。外国人が地

域で仕事をし、生活を継続するためには、日本語

習得が重要です。それは、地域に溶け込むのにも

必要なことです。外国人に対する日本語教育支援

に関する考えをお聞かせください。

続いて、２番目、外国人に対する情報発信、外

国人向けの相談体制の強化。地域で生活する上で

必要かつ有益な情報、例えばごみ出しや町内会活

動、その他でありますけれども、それを外国人に

分かりやすく伝えることは重要であります。また、
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外国人が日常生活で分からないことや困ったこと

があった場合に気軽に相談できる窓口があること

も、名寄市が住みよいまちと思ってもらうために

必要なことであります。外国人に対する情報発信、

外国人向けの相談体制の強化に関し、現状と課題

についてお知らせください。

最後に、小項目３、事業者への外国人材受入れ

支援について。技能実習制度及び特定技能制度の

在り方に関する有識者会議、もう一度申し上げま

すけれども、技能実習制度及び特定技能制度の在

り方に関する有識者会議の最終報告書が令和５年

１１月３０日に提出されました。それによります

と、これまでの技能実習が育成就労、育成就労と

いうのは育てる、育成するの育成ですけれども、

育成就労といった名称に変更されるほか、制度上

幾つかの変更が予想されます。そういった制度改

正に素早く対応し、事業者に情報を提供するなど、

事業者が外国人材を受け入れやすい支援をするこ

とが求められます。出入国在留管理制度改正への

対応を含め、事業者への支援について現状と課題

を伺います。

以上で壇上からの質問を終わります。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

おはようござい〇総合政策部長（石橋 毅君）

ます。中畠議員から大項目で１点、小項目で３点

にわたり御質問をいただきましたので、私のほう

から答弁をさせていただきます。

大項目１、外国人材の受入れに関して、小項目

１、外国人材受入れの現状についてお答えいたし

ます。本市において少子高齢化、人口減少が進む

中、人材不足は喫緊の課題であり、ハローワーク

名寄管内における昨年１２月末の雇用情勢では、

有効求人倍率が１．３１倍と求職者に対し求人数

が上回る状況が続いています。このように各業種

において人材確保は大きな課題であり、様々な手

法でリクルート活動を行っておりますが、人手不

足解消には至っておりません。令和４年度に実施

した労働実態調査での外国人労働者の雇用の考え

方の設問において、２４２事業所のうち雇用した

いが７社、２．５％、検討中１０社、４．１％、

未定５０社、１９．４％、雇用する予定がない、

１０８社、４４．６％となっており、調査結果か

らはいまだ外国人材の雇用に関して検討している

事業者は少数となっております。また、調査にお

ける外国人労働者雇用状況の設問では、農業、製

造業など４事業所がインドネシア、ベトナム、中

国からの５名の労働者を雇用していると回答して

おり、外国人材の雇用は少ない結果となっていま

す。しかしながら、市職員や大学教員の国際業務

や研究、教育活動への従事や名寄市社会福祉事業

団においても、昨年５月から特定技能による介護

人材として３名のネパール人材を受け入れていま

す。そのほか、調査回答以外の市内事業者でも外

国人材の就労の実態があると把握しており、外国

人材の雇用は徐々に増加傾向にあると考えていま

す。本市総合政策課には、令和２年度から外国人

材担当職員として国際協力機構、ＪＩＣＡから職

員を派遣いただいており、本市の状況に即した情

報の収集、人材の確保、国際交流の推進などに努

めております。外国人材の個別の事業所での役割

や職場に与える影響などは把握しておりませんが、

名寄市社会福祉事業団で働くネパール人３名につ

いては特定技能、介護の資格を有していることか

ら、日本語での日常会話ができ、介護知識につい

ても一定程度の理解があり、仕事にも熱心かつ勤

勉に働いていると伺っております。利用者や同僚

からの評判もよく、各種の介護場面で好影響を与

えているそうです。また、生活面においても居住

する町内会へ加入し、町内会行事などへ参加する

ことで地域に受け入れられております。加入して

いる町内会からも人柄や真面目さへの好評を得て

おり、外国人材に対する地域の支え合いにつなが

っているものと思います。現時点で名寄市社会福

祉事業団における外国人材については、仕事に関

するマイナス影響はないとお聞きしていますが、

民間企業等が新たに外国人材を雇用する場合には、
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人材確保の際のリクルート方法や費用、外国人材

に対する情報不足など不安に思う面があるかと思

います。名寄市社会福祉事業団での外国人材受入

れのノウハウなどを、市内の事業所に伝達すると

いうような手法も取りつつ、引き続き外国人材確

保への研究を進めてまいります。

次に、小項目２、外国人材受入れに伴う環境整

備についてお答えいたします。全国的に人材不足

が課題とされる中、特定技能などの外国人材につ

いては地方に比べ、賃金の高い首都圏や大都市に

流れる傾向にあります。本市における外国人材の

確保において、豊かな自然環境や生活コストの安

さに加え、地域として外国人材を受け入れ、地域

に愛着を持っていただけるよう、母国と強いつな

がりを構築していくことが重要と考えております。

外国人材から名寄市を就労先として選んでいただ

けるよう、相手国との良好な関係づくり構築のた

め、昨年４月に副市長外職員２名がネパールを訪

れ、現地の人材送り出し機関や医療機関、職業訓

練校での人材の育成状況や人材確保の見込みを確

かめ、名寄での就労経験が帰国後に役立つことが

できる仕組みづくりの視点での視察を行いました。

日本語支援についてですが、特定技能で就労する

外国人材については日本語能力試験Ｎ４以上、も

しくは国際交流基金日本語基礎テストＡ２レベル

以上の語学力を有しており、基本的な生活、就労

には支障がありません。しかしながら、専門的な

用語や方言については理解しておらず、現在本市

では日本語支援に関する場や制度がないため、登

録支援機関による学習機会の提供や就労先の事業

所の現場で学ぶケースが多いと捉えております。

北海道においては、日本語教育の空白地帯を減少

させるため、地域が主体となって外国人に日本語

教育を提供できる体制を整備する事業を行ってお

り、本市においても必要に応じて制度の活用など

を検討してまいります。外国人に対する情報提供

についてですが、生活に欠かせないごみの処理方

法については、市役所へ転入届を提出時にごみ分

別や収集日を英語で表記したパンフレットを配付

しており、ホームページにも掲載しております。

また、翻訳機能のある端末を窓口に用意し、外国

語に対応できるようにしているところです。町内

会活動においても名寄市社会福祉事業団で就労し

ているネパール人が町内会の新年会やイベントに

参加するなど、地域とのつながりを深めていると

伺っております。情報発信や総合相談窓口につい

ては、本市では現在設置しておりませんが、特定

技能外国人であれば登録支援機関での相談体制が

必須となっていますし、いわゆるＳＮＳを活用し

た外国人同士のつながりも多いと聞いております

ので、今後の外国人材の就労動向も注視しながら

他市の事例などを研究してまいります。

次に、小項目３、事業者への外国人材受入れ支

援についてお答えいたします。令和５年１１月に

技能実習制度及び特定技能制度の在り方に関する

有識者会議から提言された最終報告において、こ

れまで技能、技術または知識の発展途上国などへ

の移転を図り、開発途上国等の経済発展を担う人

づくりに協力することを目的としていた特定技能

について、人材確保と人材育成を目的とする実態

に即した制度の見直しが提言されています。また、

自治体の役割として地域協議会への参画等により

共生社会の実現、地域産業政策の観点から外国人

受入れ環境整備等の取組を推進することと提言さ

れています。社会情勢の変化に対して様々な制度

改正がされますが、事業者への出入国在留管理制

度の改正などの必要な情報については、市ホーム

ページから確認できるよう周知しております。し

かし、就労制度については主に関係省庁のホーム

ページや送り出し機関、管理団体からの情報提供

となっております。本市においては、今後増加が

予想される外国人材に対しての受入れ組織、環境

整備などが課題と認識しておりますので、地域の

実情に合わせての他の事例など参考に研究してま

いります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。
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中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

それでは、御答弁いた〇１番（中畠孝幸議員）

だきましたので、順に内容をもう少し深く再質問

させていただきます。

まず、小項目１番目、外国人材受入れの現状に

ついてでありますけれども、ただいま伺ったとこ

ろでは、令和４年の調査で実際に受け入れている

ところが２４２社の中で７社だけであると。検討

中が５０社でしょうか。それから、全く考えてい

ないというのが１０８社ということで、４４．６

％というお答えがありました。実際に受け入れて

いる例としては、社会福祉事業団においてネパー

ル人を３人受け入れているということで、これは

新聞報道などでも知らされていますので、承知し

ているところですけれども、非常によい実例とい

いますか、こんなによい例ばかりではないと思い

ますけれども、そういったよい例、例えば町内会

に積極的に参加しているであるとか、周りの人た

ちに好影響を与えているというようなことが今分

かりました。それで、実際に受け入れているとこ

ろが少ないという実態があるのですけれども、こ

のまま少子高齢化、労働人口減少の中で外国人材

を活用するといいますか、外国人材に活躍しても

らうということはこれからますます重要になって

くると思うのですけれども、少ないからそのまま、

そんなに手を尽くす必要がないということではな

いと思うのですけれども、ますますこれから外国

人材を呼び込むような政策が必要なのではないか

と思いますけれども、ちょっとその点について、

基本的なことですので、市として外国人材に関し

て基本的にどのような考えをお持ちであるのかと

いうこと、積極的に受け入れるつもりなのか、そ

れとも現状維持でいいのかとか、その点について

市長に一言お願いできますでしょうか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

積極的に受け入れたいと〇市長（加藤剛士君）

いうふうに考えております。今お話部長からもあ

りましたけれども、それぞれの全国的な人材不足

の中で、首都圏に集中していくだとか、あるいは

世界を見ていくといろんなところで人材が流動し

ている中において、名寄市においてより独自性の

あるというか、我々の自治体に魅力があるという

ふうに思っていただける、そうした関係性を重視

しながら、お互いがいい関係性の中でそうした人

材が増えていくということを希望しますし、そう

したことを積極的に推進をしていきたいというふ

うに考えております。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

私も外国人と共生しな〇１番（中畠孝幸議員）

がら積極的に受け入れるということに賛成なので

すけれども、その立場から質問させていただいて

いるのですけれども、それが確認できましたので、

積極的にこれから受け入れるということを前提に

さらに質問してまいりたいと思うのですけれども、

先ほどのお話の中で令和２年からＪＩＣＡから専

門的な職員を派遣してもらって、進めているとい

うこと、これは非常にいいことであるというふう

に思います。それ実際にそういった施策がこれか

らもその方を中心に行われていくということが期

待されますので、その職員の方を活用して、どん

どん進めていただきたいということを申し上げて

おきたいと思います。

それで、２番目の外国人受入れに伴う環境整備

に関してでありますけれども、環境整備の中でま

ず一つ、昨日も交付金について高橋議員のほうか

ら質問が出ていましたけれども、交付金の活用と

いうことですけれども、これは法務省関係の交付

金でありますけれども、外国人受入環境整備交付

金というのがあります。御存じだと思いますけれ

ども、在留外国人に対して在留手続であるとか雇

用、医療、福祉、出産、子育て、子供の教育等の

生活に係る適切な情報や相談場所に迅速に到達す

ることができるよう情報提供及び相談を多言語で

行うワンストップ型の相談窓口の設置、拡充とい

う、それに対して外国人受入環境整備交付金とい

うのが存在するわけですけれども、こういった交
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付金に対する応募に関しては、どのように考えて

いらっしゃるか伺いたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

外国人をしっか〇総合政策部長（石橋 毅君）

り受け入れていくまちづくりという観点でのお話

だと思います。今現在、ちょっと私答弁長くなっ

てしまうかもしれませんが、名寄市として今動か

していただいたのは、答弁したとおり、特定技能

という枠組みの中で、そこで社会福祉事業団が受

皿となって、まずは介護人材を受け入れる体制を

先駆的に今始めたということで、今後これが市内

の事業所、事業者に横展開できるように、基本的

にはそこで当然、これは訓練ではなくて雇用につ

ながる話なので、そこでどれだけいわゆる経費、

人件費以外の経費を圧縮できるかという仕組みづ

くりの中で、今いろいろな手続を内製化できるよ

うにいろいろ研究しながら進めているところです。

そういった中で、我々としてはしっかりとまずは

日本語能力等も含めて一定程度お持ちの方を受入

れして、職員として御活躍いただくようなことを

進めていきたいと思っておりますし、今御指摘い

ただいたとおり、ではその数が増えていったとき

にまちとしてどのような環境整備をしなければな

らないのかといったことは必ず出てくる課題だと

思っていますので、それはしっかりと受け止めな

がら、これは停滞しないで、状況を見極めながら

進めていこうというふうに考えておりますし、ま

たその部分がしっかりと制度として確立されて、

財源的な担保もしっかり見えてきた段階で、また

しっかりとそれは考えて、御提案していく形にな

るのかなというふうに考えております。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇１番（中畠孝幸議員）

介護分野での特定技能を中心に考えていると、そ

ういう道筋でこれからやっていくのだという御答

弁でしたけれども、特定技能も現在１号と２号と

いうのがありまして、特定技能の２号のほうにな

りますと、これ家族の帯同が許されるという制度

になっていますので、今後特定技能の２号になっ

て、子供や家族が来た場合にいろいろ育児の問題

であるとか、まだ先の問題かもしれませんけれど

も、今現在はそういうことがないので、考える必

要がないのかもしれませんが、すぐにそういうこ

とがこれから何年後かには起きてくると思います

ので、子供の教育の問題とか育児の問題であると

か、外国人のそういった子育てにどう対応してい

くかということも問題に直面すると思いますので、

それを見据えて進めていただければというふうに

考えています。

それで、特定技能、介護の場合では日本語の縛

りといいますか、日本語能力ある程度ないといけ

ないということでありますけれども、その他の分

野で、今現在の技能実習であれば、先ほど農業の

分野でインドネシア、それからベトナム、中国か

ら５名の方が名寄で就労しているという、技能実

習、その研修を受けているというお話がありまし

たけれども、そういったまだ日本語能力というの

が前提としていない、していなくても来られると

いうような方もいらっしゃるわけですので、今現

在人数が少ないからそのまま手をつけないという

ことではもちろんないと思うのですけれども、日

本語教育について、ぜひ名寄でそういった学習支

援が行われているので、では名寄に行って仕事を

しようとか、そういったふうに外国人の人材から

考えてもらえるように持っていくことが重要でな

いかと考えています。それで、日本語教育に関し

ては、日本語教育の推進に関する法律というのが

２０１９年６月に公布、施行されています。日本

語教育の推進に関する法律です。これは国、地方

公共団体、それから外国人を雇用する事業主に対

する責務のようなものを示しているものなのです

けれども、それを見ますと、日本語教育の推進に

関する法律、２０１９年６月ですけれども、第５

条で地方公共団体は、ちょっと省略しますけれど

も、日本語教育の推進に関し、その地方公共団体

の地域に応じた施策を策定し、及び実施する責務
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を有するというふうに、これは特に外国人材とい

いますか、働く人だけではなくて、外国人人口が

増えてきているということに対応してつくられた

法律でありますけれども、その６条の中で外国人

等を雇用する事業主は、ちょっと省略しますけれ

ども、その雇用する外国人等及びその家族に対す

る日本語学習の機会を提供、その他の日本語学習

に関する支援に努めるものとするという、法律上

でそういうことも定められていますので、地方公

共団体、あるいは外国人を雇用する企業にもそう

いった責務が示されているということを念頭に置

いて、ぜひ日本語学習支援について考えていただ

きたいのです。先ほどの御答弁では、特定技能は

ある程度日本語能力ある人が来るというお話でし

たけれども、そういう人にとっても、先ほどの御

答弁にありましたように、専門的な用語であると

か名寄の方言であるとか、そういったものはぜひ

学んでもらって、地域に溶け込んでもらうという

ことが重要であると思いますので、日本語学習支

援、先ほどお話がありましたＪＩＣＡから派遣さ

れている職員の方とか、そういった方を中心にぜ

ひ考えていただきたいと思うのですけれども、そ

れに関してもう一度お考えをお伺いいたします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今御指摘いただ〇総合政策部長（石橋 毅君）

いた部分は、必要性についてはごもっともかなと

いうふうに我々も理解しております。しかしなが

ら、先ほど御答弁させていただいたとおり、そう

いった体制づくりのための財政支援等も含めた予

算措置の部分がはっきりとまだ見えてきていない

状況であります。中畠議員からもお話がありまし

たとおり、技能実習、こちらについては一定程度

私も雇用主というか、活用されている事業主さん

も一定程度やっぱり努力していただかなければな

らない問題なのかなというふうに思っていますし、

そこについてしっかり制度を見極めながら、体制

は必要だという認識はしておりますので、今後し

っかり研究してまいりたいと思います。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

日本語教育、今現在、〇１番（中畠孝幸議員）

御答弁を伺っていますと、それほど差し迫った問

題ではないというような印象を受けるのですけれ

ども、例えば名寄だけではなくて、名寄で活躍さ

れている外国人材だけではなくて、近隣の市町村

にも外国人材がいるのですけれども、そういった

ことも考えて、広域連携事業としてぜひ日本語教

室というようなものを名寄が中心になって、例え

ば今、日本語講座ということで考えますと、講座

では、例えとしていいかどうか分かりませんけれ

ども、講座という意味で名寄市で実施している手

話奉仕員養成講座というのがありますけれども、

この手話奉仕員養成講座では北は中川、音威子府

から南は剣淵、和寒まで８つの市町村が主催する

形で、名寄ももちろん入っているわけですが、８

つの市町村が主催する形で、ちょっと年によって

場所を移しながらというようなこともありながら

やっているということがありますので、そういっ

た広域連携を視野に入れて、名寄が中心になって、

そういった宗谷本線沿線の音威子府辺りからも来

てもらって、例えばよろーなで日本語講座を実施

すると。宗谷本線を使って来てもらって、そうい

った旅費については各市町村なり事業者なりが補

助するといったような形でちょっとイメージして

いるのですけれども、そういったことも視野に入

れて、ぜひ名寄が中心になって考えていただけれ

ばと思います。日本語教育に関しては、今一番北

海道で有名なのが、東川町が町立の日本語学校を

つくって、日本語教育に取り組んでいるというの

がよく報道されますけれども、東川町はそちらで

やっている。こちら道北地区、名寄近辺では名寄

が中心にそういったことを行って、広域連携を進

めていくということもぜひ考えていただければと

思いますけれども、ちょっとそれに関してお考え

をお聞かせください。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今広域連携のお〇総合政策部長（石橋 毅君）
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話をいただきました。対象者がそれほど濃くない

状況であれば、余計広域にかかることによっての

スケールメリットというのは当然生まれてくるの

だろうというところは、十分理解していると思っ

ております。その中で広域連携に結びつけるため

には、各自治体がやっぱり一定程度の問題意識を

持つということが重要かなというふうに思ってお

りまして、この圏域では定住自立圏という圏域も

ございまして、そういった協定を基に取り組むと

いう手法もありますので、当然いろいろ法改正が

進む中で各自治体、問題意識を持つ、持たなけれ

ばならない時代に入っていますので、そういった

ところの意思確認もしながら、そういった方向性

が可能なのかどうかというのは検討していかなけ

ればならないかなというふうに受け止めました。

それから、日本語学校のお話も出ましたけれど

も、これは基本的な、私が知る限りでは多分留学

的な形で入ってきて、そこで日本語教育を受ける

といったような流れの中で、そこで日本語を習得

した方たちが次どこに流れるかという流れを考え

ると、まさに次は大学に入学したりとか、決して

就労に全てがつながるようなスキームにはなって

いないということで、そういった部分も含めて、

では一つの自治体がそこに資産を投資して、その

機能を持たなければならないのかというのもまた

ちょっと違う問題になってくるのかなと思います

ので、まずは名寄で生活をしていただける外国人

の方が住みよい環境と感じていただけるような、

そんな施策を考えていかなければならないという

ふうに考えていますし、冒頭の答弁でもお話しし

たとおり、やはり名寄を選んでいただけるという

国に対しての信頼関係の構築というのが非常に重

要になると思っていますし、ここで生活している

人たちが名寄いいよというような情報をまた母国

に展開してもらうといったことが非常に効果的な

取組になるのだろうというふうに認識しておりま

すので、今お話しいただいた部分、私のほうでも

しっかり受け止めて、今後いろいろ研究してまい

りたいというふうに思います。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

今自立圏、圏域も視野〇１番（中畠孝幸議員）

に入れてというようなお話でしたけれども、圏域

ということですと、例えば浜頓別辺りまで含まれ

ていると思うのですけれども、ちょっと距離の近

さからいうと先ほど申し上げた８市町村ぐらいで、

宗谷本線沿線ぐらいを考えたらどうかなというふ

うに私個人としては思っています。ぜひそういっ

たほかの自治体の方とお話をする機会などありま

したら、そういったことどうだろうかというよう

なことを持ちかけていただけたらいいのではない

かなというふうに考えております。

それから、今お話のありました中で、今飛んで

しまいましたけれども、とてもいいことをおっし

ゃったなというので今申し上げようと思ったので

すけれども、ちょっとそれは置いておきまして、

もう一つ、昨日から災害対策、避難訓練などにつ

いて一般質問の中で触れられていますけれども、

その中で例えば冬期の訓練はどうするのかという

ようなことがいろいろ指摘されておりますけれど

も、外国人も、今少ないとはいえ、でも人口約２

万５，０００人の中で、広報なよろ見ますと外国

人登録している人が１００人いるということです。

外国人登録しているといっても、外国人材のよう

に外から来たばかりではなくて、もともといらっ

しゃる方とか、いろんな立場の方がいるので、１

００人という数字の中身はよく分かりませんけれ

ども、その中でやはり日本語も不自由で、情報弱

者と言っていいのでしょうか、情報を取り入れる

ことが難しいという人もいると思うのですけれど

も、ちょっとそういった災害時、これを、災害時

ということ申し上げるのは、３０年ほど前になり

ますけれども、阪神・淡路大震災のときに外国人

の死亡者であるとかけがをされた方が日本人に比

べて割合がかなり高かったということが指摘され

ていますので、そういった情報弱者に対してどう

いった対処をするのかということも重要になって
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くると思うのですけれども、その点について何か

お考えありましたら、お伺いしたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

非常にとても重〇総合政策部長（石橋 毅君）

要な視点でもあるというふうに受け止めています。

今回、答弁でもお話ししたとおり、ネパールから

来ていただいている方というのは町内会に加入し

ていただいて、実は私同じ町内会にいるのですけ

れども、やっぱりこういう災害時の対応について

は共助というところが非常に大きく力を発揮する

のだろうというふうに思っております。今町内会

に入っていただいた中で、冒頭ごみの問題もあり

ましたけれども、そこについてはしっかりと近所

にお住まいの方が俺に任しておけと、俺がちゃん

とびっちりごみを出すタイミングで行って、仕分

もちゃんと教えるからということで、そういった

中で地域住民との信頼関係を築いて、本当に今、

外国人という言い方がどうなのかと思いますけれ

ども、地域住民として一体となって、本当共助の

中で生活していただいている。こういった環境を

しっかりつくって、ある意味言葉が違っても問題

ないというようなレベルまでコミュニケーション

をしっかり取れるような、そんな状況をつくるの

が一番即効性があるのだろうというふうに考えて

おります。そんな中で、一定程度特定技能ではな

い技能実習だったりといった部分についてはしっ

かり事業主さんもそういった部分も意識していた

だくような形で周知をしながら、最終的には、我

々町内会も担当していますので、町内会といった

ところにコミットしていただきながら、やっぱり

共助という部分をしっかりとお伝えしていかなけ

ればならないかなというふうに思っています。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

総合政策部長のほう〇総務部長（渡辺博史君）

から災害のときですとか、そういう部分で答弁さ

せていただきましたが、これだけ外国人材の関係

でこれから増加していくということが見込まれる

ところもありますので、防災担当としても町内会

ですとか、そういう方々との対応について総合政

策と連携しながら対応していければと思いますし、

あと市役所の中ですとか庁内の窓口だとか、そう

いう部分も含めて、市長からの指示も出ている部

分もありますので、窓口の対応ですとか、そうい

うもの含めて考えていきたいと思います。

以上です。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇１番（中畠孝幸議員）

今の介護人材、社会福祉事業団が受け入れている

ネパールの方３人の町内会に溶け込んでいるとい

うようなお話ありましたけれども、これは好事例

として全国に知らせたいぐらいうまくいっている

理想的な事例ではないかなというふうに思います。

そういったこと、必ずしもそういうふうにうまく

いくとは限りませんので、例えばごみ出しに関し

ても外国人が来るとごみも分別しないで出してし

まうとか、そういった苦情のようなものがよく聞

かれるということを聞きます。それで、そういっ

たことがあって、最初に伺いましたように、事業

所の中で受入れを考えているところが非常に少な

いということ、そういった問題が起こるのではな

いかというような心配があって、あまり一歩前に

踏み出していないのではないかということも考え

られますので、ぜひそういったごみを分別しない

で外国人は出すというようなこともちゃんと情報

を提供して、日本ではこういうふうにちゃんと分

別して出すのだということを、先ほどのお話では

町内会の方がしっかり責任持って教えてあげたり、

出してあげたりしているということで、非常にケ

アができているということを伺いましたけれども、

そういったいろんな形で情報を提供して、教えて

あげれば摩擦も防げるということだと思いますの

で、ぜひそういった情報提供を的確に行って、受

け入れるという、受け入れて、共生社会に持って

いくということを考えていただければと思います。

最初のほうで私が名寄に来てよかったとか、名寄

で仕事を続けたいというふうに思ってもらうこと
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が重要であるということを申し上げましたけれど

も、外国人にとって住みよいまちということは、

置き換えればほかの一般的な日本人の誰にとって

も住みよいまちということになると思います。情

報提供にしても、外国人にとって分かりやすい情

報提供をしていくということ、それも外国人以外

の人にとっても分かりやすい情報獲得ができると

いうことにつながると思いますので、そういった

ことを踏まえて、ぜひ今申し上げた日本語教育で

あるとか外国人に対する情報発信ということを引

き続き続けていただきたいということ申し上げて、

終わりたいと思います。ありがとうございます。

以上で中畠孝幸議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

パートナーシップ制度導入について外２件を、

川村幸栄議員。

通告順に従いまして、〇８番（川村幸栄議員）

質問をさせていただきます。

大項目１点目、パートナーシップ制度導入につ

いて伺います。自治体のパートナーシップ制度は、

性的マイノリティーのカップルを結婚と同等の関

係と認める制度であります。同性カップルや別姓

カップルを排除する現行の結婚制度の違憲性を問

う訴訟が相次ぐ中、地方からパートナーシップ制

度など多様性容認の世論が広がっています。公営

住宅への入居、緊急時の病院での面会などで親族

同様の扱いを可能にします。子供を含めたファミ

リーシップ制度にしている自治体もあります。２

０１５年１１月、東京都渋谷区、世田谷区に導入

されたのが最初で、導入自治体は１１から本年２

月１日現在で３９２の自治体に広がっています。

道内でも広がり、札幌、函館、苫小牧などに加え、

２０２４年度末までに導入予定の旭川や釧路など

合わせると、道内人口の約７割が制度を利用可能

となります。名寄市においても導入を進めていた

だきたいと考えますが、お考えを伺います。小項

目１として、パートナーシップ制度の導入につい

てのお考えをお聞かせいただきたいと思います。

大項目２点目、自衛隊への個人情報提供につい

て伺います。２０２２年、安保３文書が閣議決定

され、５年間で４３兆円の軍事費、敵基地攻撃能

力の保有、そのための自衛隊の人的強化などが盛

り込まれ、自衛官募集が強化されています。自衛

隊への名簿提供については、名簿を提供している

ことや個人情報の提供を望まない場合は除外申請

が必要であることを知らせるよう求めてまいりま

した。検討したい旨の御答弁でしたけれども、そ

の後の対応について伺います。

小項目１、個人情報の提供についてお聞かせく

ださい。

小項目２、除外申請の周知についてお聞かせを

いただきたいと思います。

大項目３点目、名寄市立大学の独立行政法人化

について伺います。加藤市長の公約であり、令和

６年の市政執行方針でも急速な少子化の中、大学

の持続可能な発展のために検討を進めていくと述

べています。しかし、市民からは独立行政法人化

とはどういうことなのかよく分からないとの声を

聞きます。短大から４年制に、大学院の設置など

については分かりやすいけれども、独立行政法人

化とは何だかよく分からないという声であります。

地元新聞でも設置者、市議会、大学内の議論を市

民に見える形で進めてほしいと言われています。

そこで、お伺いします。小項目１、独立行政法

人化とは、分かりやすく御説明をいただきたいと

思います。

小項目２、名寄市立大学にとって独立行政法人

化のメリット、デメリットについてお伺いします。

小項目３、学内での議論の取組状況についてお

聞かせをいただきたいと思います。

以上、この場からの質問といたします。よろし

くお願いします。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

川村議員からは、３〇市民部長（廣嶋淳一君）

点にわたり御質問がございました。大項目１及び

大項目２につきましては私から、大項目３につき
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ましては大学事務局長からそれぞれ答弁となりま

すので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、パートナーシップ制度導入

についてお答えをいたします。内閣府男女共同参

画局が公表する資料では、令和４年１月４日時点

で全国１４７自治体がパートナーシップに関する

制度を導入しているとされています。また、性的

マイノリティー等の権利を守ることなどを目的と

したＮＰＯ法人が公表する資料では、令和５年５

月３１日時点で全国３２８自治体が制度を導入し、

この時点で人口カバー率は７０．９％であるとさ

れております。道内におきましても、旭川市と周

辺７町では道内初の複数自治体連携のパートナー

シップ制度導入が進んでいるほか、その他都市部

において導入が進み、来年度末には道内人口の約

７割が制度を利用可能になると報道されていると

ころです。一方、道内の導入自治体数は１割ほど

となっており、都市部以外での導入は、なかなか

進んでいない現状にあるものと承知をしていると

ころです。本市におきまして、現段階では制度の

導入を予定しておりませんが、市が独自で作成を

したポスターの教育施設をはじめとした公共施設

への掲示や広報による啓発などこれまでの取組に

加えまして、新年度においてセミナー等の実施を

予定しており、人権課題として性的マイノリティ

ー等への正しい理解の拡大に努めてまいります。

続きまして、大項目２、自衛隊への個人情報提

供について、小項目１、個人情報の提供について

及び小項目２、除外申請の周知について関連がご

ざいますので、一括してお答えをいたします。本

市におきまして、自衛隊への名簿提供につきまし

ては自衛隊法第９７条第１項及び自衛隊法施行令

第１２０条に基づき、平成３１年度から年に１回

の依頼に基づき名簿の提供を行っております。以

前議員からの自衛隊への名簿提供に関連した御質

問に回答させていただいたとおり、その後直接自

治体へ確認するなど、他の自治体の状況等の調査

を行ってきたところでございます。その結果から、

道内各自治体の調査時点での対応につきましては、

名簿提供を行っている市につきましては道内３５

市中２１市、その中で法令に基づく資料であり、

該当者は全員掲載するとしている市が本市を含め

１０市、市が独自作成する資料であり、掲載には

裁量が及ぶ、またはその他として除外申請を行っ

ている市が１１市となっております。また、残り

の名簿提供を行っていない１４市につきましては、

台帳閲覧方式を取っているため、除外申請は行っ

ていないという状況となっております。御質問の

ありました自衛隊への情報提供を希望されない方

の申出、いわゆる除外申請の周知につきましては、

特に決められた定めはなく、自治体の裁量となる

ものと考え、実施しておりません。先ほども申し

上げましたとおり、本市におきまして自衛隊への

名簿提供は法令に基づくものであり、該当者は全

員掲載をして提供しておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。

以上、私からの答弁といたします。

水間大学事務局長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大〇市立大学事務局長（水間 剛君）

項目３、名寄市立大学の独立行政法人化について、

小項目１、独立行政法人化とは、小項目２、名寄

市立大学にとって独立行政法人化のメリット、デ

メリットについて、小項目３、学内での議論の取

組状況について関連がありますので、一括してお

答えいたします。

初めに、独立行政法人化についてお答えいたし

ます。本学に関わる独立行政法人化については、

地方独立行政法人法に定められた地方独立行政法

人制度の一つである公立大学法人が適用されるこ

とになりますが、基本的な枠組みとしては他の地

方独立行政法人と同じとなっております。本学の

運営と経営については、大きく分けると運営につ

いては大学が担い、経営については名寄市が担う

形態でこれまで様々な取組を行ってまいりました。

法人化とは、経営に関する予算や組織上の制約を

緩和し、運営と経営を一体化させ、大学の自主性
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をより発揮できるようにする仕組みであり、今ま

で以上に自主的、自律的な取組を目指す大学のた

めのシステムであります。既に公立大学協会の加

盟大学１００校のうち９３の公立大学が公立大学

法人へ移行しております。

続いて、本学における法人化によるメリット、

デメリットについてお答えいたします。まず、メ

リットの主なものとして、法人化に移行されます

と一般的に学内に経営を担う理事会が組織され、

迅速かつ機動的な意思決定が可能となります。人

事面においてもプロパー職員の採用が可能となり、

事務局の専門性が向上し、様々な高度専門分野に

関わる事業への取組が学内で可能となります。ま

た、大学運営に関しては、６年ごとに作成される

中期計画や１年ごとの年度計画に基づく運営と業

務の評価結果の公表が義務づけられることになり

ますので、より一層大学運営の透明化が図られる

ことになります。経営に関しては、企業会計の導

入により正確な財務分析を大学経営に反映させる

ことが可能となり、大学の運営と経営に関する課

題や分析、今後の戦略を迅速に立案することがで

き、厳しい大学間競争に対応する果敢なチャレン

ジができることが最大のメリットであると考えて

おります。

次に、デメリットにつきましては、学内におけ

る経営を担う組織を新たに設置するため、役員報

酬や会計監査人報酬などの経費負担が増加すると

ともに、財務諸表をはじめとする様々な法人経営

に必要な事務作業も増加することになります。ま

た、法人化は企業会計制度が導入されますので、

より大学経営の厳格化が求められます。このこと

から、人件費や施設維持管理などの運営経費の効

率化が必要となりますので、教職員に対してより

一層コスト削減を求められるのではないかと心配

する声も多いとお聞きしております。

次に、学内での法人化に関する議論状況につい

ては、現在のところ学内での具体的な議論までに

は至っておりません。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

それでは、御答弁いた〇８番（川村幸栄議員）

だきましたので、再質問とさせていただきたいと

思います。

まず、順番にパートナーシップ制度の導入につ

いてであります。全く考えていないというような

お答えだったかなというふうに思っています。結

婚に相当する関係だということを証明するものを

発行するというふうな内容になっています。北海

道も住民に身近な市町村で導入されるのが望まし

いということで、導入の検討もしていない状況で

ありますので、ですから道内それぞれこの制度を

していない自治体の人たちは、例えばさっきも紹

介したように、公営住宅への入居、またこの間コ

ロナで入院された方々と面会ができない、それと

か緊急の手術のときに対応ができないというよう

なことで、非常に困難といいますか、混乱も含め

て起こったのかなというふうに思っていて、この

ことが多くの皆さんの中で広まり、やはりパート

ナーシップ制度の必要性を感じ、道内でも少しず

つ広がって、昨年から、これちょっと資料寄せて

いただいたのですけれども、旭川を含む上川管内

の８町が今２０２４年、今年中に何とかしたいと

いうふうなことになっています。やっぱりどこに

行っても互いに連携協定を結んで、ちょっと引っ

越ししたから、このまちは制度があるから、この

まちは制度がないから、ちょっと行けないという

ようなことのないようにしていきたいということ

で、旭川市と近隣の町が連携して、今パートナー

シップ制度を考えようというふうになっているの

ですが、この制度を使えないということに対して

どのようにお考えかお聞かせをいただきたいと思

います。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどの答弁で申し〇市民部長（廣嶋淳一君）

上げましたが、今のところ宣言の予定はないので

すけれども、答弁でもお話しさせていただきまし
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たが、近いところでは旭川市、それから近隣の町

も含めて連携して制度をスタートさせるというこ

とで、実は開始前に旭川市さんのほうにお邪魔さ

せていただいて、今回のこの制度に関してのこれ

までの立ち上がりだとか、実施に向けてどんなよ

うな形で進めてきたのかというところは実はお話

を聞かせていただいて、今後に向けて参考にさせ

ていただくということで、今後も実施した中で、

それぞれ制度の中で例えば公共サービスがどのよ

うな形で利用されていくのかというところですと

か、そういったものを含めて今後も情報提供いた

だく、またはこちらからもお邪魔をして、学びに

行くという部分含めて、そこはお話をさせていた

だいて、今後も引き続きこの部分については実際

の実施をしたところの様子も参考にさせてもらい

ながら、今後この部分については研究といいます

か、進めていきたいなというふうに考えておりま

すし、全くやらないということではなくて、今準

備といいますか、研究をさせていただいていると

ころで、先ほど議員おっしゃられたように、都道

府県単位で宣言しているところについては、広域

的に住所移してもすんなりそのまま適用されると

いうことで、スムーズにできるということのメリ

ットがありますので、できればそういう形が一番

望ましいかなと思いますけれども、現状北海道は

そういう形になっておりませんので、自治体が行

って、先行しているところはほかの自治体と連携

協定結んでいるということですんなり転入、転出

ではスムーズにそのまま適用になるということで、

非常にそういう部分が進んでいるということもあ

りますので、名寄市としましても道営住宅もござ

いますし、それから議員おっしゃったように、医

療、病院の関係ですとか、そういったことも含め

て公的でできる部分、どこまでできるのか、公が

やるとすれば民間も同様な形で賛同するというよ

うなところも出てくると思いますので、そこも含

めて今後も引き続きそういった先例も学びながら

調査も進めていきたいなというふうに考えており

ます。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇８番（川村幸栄議員）

最初の御答弁いただいたときには、全く考えてい

ないのかなというふうに私は聞き取ってしまった

のですけれども、旭川市が昨年つくったパートナ

ーシップ制度の考え方ということで、これ寄せて

いただいたのですけれども、この中身を見ますと、

この制度を導入して、当事者の方々が抱える生き

づらさの解消や地域における理解を進めることで

誰もが生きがいと誇りを持ち、自分らしく活躍で

きるまちづくりを実現したいと考えていると、こ

のように書かれています。ここが基本なのだろう

なというふうに思っていますし、また細かい中身

についても規定がされていて、個人情報の取扱い

も含めて実に細やかにされているなというふうに

思っています。旭川市さんからも学びながら、ぜ

ひ名寄市民にもこの制度が利用できる、そういっ

た地域になっていただければと。本当に道がやっ

ていただければいいのですけれども、そうなって

いないというところら辺では、また私たちも道に

向けても声を上げていきたいなというふうには思

っているところです。

それで、先ほどもお話ししたように、性的マイ

ノリティーの方々ばかりではなくて、別姓、氏で

す、名前の。別姓のカップルというところも今非

常に増えていますので、そういった方々の利便性

というところら辺でもやっぱりこの制度というの

は必要かなというふうに思っています。ちょっと

紹介をさせていただきたいのですが、先日３月８

日、国際女性デーでありました。ここで夫婦別姓

を認めない民法や戸籍法の規定は、婚姻の自由を

定めた憲法に違反するということで訴訟を起こし

ているところです。この中で言われているのが、

婚姻するために夫婦いずれか一方が姓を変更する

か、双方が姓を維持するがために婚姻を諦めるか

の苛酷な二者択一を迫られているのだというよう

令和６年３月１３日（水曜日）第１回３月定例会・第４号



－116－

なことが今言われています。選択的夫婦別姓の問

題なんかも非常に社会的な話題になっていて、３

月８日の国際女性デーに訴訟を起こしているとい

うところではやっぱりそういう姓を結婚するため

に改姓した人の９割が女性ということも含めて、

やっぱり男女平等の、こういった実態があるのか

なというふうに捉えています。

それと、もう一つちょっと御紹介したいのはそ

の日に、これ国会内ででした。選択的夫婦別姓の

早期実現を求めるビジネスリーダーの会というの

があって、そこと経団連、経済同友会、新経済連

盟、全国女性税理士連盟、日本跡取り娘共育協会

というのもあるのです。この６団体が８日に選択

的夫婦別姓の法制化を求めて岸田首相に要請を行

っています。こういった動きが、本当に結婚して、

姓を同じくさせる、法で決められているのは日本

だけということでありますから、ここの、社会に

出て仕事をする上で、子育てする上で、いろんな

弊害が生まれているということで声を上げてきた

ところも、経済界からも上がっているというよう

なことです。こうしたことが国のほうでやってい

ただければいいのですけれども、そうなっていな

いというところでは、先ほどもお話ししたように、

地方からパートナーシップ制度、これを進めてい

って、皆さんがいろいろな多様性を認めた社会を

前に進めていくというところに大きな意義がある

のかなというふうに思っています。この辺につい

てちょっとお考えをお聞かせいただいていいです

か。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

今議員おっしゃった〇市民部長（廣嶋淳一君）

ように、昨年法律が施行されまして、それぞれ国

の役割ですとか地方の役割ということで、それか

らおっしゃられたように、いろんな団体からいろ

んな要請だとか要望だったり、いろんな様々な意

見が出されまして、全国的にそういう報道もされ

まして、一定程度この部分については話題になっ

たのかなというふうに考えています。先ほど最初

に答弁させていただきましたが、やはり地域の皆

さんの理解も必要だということで、新たにセミナ

ーも開催させていただきますし、男女平等の関係

であったり、人権尊重の部分も含めてそういった

ことも市民に理解をしていただくような形、従来

からポスターの掲示はしておりますけれども、一

方的に行政だけではなくて、やはり市民にも理解

いただきながらこの制度については一緒に考えて

いただく必要がありますし、機運を上げていく必

要があるのかなというふうに考えておりますので、

様々なそういった情報ですとか、それから先ほど

言いましたけれども、ほかの先行している自治体

からの情報もいただいたり、それからもしやると

すれば行政の中でも例えば行政サービスをどこま

で適用させるかというところでも、この制度につ

いては、世田谷方式といいますか、要綱が多いの

ですけれども、公共サービスを適用させるために

条例の改正も必要になってくる場合もありますの

で、そういったことでいくとどこまで広げられる

のかというところもありますので、そこも含めて

協議していく部分だったり、それから市民に対し

てのそういった周知なり、意識醸成というのでし

ょうか、そういった取組も並行して行っていく必

要があると思いますので、そこも今後も引き続き

進めていきたいというふうに考えております。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

地元新聞でも報道され〇８番（川村幸栄議員）

ていたかなと思いますけれども、市民アンケート

を取る中でもパブリックコメントでの意見の中で

もいろいろ反対、賛成、賛成が多かったというふ

うな報道がされていましたけれども、やっぱりこ

ういったことがなかなか日常的な話題として上が

らないというところではぜひともセミナーを開い

ていただいて、日常的にこういった話題を上げて

いただいて、皆さんの理解できるところに運んで

いただければうれしいなというふうに思っていま

す。それで、北大の名誉教授の鈴木先生がこんな
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ふうにおっしゃっています。同性カップルは数千

万円単位で財産権を喪失していると言っても過言

ではないというふうな指摘もされていて、やはり

いろいろな不都合なり、不具合なりがある中で、

すんなり進まないというようなことが多々あるの

だというふうに思っています。こういった部分も

含めて、やはり多様性を認める社会を前に進めて

いく取組をぜひ積極的に進めていただきたいとい

うふうに思います。

次に、自衛隊の個人情報の提供についてに移り

たいというふうに思います。前回もお伺いしたの

とほとんど変わらない御答弁だったかなというふ

うに思っています。今回の市政執行方針の中にも

組織強化の支援というふうなことがあり、個人情

報の提供なのかというふうに思ったのですが、こ

の点についてお考えをお聞かせください。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど答弁させてい〇市民部長（廣嶋淳一君）

ただき、ちょっと繰り返しにもなりますけれども、

名簿の提供につきましては毎年依頼をいただきま

して、自衛官募集のみに使用するということでの

誓約書を提出をいただいて、それに基づいて行っ

ているということで、名簿の提供については従来

どおり行っていきたいというふうに考えておりま

す。繰り返しになりますけれども、住基法、それ

から自衛隊法に基づく名簿提供であるということ

と、それから自衛官募集につきましては国民の命

を守る、財産を守る重要な任務を担う人材の確保

ということで必要であるということで、現段階で

は除外申請につきましては導入を行う考えはござ

いませんので、御理解をいただきたいと思います。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

個人情報保護法との関〇８番（川村幸栄議員）

連では、どのようにお考えかというふうに思うの

ですが、提供される本人確認情報がどう保護され

ていくのか、ここのところについてもやはり気に

なるところであります。前回もお聞きしました。

住所、氏名、生年月日、性別の４情報のみという

ふうなことだったのですが、ここのところも確認

をさせていただきたいと思います。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

個人情報保護法との〇総務部長（渡辺博史君）

関係ということで、私のほうから答弁させていた

だきたいと思いますけれども、個人情報の保護に

関する法律第６９条、これ利用及び提供の制限と

いう題名でございまして、第１項では行政機関の

長等は法令に基づく場合を除き利用目的以外の目

的のために保有個人情報を自ら利用し、または提

供してはならないとありまして、第２項におきま

して、前項の規定にかかわらず、行政機関の長等

は次の各号のいずれかに該当すると認めるときは

利用目的以外の目的のために保有個人情報を自ら

利用し、または提供することができるとあります。

その後ただし書があるのですが、その中の第３号

に他の行政機関、独立行政法人と地方公共団体の

機関、または地方独立行政法人に保有個人情報を

提供する場合において、保有個人情報の提供を受

ける者が法令の定める事務または業務の遂行に必

要な限度で提供に係る個人情報を利用し、かつ当

該個人情報を利用することについての理由がある

ときはできるという形になっていまして、この条

文から自衛官の募集事務につきましては、自衛隊

法の第９７条において市町村の法定受託事務と定

められているということで、個人情報保護法第６

９条第２項第３号に該当することから、自衛隊法

施行令第１２０条の規定による必要な資料の提出

を求められた場合に、市が自衛隊に対し必要な資

料を提供することについては特段問題はないかな

ということで、法制担当部局としてはそう解釈し

ているというところで御理解いただければと思い

ます。

以上です。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

すみません。現在名〇市民部長（廣嶋淳一君）

簿で提供したものにつきましては、議員おっしゃ

令和６年３月１３日（水曜日）第１回３月定例会・第４号



－118－

ったように、４情報のみ載っておりまして、それ

以外の情報についてはお答えしていないという状

況にあります。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

提供される本人確認情〇８番（川村幸栄議員）

報がどう保護されているのか、保護法との関連は

今御説明がありました。それで、保護はどうされ

ているのかというところになるかなというふうに

思うのです。それで、言ってみれば、ある市民か

ら例えば自衛隊から要請があって提供しているの

だけれども、これは特別扱いなのだろうかという

ような疑問です。というのは、例えば民間企業で

あったり、警察だったり、消防などにはこういっ

た提供ということにはならない。閲覧をしていた

だいているということなのかなというふうに思う

のですけれども、提供ということになるとこれは

ちょっと自衛隊だけが特別扱いなのではないだろ

うかといった声があるわけです。この点について

どのようにお考えでしょうか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどからお話ししてい〇市長（加藤剛士君）

ますけれども、自治体による自衛官の募集という

のは、自衛隊法第９７条第１項の規定に基づく法

定受託事務でございます。先ほど趣旨は市民部長

からもお話ししたとおりでありまして、並びに自

衛隊法施行令第１２０条の規定に基づいて国のこ

うした法令に従って、あるいは個人情報にも鑑み

てしっかりと、先ほどからお話ししているとおり、

ほかの用途には使わないという誓約書を毎回きち

っと頂いているということの中での、そこも確認

をさせていただく中で提供させていただいている

ということで御理解いただければと思います。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

保護されるべきものな〇８番（川村幸栄議員）

のですけれども、ただ自衛隊法の中でというふう

な御説明でしたけれども、保護されるべきものが、

保護しますよと、こういうことで保護されていま

すよというところの規定はないのではないかとい

うふうに思っているのですが、例えば提供の部分

であっても、中谷元防衛大臣が当時資料の提出の

根拠となる法令等を丁寧に説明をして、地方公共

団体が実施し得る可能な範囲においての協力をお

願いしていきたいのだということです。お願いし

ていきたいのです。自治体が独自の判断で個人情

報の提供は行わずに閲覧にとどめることも適正で

あるというふうに認めているわけです。ですから、

私は提供に法的な根拠もないというふうに思いま

すし、その方々の本人確認の情報がどう保護され

ているのか、ここの規定がなかなか伝わってきま

せん。ここをはっきりさせていただきたいなとい

うふうに思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

ちょっといつの国会の議〇市長（加藤剛士君）

論だったか分かりませんけれども、一方で結構最

近だと思いますけれども、総務大臣の答弁の中で

そうした部署に対しての防衛省に対する情報の提

供に関しては了とする旨の答弁もあったというふ

うに承知をしているところであります。先ほどか

ら個人情報の保護法の中に鑑みても問題ないとい

うことでありますし、先ほどからお話ししている

とおり、毎回この情報の提供に当たってはしっか

りとほかの用途には使わない、あるいはちゃんと

期限を切って廃棄をするというようなことを毎回

誓約書として頂いているということで、これをも

ってしっかりと個人情報もほかには、個人情報を

しっかりと保護されているというふうに我々とし

ては確認しているということでございます。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

しかし、提供している〇８番（川村幸栄議員）

ということと提供して保護されるべきかどうかと

いうところら辺のやり取りのところがなかなか私

としてはすっきりしません。保護されているのだ

ろうか。保護されるべきであれば、やはり提供と

いう形にはならないだろうというふうに思います。

例えばこれ我が党の山添拓議員が、弁護士なので
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すけれども、国会のやり取りの中で最高裁は氏名

や住所など個人識別情報についても本人が、自己

が欲しない他者にはみだりにこれを開示されたく

ないと考えることは自然なことであって、そのこ

とへの期待は保護されるべきものであるというふ

うに述べていて、プライバシー情報としての法的

保護の対象となるというふうに言われています。

私は、保護されているのかどうかというところら

辺の曖昧さがあるというふうに思っています。そ

ういった部分から除外申請、私は情報を提供して

いただきたくないというふうに言うのは当然のこ

とだというふうに思っています。先ほどはそのこ

とについては考えていないという御答弁がありま

したけれども、このことについてやはりしっかり

と除外申請に取り組んでいただきたいというふう

に思うのですが、もう一度御答弁いただきたいと

思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

改めて同じような答弁に〇市長（加藤剛士君）

なるかもしれませんけれども、今般のこの自衛官

の自治体の募集についてはあくまでも法定受託事

務であるということ、また総務部長からも答弁さ

せていただきましたけれども、個人情報保護法の

観点からも問題ないというふうに考えております

ので、そうした観点から除外申請を行うというこ

とは我々は、名寄市では考えておりません。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

個人情報が守られてい〇８番（川村幸栄議員）

るかどうか分からない、また個人情報保護されて

いるかどうかということ、また先ほどもお話しし

たように、自分の情報がどんなふうに保護されて

いるか分からない。それが、自分の意思とは反対

に提供がされているといったところに対するやは

り本人への確認は必要なのではないでしょうか。

私は、今お話があったように、自衛隊法がこうい

うふうになっているので出しているのだというこ

とで、それは言ってみれば黙って受け入れるべき

だというふうに言われているように私は受け止め

ざるを得ないという状況であります。例えば旭川

市の情報をちょっと参考に出させていただきます

けれども、旭川市は令和４年度から市民の情報を

提供してきたということです。これに対して旭川

平和委員会が名簿提供を中止することなどを求め

ています。高校生へのアンケートも行って、名簿

提供されていることを知らなかった８９％、除外

申請制度があること知らなかった９３％、本人が

コントロールすべき個人情報、守るべき個人情報

を提供するかそうしないかという選択すら蚊帳の

外にされかねない。不利益につながるのではない

のでしょうか。どうでしょうか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどからお話ししてい〇市長（加藤剛士君）

ますとおり、あくまでも法定受託事務であるとい

うこと、また個人情報の保護法に照らし合わせて

も問題はないというふうに思っています。重ねて

になりますけれども、毎回この情報を提供する際

に必ず誓約書を頂いておりまして、ここについて

請求理由以外の使途には使わない、本人の同意な

く第三者に提供しない、また廃棄の状況と、こう

したことをしっかりと毎回確認をさせていただい

た上で提供しているということでございまして、

個人情報もしっかり守られているというふうに我

々は考えているところであります。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

提供される本人たちは、〇８番（川村幸栄議員）

そのことを知らないのです。知らされていない、

このことについてはどのようにお考えでしょうか。

暫時休憩します。〇議長（山田典幸議員）

休憩 午前１１時３０分

再開 午前１１時３１分

再開します。〇議長（山田典幸議員）

渡辺総務部長。

先ほど個人情報保護〇総務部長（渡辺博史君）

法の話しさせていただきましたけれども、法的な

話をさせていただきますと、繰り返しかもしれま
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せんけれども、個人情報の保護法の中では利用及

び提供の制限という項目、題名がありまして、そ

の中で法令、他の行政機関ですとか、その部分が

法律、法令の定める事務または業務の遂行に必要

な限度で提供に係る個人情報を利用し、かつ当該

個人情報を利用する相当の理由があるときは提供

することができるという形で、本人の同意だとか、

そういう部分でなくて、法的にそういうのが定め

られているというところでございます。そして、

自衛隊法、そして自衛隊法施行令ということで、

基本的には国の定めた法律の中でこの部分の事務

も適正に行われているというふうに私どもとして

は解釈しているという形でありますので、法のほ

うが例えばそういう形で変われば、私どもの運用

も変わっていくという形なのですが、今の状況で

は今の手続については問題は生じていないという

解釈でございます。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

住民基本台帳法の中で、〇８番（川村幸栄議員）

私たちも閲覧させていただきます、住民基本台帳。

国または地方公共団体が４情報を取得できるのは

閲覧を市町村長、首長に請求する場合だけであっ

て、提供は認められていないと。個人情報保護の

ための監視の仕組みなどが詳細に定められている

というふうに私は受け止めています。国や地方公

共団体といえども、情報保有者から外部に対して

提供するには一定の保護の仕組みが要求されてい

るのだということです。ですから、確かに使用目

的、使用した後はほかに出さないように書いてい

ただいている、保護されているというようなお話

でありましたけれども、このことが当の情報を持

っている本人たちが知らないということがあって

は私はならないというふうに思っています。これ

が提供ですから、そして、閲覧ではなくて。前回

も閲覧ではないのですかというふうにお聞きしま

したけれども、提供されているわけですから、先

ほど御紹介した旭川市では、今まで除外申請、１

か月だったところを来年度からは除外申請期間を

２か月として、そして広報紙の２月号にも掲載し

て、さらには紙の申請と併用して電子申請も新設

すると、こういうふうに言っています。しません

というのとこれだけ丁寧に対応しようとしている

旭川市とのこの格差、どのようにお考えでしょう。

廣嶋市民部長。〇議長（山田典幸議員）

閲覧の関係につきま〇市民部長（廣嶋淳一君）

しては、今議員言われたとおり、国または地方公

共団体の機関以外で住基、住民基本台帳の閲覧で

きる場合ということで、学術研究ですとか世論調

査、それから公共的な団体が行う地域住民の福祉

向上に寄与する活動で公益性が高いもの、それか

ら営利以外の目的で行う居住関係の確認のうち市

長が認めるものということで、それぞれ今閲覧に

ついてはできることになっておりまして、それに

対する公表につきましてもホームページのほうで

行っております。今名簿提供という形にしており

ますので、そこについては公表はしていないとい

う状況でありますけれども、今議員おっしゃった

ように、それぞれ自治体の実施状況も調べていく

中で、今おっしゃったように、旭川の取組ですと

かほかの自治体の取組については十分確認をさせ

ていただきました。繰り返し市長のほうからもあ

りましたけれども、毎年誓約書を取らさせていた

だいて、最低限の情報と、４情報ということで提

供させていただきまして、具体的にそれに対する

苦情ですとか、そういったものについては今のと

ころいただいておりませんけれども、事前にそう

いうものが届くということについては今のところ

分からない状況にはありますけれども、そこも含

めて事前に周知する部分も含めて、そこについて

はちょっと方法、そのことについては今後検討し

ていきたいなというふうに考えております。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

今苦情など届いていな〇８番（川村幸栄議員）

い状況って、知らないからです。ですから、この
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ように提供しているというようなことは知らせて

いただいて、除外申請についてもやはり取り組ん

でいただきたいというふうに思います。こういっ

たことが行われていることは知らないのです。先

ほど紹介した旭川平和委員会という方々が一生懸

命お知らせしているのですけれども、そこでさっ

き言った高校生のアンケートなんかが出てくるわ

けです。私たち、名寄ではこれを皆さんにお知ら

せしているという状況はあまりないので、知らな

いから苦情も出てこないということなのかなと私

は思っているのです。私たちの力不足もあります

けれども、でもやはり行政としてこういうふうに

して提供していますということは事実ですから、

していただきたいし、また除外申請への取組も全

力を挙げて取り組んでいただきたいというふうに

思います。そのことをちょっと強く求めて、時間

がなくなりましたので、次に移らせていただきま

すけれども、やはり先ほどちょっと御答弁いただ

けなかったのですが、この次にさせていただきた

いというふうに思います。

それでは、名寄市立大学の独立行政法人化につ

いてのお話です。分かりやすく御説明をいただき

たいということでお話をしていただきましたけれ

ども、一般的な方々の中ではなかなか難しいかな

というふうに思います。経営形態の問題だとか、

また大学の運営の問題だとか、いろいろ難しい言

葉が出てくるのかなというふうに思っていて、今

まで短大から４年制になるといったときには２年

から４年になるのだと、学生の皆さんもたくさん

増えるのだねというようなことで話は分かってい

たのですけれども、今回の独立行政法人化という

ことはなかなか伝わりにくいのかなというふうに

思っています。この辺先ほど学内での議論はまだ

至っていないということでしたけれども、こうい

った独立行政法人化を今議論を進めていくという

ようなことで、どのように市民の皆さんにお知ら

せしようとしているのか、ちょっとその辺をお聞

かせいただければというふうに思いますが、どう

でしょうか。

水間大学事務局長。〇議長（山田典幸議員）

独立行政法〇市立大学事務局長（水間 剛君）

人化につきましては、先ほども御答弁させていた

だきましたように、地方独立行政法人法に定めら

れたものを、一定の部分の手続をして、公立大学

法人にいくということなのですけれども、独立行

政法人であれば一から十まで画一的に決まるとい

うことではありません。一定の法律に基づいたも

のと、あと大学独自で定めるものということで部

分が決まっていくのかなと思います。本学にもし

独立行政法人化を入れるとすると、先ほど言いま

したように、法律的な部分は法律で決まっていま

すので、残りの本学でどういったものをシステム

として取り入れていくのかということが重要にな

ってきます。おかげさまで私どもの大学は約７０

年の歴史があって、すごい積み重ねの中で学生確

保というのを今まで行ってきました。ただ、今少

子化の部分につきましてはなかなか厳しい状況で

ありまして、学生確保も含めてやっぱりいろんな

対策を練っていかないといけないということがあ

りますので、そういった部分を含めて、先ほど言

いましたように、まず独立行政法人が何かという

ことの部分とうちの大学として何を入れていけば

いいのかということも含めて、学内でもきちっと

そういったものを整理しながら、市民の方に分か

りやすく周知していくのが必要なのかなというこ

とで今考えております。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

今もお話ありました。〇８番（川村幸栄議員）

急速な少子化によって大学間の学生確保に係る競

争も年々厳しさを増していくということですけれ

ども、この中で独立行政法人化にすると、これが

解消できるのかというふうな話にもつながるかな

というふうに思うのですけれども、今のままの状

況で発展させることで、持続可能な大学運営はで

きないのかどうか、こういったところの学内なり

の議論はされているのでしょうか。
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水間大学事務局長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどの答〇市立大学事務局長（水間 剛君）

弁もさせていただきましたように、学内での議論

については具体的なところには至っていないとい

うことで、今現状としてはまだ学内の中ではそう

いった議論は行われていないのが現状であります。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

数だけ言えば１００大〇８番（川村幸栄議員）

学あるうち９３の大学がこういう法人化になって

いるということでしたけれども、私たち名寄の大

学が、短大からずっと培ってきたこの大学がどう

いった大学だったのかというところも振り返りな

がら、貴重な大学としてやはり議論も進めていっ

ていただきたいなというふうに思っています。実

は今年に入ってからなのですけれども、旭川の高

校生とちょっとお話をする機会がありました。そ

の高校生は、名寄大学は市民との関わりが非常に

多いと聞いていると。いいなと思ったというふう

に言われました。私が名寄大学のことどうですか

ってちょっと振ってみたのです。そしたら、こう

いう答えが返ってきました。市民との関わりが多

いというのが旭川の高校生のところまでに伝わっ

ていたということでは、非常にうれしく感じまし

た。こういった名寄大学のよさ、小さくてもきら

りと光る大学であり、地域に根差した大学、ここ

をさらに広めていくことがやっぱり急速な少子化

に向けての大きなメリットになるのではないかな

というふうに私は捉えているのですけれども、こ

の点についてどのようにお考えでしょうか。

水間大学事務局長。〇議長（山田典幸議員）

今川村議員〇市立大学事務局長（水間 剛君）

がおっしゃったように、旭川の高校生が市民との

接する部分がうちの本学の大学の特徴だというこ

との部分については、オープンキャンパスに来ら

れた学生や親御さんに私どものほうからもＰＲと

して説明させていただいて、そこの部分は多分そ

ういった学生や親御さんっていろんな大学のオー

プンキャンパス行っているので、そこは感じてい

ただけるのかなとは思っています。そこを実際に

大学に来てから感じてもらうことはできるのです

けれども、分からない学生に対してどうその部分

を伝えるかというのが戦略的なＰＲポイントにな

ってくるのかなと思います。そういったことも含

めて、オープンキャンパスって今現状やっていま

すけれども、違うことの部分もいろんなことを考

えながらどう伝えていくかということもやっぱり

入れていかないといけないということがある部分

があるのかなと思っていまして、独立行政法人化

の部分についての一つの例としては、経営と運営

を一体的にやるということで、通常であれば、一

般的な例で言えば予算の部分については設置者の

ところは運営交付金ということで大学のほうに入

れられて、大学の中で予算を執行するということ

ですので、すぐにこれをしないといけないといっ

たときに独立行政法人化の形であれば学内でそれ

を決めて、すぐ予算的な執行とか事業とか行うこ

とができるというのも一つのメリットということ

で、そういったことも重要な部分に、これからも

必要になってくるのでないかなということも一つ

考えております。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

経営形態であったり、〇８番（川村幸栄議員）

運営形態であったり、それぞれメリット、デメリ

ットがあるのだというふうに思っているのですが、

大学で働いている職員の皆さん方の処遇等につい

ても変わってくるというふうに聞いていますし、

また学長選挙についても、学長選挙は終わったば

かりですけれども、学内で教授会でのというよう

な、そんなようなことが違う形になっていくとい

うふうにも聞いています。今大学の自治といいま

すか、名寄大学の自治を維持していくことも私は

大きな課題かなというふうに思っていますので、

ぜひ学内での議論がもっと深まるといいますか、

よりよい名寄市立大学に向けて議論が深まること

を期待して終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。
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以上で川村幸栄議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時４８分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

のるーと名寄について外２件を、山崎真由美議

員。

議長の御指名をいた〇３番（山崎真由美議員）

だきましたので、通告順に従い、大項目で３点に

わたり質問させていただきます。

最初に、大項目１、のるーと名寄についてお伺

いいたします。少子高齢化に起因する地域課題が

顕著となる中、安定した地域生活を維持していく

ためには公共交通の確保は欠かすことのできない

施策の一つであると考えます。名寄市では、昨年

１１月１日からＡＩ活用型オンデマンドバスのる

ーと名寄の運行が開始されました。

そこで、小項目１、実証運行の状況についてお

伺いいたします。運行開始から現在までの会員登

録数、実際の利用者数、利用頻度の多い世代、特

徴的な乗降場所等の状況に加え、利用者の反響に

ついてお知らせください。

次に、小項目２、運行範囲拡大についてお伺い

いたします。現在名寄市街地区において運行され

ているのるーと名寄の運行範囲の拡大を求める声

が伝わってきています。今後の見通しについてお

伺いいたします。

また、市民生活の利便性向上に資する運行時間

拡大の見通しについてもお伺いいたします。現在

の運行時間は平日７時から１７時までとなってい

ますが、小中高校生の習い事や部活動終了時間等

に配慮すると、冬期間だけでも平日７時から１９

時までとすることが望まれますが、お考えをお伺

いいたします。

さらに、土日の運行拡大についてもお伺いいた

します。

次に、大項目２、子育てするなら名寄が実感で

きる施策の展開についてお伺いいたします。少子

化がもたらす社会的課題は、年々深刻さを増して

います。国では異次元の少子化対策が打ち出され

ていますが、待ったなしの少子化対策については、

地域に根差した独自の子育て支援施策が必要であ

ると考えます。子育てするなら名寄との認識が高

まることを願い、小項目１、第２期名寄市子ども

・子育て支援事業計画による事業の進捗状況と最

終年度の重点的取組についてお伺いいたします。

第１期名寄市子ども・子育て支援事業計画では、

全体的にかなり実施できた、ある程度できたを合

わせて８４．６％の取組であったと評価されてい

ます。しかし、目標３、生きる力が育まれる名寄、

目標４、みんなで子供を育てる名寄、目標６、子

供の権利が尊重される名寄については、全く実施

できていない施策、事業があったとの分析もされ

ています。この結果を受け、令和２年度から新た

に第２期名寄市子ども・子育て支援事業計画がス

タートし、取組が進められていますが、計画に基

づいた施策、事業の進捗状況についてお伺いいた

します。

また、第２期計画は来年度で最終年度を迎える

ことから、次期につなぐ重点的な取組についても

お伺いいたします。

次に、小項目２、多様な保育サービスの充実に

ついてお伺いいたします。低年齢児保育、延長保

育、一時保育、病後児保育など期待される多様な

保育サービスとその利用状況について伺います。

また、ファミリー・サポート・センターの利用

状況についてもお知らせください。

続いて、大項目３、防災対策の充実についてお

伺いいたします。本年１月１日に発生した令和６

年能登半島地震や１３年前の東日本大震災など、

度重なる震災から私たちは多くの教訓を知らされ

ました。お亡くなりになられた方々に心からお悔

やみを申し上げますとともに、今なお被災地での
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生活を余儀なくされている皆様にはお見舞いを申

し上げたいと思います。災害に対しての備えは必

要不可欠であることから、小項目１、防災資機材

や食料などの備蓄についてお伺いいたします。名

寄市地域防災計画に示された食料、その他の物資

の確保の状況についてお伺いいたします。特に乳

幼児や障がい者、高齢者など弱い立場にある人々

を対象とした食料や衛生用品等の備蓄の状況につ

いてお知らせください。

次に、小項目２、厳冬期での対応についてお伺

いいたします。名寄市は冬期間の環境が大変厳し

く、災害発生時の天候は避難時の行動にも大きく

影響を及ぼすものと推察いたします。冬期間の避

難所での移動及び避難先での過ごし方についてど

のような想定がなされているのかお伺いいたしま

す。

最後に、小項目３、災害からの復旧、復興計画

についてお伺いいたします。万が一にも名寄市が

災害に見舞われた場合には復旧、復興計画に沿っ

た適切かつ早急な状況確認、調査が必要であると

考えます。名寄市地域防災計画に示された調査員

の育成についての状況をお伺いいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

山崎議員から大〇総合政策部長（石橋 毅君）

項目で３点にわたり御質問いただきました。大項

目１は私から、大項目２は健康福祉部長から、大

項目３は総務部長からの答弁となりますので、よ

ろしくお願いいたします。

大項目１、のるーと名寄について、小項目１、

実証運行の状況についてお答えいたします。昨年

１１月１日より運行を開始したのるーと名寄の利

用状況と反響についてですけれども、２月２７日

時点の登録者数は９２１人、１日当たりの利用者

数は運行を開始した１１月が平均１日当たり１９

人、１２月は３１人、１月は３５人、２月は４７

人と徐々に増加傾向にあります。利用頻度の多い

世代は、年代別の予約数分析では７０代が１８％

と多く、次いで１０代が１７％、８０代が１１％、

２０代が１０％と全世代に満遍なく利用されてお

ります。特徴的な乗降場所等の状況としましては、

乗車、降車ともに市立総合病院前が最も多く、通

院の手段として利用されていることが分かります。

また、西３条南６丁目やイオン名寄店、徳田ショ

ッピングセンターなど商業施設での乗降も多いこ

とから、買物の足としても利用されている状況で

す。そのほか、名寄高校も乗降場所として増加傾

向にあり、高校生の通学手段としても浸透してき

ていると分析しています。利用者の反響としては、

利用者からのフィードバックによる満足度評価が

９８．３％と目標の８５％を上回っており、ドラ

イバーの対応や快適さ、価格や時間の正確さにつ

いて高評価をいただいています。

次に、小項目２、運行範囲の拡大についてお答

えいたします。のるーと名寄の運行範囲について

は、市内循環バスがドライバー不足を理由に減便

されたことへの対応策として、名寄市街地区で運

行を開始いたしました。名寄市内の公共交通の状

況としては、市内を循環するコミュニティバス、

市街地から郊外を運行する風連線、日進ピヤシリ

線、また農村地区をカバーする２つのデマンドバ

スが運行されておりますが、今後の高齢化の進展

に伴い自家用車を手放す方が増加する予想の中で、

風連地区や郊外地区において地域の足を確保する

ことは重要と考えております。一方で、こののる

ーと名寄のようなＡＩ活用型オンデマンド交通は、

乗合需要により運行効率を上げることで効果を発

揮するシステムであり、人口密度の低い郊外、農

村地区を対象とするには不向きなシステムである

ことから、単にのるーと名寄の運行範囲拡大とい

う方法ではなく、ＪＲ、路線バス、デマンドバス、

タクシーなど適材適所の交通サービス提供により

持続可能な公共交通を維持する地域を目指して、

名寄市地域公共交通活性化協議会において議論を

深めてまいります。
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また、運行時間については、路線バスやタクシ

ーなど既存の交通手段への影響を鑑みながら設定

しています。習い事や部活動における移動につい

ては、運行時間拡大という方法だけではなく、現

状では既存の公共交通の御活用をお願いするとと

もに、土日の運行拡大と併せて、今後協議会にお

ける市内の公共交通最適化の議論の中で検討がさ

れていくものと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

馬場健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項〇健康福祉部長（馬場義人君）

目２、子育てするなら名寄が実感できる施策の展

開について申し上げます。

初めに、小項目１、第２期名寄市子ども・子育

て支援事業計画による事業の進捗状況と最終年度

の重点的取組について申し上げます。第２期名寄

市子ども・子育て支援事業計画につきましては、

令和２年度から令和６年度までの５年間の計画と

なっており、現在約４年を経過し、来年度が最終

年度となります。これまでの４年間の進捗状況で

ありますが、達成状況等は最終年度である令和６

年度に集計し、地域計画の策定に向けて分析を行

う予定であり、現時点では数値化はしておりませ

んが、各事業の実施や縮小、廃止などを検討する

際には、現在の計画と整合性を図り判断していく

よう関係部署とも協議を図りながら取組を進めて

まいります。計画期間が平成２７年度から３１年

度の第１期名寄市子ども・子育て支援事業計画に

おいては子供、子育てに関係する具体的施策や事

業を庁内の担当部署で評価し、達成度が低かった

目標３、生きる力が育まれる名寄、目標４、みん

なで子供を育てる名寄、目標６、子供の権利が尊

重される名寄については、実施ができなかった理

由を分析した上で、第２期子ども・子育て支援事

業計画においては事業の見直しや新たな目標の設

定などを行い、計画を作成しております。第１期

計画においては、目標６、子供の権利が尊重され

る名寄の子供たちの意見反映や参加するための支

援については、４事業のうち３事業が全く実施で

きなかったという結果であり、現計画の新たな目

標設定ではその他の目標とすると重複する事業に

ついては、統合などの見直しを行ったため、４事

業から２事業として重点的な取組を進めていくこ

ととしております。現在令和７年度から始まる次

期名寄市第３期子ども・子育て支援事業計画の策

定に向け、子ども・子育て会議において協議を開

始し、保護者向けのアンケート調査を実施したと

ころです。最終年度に向けては、子供たちの意見

をＳＮＳなどを活用して直接聞ける機会を設ける

など、次期事業計画に反映できるよう新たな取組

を実施するため、協議を進めてまいります。

次に、小項目２、多様な保育サービスについて

申し上げます。低年齢児保育については、共働き

世帯の増加等により利用希望が多く、ここ数年は

年度途中に１０名を超える待機が出ております。

また、そのほとんどがゼロ歳児で、現時点では１

９名となり、お待ちいただいている児童について

は新年度には入園、入所していただけるよう現在

調整を行っているところです。

延長保育事業については、公立３所、民間３園

で実施をしております。コロナ流行前の３年間、

平成２９年度から令和元年度では、利用延べ回数

が１年平均で４，３３３回、１か所当たり１日平

均２．４１人が利用しておりましたが、コロナ流

行後の３年間、令和２年度から令和４年度では、

利用延べ回数が１年平均で２，１９５回、１か所

当たり１日平均１．２２人と減少し、今年度につ

いても１月末現在で１か所当たり１日平均０．７

２人とさらに減少している状況です。

一時保育事業については、公立１所、民間２園

で実施をしております。コロナ流行前の３年間で

は、利用延べ回数が１年平均で３，７９７回、１

か所当たり１日平均１．４１人が利用実績でした

が、コロナ流行後の３年間は利用延べ回数が１年

平均で３，０７８回、１か所当たり１日平均１．

１４人と減少しております。また、民間１園での
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保育士不足により一時保育事業が利用希望に沿え

ないことが影響し、今年度１月末では１か所当た

り１日平均０．９２人まで利用が減少しておりま

す。

次に、病後児保育事業については、民間の認定

こども園に委託をして実施しております。利用に

は事前の登録が必要で、事前の登録件数は令和４

年度で６件、今年度は３件となっておりますが、

平成３０年度以降利用実績はございません。今後

も保護者に病後児保育制度があることを認識して

いただくため周知を徹底し、保護者の安心につな

がるよう努めてまいります。

最後に、ファミリー・サポート・センター事業

については、コロナ流行前の３年間では利用延べ

回数が１年平均で１１６回、１か月平均で９．６

７回利用されておりましたが、コロナ流行後の３

年間では利用延べ回数が１年平均で３１回、１か

月平均で２．５６回と減少し、新型コロナウイル

ス感染症が５類へ移行した今年度は、１月末現在

で１か月平均３．６回の利用となっており、若干

の回復傾向にございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは大項目３、〇総務部長（渡辺博史君）

防災対策の充実についてお答えします。

初めに、小項目１、防災資機材や食料などの備

蓄について申し上げます。本市の地域防災計画で

は、備蓄の目標数を２，０００人分として、食料

や飲料水、段ボールベッドなどの備蓄を進めてお

ります。主な備蓄品の状況については、アルファ

米やパンなどの食料は約１万５，０００食、飲料

水は５００ミリリットルを約３，０００本備蓄し

ており、食料については賞味期限が切れる前に防

災意識の啓発も含めて出前講座や防災セミナーな

どで配付しております。また、避難所用物品につ

いては、段ボールベッド１８１個、折り畳み式ベ

ッド１０台、毛布５９０枚、間仕切り６０個、４

区画用の間仕切り２８セット、避難所用のマット

１，２００枚を備蓄しております。その他段ボー

ルトイレ１１０個、自動ラップ式トイレ１０台、

可搬型の発電機１２台、電源の要らない灯油スト

ーブ４９台をそれぞれ備蓄しているところであり

ます。乳幼児や障がい者、高齢の方に特化した食

料や衛生用品等の備蓄についてですが、食料につ

いてはアレルギー対応食の備蓄に努めているとこ

ろですが、乳幼児や高齢者用というような区分け

での備蓄はしていないのが現状であります。

続きまして、小項目２、厳冬期での対応につい

てお答えします。災害発生時の避難場所までの移

動については、基本的に自助ということで、季節

に関係なく、避難される方御自身で避難行動をし

ていただくことになるものと考えております。ま

た、一人で避難できない場合には、共助というこ

とで、御家族や知友人、御近所の方々の協力によ

り避難していただくことを想定しております。万

が一支援者が誰もいない場合で緊急性のある場合

などについては、警察や消防と連携しながら、救

助することも考えられると思っております。避難

先での過ごし方につきましては、災害の種類で対

応が異なりますが、停電の場合にはストーブや発

電機の設置まで行うことになるものと想定してお

ります。また、地震の場合については、停電だけ

ではなく、水道などのライフラインの破損も想定

されますので、状況を確認しながら安心して避難

できる環境の確保に努めたいと考えております。

いずれにしても、厳冬期での対応ということです

から、基本的には暖房設備など寒さ対策を考慮し

た施設において安全、安心に過ごしていただけま

すよう努めてまいります。

次に、小項目３、災害からの復旧、復興計画に

ついてお答えします。名寄市に災害が発生した場

合についての復旧、復興計画につきましては、名

寄市地域防災計画においてお示ししております。

御質問の調査員の育成についてでありますが、被

災家屋の調査に当たっての調査員の育成というこ

とで、当該計画において計画的に調査員を育成す
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る旨定めているところであります。被災家屋調査

の調査員としては、建築士と税務、家屋評価経験

者等を想定しております。被災家屋調査の内容は、

固定資産評価を参考に、原則として基礎や柱など

の部位別に損害割合を算出し、それらを合計して

全体の損害割合を算出して判定することとなって

おります。地震の場合の被災家屋判定は、地震の

直後に応急危険度判定の認定を受けた建築士等が

調査をし、家屋の被害認定は通常業務で家屋評価

を行っており、家屋の測量方法などを習熟してい

る税務課資産税係の職員が行うことになります。

地域防災計画では計画的に育成する旨記載してお

りますが、実際には税務課における課税のための

家屋調査に通じる部分も多く、被害認定調査の経

験者も複数人在籍していることから、しっかりと

情報共有がされている状況になっているというこ

とで御理解いただければと思います。なお、これ

までの災害支援の派遣職員につきましても、被災

家屋調査業務については基本的に資産税係の職員

もしくは経験者を派遣しており、実際の家屋調査

経験者も増えてきておりますので、万が一の事態

が起きた場合にはその経験を生かしていただける

ものと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。あ

りがとうございます。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

それぞれ御答弁いた〇３番（山崎真由美議員）

だきましたので、時間の許す限り再質問させてい

ただきたいと思いますが、内容的に昨日の一般質

問でも同僚議員からの質問もあった中であります

ので、極力避ける形で質問をさせていただきたい

と思います。

まず、のるーと名寄についてであります。先ほ

ど１１月１日からの具体的な利用人数、登録者数

等、細かい数字もお知らせいただきました。予想

どおり増えているなということで安心したところ

ではありますけれども、ちょっと注目したいのは、

やはり１０代の利用者が１７％というところには

注目したいなと思っています。部長からはのるー

と名寄の特性からいって、ある程度の人口が集ま

っていらっしゃるところでの運行が適していると

いうことであったのですけれども、１０代の生徒

を含んでの年代については、時間帯によっては人

口が密集しているところがありますので、運行範

囲を拡大していただくということに関わって、時

間を設定して、例えば風連地区ですとか智恵文地

区ですとかその他周辺の地区にも拡大するという

お考えについては再度伺いたいなというふうに思

っています。あわせて、やはりのるーと名寄を広

げてほしいという声は、たくさん市民の方からい

ただいております。部長のところにこういう声が

届いているかどうかについてもちょっと確認をさ

せていただきたいと思います。お願いします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

地域市民の皆さ〇総合政策部長（石橋 毅君）

んからの声を今届けていただきました。この間ま

ず声が届いているかというお話ですけれども、我

々もこの間出前トークなり、いろいろな場面で御

説明する機会をつくらせていただいて、またお招

きいただいて、多くの市民の方々から御意見を頂

戴する機会をいただいております。ちょっと内容

変わってしまいますけれども、出前トークで現在

までで運行を、１２回お呼びいただいて、１２会

場で出前トークをさせていただいたりとか、今後

も実は予約いただいていたりとか、非常に興味を

示していただいているというか、非常にこのサー

ビスが前向きに受け止められているなというふう

に実感しているところです。その中で、時間の拡

大であったり、範囲の拡大という希望するのだけ

れどもねというお声も頂戴しているところであり

ます。ここについては、このサービスをまずは目

的として人口集中地区から機能を発揮するだろう

ということで導入をさせていただいて、１１月か

らスタートして、５か月が今月末で過ぎようとし

ていますけれども、そういった利用状況等も分析

しながら、そしてここの議論については地域公共
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交通活性化協議会の中で方向性についても議論し

ていくのですけれども、この中には当然公共交通

を担っていただいている事業者さんも入った中で

の議論の場となっておりますので、既存の交通事

業、交通体系も維持できるようなバランスの中で、

サービスとニーズのバランスを考えながら、ここ

は我々としても意見を受け止めておりますので、

そういった中で議論して、今後の展開については

研究していきたいなというふうに考えているとこ

ろです。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

今御答弁いただきま〇３番（山崎真由美議員）

した。出前トークの会場、周辺地域、入っており

ましたでしょうか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今ここで見る限〇総合政策部長（石橋 毅君）

り、瑞生大学のほうでお呼びいただいたといった

ところで、風連地区については出前トークでいう

とその１団体ということで、それ以外は各市内の

町内会であったり、いろいろな団体からお呼びい

ただいているといった状況になっております。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

風連地区、瑞生大学〇３番（山崎真由美議員）

ということでありますので、高齢者の方たちのニ

ーズについても把握していただいたというふうに

思っています。やはり地域全体で公共交通を整え

ていかなければいけないという考え方は当然のこ

とでありますので、その一つの手段としてのるー

と名寄ということも分かるところではありますけ

れども、のるーと名寄の効率的な運行については

評価される声が高いだけに、自分たちの地域にも

という声は強く上がってきているということはお

伝えさせていただきたいと思います。先ほども申

し上げましたけれども、子供たちが利用できると

いうことについて、今ある名士バスですとか、そ

ういう公共のバスももちろん利用していくという

ことではあるのですけれども、今進めているＮＡ

ＹＯＲＯスタイル部活動改革、部活動の地域移行

に関わっては、子供たちが動く時間帯というのは

おおむね想定されるのです。そして、先日北海道

の総合型地域スポーツクラブ北海道協議会の役員

会に出席したときに、やはり部活動の地域移行に

ついての話題が上がったときに地域の公共交通に

うまく絡めてということが話題として上がってい

たところです。その話合いの中で私はのるーと名

寄の有効性を物すごく感じながら参加してきたの

ですけれども、常時というわけにはいかないかも

しれませんが、この部分的なところ、やはり教育

部とも連携を取りながら進めていっていただくと

ころで、今進めている名寄改革、部活動改革が一

歩先に進んでいくのではないかと思いますが、部

長のお考えをお聞かせください。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今現在いわゆる〇総合政策部長（石橋 毅君）

部活動への移動支援、会場が他学校へ移動しなけ

ればならないという環境の中の生徒さんについて

は、教育委員会のほうでハイヤーなり手配して、

足の確保しているというのは認識しております。

その中で、今議員からもお話あったとおり、公共

交通を絡めてという発想の中で進めていけば効率

的だし、非常に、一番手段として、結果としては

いい結果をもたらすのかなと私も感じております。

ただ、その中ででは公共交通がどの範囲まで公共

交通として走らせていくのかという、それ以外の

ニーズに対してはもしかしたら違うアプローチで

サービスを展開したほうがいいのではないかとい

う議論も当然必要になってくると思いますので、

今御指摘いただいたとおり、教育委員会ともしっ

かりとそこは意見交換をさせていただきながら、

また活性化協議会の中でそういった意見を持ち込

んで、議論を前に進めていければいいかなという

ふうに考えております。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

当然議論はしていた〇３番（山崎真由美議員）

だかなければいけませんので、お願いしたいと思

いますが、教育委員会のほうでいち早く進めてい
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ただいている部活動改革、用意していただいてい

るタクシーも大変ありがたいとは思うのですが、

何分高額になってきます。それを思うと、やはり

名寄市全体で子供を支えるという次の大項目２の

ところにも関わってきますけれども、ぜひとも議

論を進めていただいて、様々な方策を検討してい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。

大項目２のほうに移らせていただきます。先ほ

ど第１次子ども・子育て支援事業計画についての

検証と今進められている第２期のものについて、

また第３期についての見通しについてもお話しい

ただけました。特に実施できていないものについ

て事業計画を検証した上で次に進めていっていた

だいているので、それについては今後も一緒に検

討させていただく、見守らせていただくというこ

とにしかなりません。そこはお願いしたいと思い

ますが、特に小さいお子さん、乳幼児から小学校

に上がるまでの小さいお子さんをお持ちのお母様

方からは、名寄市の子育てに関わってもう少しこ

ういうふうにお願いしたいという声が近年特に大

変強くなってきていると感じています。具体的に

言いますと、先ほどの数の報告もありましたけれ

ども、低年齢児保育については産休を取って、職

場に戻りたい、産休、育休を取って職場に戻りた

いという普通の家族の中での計画が預かっていた

だけないというところで進めていくことができな

いという声は本当に大きく伝わってきています。

その点について、保育士不足ということで致し方

がないということでは片づけ切れないものがある

と思っておりますが、もう一度この点御答弁いた

だきたいと思います。

馬場健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

ただいま議員か〇健康福祉部長（馬場義人君）

ら特に就学前児童、幼児、児童に対しての支援に

ついての御質問かというふうに思います。議員御

指摘のとおり、多くは保育士不足というようなこ

とで、長期というか、一般の保育所や幼稚園に入

るということについてもそうなのですけれども、

今年度４月１日の段階での待機者、待機児童はた

しか４名だったというふうに記憶しているのです

けれども、年度途中で、今議員のお話のとおり、

育休明けて、職場復帰したいとかという御希望が

出てきまして、最終的には１９人待っていただく

というようなこともありまして、ただ今年度につ

いてはゼロ歳児の方々については、新年度につい

ては１歳児に上がるときには全部受け入れようと

いうふうに思っているのですけれども、これ名寄

市の特徴かもしれないのですけれども、やはり転

勤族の方々がどうしても多いというようなことも

あって、３月３１日の調整のところの段階では一

定程度待機者がほぼ、数少ないというか、今年に

ついては今のところゼロにできるのではないかな

という見込みで今動いているのですけれども、な

かなかその後の就業に出たいだとか、転勤されて

こられただとかというようなときの受入れがなか

なか難しいような状況になっています。これは、

一番大きいのはやっぱり保育士ということになっ

ています。その中で私ども、これは現行になる前

から、従来から行わさせていただいているのです

けれども、御承知かと思いますけれども、市民課

の窓口のところの転入、転出の市民係のところに

保育士の資格をお持ちの方お申出くださいという

ポスターも貼らせていただいておりますし、なお

かつ子供支援の必要な親御さんは私どもこども未

来課の窓口まで来ていただいているので、個別に

そのポスターも見落としている可能性もあります

ので、なおかつお話をさせていただいて、そこで

何人かマッチングさせていただいたという経験も

ございますし、今年度においては市長のほうで御

配慮いただいて、陸上自衛隊名寄駐屯地さんの朝

礼に隊員さんが集まる時間があるのですけれども、

そこのほうに担当の課長が行かせていただいて、

実情をお話しさせていただいて、実は新年度に向

けて現在常勤と非常勤も含めて３人の保育士さん

が働いていただけるということで今確保させてい
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ただいているところでございます。また、以前川

村議員の御質問でも御答弁させていただいたこと

あるかと思いますけれども、手作りのパンフレッ

トを職員で作っていただいて、これ実は一昨年私

うちの現場の職員にお願いして、自分たちのやっ

ていることを見せていこうというか、分かっても

らおうということで作っていただいて、保育所の

理念として子供を中心に子供の視点から保育を考

えるということで、短期目標としては今いる人た

ちを確保していかなければならないのですけれど

も、名寄市立大学含めこれから入っていただける

学生さんたちや働いていただける方たちにも興味

を持っていただくということも非常に大事だとい

うふうに思っていますので、働いてもらえるよう

な職場づくりもしていかなければならないなとい

うふうに一方では思っております。そういった中

で、お母さん方にはいろんなちょっと御不便、御

迷惑をおかけしている点はあるかと思いますけれ

ども、一歩一歩歩みのほうは進めさせていただい

ていますので、御理解いただければと思っており

ます。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

現場としては大変な〇３番（山崎真由美議員）

御努力をいただいているということについては、

理解させていただきます。しかし、現状が変わっ

ていないという事実については特に、先ほど馬場

部長おっしゃられましたように、転勤されて名寄

に来られる、または転出される方たち、親元がそ

ばにないという方たちもたくさんいらっしゃるの

です。それが名寄の実態であります。そうすると、

本当に子供を持ちたい家族計画として御夫婦で話

をされてというところが、誰かが子供の安全を確

保しての世話をしなければ女性は働くことができ

ない、男性も働くことができない。これが自営業

であれば、それがそもそも収入減につながるので

す。その辺について、ゼロ歳児から２歳児までの

保育料の問題もありますけれども、その点も含め

るとそんなに悠長なことは言っていられないのだ

と思っています。だから、どうしてくださいとい

うことのなかなかいい妙案ということもできない

のではありますけれども、やっぱり名寄市には特

化できる名寄市立大学を有しているというところ

で、もっと突っ込んだ学生の皆さんへの実習の場

としての提供も含めて取組を進めることはできな

いでしょうか。

馬場健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

ただいま議会だ〇健康福祉部長（馬場義人君）

よりにも親御さんからそういうような御意見いた

だいたというのは、私も見させていただいており

ます。実は市役所だけではなくて、いろんな事業

所で働きたいのだけれども、保育所が入れないと

いうことで育児休業を延長せざるを得ないという

方がいらっしゃるというのも、もちろん自営業の

方もそうだと思いますし、そうではないという方

もいらっしゃるということも耳にしておりますの

で、そういった意味では市民の方々には御不便を

かけているということに対しては大変申し訳なく

思っておりますが、そういうことに対して、今人

手不足のことがありますけれども、うまいスパイ

ラルに実は回っていないなというのは担当として

も感じているところではございます。名寄市立大

学に社会保育学科がございますので、今行わさせ

ていただいているところは今年、新年度に一応今

１人採用予定でございまして、今３年生や２年生

に向けても先日今度開設予定のあいあいに事前に

見学していただいて、名寄市にこういう新しい施

設ができるという、見ていただく機会を設けたり

だとか、あと実は公開保育ということで、過去は

やっていなかったのですけれども、私ども市の保

育所のほうで行っている保育の内容を見ていただ

いて、ぜひこの職場に興味を持ってもらったり、

私もそうだったのですけれども、こんな保育士さ

んになりたいなとか、こんな職業人になりたいな

というのはきっとあると思うのです。そういった

中で、実習は過去にもちろんずっとやっているの
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ですけれども、実習だけではなくて、そういう名

寄市、実習となってしまうとどうしても名寄出身

の子が帰ってきて実習するという嫌いが多いもの

ですから、名寄市内だけの、名寄市立大学の学生

さんということにしていくと、名寄にたまたま来

た縁でもし残っていただけるということであれば、

名寄市立大学をポイントにするのであれば公開保

育とかを近場で見ていただいたり経験していただ

いたりすることで名寄と御縁を持っていただいて、

就職につながるというようなことだったり、興味

を持っていただくということの機会を現在も持た

せていただいていますし、今後もそういうような

形を取らせていただいて、卒業生の就業につなが

るというような形を努めてまいりたいなというふ

うに思っております。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

名寄市立大学は、本〇３番（山崎真由美議員）

当に私たちの財産であると思っています。大学の

中である科目、地域との協働という科目の中で、

地域の中に学生さんが入ってきて、例えばスポー

ツ少年団ですとかスポーツ環境の中で共に活動を

していただく。その中で学生さんはそれぞれの学

びをしていかれるのですけれども、子供たちは子

供たちで学生さんと関わって育っていくというよ

うな、そういう科目もあるように認識しておりま

すので、ぜひ平日の昼間の時間も、大学の授業で

すから、活用できるのではないかと思っておりま

す。様々なところで大学とも連携をしていただい

て、先ほどの川村議員とのやり取りの中でも名寄

市立大学は市民との関係が非常に良好で近いとい

う、そういう外部の認識も出来上がっているとこ

ろですので、この地域のよさを感じ取っていただ

いて、いずれはこの地域で働いていただけるよう

な、そんな仕組みもつくっていただきたいなと思

っています。

ちょっといただいている声を御紹介させていた

だきたいと思うのですが、第１子の出産だけでは

なくて、第２子、第３子の出産というところで、

先ほど自営業と言いましたけれども、名寄地区は

農家の戸数も大変多くて、ありがたい状況であり

ます。農家の方たちも自営業だとすると、例えば

第２子を出産したときに産休明けで母親が自宅に

いて、預け先がないから第２子の世話をする、家

庭にいて第２子と過ごす。それに併せて、第１子

の保育時間を今までは５時だったものを２時まで

で迎えに来てくださいって言われるような、そう

いう母親からの訴えが届いています。その辺につ

いては、やむを得ない状況として市としては受け

止められますでしょうか。

暫時休憩します。〇議長（山田典幸議員）

休憩 午後 １時４６分

再開 午後 １時４９分

再開いたします。〇議長（山田典幸議員）

松田こども・高齢者支援室長。

今の〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

は１子目、２子目の預かり方というような形での

御質問だったと思いますけれども、育児休暇中と

いいますか、おうちで見ていただいているところ

については、私どもの公立の保育所は基本的には

２子目の、上のお兄ちゃん、お姉ちゃんについて

は下が生まれたときに園に入れない場合は退所を

していただいて、待機児童である別な御家庭の方

に入っていただくというような処置をさせていた

だいています。民間については、それぞれ市町村

で決めていいよということになっていますので、

民間の事業者さんについては民間のそれぞれの状

況に応じて退所をして、待機されている方を入れ

る場合もあれば、そのまま預かっていただけると

いう場合も決められるというような内容になって

います。時間帯を２時までとか５時までというの

もそれぞれの民間事業所さんの都合といいますか、

内容によってちょっと変わってくるのかなという

ふうに思っています。

以上です。
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山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

ちょっと聞き取れな〇３番（山崎真由美議員）

かった部分もあるのですけれども、申し訳ありま

せん。結局保育所なので、働いていることが前提

で、預かりをしていただくということの考え方な

のだと思うのですけれども、例えば農家で、冬場

は外での農作業がないというふうになった場合に、

これは預かりの対象ではないのでしょうか。

松田こども・高齢者支〇議長（山田典幸議員）

援室長。

今議〇こども・高齢者支援室長（松田慎司君）

員おっしゃられたとおり、基本的に働いている方

であって、預かるというようなことが保育の一つ

になると思うのですけれども、民間と公立との少

し差はあるのかもしれないですけれども、市町村

でそれぞれ預かり方について決めていいというこ

とにはなっていますけれども、名寄市は公立につ

いては働いているということを前提にさせていた

だいています。民間についても基本は多分名寄市

に準じてやっていただいていると思いますが、事

情で短期間働いていない、農家さんの場合という

ことが実例として確認していませんけれども、そ

ういった場合に余裕があれば預かれますよという

ケースもあるのかもしれないですけれども、申し

訳ないです、確認まではちょっとできていません。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

考え方として確認を〇３番（山崎真由美議員）

させていただいたのですけれども、声としてお届

けしたいと思うのは、やはりこれだけ少子化が進

んできている、女性活躍も言われてきている、そ

の中では働いているから保育という考え方だけで

はなく、地域全体で子育てを支えるという考え方

において女性が活躍できる社会をつくるという上

での保育の考え方について求める声がたくさん届

けられてきているということであります。今子育

て真っただ中の現在妊娠中という方からもそうで

すが、ある程度子供たちが中学生ぐらいに育って

いる、そういう女性の方たちからも保育に対する

名寄市の考え方、姿勢についての、先ほど申し上

げました地域全体で子育てを支えるという考え方

についての声はたくさん寄せられてきています。

ここを整えていかない限り、なかなか少子化は改

善されないのではないかなと思っています。風連

地域だけなのですけれども、平成３１年、令和元

年につながる年ですけれども、そこから子供たち

の数が令和５年、昨年の４月までの間にどれぐら

い減っているのかなと思って確認させていただき

ましたところ、やはり風連地区全体で３４人減っ

ています。１００人に届かない数になっています。

これは、ただ子供が少ないから子供が生まれるよ

うにしようということだけでは到底一朝一夕に改

善されるものではありません。そうかと申しまし

ても、地域によっては子供の数が増えているので

す。その地域は何があるのかなというふうに思い

ますと、同じ世代の方たちが多いのです。住まい

されているところに同じ世代の方が多くて、そし

て同じ世代の子供たちが生まれている。そこでお

互いに支え合っていっているコミュニティーがで

きているというところが大きいのではないかなと

いうふうに思っています。これをいい例として考

えると、やっぱり子供、子育てに関しての根本的

な市の考え方を検討いただきたいなと思っており

ますので、この点に関しては市長にお考えをお伺

いしたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

難しいですね。どういう〇市長（加藤剛士君）

角度で質問されたのかちょっと理解できませんが、

基本的に今の保育所の待機の問題や保育士の預か

り方の問題に関しては、ひとえにというか、ほぼ

保育士不足が原因だということは明らかでありま

すので、ここについては新年度に向けても業種全

般での新しい職員、新しい人材の確保策、さらに

は大学生、市立大学に対しましても、今までの要

綱を一部改正して、卒業された後一回出たけれど

も、また戻ってくる、その子たちに対しての一定

の支度、支援みたいなものを拡充するなどして、
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できる限り人材を確保するということをしっかり

とやっていきたいというふうに思います。様々な

子供、子育て政策、名寄市はやっておりまして、

まだまだ不十分だということなのかもしれません

けれども、そこについてはしっかりと意見として

は受け止めさせていただくと同時に、現在今子供、

子育ての計画を新たに策定している段階でありま

すので、そうした中でもしっかりと皆さんの御意

見を受け止めて、よりしっかりと子育て、あるい

は教育しやすい環境をつくっていく、その覚悟で

ありますし、予算の発表でもさせていただいてい

ますけれども、子供たちをここでしっかりと産み

育てて、ここで活躍するということがまちづくり

の持続的な発展につながるという考え方を真ん中

に据えて、これからも市の施策を推進していきた

いというふうに思っておりますので、よろしくお

願いいたします。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

子供たちを真ん中に〇３番（山崎真由美議員）

据えて、予算の面でもということで市長から御答

弁をいただきましたので、もちろんそれに期待さ

せていただくところであります。先ほど市長の御

答弁の中にもありましたように、様々な意見を受

け止めてということでありましたので、私のとこ

ろにも届いている意見はきっと市で第３期の計画

を推進、立てていくところでアンケート調査です

とか、いろんな機会に届けられるものだと思って

います。十分その意見を加味して、そしてできる

ところからという言い方しかできないかもしれま

せんけれども、前に進めていただけるように強く

お願いしておきたいと思います。私兵庫県出身で

すけれども、兵庫県の明石市はやっぱり子供、子

育てで有名な自治体というふうになっています。

５つの無償化ということで、いろんな予算面での

措置もされています。名寄市もしていただいてい

る部分がありますし、新年度予算ではおむつの処

理についての予算づけも提案していただいており

ますので、ぜひともやっぱり道北の名寄で子供を

育てることのよさ、それを思って、この地域に転

勤してこられる方は名寄に住んでという、市立総

合病院もある、学校も安定しているという、その

選択をしていただけるような施策をお願いしたい

と思います。

大項目３に移らせていただきます。防災資機材

の食料などの備蓄についてということで質問させ

ていただきました。名寄市に災害備蓄計画、備蓄

品の計画はありますでしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

冒頭に答弁させてい〇総務部長（渡辺博史君）

ただきましたけれども、地域防災計画の中で３日

間耐えられるようにということで食料２，０００

食ですとか、そういう形の計画といいますか、目

標数値を定めながらやっていると。あと、防災資

機材につきましては、順次予算の範囲内で購入し

ているというところでございます。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

防災計画をしっかり〇３番（山崎真由美議員）

つくっていただいているのを、機会があるときに

見させていただいているので、それは分かってい

るのですけれども、あえて聞かせていただきまし

た。災害時の備蓄計画ということで伺わせていた

だいたのは、近隣の自治体の中ではその中にやっ

ぱり乳児、乳幼児のミルクが入っているのです。

確かに賞味期限が短いということや何かはありま

すけれども、ほかの自治体でできて、名寄市がで

きていない、この理由って何でしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

ほかの自治体、それ〇総務部長（渡辺博史君）

ぞれの自治体の考え方はあろうかと思います。名

寄市の考え方としては、昨日も高橋議員の部分で

お答えさせていただきましたけれども、基本的に

は個別で用意していただくものについてはそれぞ

れ個人で、自助という形で必要なものについては

用意していただくということと、それでも足りな

いという部分あれば、それぞれ名寄市も協定結ん
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でいれば、北海道全体の協定もございますので、

そういう部分で確保できればということでありま

して、特にミルクですとか、そういう部分は昨日

も話しました１８か月という部分もありまして、

そうなると大体１年更新でぐっと回っていく形に

なりますので、私どもとしての内部での話の中で

もやっぱり協定で結んでいるところから確保する

のが効率的だということで判断しています。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

名寄市のホームペー〇３番（山崎真由美議員）

ジに非常時持ち出し品と日常備蓄品を備えるとい

うことで、ちゃんとミルクなんかも入れてはいた

だいているのですけれども、渡辺部長も御存じの

ように、赤ちゃんを抱えて逃げるって、ある程度

逃げるときに時間の余裕があればいいですけれど

も、ないと信じたいですが、地震のような災害に

ついて子供抱えて逃げるだけで精いっぱいのとき

に非常用持ち出し袋を背負って子供を抱えて、こ

れって本当に可能でしょうか。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

非常時の話をしてい〇総務部長（渡辺博史君）

ただきましたけれども、基本的に例えばどこかに

行くだとか、そういうときには恐らくいろんな袋

だとかに入れて、そういう用意してあるのだろう

なという部分あります。ただ、まさにそういう形

で用意できない部分につきましては、協定ですか、

協定を結んだところからそれは優先的に購入でき

るような形になっていますので、そういう部分で

対応できるのかなと思っています。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

協定を結んでいただ〇３番（山崎真由美議員）

いているのも以前から伺っております。やっぱり

協定を結んでいるということは、一定程度時間が

かかると思います。２，０００人の中にでは乳児

は入っていないのかというふうに思ってしまうの

です。やっぱり一定程度の本当に食を維持するた

め、いろんなものが食べれる大人、子供もそうで

すけれども、そういう状況ではない乳児に対して

粉ミルクがゼロというのはちょっと私の中ではお

願いをするしかないと思っています。ぜひここに

ついては、賞味期限が云々ということではなく、

御検討いただきたいと思います。

渡辺総務部長。〇議長（山田典幸議員）

今議員からお話あり〇総務部長（渡辺博史君）

まして、基本的なことについては先ほど述べたと

おりでございます。ただ、いろんな様々な、例え

ば夜中どうするのだだとかあろうかと思います。

正式にいろいろお話ししたわけではございません

けれども、市立総合病院の事務部長なんかとはい

ろいろ何回かそういう部分で話す機会がありまし

て、あちらでは粉ミルクだとかストックしており

ますので、そういう部分を借りられないかという

話です。貸し借りではないですけれども、借りて

後で返すだとか、そういうことができないのかと

いう形の話をさせていただいて、一定の理解を得

ていると。ただ、市立総合病院と市が協定結んで、

こうだって決まっていないものですから、なかな

か言える部分でなかったのですけれども、そうい

う部分で話はしているということで御理解いただ

ければと思います。

以上です。

以上で山崎真由美議員〇議長（山田典幸議員）

の質問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結いたします。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議事の都合により、明日３月１４日から３月２

０日までの７日間を休会にしたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、明日３月１４日から３月２０日までの

７日間を休会とすることに決定いたしました。
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以上で本日の日程は全〇議長（山田典幸議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ２時０５分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 中 畠 孝 幸

署名議員 谷 聡
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令 和 ６ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和６年３月２１日（木曜日）午後１時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第３号 名寄市国民健康保険税条

例の一部改正について（市民福祉常任

委員長報告）

日程第３ 議案第７号 名寄市介護保険条例の一

部改正について（市民福祉常任委員長

報告）

日程第４ 議案第２１号 令和６年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

議案第２２号 令和６年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第２３号 令和６年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

長報告）

議案第２４号 令和６年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第２５号 令和６年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第２６号 令和６年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）

議案第２７号 令和６年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２８号 令和６年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２９号 令和６年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第５ 議案第３１号 名寄市税条例の一部改

正について

日程第６ 議案第３２号 工事請負契約の締結に

ついて

日程第７ 議案第３３号 名寄市議会会議規則の

一部改正について

日程第８ 報告第２号 例月出納検査報告、定期

監査報告等について

日程第９ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第10 委員の派遣報告

日程第11 議員の辞職について

１．追加議事日程

追加日程第１ 名寄地区衛生施設事務組合議会議

員の選挙

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第３号 名寄市国民健康保険税条

例の一部改正について（市民福祉常任

委員長報告）

日程第３ 議案第７号 名寄市介護保険条例の一

部改正について（市民福祉常任委員長

報告）

日程第４ 議案第２１号 令和６年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

議案第２２号 令和６年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第２３号 令和６年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

長報告）
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議案第２４号 令和６年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第２５号 令和６年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第２６号 令和６年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）

議案第２７号 令和６年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２８号 令和６年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２９号 令和６年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第５ 議案第３１号 名寄市税条例の一部改

正について

日程第６ 議案第３２号 工事請負契約の締結に

ついて

日程第７ 議案第３３号 名寄市議会会議規則の

一部改正について

日程第８ 報告第２号 例月出納検査報告、定期

監査報告等について

日程第９ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第10 委員の派遣報告

日程第11 議員の辞職について

追加日程第１ 名寄地区衛生施設事務組合議会議

員の選挙

１．出席議員（１５名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 １０番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 水 間 健 詞 議員

５番 谷 聡 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 清 水 一 夫 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 高 橋 伸 典 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

２番 富 岡 達 彦 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 廣 嶋 淳 一 君

健康福祉部長 馬 場 義 人 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
松 田 慎 司 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君
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本日の会議に２番、富〇議長（山田典幸議員）

岡達彦議員から欠席の届出がありました。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 山 崎 真由美 議員

４番 水 間 健 詞 議員

を指名いたします。

日程第２ 議案第３号〇議長（山田典幸議員）

名寄市国民健康保険税条例の一部改正について

を議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

市民福祉常任委員会、高橋伸典委員長。

議長の〇市民福祉常任委員長（高橋伸典議員）

御指名をいただきましたので、令和６年第１回定

例会で市民福祉常任委員会に付託されました議案

第３号 名寄市国民健康保険税条例の一部改正に

ついて３月１日、５日及び１３日に委員会を開催

し、慎重に審査を行いましたので、その経過及び

結果について御報告します。

３月１日の委員会では、審査に当たり説明員か

ら条例改正の内容について資料を基に説明を受け、

質疑に入りました。５日の委員会では、赤字見込

額と充当する財源、本市の人口と被保険者数の推

移、異動事由別被保険者数の推移、他の自治体の

改正状況について資料を基に説明を受けるととも

に、国保事業の安定的な運営に係る今後の見通し

について説明を受け、質疑に入りました。１３日

の委員会では、引き続き質疑を行うとともに、委

員間協議、採決を行いました。

委員会における主な質疑の概要ですが、税収減

の原因について質疑があり、説明員から社会保険

の適用拡大により国保への加入者が減少している

とともに、２０２２年から２０２５年にかけて団

塊の世代が後期高齢者医療制度へ移行することに

より、被保険者数が減少している。また、被保険

者数が減少しているにもかかわらず、医療費は増

えているとの答弁がありました。次に、医療費削

減の取組についての質疑があり、説明員から医療

費適正のため保健事業を強化するとともに、被保

険者への広報の充実に努めると答弁がありました。

次に、税率改正に伴う負担について質疑があり、

説明員から国民健康保険運営協議会の委員からは

特に低所得者について国保税を急激に増やすこと

は難しいとの意見をいただいており、最小限の負

担にとどめていると答弁がありました。次に、保

険税の負担の公平性についての質疑があり、説明

員から被保険者の中には高所得者もいれば低所得

者もいるが、国保は加入者で支え合う共助の制度

であるため、制度に対する理解を深めるよう周知

していく。また、不公平感がないよう低所得者に

対する軽減措置も併せて周知し、理解を求めてい

くと答弁がありました。次に、新年度の保険料の

状況について質疑があり、説明員から令和６年の

財政状況は７月の納税通知書の発付の段階で予想

ができるが、新年度の状況は１１月中旬の納付金

の仮算定が示されないと調定額に対する収納額や

支出額が定まらない。したがって、新年度の保険

料の状況は仮算定が示される１１月中旬におおむ

ね分かると答弁がありました。次に、今後の国保

運営の見通しについて質疑があり、説明員から北

海道の運営方法として令和１２年度に向けて全道

統一の保険税率とすることを目指しており、今後

とも本市の保険税率を北海道が示す標準保険料率

に近づけていかなければならないが、安定運営の

ために国への支援など要望することも必要である

と答弁がありました。次に、本市の税率と標準保

険税率との乖離などについて質疑があり、説明員

からは今年度北海道から示された標準保険税率、
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保険料率との差は医療の所得割で０．５７％、均

等割で１，８２３円、平等割で２，１８３円、後

期支援の所得割で０．１８％、均等で１，０２７

円、平等割で１，１３６円、介護での所得割での

０．１７％、均等割で９２０円、平等割で１，０

９８円となり、これを税収の増減額にするとかな

りの大きな差が出る。今後標準料率に近づけてい

きながら、大きな負担にならないよう税率の改正

を検討すると答弁がありました。次に、法定外繰

入れに対するペナルティーについての質疑があり、

説明員から３年連続で法定外繰入れが続くと北海

道から赤字削減解消計画の策定を求められ、５年

間、最大７年間で赤字を解消するよう保険税率改

正など指導が行われる。仮に令和６年も法定外繰

入れになると３年連続となり、令和７年度以降は

必ず税率改正を行うことになる。したがって、令

和６年度での赤字解消を目指すため、今回の提案

に至ったとの答弁がありました。次に、令和６年

度における法定外繰入れなどについて質疑があり、

説明員から令和６年度は法定外繰入れを行わなく

てもいいようにシミュレーションを行い、今回の

提案に至っているとの答弁がありました。次に、

国保制度の見直しに向けた取組について質疑があ

り、説明員から社会保険と異なり、国保は均等割、

平等割があり、世帯の加入者が多いと負担が増す

ため差が生じているが、均等割と平等割を廃止す

るには至っていない。標準保険料率となった場合、

増額分を加入者に負担させることができる自治体

とできない自治体が出てくると思うので、本市と

しても今後そういったことに配慮しながら統一に

向けた取組を進めるよう意見を言っていくとの答

弁がありました。次に、保険税水準の統一化、税

率改定の周知などについて質疑があり、説明員か

ら令和１２年の統一や国保運営の状況などについ

て７月の納付通知書の発付前に周知する必要があ

ると考えている。広報、ホームページ、チラシな

ど様々な方法で周知することを検討するとの答弁

がありました。次に、早見による保険税の算出に

ついての質疑があり、説明員から早見表を作成す

るための協議を行い、作成できたら常任委員会で

示したいとの答弁がありました。次に、議案の提

案時期について質疑があり、説明員から本来なら

ば第４定例会で提案したかったが、本市の納付金

額や決算状況の動向を見極め、最小限の税率改定

にとどめたかったため、次年度は審議の時間を確

保できるよう作業を進めるとの答弁がありました。

その他納付金の納付に伴う赤字などについての質

疑が行われ、本委員会では質疑、委員会終了後採

決を行った結果、全会一致で原案のとおり可決す

べきものと決定をいたしました。

最後になりますが、３日間の質疑では説明員か

ら国保の制度や税率改正などについて丁寧に説明

する、理解が深まるよう周知するなどの答弁が多

くありました。今回の一般財源を投入し、保険税

率の改正を行うことは被保険者に限定せず、市民

に国保の実情などについて早くから周知を行うこ

とが必要と考えるとともに、市民が必ずしも国保

の制度に詳しいわけではない、分かりやすい説明

が必要と考えるので、理事者は市民に対して早く

から丁寧な周知をお願いします。

以上をもちまして令和６年第１回定例会議案第

３号 名寄市国民健康保険税条例の一部改正につ

いての審査の経過及び結果の報告を終わります。

これより委員長報告に〇議長（山田典幸議員）

対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

正副委員長は自席にお戻りください。

これより採決に入ります。

本件に対する委員長報告は可決であります。

本件を委員長報告のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

異議がありますので、〇議長（山田典幸議員）

起立により採決を行います。

本件は委員長報告のとおり決定することに賛成
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の議員の起立を求めます。

（起立多数）

起立多数であります。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第３号は委員長報告のとおり可決

されました。

日程第３ 議案第７号〇議長（山田典幸議員）

名寄市介護保険条例の一部改正についてを議題

といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

市民福祉常任委員会、高橋伸典委員長。

議長よ〇市民福祉常任委員長（高橋伸典議員）

り御指名をいただきましたので、令和６年第１回

定例会で市民福祉常任委員会へ付託されました議

案第７号 名寄市介護保険条例の一部改正につい

て３月１日及び５日に委員会を開催し、慎重に審

査を行いましたので、その経過及び結果について

御報告申し上げます。

３月１日の委員会では、審査に当たり説明員か

ら条例改定の内容について資料を基に説明を受け、

質疑に入りました。また、５日の委員会では、本

市における介護給付費準備基金の保有状況、北海

道における保険者ごとの保険料の推移、上川北部

の自治体などの保険料基準額について資料を基に

説明を受け、質疑に入るとともに、委員間協議、

採決を行いました。

委員会における主な質疑の概要ですが、多段階

設定に関わるシミュレーションについて質疑があ

り、説明員から国が示した標準乗率を変更してシ

ミュレーションを行っていないが、国が示した標

準乗率を採用することで持続可能な介護保険事業

を行うことができると考えていると答弁がありま

した。次に、介護人材の不足が及ぶ介護給付費準

備基金への影響についての質疑があり、説明員か

らは本市から転出し、他の自治体の介護保険施設

に入所した場合は住所地特例が適用され、本市が

給付費を支払うことになるが、給付は比較的落ち

着いているとの答弁がありました。次に、介護事

業の今後の見通しについて質疑があり、説明員か

ら現在では介護のサービスに必要な給付額の２３

％を６５歳以上である第１号被保険者が負担して

いるが、今後高齢化率が上昇する状況にあり、第

１号被保険者の負担割合は引き上がる議論が国で

始まるとの情報を入手している。第１号被保険者

の介護保険料を算出にするに当たっては、国が示

す負担割合に合わせて算出するため、負担割合が

引き上げられる。介護保険料が増額する場合には

介護給付費準備基金を保険料に充当し、介護保険

の上昇を抑制することになる。したがって、一定

程度の介護給付費準備基金を確保し、急激な介護

保険料の変動が起こらないよう介護保険事業の運

営を進めていきたいとの答弁がありました。

本委員会では、質疑、委員間協議終了後に採決

を行った結果、全会一致で原案のとおり可決すべ

きものと決定をいたしました。

以上をもちまして令和６年第１回定例会議案第

７号 名寄市介護保険条例の一部改正についての

審査の経過及び結果の報告を終わります。

これより委員長報告に〇議長（山田典幸議員）

対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

正副委員長は自席にお戻りください。

これより採決に入ります。

本件に対する委員長報告は可決であります。

本件を委員長報告のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第７号は委員長報告のとおり可決

されました。

暫時休憩します。

休憩 午後 １時１６分

再開 午後 １時１７分
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再開いたします。〇議長（山田典幸議員）

日程第４ 議案第２１号 令和６年度名寄市一

般会計予算、議案第２２号 令和６年度名寄市国

民健康保険特別会計予算、議案第２３号 令和６

年度名寄市介護保険特別会計予算、議案第２４号

令和６年度名寄市食肉センター事業特別会計予

算、議案第２５号 令和６年度名寄市後期高齢者

医療特別会計予算、議案第２６号 令和６年度名

寄市立大学特別会計予算、議案第２７号 令和６

年度名寄市病院事業会計予算、議案第２８号 令

和６年度名寄市水道事業会計予算、議案第２９号

令和６年度名寄市下水道事業会計予算、以上９

件を一括議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

予算審査特別委員会、今村芳彦委員長。

議長よ〇予算審査特別委員長（今村芳彦議員）

り御指名をいただきましたので、今定例会で予算

審査特別委員会に付託されました議案第２１号

令和６年度名寄市一般会計予算、議案第２２号か

ら議案第２６号までの各種特別会計予算、議案第

２７号から議案第２９号までの各事業会計予算に

つきまして、予算審査特別委員会の審査経過と結

果の御報告を申し上げます。

第１回委員会は、２月２９日に開会し、直ちに

正副委員長の互選が行われ、委員長には私今村芳

彦が、副委員長には山崎真由美委員が選任される

とともに、審査日程を３月１４日、１５日、１８

日、２１日の４日間と定めました。

審査期間中は、市長をはじめ関係する職員の出

席を求めるとともに、必要な資料の要求などをし

た上で、各会派の代表による総括質疑並びに委員

による質疑を行い、慎重に審査を行いました。

審査経過につきましては、本委員会は全議員を

もって構成された特別委員会でありますので、詳

細な報告は省略させていただき、審査の結果のみ

を御報告申し上げますので、御了解願います。

本委員会に付託されました全会計予算中、一般

会計及び国民健康保険特別会計については起立多

数により、その他の４特別会計及び各事業会計に

ついてはいずれも全会一致で原案のとおり可決す

べきものと決定しました。

以上が審査の結果であります。

本委員会の開催中、運営に終始御協力をいただ

きました山崎副委員長、丁寧な答弁をしていただ

きました理事者の皆様並びに連日慎重かつ熱心に

審査を尽くしていただきました委員の皆様にお礼

を申し上げますとともに、日程どおりに終えるこ

とができましたことに感謝を申し上げ、報告を終

わります。ありがとうございました。

ただいま予算審査特別〇議長（山田典幸議員）

委員会委員長より報告のありました議案第２１号

外８件については、全議員をもって構成されまし

た特別委員会で審査しておりますので、この際質

疑を省略し、直ちに採決を行います。

お諮りいたします。議案第２１号 令和６年度

名寄市一般会計予算について委員長報告のとおり

決定することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

起立多数であります。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第２１号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第２２号 令和６年度

名寄市国民健康保険特別会計予算について委員長

報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を

求めます。

（起立多数）

起立多数であります。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第２２号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第２３号 令和６年度

名寄市介護保険特別会計予算から議案第２９号

令和６年度名寄市下水道事業会計予算までの７件

について委員長報告のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第２３号から議案第２９号までの

７件は委員長報告のとおり可決されました。

日程第５ 議案第３１〇議長（山田典幸議員）

号 名寄市税条例の一部改正についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第３１号 名寄市税〇市長（加藤剛士君）

条例の一部改正について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、地方税法の一部を改正する法律等が令

和６年２月２１日に施行されたことに伴い令和６

年能登半島地震災害の被災者の負担軽減を図るた

め、令和６年能登半島地震災害により資産に生じ

た損失について所得割の納税義務者の選択により

令和５年において生じた損失の金額として令和６

年度以降の個人市民税において雑損控除及び雑損

失として控除することができる特例が規定をされ

たことから、本条例の一部を改正しようとするも

のでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第３１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第３１号は原案のとおり可決され

ました。

日程第６ 議案第３２〇議長（山田典幸議員）

号 工事請負契約の締結についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第３２号 工事請負〇市長（加藤剛士君）

契約の締結について、提案の理由を申し上げます。

本件は、３月７日に一般競争入札を執行した令

和６年瑞生団地整備工事について３者による入札

の結果、中舘・近藤特定建設工事共同企業体が２

億円で落札をし、これに消費税及び地方消費税２，

０００万円を加え、２億２，０００万円で契約を

締結しようとするもので、名寄市議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

でございます。

本工事は、瑞生団地の移転建て替え住棟として

３棟７戸の住宅建築及び駐車場や菜園スペースな

ど建物周辺の外構整備を含めた事業で、本年１１

月上旬の完成を予定しているところでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第３２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第３２号は原案のとおり可決され
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ました。

日程第７ 議案第３３〇議長（山田典幸議員）

号 名寄市議会会議規則の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

遠藤隆男議員。

議案第３３号 名寄〇１３番（遠藤隆男議員）

市議会会議規則の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

本年４月１日から地方自治法の一部を改正する

法律が施行されることに伴い、公金の取扱いに関

わる新規の条文が追加され、職員の賠償責任に関

わる規定が条ずれしました。本件は、職員の賠償

責任に関わる規定を引用する附則に生じた条ずれ

の解消などをするため、本規則の一部を改正しよ

うとするものです。

以上、提案の理由とさせていただきます。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

本件は、質疑、委員会付託を省略し、直ちに採

決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第３３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第３３号は原案のとおり可決され

ました。

日程第８ 報告第２号〇議長（山田典幸議員）

例月出納検査報告、定期監査報告等についてを

議題といたします。

本件については、報告書が配付されております

ので、これをもって御了承をお願いいたします。

日程第９ 閉会中継続〇議長（山田典幸議員）

審査（調査）の申し出についてを議題といたしま

す。

お諮りいたします。配付いたしました各委員長

からの申出のとおり決定することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、申出のとおり決定いたしました。

日程第１０ 委員の派〇議長（山田典幸議員）

遣報告を行います。

派遣されました委員の報告を求めます。

議会活性化特別委員会、東川孝義委員長。

議長〇議会活性化特別委員長（東川孝義議員）

より指名をいただきましたので、議会活性化特別

委員会の行政視察について報告いたします。

当委員会では、議会の活性化に向けて行政監視

や政策立案といった機能の強化、女性や若年層の

世代が活動に参加しやすい環境の構築を図ること

で議員力、議会力を向上させることを目的として、

具体的な取組項目の一つであります先進地視察を

１月２２日から２４日までの３日間、道内の栗山

町、登別市、芽室町の３か所で行政視察を行って

きました。

栗山町では、議会改革の取組について議会基本

条例の特徴と見直しの目的、議会モニター設置の

背景と議会運営に関する対応、議会サポーターの

導入と具体的な役割、議員の学校開放設立背景と

具体的な取組について視察を行ってきました。栗

山町では、平成１５年から１８年にかけて財政状

況の悪化に伴う事業の見直しや補助金の廃止、凍

結、歳入の確保などの課題解決に向けて財政改革

が実施されました。これをきっかけとして、議会

としての議決責任や説明責任がさらに重みを増し、

平成１８年に議会基本条例を制定して、議会の連

続性を担保するため、これまでの改革で培った情

報公開の在り方や町民との交流活動を明文化する

ことで、議員が入れ替わっても議会改革がとどま
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ることのないよう制定をされておりました。具体

的には徹底した情報の公開と共有、住民参加の機

会の保障、積極的な議員間の討議の３本の柱を設

定し、取組を進めておりました。議会モニター制

度は、議員報酬と定数の在り方、議員の成り手問

題について広く市民から意見を聴取する必要があ

ったことから、基本条例の見直しを行っていまし

た。議会サポーターの導入と役割では、議会及び

事務局との政策形成、立案機能を高め、実施する

までの有識者間の助言を得ることが目的で進めら

れ、議員の学校は議員の成り手不足に対する対策

の一環で、町民だけではなく、町外からも広く希

望者を募り、政治に対する門戸を広げていました。

栗山町議会では、議員間の良好な関係性の構築、

議会改革を進めるには議長のリーダーシップと議

会事務局との連携、さらに議会改革の継続性では

現状に満足することなく、常によりよい状況を模

索し続ける姿勢を学ぶことができました。

登別市では、市民と共に歩む議会運営について

議会改革取組の背景と具体的な施策、常任委員会

と市民との意見交換会、議会フォーラムの開催目

的と市民へのフィードバック、多様性のある議会

運営に向けてのコンセプトについて視察を行って

きました。登別市での議会改革の始まりは、平成

１２年度からスタートしたＩＴ推進に関する特別

委員会の設置からとのことでした。議会改革のポ

イントは改革を継続する、市民に議会の情報を伝

える、目的を持った議会改革で、議会基本条例チ

ェックシートを作成し、議会全体が活動のチェッ

クを行い、議会基本条例を議員本人が毎年読み直

し、自己評価シートでの確認を行っておりました。

具体的な取組では、合理的な配慮の下、平等から

公平な議会に向けて議会組織の責務を明確化し、

プロセス、完成度より市民に寄り添う姿勢との考

え方で進められておりました。また、ＩＴ化推進

の取組では、会議規則の改正を行い、昨年１２月

の定例議会では家族の看病のために議場に参加で

きない議員に対し、道内で初めてオンラインでの

一般質問が実施されました。さらには、委員会中

心主義として委員会の調査、重点活動計画、視察、

市民団体報告、行政の進捗状況の確認、サポータ

ーとの懇談会、委員会としての提言、人が替わっ

ても継続的、倫理的な議会活動を保障する仕組み、

若手や政治未経験者、女性が活動できる仕組みづ

くりと育成などでは議会基本条例の熟読などの取

組を進めていました。新人、政治未経験者、全議

員の活動や倫理観を高めるため議会基本条例に基

づき継続的な取組が必要であることを学びました。

芽室町では、議会活性化モニター制度の導入と

運営について議会活性化の具体的な取組、議会モ

ニター、サポーター制度の導入の背景と設置要綱、

通年議会の取組による具体的な効果、読みたくな

る議会だよりの工夫、改善、町民との意見交換会

でのフォロー体制について視察を行ってきました。

議会基本条例は、平成１６年から検討を開始して、

研修会、町民との意見交換会、先進地視察などを

重ね、平成２５年に制定され、分かりやすい議会、

開かれた議会、行動する議会を目指して、任期４

年間の具体的な目標を定め、推進されておりまし

た。議会モニターの任期は１年であり、私立高校

生も参加していましたが、身近な応援団として継

続していくための努力をされておりました。読み

たくなる議会だよりでは、写真を多く取り入れる、

高校の新聞局との意見交換会など改善につなげて

いましたが、毎月の発行に向けては事務局の負担

が大きいと感じました。町民とのフォロー体制に

ついては、マンネリ化を防止するため対象者を替

えて実施されておりました。取組全体を通して改

革を止めないために議長を先頭に全議員が具体的

な目標に向けて取り組んでいる姿を学ぶことがで

きました。

道内３か所の視察を終えて、その内容につきま

しては議員協議会において情報を共有いたしまし

た。今回の視察で学んだことは、議会活性化を進

めていく上で重要なことは議会基本条例を基に具

体的な施策と継続的な取組が必要であると認識を

令和６年３月２１日（木曜日）第１回３月定例会・第５号



－147－

いたしました。既に具体的な取組として議長から

指針が示されており、今後の取組においては条例

の基本方針である二元代表制の下、本市の意思決

定を担う議決機関としての責任を自覚し、その機

能を最大限に発揮するために議員全員がベクトル

を合わせて一定の方向づけを示していきたいと考

えております。

以上、議会活性化特別委員会の視察報告としま

す。

以上で委員の派遣報告〇議長（山田典幸議員）

を終わります。

日程第１１ 議員の辞〇議長（山田典幸議員）

職についてを議題といたします。

富岡達彦議員から令和６年３月１８日、議員の

辞職願が提出されております。

お諮りいたします。富岡達彦議員の辞職を許可

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、富岡達彦議員の辞職を許可することに

決定いたしました。

ただいまの決定により、名寄地区衛生施設事務

組合議会議員に欠員が生じました。

議会の運営について議会運営委員会で協議を行

うため暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時４１分

再開 午後 １時４４分

再開いたします。〇議長（山田典幸議員）

休憩中に議会運営委員会を開催し、名寄地区衛

生施設事務組合議会議員の選挙を日程に追加し、

議題とすることと決定しています。

お諮りいたします。配付の追加日程のとおり日

程に追加し、議題とすることに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

名寄地区衛生施設事務組合議会議員の選挙を日

程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

追加日程第１ 名寄地〇議長（山田典幸議員）

区衛生施設事務組合議会議員の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第１１８条第２項の規定により指名推選によりた

いと思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、選挙の方法は指名推選によることに決

定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名することにしたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議長において指名することに決定いた

しました。

名寄地区衛生施設事務組合議会議員に倉澤宏議

員を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま議長において指名

いたしました倉澤宏議員を名寄地区衛生施設事務

組合議会議員の当選人と定めることに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、ただいま指名いたしました倉澤宏議員

が名寄地区衛生施設事務組合議会議員に当選され

ました。ただいま当選されました倉澤宏議員が議

場におられますので、本席から会議規則第３２条

第２項の規定により当選の告知をいたします。

暫時休憩します。

休憩 午後 １時４６分

再開 午後 １時４７分

再開いたします。〇議長（山田典幸議員）

以上で今期定例会に付議されました案件は全て
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議了いたしました。

ここで野村名寄市立大学学長より発言を求めら

れておりますので、これを許します。

野村名寄市立大学学長。

ただいま発言を〇市立大学学長（野村陽子君）

許されました野村でございます。このたびは、私

の退任に当たりましてこのような機会を設けてい

ただきまして、心から御礼を申し上げます。

４年前、コロナ感染症で外出制限がされる中で

この名寄の地も大学の様子も分からない中、着任

いたしました。市議会の皆様をはじめ多くの方々

の支援を受けまして、何も分からなかった状況の

中でしたが、何とか４年間任を終えることができ

ました。まずは、多大な御支援、御指導をいただ

いたこと感謝を申し上げます。任期を終えるに当

たって、４年間を振り返ってみますと、着任時に

は地域貢献、連携のさらなる強化、それから大学

院の設置、教育の質の向上、この３点を掲げてス

タートいたしましたが、コロナ感染症対策を当初

は最優先しなければならなくて、地域との連携な

ど足踏み状態でございましたが、一昨年４年生が

無事１８９名卒業いたしました。彼女たちの顔を

見ていて、彼らの顔を見ていて、コロナの間大変

だっただろうけれども、頑張ってここまできたの

だな、そういう環境を何とかつくれていたことに

私も非常に心から安堵したところでございます。

教育の質の改善については、道半ばだというふう

に思っておりますが、佐古学長に残していただい

た将来構想２０２６、これは中期から後期に向け

た計画をずっと続け、そして内容的にも一歩一歩

進めることができて、そういった意味ではほっと

しているところでございます。しかし、大学院の

設置につきましては、市議会の皆様方から多大な

る御支援をいただいたにもかかわらず、私の力不

足で申請書を出し、設置までの道筋をつけるには

至らなく、大変申し訳なく思っております。

当大学に着任する前には私は京都ですとか岩手

の大学におりましたので、その経験から当大学の

改善すべき点などが見えておりましたし、また平

成２６年に学校教育法の改正で大学のガバナンス

改革がもう既に始まって５年以上たっていたとい

う状況でございましたので、当大学の課題という

のが見えておりましたから、教員の方々と御相談

しながら改善を進めていこうというふうにしてま

いりました。しかし、やはり現状を変えることに

はなかなか抵抗があったり、また新しいことへの

取組がなかなか理解が得られなかったというとこ

ろがありまして、私が描いていたように前に進め

なかったことも随分あったなというふうに今は実

感しております。その背景にもあるというふうに

思うのですが、当大学は実態として学科、４学科

ありますが、学科単位というところが強く、学科

が事業を進めるに当たっての一義的な決定、そし

て学科の了解がないとなかなか前に進めないとい

う、そういった特色を持っておりまして、大学全

体としての方向を示しても、意思決定になかなか

至らないという運営体制にあったなというふうに

思っております。こういった状況の原因を考えて

みますと、私としてのリーダーの力不足もあった

かと十分自覚しておりますけれども、学長のリー

ダーシップを発揮できないような大学の組織体制

もあったなと。これも大きな要因だったというふ

うに４年間、今終わるに当たって実感していると

ころでございます。それは、そういった大学運営

がされているというのは平成２６年の大学改革、

これが行われているのですが、当大学はその改革

以前の体制のまま、要するに大学運営の決定機関

が教授会という形態が引き継がれておりまして、

それを変えるという状況には至っておりません。

それなので、教授会は教員全員が参加する協議体

ですので、賛同が得られないとなかなか改善が進

まなかったというところもございます。これを変

えるためには、私は組織の大幅な改革が必要だな

と思っております。その方向は、私大学の運営を

担当してまいりましたが、運営ということだけで

はなく、運営と経営、これが一体化して、大学の
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経営に責任を持つリーダー、そういった方がリー

ダーシップを発揮していただくような組織に変え

ていかなければいけないのではないかなというふ

うに考えております。このような大幅な組織を変

革していくということをしなければ、今後少子化

が進み、大学間の競争が厳しくなり、学生の確保

が本当に難しい社会にこれからますますなってい

くと思います。そんな中で、大学を発展、存続さ

せていく上にはこういった組織の改革は欠かせな

いというふうに思っております。そのためには、

今経営を担っている市がトップダウンで経営と運

営を一体化する組織に変えていく、こういったこ

とを進める以外にはないかなというふうに感じて

おります。退任に当たりましてこのような課題を

最後に市議会でお伝えするということは、非常に

無責任かなというふうに考えて悩みましたけれど

も、４年間私が大学の運営を進める中で鮮明に見

えてきたこと、これもお伝えしなければ私の職務

を全うしたことにはならないのではないかと考え

まして、このような場でお話をさせていただいた

ところでございます。

名寄市は人口が３万人を切りましたが、こうい

った人口の少ない市で大学を設置しているところ

は全国的に本当に少なく、名寄市立大学は市にと

っても本当に貴重な財産だと思っております。そ

して、市民の方々が長い年月、ここまでつくり上

げてきた大学だというふうに感じております。こ

れを将来的にも発展させていただけるよう、市議

会の皆様にもさらなる御支援をお願いしたいとい

うふうに思っております。

最後に、道北の地で当大学で４年間働かせてい

ただいたことに、市議会の皆様、市役所の皆様と

一緒に仕事ができたこと、このことは私の人生の

宝だと思っております。心から感謝申し上げます。

ありがとうございました。

これをもちまして、令〇議長（山田典幸議員）

和６年第１回名寄市議会定例会を閉会いたします。

大変お疲れさまでした。

閉会 午後 １時５７分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 水 間 健 詞
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質 問 文 書 表 （代表質問）

令和６年第１回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 東 川 孝 義 １ 令和６年度の市政執行方針について

（Ｐ ４０） (1) 新年度の重点施策について

(2) 総合計画（第２次）後期実施計画具現化の取り組みについて

(3) 行財政改革の具体的な取り組みについて

２ ４期目の折り返しを迎えて

(1) デジタル社会に対応したまちづくりに向けて

(2) コンパクトなまちづくりの推進に向けて

(3) 地域の特性を活かしたまちづくりに向けて

３ 名寄市における地域課題への対応について

(1) 人口減少を見据えた各種事業の推進に向けて

(2) 名寄ＩＣ拠点化構想の実現に向けた対応について

(3) 人材確保・育成に向けた具体的な対策の実施に向けて

(4) スポーツによるまちづくりに向けて

(5) 王子マテリア跡地活用に向けて

４ 教育行政について

(1) 新年度の教育行政重点施策について

(2) 信頼される学校づくりの推進に向けて

(3) 情報（ＩＣＴ）教育における成果と課題について

(4) 小中一貫教育の推進に向けて
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質 問 文 書 表 （一般質問）

令和６年第１回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 清 水 一 夫 １ 第２次名寄市農業・農村振興計画（後期実施計画）について

（Ｐ ６４） (1) 耕畜連携について

(2) 農福連携について

(3) 子実コーンの適応性の検討について

２ 防災について

(1) 令和６年度名寄市防災訓練について

(2) 災害ごみの対応について

３ 冬季スポーツ拠点化プロジェクトについて

(1) 施設等の整備について

２ 今 村 芳 彦 １ 地域の特徴を生かした賑わいと活力のあるまちづくりに向けて

（Ｐ ７２） (1) 中心市街地の再構築にかかわって

(2) 地域公共交通の発展について

２ 上下水道事業にかかわって

(1) 事業の課題について

３ 谷 聡 １ 名寄ＩＣ拠点化構想について

（Ｐ ８５） (1) 構想における市の役割について

(2) 計画実現に向けた関係機関との協議状況及び今後の予定について

(3) 防災拠点及び賑わい施設の事業主体等について

(4) 道の駅「もち米の里☆なよろ」の今後について

(5) 早期実現のための方策について

４ 高 橋 伸 典 １ 地方都市の活性化に向けて

（Ｐ ９３） (1) 地方創生関係交付金を活用した市の取り組みについて

(2) 企業誘致等に向けた交付金の活用について

２ 子育て環境の整備について

(1) 無料タクシー券について

(2) 育児用品購入事業について
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３ 災害対策について

(1) 避難所備蓄品・運営と避難訓練について

(2) 地区防災計画について

５ 中 畠 孝 幸 １ 外国人材の受入れに関して

（Ｐ１０４） (1) 外国人材受入れの現状について

(2) 外国人材受入れに伴う環境整備について

(3) 事業者への外国人材受入れ支援について

６ 川 村 幸 栄 １ 「パートナーシップ制度」導入について

（Ｐ１１２） (1) 「パートナーシップ制度」の導入について

２ 自衛隊への個人情報提供について

(1) 個人情報の提供について

(2) 「除外申請」の周知について

３ 名寄市立大学の独立行政法人化について

(1) 独立行政法人化とは

(2) 名寄市立大学にとって独立行政法人化のメリット・デメリットに

ついて

(3) 学内での議論の取り組み状況について

７ 山 崎 真由美 １ 「のるーと名寄」について

（Ｐ１２３） (1) 実証運行の状況について

(2) 運行範囲等の拡大について

２ 「子育てするなら名寄」が実感できる施策の展開について

(1) 「第２期名寄市子ども・子育て支援事業計画」による事業の進捗

状況と最終年度の重点的取り組みについて

(2) 多様な保育サービスの充実について

３ 防災対策の充実について

(1) 防災資機材や食料などの備蓄について

(2）厳冬期での対応について

(3) 災害からの復旧・復興計画について
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令和６年第１回名寄市議会定例会議決結果表

令和６年２月２９日～令和６年３月２１日 ２２日間

本会議時間数 １２時間０３分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴 ― ― 6. 2.29

第 １ 号 う関係条例の整備に関する条例の一部改正に ― ― 原 案 可 決

ついて

― ― 6. 2.29
第 ２ 号 名寄市手数料徴収条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市国民健康保険税条例の一部改正につい 6. 2.29 6. 3.13 6. 3.21
第 ３ 号

て 原 案 可 決市 民 福 祉 常 任 可 決 す べ き

名寄市空家等対策協議会条例の一部改正につ ― ― 6. 2.29
第 ４ 号

いて ― ― 原 案 可 決

名寄市空家等の適正管理に関する条例の一部 ― ― 6. 2.29
第 ５ 号

改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保 ― ― 6. 2.29
第 ６ 号

育事業の運営に関する基準を定める条例の一 ― ― 原 案 可 決

部改正について

6. 2.29 6. 3. 5 6. 3.21
第 ７ 号 名寄市介護保険条例の一部改正について

原 案 可 決市 民 福 祉 常 任 可 決 す べ き

名寄市指定介護予防支援等の事業の人員及び ― ― 6. 2.29

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予 ― ― 原 案 可 決
第 ８ 号

防のための効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例の一部改正について

名寄市指定居宅介護支援等の事業の人員及び ― ― 6. 2.29

第 ９ 号 運営に関する基準等を定める条例の一部改正 ― ― 原 案 可 決

について

― ― 6. 2.29
第 １ ０ 号 名寄市水道事業給水条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 6. 2.29
第 １ １ 号 名寄市畜産センター条例の廃止について

― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市一般会計補正予算（第１０ ― ― 6. 2.29
第 １ ２ 号

号） ― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令和５年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 6. 2.29
第 １ ３ 号

予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市介護保険特別会計補正予算 ― ― 6. 2.29
第 １ ４ 号

（第４号） ― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市食肉センター事業特別会計 ― ― 6. 2.29
第 １ ５ 号

補正予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市後期高齢者医療特別会計補 ― ― 6. 2.29
第 １ ６ 号

正予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市立大学特別会計補正予算 ― ― 6. 2.29
第 １ ７ 号

（第４号） ― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市病院事業会計補正予算（第 ― ― 6. 2.29
第 １ ８ 号

３号） ― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市水道事業会計補正予算（第 ― ― 6. 2.29
第 １ ９ 号

１号） ― ― 原 案 可 決

令和５年度名寄市下水道事業会計補正予算 ― ― 6. 2.29
第 ２ ０ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ １ 号 令和６年度名寄市一般会計予算

原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ ２ 号 令和６年度名寄市国民健康保険特別会計予算

原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ ３ 号 令和６年度名寄市介護保険特別会計予算

原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

令和６年度名寄市食肉センター事業特別会計 6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ ４ 号

予算 原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

令和６年度名寄市後期高齢者医療特別会計予 6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ ５ 号

算 原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ ６ 号 令和６年度名寄市立大学特別会計予算

原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

6. 2.29 6. 3.21 6. 3.21
第 ２ ７ 号 令和６年度名寄市病院事業会計予算

原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ ８ 号 令和６年度名寄市水道事業会計予算

原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き

6. 2.29 6. 3.18 6. 3.21
第 ２ ９ 号 令和６年度名寄市下水道事業会計予算

原 案 可 決予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

― ― 6. 3.21
第 ３ ０ 号 名寄市教育委員会委員の任命について

― ― 同 意

― ― 6. 3.21
第 ３ １ 号 名寄市税条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 6. 3.21
第 ３ ２ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

― ― 6. 3.21
第 ３ ３ 号 名寄市議会会議規則の一部改正について

― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 6. 2.29
専決処分した事件の報告について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 6. 3.21
例月出納検査報告、定期監査報告等について

第 ２ 号 ― ― 報 告 済

― ― 6. 3.21
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定

― ― 6. 3.21
委員の派遣報告

― ― 報 告 済

― ― 6. 3.21
議員の辞職について

― ― 許 可

― ― 6. 3.21
名寄地区衛生施設事務組合議会議員の選挙

― ― 選 挙 完 了

令 和 ６ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会


